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建築と社会

特集

建設現場のイメ ー ジア ッ プ作 戦

建築をめぐるトラブルとその解決

日本建築協会
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日本建築協会 ・海外研修旅行参加者募集

イスラムの建築を訪ねて

各

力勺プラン力

て¥

622年 に ア ラ ビ ア 半 !品込て

に西はエジフプ。トk 、 ア フ リ カ 北 岸 、 イ ベ リ ア 半 品 、 東 は イ ラ ン 、 中 央

ア ジ ア 、 イ ン タ ス 流 域 に 到 る ま で の 広 範 な 地 域 に 拡 大 し 、 以 降 、 諸

ｅｍ の栄砧盛衰をみながら、それらの地域文化に［ｾＺ ｾ 特を与えました ･

化 ( イ ス ラ ム ) に 対 す る 悩i れ を 表 明 し つ つ 、 自 ら の 文 化 と の 融 合 を

実 現 さ せ た か ら と 言 え ま す。

今 回 の研 修 旅行 で 、 ト ル コ 、 モ ロ ッ コ、 ス ペ イ ン の イ ス ラ ム 建 築

を 訪 ね 、 そ れ ぞ れ の 建 築 文 化 の 微 妙 な 差 異 を 感 じ と れ れ ば 、 モ ダ ニ

ズム 以 降の 過 剰 な ま で の テ ザ イ ン 的 状 況 に お か れ て い る 私 達 に 清 新

な イ ン パ ク ト を も た ら し て く れ る に 途 い あ りません 。

し か し 、 イ ス ラ ム 教 発 作 の 地 に は 、 と り た て て 建 築 文 化 が あ った・

わけでなく 、各地 域岡ＱＭ ￏ の文化にイスラム教が ［ ｪ ｩ ｾ 粋を与え、新たな

文化として ｾｉＭ 平ーし、優れた美を後世 ー にか、えています 。 これは、巽文 悠 久 の 時 間 を か け た 文 化 の 伝 婚 を 15 日 間 で 旅 し て み ま せ ん か 。

中東情勢により、延期いたしておりました「イスラムの建築を訪ねてJ 海外研修旅行を下記により実施いたします。

皆様のご参加をお待ちいたします。

〈募集要項〉

1 . 訪問都市

( トルコ ) イスタ ンブー ル

( モロ ッコ) ラノ〈卜、メクネス、フェ ズ

( スペイン ) セヒリア、コルドパ、グラナダ、

バルセロナ

2  旅行期間

1991年 11 月26 日(火)- 12月10日(刈 C15 日間〕

3  募集人員

25名 Ubi 小 f i Hr 人民 )

※ 募集人以に達し次第締切断j で もお断りする

場合があります。

4  旅行費用

会只 475 ，OOoP=l  ([11  f，j >: 会以は、 l 社に つき l

名まで会 W &いとさせていただきます )

一般 500 ，000円

※定 ｮ に Ｑ 前たない時は変ｾする場合 が ありま

す。

5  申込締切日

1991年10月11 日闘

B  申込方法

下 記 「参加申込用紙約求書」 を( 社 ) 日本建築

協会事業諜へお送り下さい ，-!}r リ返し正式申

込書、手続案内せi をお送 ') ｾ、たします 。Ｈ 本 会

事業諜まで ｆａｘ かｾｬｬＮ訴で ‘ こ Ｑ 主総いただいて

も結構です )

7  . 申込金

女 50 ，000円 ( 旅行費用に繰り入れます )

日 本 建 築 協 会

海 外 研 修 旅 行

参 加 申 込 用 紙 請 求 書

* 正式参加l 申込時に下記銀行へお振り込み下

さい。

B  旅行費用振込先および振込期日

* 北海道銀行大阪支 1，1;

(仰日本交通公社大阪本111] 文前

普通民金口座002219

* 平成 3 年 11 月12日( 刈までに残金をお振り込

み下さい 。

※ ロ ンのご平11mも可能 ですの で、下記旅行

社にお問い合わせ下さい 。

日 問い合わせ先

貴 社 団 法人日本建築協 会 ・ ｉＧｾＺＤ［ 諜

〒530 大阪市北区締出 1- 1- 3- 2100

( 大阪駅前1 ( ' ; 3 ビル2l1'告 )

T E  L.  06- 348-0633 FAX. 06- 348-0634 

貴株式会担日本交泊公社大| 坂本町支庖

干 541 大阪市中央区安土町3丁目 5- 12

T E  L.  06- 261- 2513  

旅行業務取級王任者/ 以降次

f日当者/ 除 尾 ・岩国

〈旅行条件 〉

この旅行は、( 凶日本交泊公干上が取り扱うものです。

. 次の 'f 'i 用は旅行貨に含まれています。

l  旅行日院に明示された航空逆行 ( ただしエコ

ノミークラス ) 、船舶運行およびパス料金

2  各地におけるフ ァー ストクラスホテルの宿泊

料金および税 ・サー ビス料金 ( 2 人部屋に 2

人術r白を基準とします )

3 . 全朝食、昼食 6 回、夕食 6 凶 ( 機内食含まず)

の食 'IC料金および税 ・サ ー ビス料

4  千1i:f 物の jlliJ 鍛;料金 ( お一人機20kg以内のスー

ツケース l 個 )

5.  i千来以 ;1'( 用

・ ｼ 二記ｾＧｩ用のほかは旅行 ￯ｊ ｩ に含まれません 。 その

一 部を例不します 。超過手術物料金、クリーニ

ング代 ・屯報電話料 ・ホテルのボーイ ・メイド

等に対するチ ップその他追加飲食等例人的性質

の 11百貨用およびそれに i半う税・サービス料、渡

航手続関係諸費用、お客様のごJ告望による l 人

百11!ijJJ_ J) 1 I 料金、オプシ ョナルツアー代金 、 日本

I.li ll勾の空港施j 設使用料、日本1.lr̂1におけるご自

宅から発滑空港までの交i 1 ffL' i ' 桁 /(1;I'i 、旅行日

f"ttJ' の空港税等。

. JfJ(ii'i料

rtJ 込者の ご都合で参1111 をお取り消しになる場合、

1 人当たり下記の取消料を申し受けます。

平成 3 年 10月25 日以降・・ー 50 ，000円

平成 3 年 11 月11 日以降 ー • 100 ，000円

平成 3 年 11 月22 日以降 ー ー200 ，000円

旅行開始後… ・・・ お客機が未 ｕｩｾ 行サーピス提供

を受けていない部分に係わる旅行代金の金紙。

・ この旅行条件は、平成 3 年 6 月25 日を法準とし

ておりますので、航空運1' 1 および為的交通機関

などの逆行改訂並びに為谷中11場その他の事由に

よリ変更される場合があります。

. 特に記，肢のない事項については、株式会社日本

交i l I i 公社旅行業約款に準拠するものとします 。

一 ー・・宇一. 1;1) )似 車品 ー ーー ー・ーーーーーー一一一一一一一一一一ーーーーーーー- -----・宇 ..・ ・φ ・ーー------守守守一ー一一 一一一一一ーーー一 一ー今 号

現 f主 月7

氏 名
年 l紛( 歳)

勤 務 先 名

電 話( 自 宅 )

電 話 ( 勤 務 先 )

建 築 と社 会/ 1991年 8 月号 1  



イスラムの建築を訪ねて Ｑ ＹＹ Ｑ 年 ＱＱ 月 ＲＶ Ｑ 守 ｾＱＲ 月 ｬｏ ｵ 日本建築協 会 ・ 海 外 研 修 旅 行 日 程 表

|月日 (日記} | 者日 市 |現j世時刻l| 交通機関| f前
告2.

宿 泊 地 | 王

1  1

11 月

大阪発

26 日( *)

I  19 :  20 I  L  H  734 I  | 機中iCI

月 一レト着 ｼＰＶ Ｑ ＵＱ 凶 ｾ ｾＮｾｉ スンフー
1 17. . 7' /7' - J V I ・… ー ク2  12; 自体) フランクフルト発 09: 20 1 WJパス 建築視察 イスタンプール ・フソレーモスク

イスタン 7" ル着 13 :  10  

Ｍ アノ、メ ッ ト ｉｉ ｉｉ Ｇｲｾ 水

- リュステム ・ノ、ンヤ ・モスク

11 月 I 1 7..7' / 7 ' - J VI  
3  1  ［ｾ日 Ｈ 木 Ｉ イスタンブール

自由視察

| イスタン7 ' ル I ・ トフカフサライなど

4  1  ｾ＠ ｾ月 | イスタンプL 崎 1 18 : 20 1 貸切パス| イスタンプール

I  29 日{創 | フランクフルト着 I 20 :  20 I  L  H  109 I 建築祝祭

フランクフルト

. ハ ッサンの燐

11 月 1 7 Mフルト発 | 10: ぺL M 5 8 1 mパスで 引 へ
ラノ〈ト - ルワーの門

5  1  ｾｾ日 比 Ｉ カサプランカ着 12 :  20 I  n七IJパス 川 ラパト 建築悦祭

- ウダイヤカスノ〈など

貸切ノ〈スでメクネス - ムーレイ ・イス7 イル廟

6  1

12 月
ラノ〈ト発 朝 11 Cl Jノ〈ス

フェズ . 7 ンスール門
針，，，フェス'へ

1 日(日) フェズ活 タ

ｪｾ ｱｬ メクネス 往きた祝祭 - フー ・アナーニア ・メドレセなど

7  1

12月

フェズ

2 日(月)

フェズ建築視察 | フェズ

1(-1;I Jパス フェズ: 建築祝祭

8  11_2月 | フエズ発
午後 11 

3 日( *) タンジール着 夜

| … m ン

- エル・カラウィン ・モスク

- ブー・イナニア ・メドレセ

• E手( の門

- ヌ・ジャーリーン広場守

- メティナなと

向。

- アルカサール

9  1

12月

1 アl レ¥シラス 09 :  00 1t-1;l Jパス

- ヒラル夕、の併など
4 日体) セビリア着 午後

11 
セビリア建築枕然 セビリア

01

12月
| セビリア発

朝 11¥;1Jパス

n切パスで コルドパ

- メスキータなど

5 日(木) グラナダ着 タ
ゆか |
ji_ I!' コルドパ建築悦察 クラナタ

11 1

12月 グラナダ発 19  :  15  A0434 

グラナダ，建築祝鋲 ハルセロナ

6 日倹) バルセロナ着 20 :  25 n切ノ〈ス

アルハンプラ宮殿{ ゲラナデ)

121

12 月

ノ〈ルセロナ

7 日比)

バルセロナ fl 山枕 祭 バ ル セ ロ ナ

131

12 月

バルセロナ

8 日(日)

バルセロナ 向山視察| パj レセロナ

141

12月

バルセロナ発 13: 10 I L HI 883 バルセロナ ドIrli 祝祭

フランクフルト着 15 :  10  

9 日(月)

フランクフルト発
17 :  551 L  H叩 | | 機rl 'dl

151

12月

10 日(火)

大阪着 17 :  25 

Ｊ Ｑ 記日Ｎｦ｜Ｇ ｟ は交 ｪｩｬｬ 機関 の ｭｪｻｾ により変正Ａになるニ とか あり ま す の て、 ｆ めご ｦ ノ 主ド さ い

2  



主催 掴 j払 日本建築協会 東 海 支 勾 建築工事実務講習会

ーー す ぐ に 役 立 つ 建 築 技 術 者 へ の ガ イ ド ーーー

一歩踏み込んだ先手の計画グ 計画と一致した仮設費をグ 迅速かつ合理的な積算グ

施工計画仮設見積積算業務

岩 田 正 弘 氏

清水建設側名古屋支l吉生産システム部部長

過小な計画は勿論、過大な計|百|も

許されない。厳しくなる 一方の施

工環境に、いかに介. f l l!. 的に対処し

ていくか、その要点をわかりやす

く説明します。

佐 藤 達 雄 氏

側 大林組名古屋支后建築工事部工務課長代理

仮設費は、 一般には非常に把握し

にくい商があ って 、ついつい単位

而積当り、あるいは請負金比率の

みで処理されがちである。しかし、

これからは特に合聞がJ な、迅速な

費用の算出がますます要求されて

きます。

"ーーーーーー ーーーーーーー- ーーーーー ーーー ーー-ー ーーーーーーー -ー ーーーー ーーーー 一一ー 一一一一一一

尾 関 友 四 郎 氏

側竹中工務I書名古屋支庖見積部部長

現場をコストの面から管理するに

は、元見積書が必要なことは申す

までもありません。

より合理的で正確な積算業務を解

説します。

一一一一一→一 一一一一 一ーーーーーー一一 一ーーーーーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーーー- ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーー司

趣 旨 ・宵公庁 ・札 n.'Jq.長所 ・建設定ーをはじめ、設備 ・常繕

と など幅広い分担fのイI能な技術. f ' i を長成する 11 (1りをも

内 容 って表記諮問会を開催します。

・とくに取リっきにくい施 C i i1ilil と仮設比約、引場実

務のＩｾ健であるｦｩＧ￭ＧｦＮｬ技術 ｉ に ｩｦＨｽＮｉ ，ＮＺをおき、講義します Ｐ

・また、者Ildi 環境の変化に flo う法令 . t;Qif の改 iF など

も力11 え、技術の進歩に日1I1必したuaJr の知識の修併を

はかります。

・実WI J として、 R C; ;I .  j也ド l 附 ・地J - . 5 m控・F務所

ビルをとり 1.. げ、そのぷ r司(i 怖から完成にす1るまで

をわかりやすく解説します。

と き 平 成 3 年 10月9 日(水) 午 前 9時 30分~午後 5 時

ところ 昭和ビル ・9 階ホール

(γ; ，'，1-11 ，Ji ＧＱ ＧＱ メ ー 河 ｉｾ 11"1 13 - 26)  

定 員 1 0 0 名

会 費 14，000円 ( 合テキスト代) ※ 消費税を含む。

- テキス卜( 2  ＨＱ Ｇ ＮＱ 主テキス卜を 大 Ｑ ＱＱ に ｬｾ ｾｃ ､Ｂ ) は

吋11 r'i cイIJ させ ていただきます。

申 込 ｮ ｾ 受 講申込 Ｚ ＱＱ 二 ｬ こ 必要事工頁をご記入 のうえ会 費を添え

て本文部 ;までお申込み下さい。

引符え に受講券を発行致し ます。

申込締切日 9 月19日( 木 ) ((11 しι i i I こ注し次第締切ります)

( 社) 日本建築協会東海支部

干'160 (' ， ，'，"I-I1 ，J i  '1' 1メ栄" 3- 26 (1I {1拘| ピノレ愛知I d ! 築| 会 l人J)

T E L  ( 052) 261 - 1451 

・受付時間 毎日、午前 9 時~午後5 時f f ! し土・日・祝日を除〈 。

"  "t 制IILt 、 下街 J"i<III 'I' ) へお IllJ{ :干わせ( 1' : さ " 0

昭 和 ピ ル

名古屋市中区栄四丁目 3- 26

同町p

キリトリ，j ' ; J j l

建 築 工事 実務 講 習 会 受 講 申 込 書 No. 

社団法人 日 本 建 築 協 会 見ｾ￬ＡｦｪＮ支部 御中 白l' IJX 3  (ド H  11 

郵; l ! ! ! 待サ 受 講 者 氏 名 年 令

( 1 
，;Ir 

事 業所，y ，

( ま た は L"¥.. ，y， )  

111 当 J'i ff:  .r，.  

";[ .i;f; ff干サ

全 校支払 ) j i去 - 持参 "  J)l.全i基金 い ず れ か にO向l を付して下ふ、

3  



日本建築協会会告

神戸市立博物館( 旧東京銀行神戸支庖) 見学会

一近代建築再生シリーズー

日時 1991 年 10月 4 日恰) 1 4 :  00ー16 :  30 

日本の近代建築は、百年にしてその滅びを見なければならなくな

った。一方、日本の現代建築の廃史は、急激な近代化への流れの中

でスクラ y プ ・アンド ・ビルド( 文明としての現代建築) による画

一的で味気ない都市空間を創出してきた 。 そのため、日本の近代建

築の、文化としての蓄積は残念ながら少なくな ってい る。

本来、建築には文化としての側面がなければならないのではない

か。 なぜなら、建築は時代の精神と技術の所産であ って、も っ とも

具体的な歴史の証人であるから .... . .。

今、多くの人々が海外に出かけ 、歴史と文化の遺産としての，建物

を中心に形づくられた街並みや景観を美しいと 言い、そこで営まれ

ている生活の中に本当の担かさを感じて帰 ってくる 。 これらの人々

も含めて、本物の良さをあらゆる分野で求め、見直す気速が出来て

久しい 。近代建築への思いもまた同じであろう 。 そこには、心を込

め、技を込め、時間をかけてつくられた本物の良さがある 。

これからは、近代建築を保存しながら再生したり、復元するよう

念事191Jが増えてくるであろう 。 それには、保存や再生などの改修現

場で、先人たちの心や技に挑戦し 、その建物に第二の人生を l吹き込

み、文化の継ゑを試みた建築家逮に学ぶことが必要なのではないだ

ろうか。いま一度、一人でも多くの人々が、父組の j懸: 命に築いてき

た近代日本の建築に関心を持ち、それを文化の泣産として愛し、再

生していきたいものだ。

このような思いから 、近代建築再生の現場ウォ y チングを始める

ことにしました 。

第 l 回は 「神戸市立博物館」設計 神戸市 ・1反介建築研究所 ( 旧

東京銀行神戸支盾←横浜ー正金銀行神戸支倍、設計 : 桜井小太郎、 1935

年竣工 ) を対象に、講師として神戸旧民WIJ 也近代建築に詳しい武田

司IJ 明氏、設計を組当された垂水百合 f 氏、松林付; 1 : 荷氏にお 19，f ( いして、

改修当時を再現しながら、父他の建築にかけた熱き思いを採 ってみ

たいと，思います。

また今後、 「六 甲ノ吋ンモー ル」設計 . 竹 rt' 工務病 ( 11司小泉製麻工

場 ) r 兵庫県公館」設計 : ｬ で ＱＰＱ ，り，ｾ ( 1日兵崎県南庁舎←兵庫県庁舎、設

計: 山口半六 ) などを予定しています。(近代.¥JB1HI: i ' 分川会怜1，N，';家敬 )

講 師 武回 目IJ 明 / 式IJI 也築ι lI "j ，務所. H!- まち N'I i を愛する会会長

ｊｦｦｩ Ｗ ｊ ，百合子 Ｏ ｾｉＢｩ 市且 ｕ ， N' l idj (j む供給公社 にnlli'l

校 林 祐 前 /J I; : 命.¥J l 制If 究所

ぷ ，1I 神戸 r!i'g. *:t: fm

j反:('r. l ; j 築研究所

抵)，f: lfti l!1 10.073.101'  

( 旧館改i品喧 .140. 2m'、

抑制: お .932.9m')

例泣IJLm R C  ( 一部 S )

Bl 、 5 F

r. JYI 1980年12)-J

- 1982年 3J1

集 合 現地 、止函玄関 ( 神戸市中央区京町24 )

*  r三宵駅」 より南西へ徒歩約 10分

定 員 30人

参加費 会員 2. 000問、一般3，000円

( 合、入館料 500円/ 館蔵名品展、資料代 )

* 当日、受付にていただきます 。

申込 ハガキ、 ｆａｘ 、Ｇ，ｾ話で Ｙ 月 ＲＶ 日 Ｈ 木 Ｉ までに Ｈ 社 Ｉ 日本

，也築協会事業課へお lド込みください 。 fH¥し名( 神戸市立博

物館見学会 ) 、氏名、会員 ・一般の 別、勤務先、参加証送付

先、電話番号をお知らせ1.v，f(し、ます 。

( 社 ) 日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区悔 1I1 1 一 1 - 3  - 2100 

F A X  348- 0634 T  E' し 348- 0633

* 毛主1111，;，1を 9112711 ( 全 ) に 光地します。

*  q'j 主片多数のJJ)i U" はfllli i!:て' 参J mYi を決定します。

ー ビデオ映写会 現代建築家ビテ7 シリーズ 第6 回

日時 1991年 9 月26 日 ( 木)

18 :  30- 20 :  30 

会場 ( 社) 日本建築協会サロン

( 大阪駅前第 3 ビル21階)

4  

i  磯崎新 1  ( 1960ー 1985) 5自分

処女作の大分県医師会館から、海外での最初のプロジェクトである

ロサンゼルス現代美術館に取り組む 1980年代半ばまでの、数多くの

作品について自らが誇る 。 と同時に、初めてのヨーロ γ パ旅行での

エピソードや丹下健三の コメントも盛り込み、磯崎新の感性を紹介

する 。

収録作品 。大分県医師会館、岩田学園、 E X  P  0' 70お祭り広場、群

馬県立近代美術館、富士見カントリー ・クラブハウス、

北九州市立美術館、日本電気硝子大津厚生施設、青木邸、

衛藤クリニ ック 、つくばセンター ・ビル、西脇市岡之山

美術館、ロサンゼルス現代美術館



日本建築協会会告

神戸・北野町界隈の教会を訪ねる

一関西の近代建築を訪ねるシリーズ・第 2 弾一

日時 1991年10月12 日出集合13 :  30一解散 17 :  00予定

今回は、 「初秋 の午後を神戸・北野町界限に. ' ，'J ，{f する特色ある 5 つ

の教会めくり 」 という内容で企画しました 。

- 神戸ユニオン教会

. 神戸教会

・神戸栄光教会

- 中山手カト 1) "/ ク教会

・下山手カトリ ック教会

以 上 ( 順不同 ) を見学し 、 また教会の説明をも 聞け るという、ま

たとないチ ャンスです。 特に今回のハイライトとしてお勧めしたい

のは、一般には非公開とな っている神戸ユニオン教会、神戸教会 j止

び神戸栄光教会の内部を比せていただけること、 中山 手カトリ ック

教会では特別に塔にも登 らせて いたた一ける予定です 。 なお、神戸ユ

ニオン教会はヴォーリ ズ ( W ，M ， Vor i es ) による設計で、近々取り

壊される計画もあるとか一

是非ともこの機会を逃すことなく当見学会への参加 をお待ちして

います 。 ( jll 当委 μ )

神戸ユニオン教会内部
神戸

2 磯 崎 新 II ( 1986ー 1991) 5時

海外のプロジェクトを中心に活躍している 1980年代半ばより現イl ' ま

での、思想、と建築作品を紛介する 。大規模化していく プ ロジ ェ クト

の 中で、新しい建築理論を試みる建築家の知的冒険を綴る 。

収録作品 ザ ・パラ ディアム、ロサンゼルス現代美術館、ハラ

ュージアムアーク、水戸芸術館 、サン ジョルディ ・パ レ

ス、デ ィス‘ ニ一本社ビル、北九州国際会議場

製作 ・監 督 マ イ ケ ル プラ y クウ y ド

日本語版制作 ・発売 : デルフアイ研究所

集 合 判l 戸ユニオン教会前 ( 詳細lは参加証にてご確認ください )

定 員 30人

会 費 会員 1，000円 一 般1，500円 * 当日 、受 付に てい ただきます。

申込方法 ハガキ、 F A X 、電話で、 10月3 日 ( 木 ) までに ( 社 )

日本建築協会事業課へお申込みくださし、 。催し名 ( 神 戸

・北野町界限の教会を訪ねる ) 、氏名、会員 ・一般の別、

勤務先、参加託送付先、電話番号をお知らせ願います 。

( 社 ) 日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区梅回 1 - 1  - 3  - 2100 

F A X  348- 0634 T  E  L  348- 0633 

ホ" ，込行多数の場合は 1SI;! てe参IJlii'i を決定します。

* 参IJIi，，"を 1011 4  II ( 金) に発送します

なお、今回の企画については各教会からいろいろな商でご協力を

いただいておりますが、当日の教会の催し ( 結婿式など ) により、

企画内谷に変更が生じることも考えられますので、予め御了承くだ

さいますようお願いします 。

神戸栄光教会

元町 三ノ宮

ビデオ映写会

定 員 30人

参 加 費 会 員 無 料 、一 般 1，000円

申込方法 ハガキ、 F A X 、電話で、 9 月19 日 ( 木) までに( 社 )

日本建築協会事業課へお申込みください。催 し 名 ( ビ デ

オl吹写会 ・現代建築家ビデオシリーズ ・第 6 回 ・磯 崎 新

I 、 II ) 、氏名、会員 ・一般の別、勤務先、参加証送付先、

電話番号をお知らせ願います。

( 社 ) 日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区梅田 1 - 1  - 3  - 2100 

F A X  348-0634 T  E  L  348- 0633 

*  "，込 i'i・多数の場合は抽選で参加者を決定します。

キ参IJli i正を 9 月20 日( 金) に発送します。

5  



一 一 一 日本 建 築 協 会 会告

4 平成 3 年度日本建築協会支部通常総会報告 4 日本建築協会支部役員

匡歪週

1，1  ｾ革 、l完成 3 年 7 J  1  24 11(4; )  17時30分

ij.'jl;fr まる多 ( ..;.;打/l di kJ 京区/，司自I. i i ' Jij勝年目T91 )  

次第 1 閉会 UI¥/町会Wl 6名)

態 説 会

2 ，支部 l社長1' ，' )

3 ，議長選 lH

4 ， . 議組事" 高

ＨＱ Ｉ 、 ｆ 成 Ｒ 年度・ ｉｾ 業報 ｻＡ子 ｪ 止ぴ収文決算報 ｦｩ

( / 以来どおりノk;lf，)

Ｈ ｾ Ｉ 守Ｏ，成 Ｓ 年度・ ｉｾ 業， ｬｴｬＧ 可 Ｈ， 伺Ｏ土ぴ収立［子ｬＧ ｮ 羽

( 原案どおり決定 )

(;1) 役 μ のI l I i 充別仰のとおり決定 )

( 1)会 μI 干1強

直 面

U  時 、F 成 3 年 7 JI 6  l:l (  /:) 15時

t品所 ｾｉ ，｜ｩＨ文化センター Ｈｊ Ｎｌ［ｾ｜ｲＱ ｩＧｉＧ｛＾ｻ 大下出 ｦｬＭＵＭＳ Ｉ

次第 1  /井l会 ( :/¥1市会 H4 21'， 、委任状481'， )  

2 ，支部 長後 jj')

世t説 会

3 .  ｉｾ 花 ｩ よ ｾｴｈ

Ｔ 議 Ｇｉｾ

. . 議案第 1 ｾ［Ｎ＠ 千 Ｑ 決 Ｒ 年度目 ｉＧ［ｾ 報公

( If ，¥楽どおリノk. ，2， )

. ，議案第 23f 杓求 Ｒ 年度以立［決￬Ｉ報 ｾｉ ;  

1J it:' 住どおりノj記必 )

・議案第 3 り ‘/(IJX 3  ｩｰｬ 主 Ｇｉｾｾμｬ￯ ， ｨ ｪＨ約

ＧｨＨｾ 住どおリ決定 Ｉ

・議案m<1 ¥]- 'ji.rJ!.<: 3 年度以ぷ f m判

Ｇｊ［ｾｾ 長ど ｪｪ リ決定 Ｉ

- 議案m5 サ 役H選If:の1'1' (伺

Ｈ 百ＱｊＱｾのとおり決〉主 Ｉ

1111年、I( 成 3 年 5 川171Wtl l 8時

i j.'jl 叶 ライオンズフラサ ・r，，'i /;!_ 

( れ山 Mdi ' I' 1メー栄 4 - 15- 23)  

次第 1 ， Ｏｬ ｾＱ 会 Ｈ ，ＧＱ｜ Ｑ 市会 Ｑｾ 20名)

2  _. ! dI Wj j;ji') 

l ! ¥脱会

Ｓ ，議長 ｪｾ Ｚｬｾ

4 .  .J1'I' ; H' P . 名人指名

5 ， .'& Ｇｉｾ＠

. ml サ筑後 ( 原案どおり本必 )

ＨイＩ ＧＯＧ成 Ｒ 年度白 ＱｾＧ ， ｍｦｬ 伴

(ロ) ‘ /，成 2 年度収入J : tB決l ' r輯lief

(ハ} ード成 2 年度 rill 築と社会 J .:!i古/11!.l i丹30周年

記念 ｊｬ ｾｩｦＧｴ 特集

特別会計収入ム Ｚｦｕ 決 ｮ 朝 Ｇￍ ｊￅｾ

(ニ) 竹広 2 年度ri l l * と社会f 点ifdl レネサノス"

特別会計収入ぷ fB決n報公

. m2 号，議案 ( 'h( 家どお' ) 決定 )

(イ) 、ド日記 3 年度予業，i 十両f伺

(ロ) 、/'成 3 年IE収入ム:HJ チ労 (り

ト) '/'成 3 年度 「建築と社会」京海特集

特別l制ll!

(ニ) ‘I' IA 3 年度 rill 築と社会 J Jl ubt 特集

特別 ｬ 会 ｊ 収入え Ｚｬ｜ Ｍｦ Ｇ ｭｾ

州 、ド成 3 年/i
r
往築と社会」柄米 iflt ルネサンス"

特日11制民

(べ '/'1氏3 if. /i
r
往築と社会

J

、、

JlUl 't

'

レネサンス "

特別会計収入ぷ :1¥frn約

・ 第 ＳＴｊ 議案 Ｈ 日 ｉｈｾ のとおり決定 Ｉ

(ィ ) J( 古/¥役H 下数改選

ロ Ｉ ＲｾｉＩｪｾ ＮＧｦｾ本部，， Ｇｆ ， ｊｗ ｩ￭ＧｬＺＯ｜

匪豆亘ｾ 叫 Ｑ ｾｾｦＱＱ Ｚ 仙川 Ｑ［ と州制 ｬｩｩ

1111与! ' I . 戊 3 年 5 )J 1211 (日)

場 所 ;毎j 些自Ii Ｈ 大阪市港Ｏ＾＼Ｚ海 ｉＺｾ iI!i ') )  

→比 ＧＧＧ［ＺＲ でを ｪ 在ねてＯｬｾｉｦ Ｏ￯

次第 1 閉会 <:1''/市会μ 101'， )

2 ， J a H H主j i')

;1 ， ＾ｉｾ＠ Ｇｪ六十 ｬｴｾ Ｇｦ

1 ， ，，&'1'; 

E兵員I i

l ‘ /(成 2 年度 '1'; 1;輔i;¥::. 並びに以 Jじたn輯i;t f

( IJ; ': 本 どおリ 1t:. 1J!. )  

Ｈ ｾ Ｉ ‘ ＯＧＱ 災 Ｓ i/ol 宣事業" 1'I lhj ( 刻，1[ ; ，ひに似ム:r- mり

以来ど j j リ決定 )

1) その Itl!

匡童画 品目附 山り

.!( ｉｾｉｾ＠ L主 )1 千1Eじ

i，{lj j ( 部長

'i :'; ，，& H  

弘 Ｇｉｾ

，j>:部1，，'ji，;高n

制I?宇 治 111U 1リl

井川栄ー 池川イT附 di 川繁b: f f

。1I IJJ 1; 年ー 大 It，( 正 l珂l'f 止し ;J

小沌- .A: /lI 1'Il hf¥，:， ;J 水野; ヰb: f f

:U::.)RI，b:ff. 山凶 一義

ITI 中1を 介 安 打 洋 太 郎

ドl' 谷 ffi 山 11 1リl

j自J! 品開通I. : l l /lI 1II' ifi 

匡璽亙 1刊3州耳取《

J主正 111郎|目¥ L長毛 ‘干ド 4本メ l佼を秋

MIJ . . ! i 部長

常 設 H

稲! t ｻｾ＠ ，lj 林敏日11

ｾ ￭・ Ｇ ｉｾ

牛 Ｚ［ｾｉＩｬ ｩＧｉ ｾｉｾｕ

地J!ll ，報通Ui

仏総 if[)に i:¥; /:1t1必 r 桜 .Jt!l U

小附i E 文 111附三日I¥j q_i F  1  JI 敏リj

佐藤公三 千本悦人脈牛: 秀夫

凶 '1' 1リj J.ι! 日 勉 刈 柳 係

，ＺＧｦｊ ｾｨ ＡＧｩ＠ ｾ＠ l U. 畑氏 !s'，本他，; j

決 111 ￹Ｇｾ 身陥 ｉｒ H.=.  

稲止と ｻｾ＠ ;!'i lll )il jlj - n  1.'; 1. X  

111，水敏リj

総本f. ; ) . と

直直豆週 引帥削n

;斗A  土主; 高剖部|目¥ t長正 '1小|ド' !仏

ItI IJl 百I)Lt 't1川 11-:';1. lU. 11 'ffi文

幹 事 畑 中伴 ￟ Ｉｪ林全之代川 ￭［ｾ I リ)

雌川帯/1リ) 桝林五二 小':;'; ニbく

'1: 作 成 H 小坂 Ｇι 勝広ｽ制 Ｑ 敏 ｮｬｾ ＧＺＺ州ｉＮｪ ｨＮＮｱｾ

今 ilti ，'il(( 1主総利秋 松本，1/ 一 位11

年本 IA '  11川l I oi 手ifi

目1 1 : li ， / '  iii， 11 

相1 " 主役 一凶1を日11 11/1 1  ｾＧ，千代校 ＢＮＱＮ｜ 川じ山

ｵＮＺ ｾＢｅ ＮￄＺ＠

本日/¥，;' /'議H I ト/J' l ニ反 1 t 11 雅文林イi : : 之

'，)EIlJ *'li リ)

地域情報通! 日 ii 林 公之

匿亙画亙 川川

ム: 日/ ¥ l，t _./tlll 1を

1，¥l J之内/11< 午I也 di ｾｩ ｌｬ ＺＢｊ＠ 11 );: 

竹 下 l J 'f' ifr ー | 判 附 1己l 以

大下山 ｪ［Ｚｴ 之 ｾｴｾ ｦＢｩＨ［ ) . ょ北111余ヂ2

，'，1，¥ IJl lIEV4fll¥ 雑! ' { 幹 K j上本 tt 

水以降点' I ' f ' f ，i凝

日" '1'; 阪本n :  杉山俊夫

判1" 主 1生 川松s)J "、

4本4 古剖/;い"ι;議範 iμi 制維H'れ'i 申判 Ｎ ｾＩＮ犬 ｩ Ｈ I水Hμと r.v. 

地域1悦目報過副I"H ，'J ，¥U凶11制IE/I叫H日郎|目i  

.... IT' 建築新技術展/ 国際セミナーA/E/C SYSTEMS J APAN'91oD 開催

一 一 日 本 建 築 協 会 協 賛一 一

9  )J 18 日 か ら 3 1:l/l¥J 、 * 京 ・池袋サンシャインシティで、[ E / I 努セ

ミ ナ 一 、 展 ぷ 会 を '/J 心 lこ 、 ， 建 築 分 針 に お け る 先 端 校 付;i . f l J ! l 1ーコンヒ

ェ ー 夕 、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル ン ス テ ム 、 メ カ ト ロ ニ ク ス 、 建 築 材

料 ・部品等の研究成: t とと i改 新 の 製 品 動 /i'J そ し て 応 川 技 術 を 一 色 に

' t めた校記f U¥しヵ、 /1f. Jか れ ま す。

会 WJ 1991年 9 )  J  1  B  I1 (本) - 20 11( 斜

会 場 Ｊ［［ｊｾ＠ . 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ 文 化 会 館

i， 1m 孔/ Iミ/C S Y S T E MS  J AP ANMl 織 会 H 会

i: 14 1三 十か十I 魁 氏 ( 点 'J
1

，大' 下r，件 教t U

MI]委HLと l人H13 作技氏 Ｈ 明治大学教 ｉｾ Ｉ

11 14 磯崎 新 I¥. (磯崎新ア トリエ f U()

栄 久J伝iぢ，; JI 王 ( G K イノダスト ' )71レデザイ J 研' 允1' ，わ叶Lxl

6  

岸仰j 竹 ;  ，'J'，ll ll1氏王 鋪竹 υ山 ＧＨυ川Ｈ， 川， ｊｉ訓 ｊｉ 月 ｉｾ 往｝Ａ築ふＮｲ中川十十川 Ｇ Ｑ

L以と T谷千川 ‘+幸1ド存男氏 叩陥川大"1:/ ステム朴ff"t ，附汗?究t l所叶F教制tυJ段f  

林 /  1二氏 Ｈ川 ｉｉｾ 也｝Ａ，仏， Ｑ山|υ /ti l訓削I1川l川十社削上U< I}  

デ ル フ ァ イ li)1 究 所

・ 展 示 会 ( 無 料 )

コ ン ヒ ュ ー夕、 C A lJ C G 、 住 築 材 料 . tn; 品 、 イ ン テ リ J エ ント

ヒ ル ン ス テ ム 、 池 築 設l1iii 、 l仁，i;法t 、 フ 7 ニ チ ユ アを、 I均I1除j止よ外 d合、 1業E、/ E/I仏内人付l  

j大〈千 d余で 1業Eをf合午もむ‘ 80t社t が l民』従4ι(' J

. 国 際 セ ミ ナ 一 ( イ布f 半料}り)  

海 外 を 含 む 往 築 分 型f の 第一 人名による、! J l ; 築における C A D 、 フ ァ

ン リ テ ィ 7 ネ ジ メ ン ト 、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ビ ル 、主主築 の フ レ ゼ ン テ

ー シ ョ ン、住! . i S 企 Ilhj ・，iIi lhj 、 7 ネ ジ メ ン ト ・料 1段 、 新 技 術 手IJ 川 に つ

い て の 実 務 (I(J な セ ミ ナ ー



山本理顕講演会 「緑園都市」

一広島にて開催-

ギャラリー ・ 聞の広 ｊｾｾ I行での議 iiI i会は、今年で 5 凶日になりまし

た。今回は 、山本選!日!Ji 氏を迎えて 「紋図古Il di j のテーマで 開催しま

したが 、識が{ に先立ち 、記念ノマーティーカ、 7 J- J I9 1:l 正午から広向 ク

ランドホテル 「山陽のI i ¥J j で聞かれ 、報道関係 、処築 界の指導者る

どのよ長いを持ちました。

この会は 、東陶機r . i H株 )} よ山支社の大変なご尽力によるもので 、

主催は「ギャラリー . /i ¥J 運営委以会」 で、( 社 ) 日本建築協会 中国支

部も後彼団体に加わり、会以諸氏の参加] をすすめました 。

議出会は、同 日18:30から lよ山 Y M C A 国際文化ホールに会場を

絡し、次の次第によ りすすめられました 。

l  主 催者撲拶 ギャラリー . /: ¥J !J I ] 代 表 岩 塚 守 男 氏

2 後 後 代 表 挨 妙 新 建 築 社 社 長 音 田 義男氏

3  講演 「紋図都市」 山本 忠則氏

償浜市でi並行 中の 「紋凶行Il dl' j 駅前開発計画、熊本 r/ l 県営保田窪

第一同地や今までに創作した斬新な 作品 をスライドで紹 介 しながら 、

jj: 肘における原点カ、J ，R;高にある

生活を様式化するのが住宅だと 思 う-

一つの建築がすでに 行IIr/ i であり 、者|叶1に先立 って建築がある

等々 、 jj:.'宅の存ギ!っを新たな税j 旬、観メ叶冶ら捉え、 目11/ 打fl : } 討の万|古] 性

日 本 建 築 協 会 企 画 図書 目 録

日本建策協会創立60周年記念事業

建築技術選書 発 行Ｚ主 Ｚ去 ＮＧｉｾ 版社

N O  書 籍 名 税 込 価 格

l  茶室の話( 岡田孝男1 ¥) ￥1，339-

8  建具の知識と意匠( 山片三郎片) ￥1，339 

9  エ レベータ( 木村利雄丹) ￥1，339 

13  医院 ・診療所の計画と設計( 池田有隣 ・船越畷白川 ￥1，339-

15 PC建築の話( 下伊豆間三汗) ￥1，236 

16 石垣と石積壁( 窪田 祐計) ￥1，339-

17  基礎と地盤の手ほどき( 中堀和秀円) ￥1，339 

20  タイルの話( 田中 弘許) ￥1，339-

24  鉄骨構造の話( 金多潔 ・甲津功夫 ・西津英和1 ¥) ￥1，339  

27  建築積算業務( 生島道春円) ￥1，442-

28 建築金物の知識( 立野一郎円) ￥1，339-

29  瓦と屋根構造( 佐藤滋朗片)

32 建築塗装の手引き( 児島修二片)

33 建築式典の実際( 若林嘉津雄片)

38 住宅の照明( 大島 博引ま)

日本建築協会創立70周年配念事主

選 書 特 装 版 発行 学芸11¥1附

￥1. 442 

￥1，442-

￥1.339 

￥1. 442-

NO  書 籍 名 税 込 価格

l  構造コスト と経済設計( 須賀好富片) ￥3，605-

2  建築設備の健康診断( 牧野茂片) ￥3，914 

3  新 ・建築と設備の接点、( 宮脇 毅 ・南部 武目) ￥3，605-

4  外壁構法チェックリスト( 飯塚五郎蔵片) ￥3，399-

5  建築デザインのための構造計画( 須賀好富円) ￥2 ，884 

6  場所打ち杭の設計と施工( 阪口 理円) ￥3 ，296-

記念" ー テ ィーであいさつす る山 本理顕氏

を/J，I安されました 。

会場も定貝 ＨＳＰＰｾ う Ｉ を起える 聴 識者で埋ま り、 熱弁は余 ￭ｩｩｬ を残

しながら 、盛大な拍手の 中に終わ りました 。

Ｈ 地域情報通 ｦ ， ｩｾ 橋 本秀夫 中 ｬ Ｎｬｩ ｬ 文部 Ｉ

。- . お詫びと訂正 一

/99 1年 7 月号一 村小比妹ー州 ( p  70 ) 町中で. 株式会社悔彦の段が見出しいぬ :  

械になりました 。お" 主ぴi J l し |二げ、下記のごとく訂正いたします。

株 式 会 社 梅 彦 取 締 役 社 長 松 広 忠 日11

〈 ブ 口 の ノ ウ ハ ウ 〉 シ リ ー ズ 発行 学芸出版社

N O  書 籍 名 税 込価 格

1  TQCから見た建設業( 荒木睦彦背) ￥1，648-

2  躯体工事監理のチェックポイント 100 ( 須賀好富再) ￥2，060 

3  パソコン会計術( 西部自月郎罰)

4  建 物の値打 ちの高め方 ( 小 林清周 再)

5  空調設備のトラブル50 ( 建築設備トラブル研究会的

6  衛生設備のトラブル50 Ｈ建築設備ト ラ ブル研究会 ｾ Ｉ

7  火災安全学入門( 岡田光正若)

8  現場マンのアイデア発想( 合原一夫許)

9  建築基準法の実際( 矢吹茂郎苦)

10 工務庖の税金対策100ポイン卜( 建設税務研究会的

11 工業化住宅 ・考( 松村秀一 汗)

￥1.854 

￥1，751-

￥2. 060 

￥2，060-

￥1.700 

￥1.854-

￥1. 854 

￥1. 854-

￥2，060-

12  鉄骨工事の現場学( 石田 満言語辞) ￥2，060-

13  建築紛争の実際( 岡本辰義的 ￥1，854 

14 仕上工事監理のチェックポイント( 監理業務研究会的 ￥2，060-

15 ゼ ロ 災 へ の 道 ( 表 一 郎 町 ) ￥1，648  

16 木造住宅のしくみ( 浅野平八 ・東 敏 博 符 ) ￥2，060-

17  コンクリート工事のチェックポイント 100 ( 加賀秀治的 ￥2，060-

18 インテリアコ デイネ 卜の100ポイント( 町田ひろ子E時) ￥1，648  

19  建築基準法を読みこなすコ ツ ( 高木任之円) ￥2 ，060-

20  ニュー組積建築のすすめ( 福嶋孝之町) ￥2，060  

11 本位築協会事務局でお求めの場合、建築技術選;IFと 〈プロのノ ウハ

ウ〉 ンリーズが 100i'J' ，li IJ'J Iき、 i1523特装版が20011ーl割引 きでおのおの頒

イli してお りますのでせいぜいご利用下さ し、。

7  



' 企画: 日本建築協会

要と設価審の提点

建築設備の新しい生産管理

く特装版〉

トラブルを未然に防ぐための

画期的労作 f

インテリジェントビル， クリ ー ンルームなどに代表されるニーズの

多様化 ・高度化により ， ますます広 く複雑となる建築と設備の接点.

建物の機能に深い関わりをもっ生産工程上の ， この接点問題につい

て，品質および工程管理面からの一貫した最新技術を，多数の図表

とともに詳述. 永遠の難題に正面から取組み ，解決策を示す. とら

え難いテーマを余すところなく解説した ，建築関係技術者の必携書.

接点の品質管理

品質管理とは/ 建設業の品質管理/ 品質の保証と信

頼性/ 管理手法/ 建築と設備の接点の品質管理/ 設

計段階の接点管理/ 着工時の接点管理/ 施工段階の

接点管理

計画・政計段階の接点

計画/ 設計/ 新しい分野の接点

結工段階の接点

施工計画/ 躯体関連工事/ 仕上げ関連工事/ 集合住

宅/ 外精関連工事/ 試運転・倹査 ・引渡し

リフォーム工事の後点

リフォームと耐周年数/ リフォームの要因と! 日v リ

フォームの調査 ・診断/ リフォーム工事の特色/ リ

フォーム工事の施工管理の要点

|宮 脇 毅 ・ 南 部 武 著

2  

3  

4  

干 600 京 都 市 Fぶ区木津屋精通商 iluJ 院束人

T E L  075 (343) 0 8 1 1  
6 学芸出版社

( 目録進呈〉

場所打ち杭の設計と施工

杭基礎の重要性を再認識させる書

阪口理著 85判 .168頁・定価3296円〈本体3200円〉

、I也

盤 ー ー ー

、変

{立 一一一

， 
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の 』

J'i'i， 

僚 '

中 4
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(2)  沈下が生じた場合

軟

弱

層

ｾ＠

P  

新

建築技術選書< 特装版>

次>

杭の種類と特徴 / 2 章 地盤調査

場所打ち杭の施工 / 4 章 場 所 打 ち 杭 の 設 計

目

章

章

<

1

3

 

合

一

・

場
4

ι

w
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o

 

e
'

 

の
下

小

ん

建設工事に伴う験背・振動の比較自句小さい場所打ち杭の

採用 が増加してきた . しかし ，地盤を緩める場所打ち杭

は支持力の面で不安があり 施 工 ・工法の選定には注意

が必要である. 本f!? では， 地盤調査に重点をおき，杭基

礎の必要性と場所打ち杭を生かした使用法を詳しく解説.

c  ( : 株) 学芸出版社
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「建築と社会 J 8月号表紙

デザイン・ 自子正人

( グラ7 ｾ＠ '/ タデザイナ )  

日本タイポグラ7 { 面全会員

おおよそ主民間却というものは杢

の下にある. 当然ながらある建

築物を弘kげる時、その背景は

ｾである Ｎ そしてその ￯ｾ 張の表

情は'1，'; に大きく刻じしている。

鰍〈 Ｒ＿ の白から、 ｼ制 の ｭ 、 制 ｴｾ

もあれば、夕焼けもある.

挫築家は、どんな背j去を想定し

て制作されるのか、または恕定

きれないのか. 金天下に見て特

に災しい、あるいは曇り空しか

似合わない建物もまた、日本的

な組があるような会iカ令するのだ

'/} ，‘  

今月号のモチーフは、品計♀な美

しさをも ったプレシデントタワ

ー. カラーは波宮間.

. 特集予告

9 月号/ きんでん( 恒紘)

空間のアイデンテイティ

大建股計刊周年

10月号/ 自治体住宅政晴への撞盲

時空へのイマジネーンヨン

会 長 佐 野JI ニ 4

副会長 金 量 淑 ・必袋公 II'J

Ili川 正 ・鴻池藤

絹集委員会{ 平成 3年 度)

池 l四 秀 行

遠 藤 進

kl l l  克彦

拠11' 正修

i岡Jil t 険之

0 0' 述 正雄
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小 惟 八 ill 敏

ぷホ止:典

怯村 荷1

0 村 上 1St在
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高見 f主志

中 島 弘 志

. 作品作量小委員書
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尼 崎 久 純

同l本 降

様北海 修一
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日111 1

11

，義

ｎｍ 也 Ｍ Ｇｉｾ
IIij 川 拍 車

松 111 普弘

松村 直I

0 '，0; ト 幹 雄

， ｾ川向 車

. 書目宜薗小霊園書

伊 藤 郎 郎

稲 本 精 子

ｊｾ 崎 俊 文

k 沢 智 弘

北 村 指ー

グレ? グ ホール

小板僑鉄雄

小林 平一

議{主111111紀 チ

佐野 洋

O而 凹 光 雄

業 高 崎 胞子

塚 U IIJ !洋

噌? 用品刺

11I 得 意 子

. 広告宣画'1' 1島幸

様 J也 湖 俊 明

上手1 普

衣川 1車好

稲 集 結J見 o佐 野 克 志

0 1'1 彰 。 UI 車 晃

;1:- 1， 滋減 。 F村 m 

野 村 外 *)見 1民IU 常 介

ｾＡ，品研介 Ｚ 藤 III 孝吉

* 股・骨料金 。 山下 修吉l

O fl' 高'1吾n n l 幹剤 費医印同代行

印 刷 平成 3 年 8 月 20 日

発 行 平 成 3 年 8 月 25 日

発行人 社団法人日本建築協会

発行所 社団法人日本建築協会

大阪市北区梅田1 - 1-3-2100

電 06- 348- 0635

I ! < 替口座大阪ト39975

印刷所 日本写随印刷株式会社

電 06- 606- 1111附

青 葉 印 刷 株式会社

電 06- 351- 5428附

定 価 9801' I(判事価俗951川昌科共1

¥i 内・世291'1 I  

. 絹集理事
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見E 平L止
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機村干忠+
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山 本 庄

内 羽 逸 郎

会 イけ ｾ 7・1民晶

ｫｾ 量 ｾｖ Ｈ ｾ＠

K 情豊tll l J!

hu雌 }J

1'1方 ヰ'Ii '

業 神 谷 剛

O北浦かはる
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中村 牢之

凶 川 純一
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* 構造骨科会

8  

通巻

8 3 3  

支部通信

作 品 作 風

A R T  P R OC E S S  

Gal l e r y  

浦辺錫太郎先生を悼 む

ブ ックステー シ ョン

新建材紹介 コーナー

GB R Cニュース

建築の眼

特 集

総 論 I

各論 I ー 1

11- 1 

皿 - 1

各 論 1 - 2  

各論 11 - 2

各舗 皿 - 2

特 集

設備の頁 196

事構造の頁 195

追悼文

I NF ORMAT I ON 

総習会 レポート

月報

.創i 建 計 出 C M C |  
1 S |  

会告

特 集 ・ 建 設 現 場 の イ メ ー ジ ア ッ プ 作 戦

・ 建 築 を め ぐ る ト ラ ブ ル と そ の 解 決

SPECαIAL  FEATURE.邸S ON THE  1川MACE RE.即円りRMFOR IfI I仰ORK幻INC EN仰RONMENTOF ｃωｏ 爪郎 ｓ Ｑ ｾ冗 Ｇｒ ｕｃ Ｑη Ｇｉｏ ｎ

SIηTE  &  THE ARCH川 TECTU山RAL '1川R即OωU/3此LE邸:S AND  1げ1$ SOLUωT可lωlωON ON  SOME 1fI，問F即O侃RK.陥5  

イスラムの建築を訪ねて. 建築工事実務講習会一東海支部主催 一. 神戸市立博物館 ( 旧東京銀行事11戸

支庖) 見学会. 神戸 ・北野町界限の教会を訪ねる. ビデオ映写会 「現代建築家ビ デオシ リーズ ・磯崎

新 J ，平成 3 年度日本建築協会支部通常総会報告. 日本建築協会支部役員 r建築新技術展/ 国際セ

ミ ナ ー / A! E / C S Y S T E MS  J A P A N ・91J 開催.

中国支部 ・山本理顕講演会「緑図都市」一広島にて l開催 ー/ 僑本秀夫

l  

7  

オ ー ク モ ン ト ゴ ル フ ク ラ ブ 設計監理 ・彦谷主s築設計事務所 一一 10

施工 . 奥村組

串 間 市 文 化 会 館 設計監理 . 安井建築設計事務所 一一 14

地工 . 奥村組 ・志多組建設共同企業体

やしろ国際学習塾 設計監理!・ 安升lli 築設刑事務所 一一 16

ニ ッセ イ 堺 東 ビ ル

施工 ・戸悶建設 ・7 .，/ トワーク主1¥股共同企業体

設計監理 : 束畑主主t?; <I>務所 一一 18

施工. 謀本組

書 評

川原正彦

プレジデ ントタワー/ 小山雄二 - 山本俊輔

佐野正 一 Ｎ 原広司 Ｎ 高口恭行 Ｎ 藤田手 Ｑ ｜ＱＱＱＺＱ ， 前里 ｈｾ 太郎 Ｎ

「フ ランク ・ロイ ド・ライト ドローイ ング集 J / 塚口明洋.

短 評 4 ill l / 稲木裕子. 山 鴇章子.

A

u

n

4

d
ω
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A
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2

2

 

2

2

2

3
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l潟水フォーム/ 松 本 意 33 

平成 2 年度の工事用材料受託に |刻する調査ーその 1 . コ ンク リートの圧縮治皮試験 3 5  

オープン ・トゥ ・パブリ ック/ 安回丑作. 輪害/ 川上昌男. ホテルもある立体的な町/ 緒合敬行.

建設業の燐造改革/ 中村俊雄 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 36

建設現場のイメー ジア ップ作 戦

工 事 管 理 技 術 の 現 状 と 将 来 嘉納 成 男 一- 38

H  建 設 事 業 の イ メ ー ジア ップ につ いて 建 設 省 近 畿 地 方 建 設 局 企 画 部 ・営繕苦11 - 4 2

O A化 ー O A化 に よ る 業務 の 効 率 化一 金 岩 哲 夫 一一 4 6

自 動 化 ー 全 自 動 ビ ル 建設 シ ス テムー 森 哲 自1 1 - 4 8

環 境 整 備 一 地 域 環 境 対 策 一 大 阪 市 計 画 局 建 築 指 導 部 指 導 課 一一50

O A  化

労 務 ・安 全 管 理 の シ ス テ ム 化

施 工 図

資 材 搬 送 ・揚 重 計 画 に お け る O A化

コンクリートの品質管理!

鉄 筋 総 合 管 理 シ ス テ ム

自 動 化

コ ンク リ ー ト 工 事の 自 動 化

内外装

徳田 浩 一一 52

小 井 興一 一一 5 3

1恋回 浩 5 4  

岩 清 水 隆 一 一 5 5

松並 孝明一一 5 6

菊 池 公 男 一一 57

竹 野 雅 博 一- 58

新 井 一 彦 一一 59検 査 ・診 断 の自 動 化

環 境 整 備

現 場 事 務 所 藤 i謬 正 人 一- 60

全 天 候 建 築 生 産 シ ス テ ム 限 井 裕 治 一- 6 1

都 市 空 間 の美 観 建 設 ・工 事 そ の プ ロ セ ス の 尊 重 外 村 勝 良1 1 - 6 2

仮 固 い 一 大 阪 市 都 市 環 境 ア メ ニ テ ィ 表 彰一 一一一一一一一 大 阪 市 計 画 局 建 築 指 導 部 指 導 課 一 一 63

建築 をめぐるトラブルとその解決

建 築 を め ぐ る 行 政 と の ト ラ ブ ル と そ の 解 決 広 岡 隆一- 66

建 築 を め ぐ る 民 事 上 の ト ラ プ ル と そ の解 決ー建 築 工 事 に お け る 破 庇 の 場 合一 山 崎 究一一 79

建 築 紛 争 の 予 防 と 調 盤 の た め の 取 り 組 み ー神 戸 市 の 場 合 一 高 橋 克 一- 9 5

ク リスタ l レタワーのベーパ ・クリスタルシステム/ 井上良 RI1 97 

あとゆれ/ 大場新太郎 99 

松井消之助氏逝 < / 山間一義 100 

第 5 回国際デザイ ン・コンペティション、大賞はヨナ ・フ リードマ ン氏. エダ・ ンョ ール氏に/ r ，レー

ヴノレ美術館特別展」、肖像 を集めて東京で開fIl L ロイ ヤノレファ ニチ ャーコレクション展/ コ ーア= クリ

ン ト作品展. 第 9 回 A + E  F OR UM開催. 第 2 1 l ! 1 ' 学生のためのフレ y シュデザイ ンコンペ" 開俄一 一 100

「神 戸ハーパーランド」一本格的ウォ ーターフ ロン ト新都心の事業計画と街づく り / 三上不二夫 - 102 

平成 3 年 6 月分 103  
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オークモントゴルフクラブ

設計監理 彦谷建築建築事務所

施 工 建築 奥村組

設{浦 きんでん

2 階平面図 1  :  1200 

?Ii応

| 階平面図 1200  

10 越築と社会/ 1991年 8 月号



北西外観

中庭( オブジェ ・笛控 菜 作)

凶南外観

11 



エントランスロビー

ラウンジ

12 

所 在 地 奈 良 県 山 辺 郡 山 添 村 大 字 岩 屋

敷地面積 1，506 ，726. 83
m

'  

建築面積 2，820. 37 m
'  

延床面積 4，411 .93m
'  

情 造 規 模 R C、3F

工 期 1989年 5 月一1990年 10月

最 寄 駅 近 鉄 大 阪 線 名張駅

j量 影 ア リ ス ・フ ォト、ムラセフォト



'1' 庭

生: {-i在室

クラフ' ハウスは 、立派なコースにと って、大切な

一つの顔である 。オークモントゴルフクラブは、

ゴルフ界の帝王 ジャ ック ・ニクラウス氏の設計

による非常に美しくて 、魅力的なゴルフコースで

ある 。 この素晴らしいコースの顔として、このク

ラブハウスの設計は、自然環境をいかし、大らか

で親しみの持てるデザインを基本として計画した 。

外観は、ハウス全体を、窯変スパニ ッシュ瓦の大

室根で被い 、外壁は焔品質の割り肌タイルR占りと

した 。 どちらも自然の光によ って泣かに表情を変

え、周囲の緑によく溶け込んでいる 。

玄関を入るとロビー、 日欠抜と少しス ッキプア y プ

したラウンジフロアーに続く広々としたさを聞があ

る。壁は 外壁と同じタイルH占り 、柱 と天井 はこの

地方に多〈育つ オー クの板貼り 、シンプルに紫材

を使 っているが、ZE聞の構成により、ダイナミ ッ

ク、かつ、温かみの感じられるものに仕上げてい

る。 クラブハウス中央のスカイライトに: i i l i なる 中

庭を 中心 として 、メイ ンのレストランとコンペル

ーム・特別室を配置し、それぞれを中庭を境に分

けることにより、リ ンチで落ち青空いた雰囲気を出

すよう配慮した 。

一流のコースにふさわしい風格のあるクラブノ、ゥ

スだとプレイヤーに好評である 。

( 八 木 一 雄 神 崎 進/ 彦谷建築設計事務所)

リJ f 浴室

エントラ ンスロビー
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串 間 市 文 化 会 館

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 奥 村 組 ・ 志多組建設共同企業体

北西爾外鋭

14 建築と社会/ 問 l 年 8 月号

所 在 地 宮崎県串 間市大字西方6524番地58

敷地面積 17 ，849 .00m'  

建築面積 3，699. 81 m'  

延床 面積 4，1∞25m'  

構 造 規模 R  C  (一部 S RC) 、3F

工 期 平成元年 12月ー平 成 3 年 3 月

最 寄 駅 J R日南線 串 間 駅

撮 影 アイオイ ・プ ロフ オート

l 階平面図 1 : ゅ∞



大ホール側面 ホワイ エ・アプローチ 小ホール

H下今の全国的なホール建設ブームの中で、宮崎県 ント広場) を通って玄関にアプ ローチできるよう シック音楽の演奏時に響きの監かなホールとなる

の南端、野生馬の放牧で有名な都井仰を含むのど にした 。大きなボリュームの大ホールの周囲に低 ことを目指した 。意匠的には、外観デザイ ンとの

かな旺l園都市串間市でも、新しい文化の創造と芸 層部を巡らせて威圧感を和らげ、また平面的には、 連続性を持たせた柱梁のフレームに 打放し リブ付

術鑑賞 ・発表の場として、文化会館の建設が企画 メインアプローチ正面の共通ロビーを介して大 ・ きのバルコニーと電動カーテンを用いており、視

された 。 小のホール、歴史資料室がわかりやすく左右に展 線の近い部分には練付化粧板を用いて親しみのあ

敷地は串間市の中心部、 j R駅の近くではあるが、 関する構成としている 。 る空間としている 。 恨 ｉｊ ｾ 置のバル コニーは音の拡散

広々とした田園地併にあり、なだらかな 山並みが 低層部外装は、吹付タイルの柱梁フレームと淡い と残響調径を兼ねたカーテンのメンテナンスを考

周囲に述らな っている 。 この立地条件をふまえ、 ピンク系タイル壁面を対比させ 、高層部にはタイ 慮、したものであ る。小 ホールは平土間てー最大 300

のびやかに施設を展開 させ、南固め明るく強い日 ルの帯を水平に巡らせて、建物に陰影とリズム感 人収容、ホール機能のほか展示室 、パー ティー会

差しを柔らかく受けとめる表情と色調を持 った施 を加えることで優しい表情の外観 となるようにし 場として利用される 。

ニチナン

設を、 |浪られた予算の枠内で実現させることを意 た。 この施設が串 間市と日南地方の文化活動の活性化

図した 。 大ホールは 1，000 席収容、ワンスロー プ ・タイプ に少しでも寄与できることを期待している 。

施設構成は、駅や市街地に通じる 北側道路から本 の客席である 。十分な広さの舞台及び袖を持ち多 ( 森田芳次/ 安井建築設計事務所)

施設と隣接する公民館で固まれた芝生広場 ( イベ 目的利用が可能な設備を備えているが、特にクラ

15 



ニッセイ堺東ビル

設計監理 東畑建築事務所

施 工 森 本 組

1  ｾ皆 エ レベ ー タ ー ホ ー ル

エントランス

16  挫 築 と 社 会/ 1991年 8 月号

所 在 地 堺 市 北 花 回 口 町 3 T 2 - 6

敷地面積 I ，079. 05
m

'  

建築面積 583. 18 m'  

延床面積 5，3 19. 94m'  

構造規模 S R C 、 IOF

工 期 平 成元年 12月一平成 3 年 4 月

最 寄 駅 南海高野線 堺 東 駅

撮 影 花 城 辰男

堺市の中心的業務街、堺東に建つテナントオフィ

スビルである 。周辺は 、堺市庁舎 ( 高層棟) の完

成等一部て、市街地整備が進みつつあるものの、比

較的雑然とした状況を残した地域である 。

こうした立地において、

・地域環境の向上に寄与すること

・将来にわたって強い独白|生を確保すること

の 2 点を計画目撚として掲げた。

その手法として、オフィスビルでは堺市で初めて

総合設計制度の適用を受け、前面に緑化された公

関空地を設けるとともに、 4 5 mの最高高さを得た 。

公関空地は、緑地の少ない市街地のアルコープと

なり、自転車を降りて立ち話をしていく人の姿も

見られる 。

建物正而( 西面) は、災害時の救助スペースと日

除けを兼ねた 円弧状のバル コニ一、最上 11皆のミラ

ーガラスとガラスブロ ック、さらに頂部のクラウ

ンにより構成され、全体として視線を柔かく受け

止めなが ら識別性を高める ことを意図した 。エ ン

トランスホールは、 3. 2 mの天井高をもっ明るく軸

性の強い空間とし、また、 ニ y セイマークをモチ

ーフにした く〉型を 内外部の要所にポイ ン 卜的に用

いて商のアクセントとした。

中小 ビルの設計はまず法規との i淡いから始まると

いってよいが、本計画でも、形態は種々の法規や

行政指導に大きく彩響されることとなった 。 しか

し、そのハンディを克服しながら、随一化されが

ちな大型ビルとは巡 った独自性を主張していくこ

とが、都市の活性化につながるし、テナント戦略

上も有利であろうし、また何よりも、設計者とし

ての醍醐味であると考えている。

新空港の開港等により、者11市のポテンシャルの高

まりが期待される当地にあって 、オフィスビルと

して十分機能しながら 、新しい街づくりに貢献で

きれば、と願 っている 。

( 米 井 究 / 束 知l建築事務所)





外観J [ ，(li

今日、 「国際化」はあらゆる分野における般組で

ある 。社IIrr ( 兵庫県 ) においては、 「民間外交は

世界の秋1-( ，を[ l IJ り、人 JlI J愛と平和 l を形成する 」 と

いうれ古 l町長の考えに基づき 、米国ワン ン トン州

オリンヒ・ア市と姉妹都市提携を締結し 、教育 ・文

化を中心とする親善友好を深める等、国際交流を

似極的に推進している 。

「やしろ 悶ｼ祭学習 ｧｾ｜ ｊ は この微な国際化に向けて

の焔策の一段として計画されたもので、地域住民

レベルでの国際交流を図るための学習施設である 。

エントランスホール

18  他 銑 と社会/ 1991年 8 )J サ

地設内容は 、社町民が郷土の自然 ・歴史 ・文化を

学び、あわせて諸外固め文化やその事情を知るた

めの図 ｩ Ａ ｾＺ ・ 情報 センタ一、民示室、 ｼ 五 ｼ際 会議が行

なえるホール ( 7001市) 、大 ・"1" ・小会議宅等であ

る。敷地は、i J J;l 平の古戦場三1: i . 山を望む旧三1戸線

住li崖湖、で、問| 却には武家1i. 敬、三平川に沿 って 111

街道の松並木が一部絞 っている 。 また、敷地中央

官11を担| 水路が南北に縦断しており、現状での保全

が一つの条件であった 。

このような立地条件をもとに、地設機能をふまえ 、

J也被に似差した個性的でバラ ンスの よい施設をつ

くることを目棋にスタディを行 った結来 、平聞は

建物をホール将! と会議室棟に二分して 1J I 水路の東

西に配置し、双方を半屋外的なエントランスホー

ルでつなぐ椛成としている 。外観は、平 J( fi にそ っ

て分 Ｇ［ Ｇ ｦｉｊ された勾配屋似による ｉ Ｉｾ［ｩＨｾ と 、丸位 がつく

るリズムＡぷを，Ａ［� ｲｾ ｴＮ ｪ とした 。 建物の前而には屋外交

流施設としての広場と、日本文化の llli 解に役立て

るべく茶室を配した 日本庭園が設けられている 。

Ｈ 八木俊樹 Ｏ 安井，建築設計 ｾ ｊ Ｇ ［ 務 所 Ｉ



や し ろ 国 際 学 習 塾

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 戸田建設 ・フ ッ トワー ク建設共同企業体

所 在 地 兵 庫 県 加 東 郡 社 町 上 三 草 字 陣 屋 内 1175他

敷 地 面 積 7，342. 90m'  

( 本館) ( 茶室)

建 築 面 積 2 ，330 .44
m

'  48. 32m' 

延 床 面 積 5，223. 13m' 48. 32 m' 

構造規模 R C( 一 部S ) 、4 F 木造平家

工 期 平 成 元 年 12月一平成 3 年 3 月

最 寄 駅 中国ハイウェイパス滝野社インター

撮 影イ申和実業

配置 l'皆平面 図 I  :  2，000 

断 面 図 I  :  1，000 

ど階平面 図 I  :  1，0∞ 
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PROFILE 

1952 佐賀県に生まれる( 村野藤苔先生と同郷)

1974 側 ヤマギワ 附 L D ヤマギワ研究所入社( 東京)

1976 j寺田製薬四 y 谷 本 社 ビJ レ・ DNA介 子 構 造 オ ブ ジ ェ 完 成

1977 L Dヤマギワ研究所( 大阪)

1978 ホテ J レ翠明館、照明学会普及賞受賞

1980 大 阪 市 立 天 王 寺 美 術 館

奈 良 国際 カ ン ト リ ー ク ラ ブ

シンガポール、 パ ークウェイ、 パ レー ドs c 参 画

青 山 記 念 館パ ロッ? バ ザ ー ル ホ ール

京都国際ホテ J レ

宗 像 文 化 会 館

1988 京都府公官、京都府民ホール アルテ イ

- 光環境デザイナー・ 1989 川 原 環 境 デ ザ イ ン 室 独 立

川原正彦

1990 ジ ャノマンメモリア J レゴJ レフ ク ラ ブ

1991 姫路西区再開発事業 キャス パ ホ ール計画中

フェニ ックス ウォＭｾー パ ーク計画中

MAS AHI KO KA 防' AHARA
( 社 団 法 人 ) 大 阪 府 建 築 士 会 正 会 員

( 社団法人) ジ ャパン ・イ ン ダ ス ト リ ア ル デザイナ ー協 会

ぷ 払

吊りパイプ羽 ' 4'1'

街定色メツキ仕上げ

ランプミンクリプトン印Wx e4灯用

ガラスライ ン入り

筒面サンド加工

llJ() 

に

山

一

フレームe令指定メッキ仕上げ

E 印0・

企某ゴルフ・クラブハウス ( l F食堂) A 某ゴルフ・クラブ ( l F' A階段前ホール)

20 挫 築 と 社 会/ 1991年 8 )] サ



照明心理と建築空間

光をあっかいはじめて、 17年になります。

ヨーロ ッパを訪れると、光のあつかし、かた

に感心させられます。歴史の重みを感じる

空間と、光とがうまく乱切官をはかつている 。

ここちょい雰囲気づくりを演出している。

いつも心がけるのは、空間に生きた光の心

理1l ' I i ) J 果をどう演出しょうか。又空間をとお

して、何か訴えうることができないだろう

かと発惣する。

イタリアデザインのきばっさも必要であり、

叉古い歴史、環境の中から、新しいものを

発見する着限点が必要であると痛感します。

ある建築家は・ー

良い建築空間は人間性を変えうる、

変えて しまう 。

良い建築空間を演出するには、! 照明

心理をどういうふうに演出するか。

まさに光はマジックである 。

そして建築空間を生かすよりよい照

明効果( 心理効果を含む) は背広姿

のポイントとなるネクタイのごとく、

今日の! ! 日明の有り方が丞要祝されて

いる 。

今や、光の色合い( 色iEL度) のつか

い分け、コント ロールする時代てeあ

り、空間の中で生きつづけなければ

意味をなさない。

光をどういうふうにあっかうかが諒

越である 。

企 商 協賛 : 練式会社 9 :i;;l
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大阪の高級住宅地、帝塚山にほど近い、西田辺の交差点のー画。‘ 帝嫁山"

のイメージを東進させ、帝塚山のゲートウ工イとなることを意図した 。

1 0 mX I Omという限られた敷地状況から、動線はエレベーターと非常階段

による縦動線のみのタワー形式とした 。独立した各フロアは、上昇するに

従って閉鎖的な空聞から開放的な空間へと連なる構成となる 。

※  

R & D とスペースクリエーションは、過去 5 年間に 50件近い業務を共働し、

H 置ドーム見上げ

それぞれの特長を活かしたフレキシブな体制で広範囲な業務展開と高度化

を可能にしてきた 。

もとはといえば、大学での先輩後輩だったが、各々独立し、社会と相対し

てゆく中で、より創造的で柔軟なやり方の必要を感じた 。個性や感性を活

力、しつつ、対象にふさわしい体制で創円上げてゆくこの方法でお互いが成

長してゆけると確信している 。設計事務所の在町方としての一つの方向性

を示すものとして、一石が投じられればと考える 。( 小山雄二・山本俊輔)



R & Dアソシエイツ

小 山 雄 二

1949 神奈川県生まれ

1974 京都大学工学部建築学科卒

1978 向大学院修7

1981 側 R &  D  associ ates 設 立

正面見上げ

スベースクリエーション

山 本 俊 輔

1954 兵庫県生まれ

1977 金沢工業大学建築学科卒業

1979 京都大学工学部建築学科研究生

1987 側スペースクリエーション設立

プ レ ジ デ ン ト タ ワ ー

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 昭 和 町

5- 12- 7. 1 0  

施 主 総 合 開 発

用 途 オ フ ィ スビル

企 画 R &  D  associ ates 

担当/ 小山雄二

設 計スペースクリエ ー ション

担当/ 山本俊輔石川 ，享

施 工 奥 村 組

敷 地 面 積 111 .46m' 

建築面積 83. 57m'  

延床面積 445. 34 m'  

構造規模 R C、 B I F 、8 F

撮 影 新 名 ， 青

8  ，昔{ ドーム階) 平面図

• J.  
ノ

、 〆

. -ー.

基準陪平面図

l  階平面図

企画編集作品作風小委員会 問本隆



浦辺鎮太郎先生を悼む

i2 j  

略 歴

経 歴

明治42年 倉敷市に生まれる。

昭和 9年 旧制岡山県立岡山第一中学校、旧制l第六高等学校を経て、

京都大学工学部建築学科卒業。

同年、倉敷絹織株式会社 (現( 仰クラレ ) 入社。

24年 同 社営繕部長。

37年 一級建築士事務所側倉敷建築研究所 (現( 槻浦辺設計) を設

立し、代表取締役社長に就任、会長に大原総一郎を迎える。

39年 倉敷レイヨン株式会社 (現( 附クラレ ) 退社。

56年 社長を退任、代表取締役会長に就任。

60年 会 長 を 退 任 、 相 談 役 に 就 任。

平成 3 年 6 月 8 日 逝 去 。

受 賞

昭和37年 日本建築協会創立45周年記念出版「ふるさとのすまい J の編

集により、毎日出版文化賞受賞。

昭和38年 「石井記念愛染闘」の設計により、大阪府建築コンクーノレ大

阪 府 知 事! t 受火。

昭和39年 「倉敷国際ホ テル」の設計により、建築年鑑賞受賞。

昭和40年 「倉敷国際ホテル」の設計によ り、日本建築学会賞受賞。

多年建設行政の功労により、大阪府知事表彰を受ける。

昭和44年建築に関する功労に対して、建設大臣表彰を受ける。

昭和46年 賀 綬 褒 章 を 受 け る 。

昭和47年 建 築 設 計 を 通 し て の生活文化向上の貢献により、倉敷市文化

賞受賞。

「玉野市総合文化センタ ー」の設計により、建築業協会! t (BCS

: r t l 受賞。

昭和48年 倉敷市 民会館の設計および倉敷市の伝統美保全の成果に対し

て、第14回毎日芸術賞受賞。

昭和50年 「念敷アイピースクエア 」の設計によ り、日本建築学会賞、

日本イ ンテリアデザイナー協会賞受賞。

昭和53年 「大f弗次郎記念館」の設計により、 神奈川県下建築コ ンクー

24 也換と社会/ 199111' 8 )J ¥; 

ノレ最優秀賞受賞。

昭和54年 「大 併s次郎記念館」の設計 により、建築業協会賞 (BCS賞)

受賞。

昭和55年 日本建築学会名誉会員に推挙される。

昭和56年 「横浜開港資料館」の設計によ り、神奈川県下建築コンクー

l レ[ 愛究賞受賞。

昭和59年 「県立神予告川近代文学館J の設計により、神奈 川県下建築コ

ンクー J レ最優秀賞受! t .

昭和60年勲四等瑞宝章を受ける。

昭和61年 「地域の風土に根ざした町づくりと i憂究な建築の創作活動に

よる建築界への貢献」により、日本建築学会大賞受賞。

昭和62年 日本建築協会名誉会貝に推挙される。

平成 2 年 大阪府建築士会名誉会員に推挙される。

公 職 歴

日本建築家協会理事

日本建築学会理事

大阪府建築士会理事、刷会長

総合デザイナー協会商l民間王長

大阪市住宅審議会委只

大阪市建築美観委員会委只

倉敷市伝統的建造物群保存地区対策委貝会委員

京都大学工学部諮問

大阪大学工学部講師 その他

所属団体

他 新 日本建築家協会

f初日本建築学会

住白日本建築協会

他大阪府建築士会

他国際デザイン交流協会

骨骨総合デザイナー協会 その他



弔 辞

佐野正一

本日ここに株式会社浦辺設計相談役 故浦辺鋲太郎氏の葬儀が執

り行われるに当たり、護んで哀悼の辞を捧げます。

6 月 8 日あなたが静かにご逝去された報に接しました。かねてご

健康に注意しておられることは伺 っておりましたが、事務所にはつ

とめて出社され、また建築団体の王要行事にはいつもの元気なお姿

を見せておられたことから、このように急なご逝去に驚くとともに

いまここに告別の言葉を述べねばならぬことは悲しい極みでありま

す。ご家族の皆様のお嘆きは如何ばかりか心からお悔み申しあげま

す。

あなたは、昭和 9 年京都大学工学部建築学科を卒業後倉敷絹織株

式会社に勤められ、 30年にわた って同社の営繕業務を担当されたの

ち、昭和37年 倉敷建築研究所 ( 現株式会社浦辺設計) を創設して

所長となり、以後昭和60年 まで設計監理の仕事を主宰して精力的に

活動し建築家浦辺銀太郎の輝かしい名を歴史に刻むことにな ったの

であります。

あなたが建築に関心 をもちはじめた大正から昭和初期の時期、 世

界の建築界は建築技術を更新して大きな変貌をとげようとし、我が

国もさまざまな建築思潮にゆれ動いた時期に当ります。あなたは近

代主義の大きな流れを自らのものと受けとめながらワルターグロピ

ウスの唱導するパウハウス運動に共感するところから建築と工芸の

結びつきを深〈意識した独自のデザイン手法をうちたて、また郷里

倉敷の生んだ達人大原総一郎氏か らの大きな影響によって 地域の歴

史と自然環境のなかで建築設計の熟成にはげしい情熱をもやすこと

になりました。それはあなたの豊かな人間性と非九な感性にうらう

ちされた独 自の世界であり、その経過から生まれたあなたの仕事ぶ

りは 自由関達な建築家の心境をうかがわせ、精鍛な工芸手法でひき

しま った建築空間は人間的な魅力を発散して見る人に深い感銘を覚

えさ せるので あります。こうして「倉敷国際ホ テル」を含む倉敷の

街づくりが進行し、また横浜に於いて「開港資料館 J i 大併次郎記念

館」 を完成する等、数々の不朽の名作が生まれ後世に光を放 ってい

るのであります。本業の傍ら多くの建築団体の会員として会務に尽

くされたご努力も誠に大きいものがありました。建築士会には渡辺

節氏、建築家協会には村野藤吾氏、建築協会には竹腰健造氏、東畑

謙三氏のような優れた先達が居られた故 もあ り、あなたはこれ ら先

達 と 親交 をもち夫々の会の目的、事業に従 って役員あるいは委員と

して力側を発揮して夫々の事業発展に大いに寄与されたご功績は著

しいものと敬服に堪えないのであります。詳しくは述べませんが建

築士会に於いては、副会長として建築表彰制度の創設に尽力し、建

築家協会では千里万国博の企画や設計のあり方について提案し、建

築協会では出版や雑誌編集等の諸事業の拡大に夫々大きく貢献され

たことなどあなたの高遁な見識と温かな人柄の成果として忘れられ

ぬ思い 出であります。

また村野藤吾氏を理事長として発足した総合デザイナー協会 (通

称 DAS) では副理事長を勤められ、グラフィ ックテザイ ン ・工業デ

ザイ ン ・服飾iデザ イン等多様なデザイン各分野の多数のデザイナー

を会員として、その交流と結束して対社会活動をはかるあたらしい

組 織 づ くりに大きな努力を重ねられ、長年にわたる亘IJ 理事長のご在

任中に新しい表彰制度や都市美への積極的な提言活動など多大の成

果をもたらされたのであります。これはあなたがかつて傾倒された

ワルターグロピウスのパウハウス運動との類似を感じておられたの

ではなか ったかと考えるのであります。

こうした各公的団体活動に尽力された功績によ って、あなたは大

阪府知事表彰 ・建設大臣表彰 ・賞綬褒章を受章され、昭和60年に は

勲四等瑞宝章を授与されたのは平素のご活躍に対する賞讃の現れと

思 うのであります。

いまあなたの生前の偉大なご業績を顧みるときあなたの建築およ

び工芸についての広い知識ばかりでなく文芸全般に対する見識から

の非凡な発想の大きさに改めて思い到るのであります。そしてあな

たを失 うことの身辺にぽっかり大きな穴のあく淋しさを感じておか

ます。しかしながらあなたのご遺志は株式会社浦辺設計に於いては

昭和56年社長に就任された松村慶三氏をはじめ後継の方たちがし っ

かりと継承される態勢がすでに確立しており、また私共もご遺志を

体し て業界の発展に努力することがあなたに報いる道であると信じ

改めてご霊前にお誓い申し上げます。

浦辺鋲太郎 さん、どうぞ安らかにお眠り下さい。

平成三年七月七日

( さの しょういち 社 団 法 人 日 本 建築 協会会長)

25 



浦辺先生との交信

原

浦辺先生とお会いできたのは、ついこの頃にな っての二度しかな

い。けれども 、長年にわた って、いろいろと教えていただいてきた

ような懐しさと感謝の気持ちが、いまも私の心のなかに強〈続いて

いる 。ほんのひとときお会いしても感じれる先生の温かいお人柄、

親和力と 言っ たらよいのだろうか。他者をつつみこんでゆく力のな

せるわきであるが、やはり、二十数年前、先生が設計された念敷の

ホテルが'1哀しさの源にな っており、あの時から私は一方的に先生と

交信 してきていたからでもある 。

当時、西欧近代だけが指針とな っていた私には、先生の建築の意

味するところがよく理解できなか った。その後、私自身、集落制査

を行 っている間に、時代にも、ものの見方にも l隔が生まれて、 地域

の概念も次第に鮮明になると同時に、世界には多様な思想、が向 11寺に

存在していることが多少なりとも解 ってきた 。 この過程で、浦辺先

生が西風が支配する 時代に考えておられたことが、少しずつ紅にも

解 ってきたように思、われたのだ った。

初めて先生と会話をかわした折、突然、先生は 「あれは、東洋か」

とたずねられた 。ヤマト ・インターナショナルの建物をご覧いただ

いた直後のことである 。私は、たいへんあわてて、とにかく 「そう

です」 とお答えした 。先生は 「そうだろう 」 と一言 おっ しゃ った。
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広司

おそらく先生には、長い活動のWl 防! と独自の作風展開のプロセス

において、お っしゃりたい司王どもがたくさんおありだ ったの ではな

いかと恩われる 。今となれば、先生から多くの教えをいただいてお

けばよか ったとの悔恨がある のみで、私たちは 、よき聞き手たりえ

なか ったから仕方がない。西欧近代と向きあ って、き っと先生は、

広い思考の領域をさまよ ったことがおありだ ったにちがいない 。 そ

の証しが 、当時は近代建築の外にあるように見え、今日では場所性

に依拠した建築と一般にも理解できるようにな った先生の諸作品に

表現されている 。

何人かの尊敬すべき建築家が逝かれるたびに、私は、建物をたて

ることが、私たちの生きる証したりうるかどうかを自問してきた。い

かに偉大な作品をも ってしても説明しきれない建築家の豊かさとい

ったものが、人間そのもののなかにあるように私には思えてならな

い。浦辺先生の死にあた って、ますますそうした感が深まる 。 もは

や先生のお話はうかがえないが、先生の思考が全て記録されている

はずの幻の 〈意識の連続休〉のフィ ールドワークを重ねて、かつて

私の二十年間ヵ、そうであ ったよ うに先生と交信を続けて ゆ きたいと

思う 。

( はら ひろし . j J ! ;築家 東京大学生産技術研究 所教授 )

合敷国際ホテ ル 織彩 多比良敏雄



「敬天愛人」の建築家

高口恭行

私淑する建築家の l 人であ った浦辺鋲太郎先生が逝かれた。枕辺

には読みかけのゲーテの詩集と環境汚染に関する先生のメモが残 っ

ていたと聞 く。 齢82歳。その年齢もその死にざまも立派なものであ

ろうし、そしてまことに月並みな思いようではあるが、やはりいま

少し長〈生きてほしか った。倉敷国際ホテル以来、先生の作風は地

域の文化・ 歴史とい ったことの総合にあ ったのだから 、一年でも長

〈生きられることはそれだけその総合の度合いが強化 され円熟した

はずだと思うからである。

浦辺鋲太郎先生は京都大学の後輩であるわれわれの仲間うちでは、

あらゆる場合に ウラチンと敬称されていた。私の卒業の前年にあた

る昭和37年に倉敷レイヨ ンを 出て設計事務所を設立され、同期の貌

友であった森本正一君が創設メンバーのような格好で参画していた

から、その後も何かとウラチンが私の身辺で話題になることが多か

った。当時の建築ジャーナ リズムの主流はコルビジェ、ミース、そ

して前川、丹下とい った国際様式 ・幾何学的イメージの モダニズム

であったから、ローカル都市 ・倉敷やモダニズム以前の瓦や漆喰に

こだわるウラチ ンの作風は初学の若者むきではなか ったのだが、そ

れでもわれわれの仲間 うちでは京都大学の気風とか西日本の文化 と

かい った妙な気負いと重な って時流に流されぬ反骨の建築家として

特異な思いいれのある 地位をしめておられた。

恩師西山卯三先生と同期とのことで西山先生の京都大学退官に関

する打ち合わせの席で初めて近い距離に座ることにな った。その時

はじめてウラチンが猛烈な話し好きで脱線おかまいなしの総合文化

人であることを知 った。退官記念パーテ ィの料理代をいくらにする

かと言う事務的な打ち合わせはフトしたはずみでウラチンの料理の

うまい底の話となり、皿とフォ ー クの重さの話に転じ、ウェイター

のマナーの話からヨー ロッパのホテルに飛んで・・まさにウラチンの

独壇場となり、しは、らく して場の雰囲気に気づいたウラチン 自身が

「こんな話をしていては時間がなくなりますから」と自分でコメン

トしておきながら「私がこういうことを言うのは ・・ 」と再び話を再

開して結局のところ制限時刻まで止まることがなか った。その脱線

ぶりに少々ウンザ リはしたけれどもその文化性と人間性に 引 きずり

こまれ、た った一度のこの同席ですっかりウラチンが好きになって

しまった。

私が「私淑」したのは建築家としてのウラチンであるより 以前に

いわば「敬天愛人」的なイメージをもっこの人となりに ひかれての

ことである。これだけ強烈で温かい人となりを、不幸私はウラチン

以外に知らない。お目にかかるといつも脱線のお話し好きに巻きこ

まれるのだが当方の話もまことに熱心に聞いてくださ って、 しかも

「それはいい。それはいい」と最上級の太鼓判を頂戴した。

告別式の弔辞のなかにオラン夕、の建築家デュド ックのこ とがあっ

た。 1930年に彼がデザインしたヒルフェルサムの市庁舎については

私も何度か、先生の恋にちかい讃辞を聞いたことがある。

その告別式から 10 日ほどあと、ミ ニチュア模型の町として知られ

るオランダの観光地マド ローダムに行くことがあ って、そのおとぎ

噺ふうのミ ニチュア群の中にデュド ックのヒルフェルサムが置かれ

ているのを発見した。おとぎの国に登場する建築。誰にも愛される

建築。 デュト ックがそう考えたかどうか無論しらないがウラ チ ンと

テーュ ドック ・ヒルフェルサムのかかわりはひょ っとするとそうい っ

たことであ ったのかも知れない。そんな気がした。

( たか ぐち ゃすゆき 建築家・奈良女子大学教授 )

倉敷アイピースクエア 搬彬 彰 国社写真音11
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浦辺先生と歩いた倉敷の街

藤田邦昭

私が今の研究所をも った直後の昭和45年から 10年間浦辺事務所の

皆さんと倉敷駅前の再開発事業を 一緒に致しました。私の力不足の

為、庖舗配置、事業進捗に期待の成果があげられず、不本意な仕事

とな ってしまいましたが、関係された方々の努力てようやく竣工を

迎えた日の午後、浦辺先生と倉敷の街の中心部を ぶ らつきました。

その折の出来事、私の記憶に強〈残り、私が先に出版しました「生

き残る街づくり」の中で記しました。ここに再録させていただきま

す。

※  ※  

ょうやく再開発事業を完成し、百貨庖や新庖舗がオープンの自の

午後、私は浦辺先生と大原美術館周辺へぶらりと散策に 出かけまし

fこ。

中心部の倉屋敷の保存されている 一角に「旅館くらしさ」という

料理旅館があります。 j甫辺先生の昔からの凱| 染みの女将の経営で倉

屋敷を保存、改造して旅館にしたものです。女将はかつて 「倉敷小

町」といわれた美しい人で、浦辺先生をはじめ倉敷の坊ちゃん方の

間で、倉敷小町をめぐ って葛藤があり、この美しい女性は遂にどこ

にも嫁に行かず、後年、財界の有力者にな った坊ちゃん連の支援に

よって、「旅館くらしき」がでA きたという話が残 っています。もちろ

ん真偽のほどは不明であり、浦辺先生に一度確かめたいと思 ってい

ます ( とうとうその機会は得ませんでした) 。女将はもうかなりの年

齢の筈ですが、肌が白〈言葉遣いの柔かいほんとうに上品な方です。

i甫辺先生も久方ぶりということで、この庖に立寄 ったところ女将

が現われ、「まあよくおいで下さいました。今日はお目度うございま

す」と庖の内に招じ入れられました。入 ったところは掃除が行きと

どいた土聞にな っており 、大きな床凡が置かれています。

立寄 ったときは、先生と先生の事務所の方二人と私の四人だ った
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のですが、二人 (松村さんと森本さんでした ) は先に席を立たれ、

女将が備前焼のお湯呑みに小さなおまんじゅうを添えてお茶を出さ

れたときには、先生と私の二人にな っていました。「二人先に出まし

fこ」と私、女将「いいえおよろしいですよ」と四人分のお茶とお菓

子を置きます。どうするのかななどと考えていると、女将は表に出

て、庖の前を通り過ぎようとしている新婚 らしいこ人連れを呼びと

め「お茶が入りまし た。飲んでいかれませんか」と声をかけ ました。

呼びとめられた 二人は、立派な構えか ら、高 い料金でもとられる

のかと少し驚いてもじもじしていると 、「およろしいんですよ」 と再

び女将が声をかけます。そしておずおずと入 って来た若い二人にお

茶とお菓子をすすめます。先客の浦辺先生、この二人にぽつりぽつ

り、あたりのたたずまい等を説明するでもなく話されます。ほどな

く二人連れは丁寧にお礼 を言 って出て行きました。この間只々ぽか

んと見ていた私。しかしこの二人にと って何とも嬉しい新婚旅行の

思い出となったに違いないと思いました。いつの日には再び子供連

れでこの地 を訪れたとき、き っとこの話しをするでしょう。そのこ

とを話したい為に立寄るとい った方がよいのかも知れません。

のんびりとした 川の流れ、柳の並木、倉屋敷の街並み、そして美

術館、美しい女将が庖から顔を 出 して新婚の二人を呼ぴとめる。 中

に入ると浦辺先生、ぽつりぽつりの話。これはもう花柳章太郎、水

谷八重子が演じた新派の舞台そのものです。そして女将は二杯のお

茶を無駄にはしなかったのです。

U昭和55年10月31日午後快附の日 〕

※ ※  

それぞれの街の特性を生かした街づくりが今求められています。

限りなく倉敷を愛された浦辺先生、街の人達、彩、の強〈印象に残 っ

た出来事でした。 (ふじ た くにあき 都市問題経営研究所所長)

旅 館 くら しき



浦辺先生を悼む

前野慶太郎

昭和の初め、確か10年頃からであ ったかと思いますが、倉敷紡績

の大原孫三郎社長のその事業について、いろいろの業績、暫〈経 っ

てその後、御子息の大原総一郎氏が継がれてからの倉敷レイヨンの

事、財界経済界に於て活躍される事情などを新聞紙上で、しばしば

目にし た事を覚えております。倉敷レ イヨンは当 時、そ の将来性を

期待された会社でありまし たが、大原社長が同社 を初め、関係企業

の役職から突然、手を 引か九たのが私共の関心 を惹いたのでありま

す。

それは後にな ってこの大原総一郎社長が東京に 出て、物価庁の次

長になられたため、一時的に事業から手を引かれた事 と知りました。

翌年、倉敷レイヨンの社長に再任され、会社の増強に着手された時、

新進の営繕技師として 、新しい施設の計画や設計に打込んでおられ

る浦辺先生の事を知りました。

昭和24年頃からは 、倉敷レイヨンの営繕部長として数々の施設の

増強に携わっておられたようであります。その後、昭和37年には、

倉敷建築研究所を創立されました。浦辺先生は元々倉敷で成長され、

京都帝大建築科を卒業された ことでもあり、とりわけ、 地元の倉敷

の発展に尽力されました。

昭和39年には倉敷レイヨンの会社を退社し浦辺設計 を創設され、

倉敷市のみならず、広〈設計活動を展開して来られました。私は若

年のころから、先生のご活躍に注目いたしておりましたが、たまた

ま私とは、 20年前の昭和46年11月の国家褒章受章の時、新築されて

間もない皇居新宮殿の表広場で、浦辺先生ご夫妻を初め、16組の人々

との記念写真を撮影した時から特に親しくしていただくようになり

ま した。 因にその時は 日建の塚本先生ご夫妻も 同席 されまし た。こ

の時から 14年た った昭和60年の春には、勲 四等瑞宝章を受章さ れ、

その厳粛で盛大な大阪での祝賀会にも 出席 させていただいたのであ

ります。

昭和61年 11月には、大阪商工会議所建設部会が岡 山、倉敷方面の

視 察旅行をいたしました時、浦辺先生の設計にかかる倉敷市民会館

を見学する機会がありました。その時、こ の建物の特徴や、用途の

説 明 をされた倉敷市の担当助役さんから 、浦辺先生について、これ

迄の先生の御功績や、御尽力についての幾多のお話を伺いまして 、

感銘を新たにしたのであります。その時こ のような立派な先生こそ、

倉敷市の名誉市民として、過していただきたいと私から申し 出た事

でありましたが、そのままに打過ぎてし まいました。

この度、先生の言卜報に接しまして、 この事が誠に心残りとなって

おります。この上は、先生のご冥福を 心からお祈 りいたしまして、

私の思い出とさせていただきます。

( まえ の けいたろう あめり か屋取締役会長)

倉敷市庁舎
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フランク・ロイド・ライトドローイング集

ブルース・ ブルック ス・フ ァイファ ー 著

谷 川 正 己 監 訳 吉 富 久 美 子 訳

同朋 舎 出版 199 1年 4 月 20 日刊

A4変 判 ( 292 X 264mm) 304頁 定 価 15 ，0∞ 円

石ij，' 漢の 中のサン 7 ) レコ ス( プ ロジェフ ト)、

アリゾナ州チャンドラ 一、 1928年、透視図、

( ; 本書『フランク ロイドライ ト ドロー イング集』より)

30  建 築 と社会/ 1991何 月 号

塚 口 明 洋

フランク ・ロイド ・ライトの図官' uがも っている魅 笑の 中にライトの建築家としての521 ・情熱をより

カは、建築家 を志す学生なら 、一度は経験するで 明般に見ることができる 。

あろう 。ぼくが建築を志して大学の専門課程へ進 主な集録作品に は、落水荘. ジエイ コブス丘11.

んだ時が、ち ょうどライトの帝国ホテルの解体 の ユニタリア ン教 会 ? イ ル ・ハイ「イリノイ J . ミ

年だ った。最初の設計製図の課題が住宅であった ッ ドウェイ ・ガーデンズ. 砂浜の中のサン ・7 ル

ように党えている 。ぼくのライトとの 出会 いは、 コス . そして帝国ホテルがある 。

そんな時に読んだ 『ライトの住宅Jr ライトの遺言』 各々のプロジェクトについて、興味あるエピソ

であっ た。 まだ建築についてあまり知らない学生 ードが舎かれているが、そ の一つを総介する 。

にと って、ライトのー速のユーソ ニア ンハ ウスは、

鰐きであるとともに建築家への意欲を湧立たせる ユニタリア ン教会のアイデアは、ライト が妥

ものだ った。 ライトの魅力は、臨かに自を引くド のオ グヴァーナとの会話の 中か ら見出したも の

ロー イングに よるとこ ろも 大 きいが、彼の建築に である 。「マディソンのユニタ リアン派の信徒の

対する考え方への共感によると ころが大きいので ために 小 さな教会を設計する仕事がきた んだが 、

はないだろうか。 いい考えが浮かばないのだ叫 と、彼は姿に 言っ

本誌は、ライト殻後30周年を契機として、フェ た。 その時 、彼女はこう答えた 。「 あなたは今ま

ニ y クス市で聞かれたライト回顧展のカタ ログと でに正方形や長方形や六角形の形の教会を設計

して刊行されたもので、フランク ・ロイド ・ライト してきたわ。三角形で設計してみたらどうかし

財団資料室の理事であるブルース ・プル ンクス ・フ ら? 三角形はまさに希求のシン ボルだわ。 それ

ァイファーが、そ の解説にあた っている 。 に屋似の線をお祈りの時に合掌する形に作って

本書が単なるドローイ ングよ ｾと大きく異なると みることはできないの ? J

ころは、ファイフ ァーが 309 点の図版を 9 つの分 彼は無数の微からアイディアを引き出し、そ

野に分け、ライトの微々な側面i をより明確に浮か のアイディアを j杉に仕上げた 。 タリアセンで弟

び上 らせている こ とである 。 子たちに訴す H寺、ラ イ トは絶えず「拳を出 りし

( 21，000 点に及ぶ F ・し・ライト資料室のオリジナ めるのではなく、手を広げて人生に立ち向かい

ル図面の中から選出し、住宅建築. 宗教建築. 高 なさい。 そうすれば、アイディアは生まれるも

層建築. 公共建築 ・文化センター . ホテル ・リゾー のだり と忠告するのだった 。

卜建築. 商業 ・教育施設建築とエンジニアリング.

帝国ホテル. グラフィ y クス ・装飾デザイン に分類 )0 *  

また、各々の図版にはプロジェクトの説明ばか これらのエピソードを読みながら、 一枚一枚の

りでなく 、ぽ〈遠の知らないエピソー ドが 多く挿 図面を 通 じて、われわれは 、ライトという，建築家

入されていることは、ライトという建築家を知る の心の 中を旅してゆく ことになる 。そういう意味

うえで、 とても有難い。 て¥本誌はドローイング集という よりも、 ライト

そして、本舎のもうひとつの特色の一つは、数 という天才建築家の物語なのである 。

多くの計画案が収載されていることである 。計画 ( っかぐち ・あさひろ / 塚口明洋建築研究室)

- - r - 可ぐh



日本人の住まい

E .S . モ ー ス 著

斎 藤 正 二 ・ 藤 本 周 一 訳

八坂書 房 1991. 1.25i司l

A5変半1) 410頁 3，200円

インテリア・カラー専科

ブックステーション

大森貝塚の発見者として有名なモースが、その民

族学的視点から みた明治初期の日本の住まいや都

市の姿である 。襖の引手や欄間から花の生け方ま

で詳細|に 亙る記述には .mかされる 。

後 illi 国の貧しい住居として軽蔑するのでもな く、

日本町J な建築美と して手放しで礼讃するのでもな

く、 t令1絡な観察者たらんとした著者の目を通して、

我々が この 100 年間に得たものと失 ったものが見

えてくるように思われる。 ( Y )  

手に取 って眺めるだけでも 写; [ : ¥. やレイアウトが美

しくて楽しめる本である 。 中に収められているイ

日本TI S研 究 所 ・ ナ シ ョ ナ ル 住 宅 共 著 ンテ リアは、住宅中心である 。 同形態 の室内を 9

グラフィッ ク社 1991.2 .25刊

A4判 143頁 3，090円

まちづくり 実践講座

一一育つ都市へ 参加と 行動のシス テム

高 田 昇 著

学芸出版社 199 1.4.20刊

A5変卒Ij 208頁 2，575円

滋賀の民家

西 山 知 三 著

かもがわ出版 1991. 6 . 13刊

A5変申I j 120頁 3，500円

つのインテ リアイメージカラーに 分け 、各 イメー

ジの特徴 ( そのインテリアイメージを好む人のラ

イフスタイルやプロフィール) を写真白で構成し、

かつ、イメージカラーに合わせての室内コーディ

ネートが画期的である 。室内の新しいイメ ージの

発見や、クライアントの略好を探る うえでも 役に

立ちそうである 。加えて 、カラ ー コーディネ ー ト

の|療のおいしいス パ イスにもなりそ うであ る。

( 1  )  

本訟は、主として関西各地で行われてきたまちづ

くりについ℃、仕掛け人自らが鮮やかにその録台

裂を示してくれるまちづくり笑践告である 。者I1心

におけるまちづくりというと 、駅前再開発に見ら

れるようにどの駅前も同じような広場とショ ッピ

ングセンタ一風のセ ントを想イ象しがちであるが、

著者は むし ろそういっ た画一的なまち づく りに疑

問を感じ、そ の まちの 「原風景探し 」 をすること

によ って新しい都市像を求めようとしている 。身

近に見聞きする北侮固め再開発も著しいものがあ

るが、本書によ ってここまでのまちづく りに 至る

過桜 を知ることによ って、まち ( 都市 ) を見る新

たな視点が生まれる こ とと思う。 ( 1  )  

美 しいスケ ッチとエ ッセイによ って 綴られた 滋賀

県下の50余の民家の記録である 。

「滋賀県は "100分の1 日本。 である 」とあるが、ま

さに草詳きの民家あり 、重厚な造りの町家あり、

ヴォー リズの洋風建築ありと、それぞれの土地に

生活に恨ざした機々な形の住まいが息づいていて、

歴史の重みを感じさせる 。地図を片手に 頁を め く

り、しばし i，¥J ]国の家並 みに思いを馳せれば、一度

訪れてみたいという気持ちになる、そんなー附 で

ある 。 ( Y )

担当 会員企画小委員会/ 栃木裕子 山寄章子



新しい湧水処理材料l

〔意匠登録申請中11

〔特許申請中)

- 従来一般工法

32 也 築 と 社 会/ 円91年 8 H号

. 端部詳細図

- 既に設計してL 、る場合 - 新開発工法( 低床湧水槽)



新建材紹介コーナーNo. 188 日本建築協会建材委員会

新 し い 湧 水 処 理 材 料

湧水フォーム

太陽セメント工業株式会社 主? ぷご誌ιた; ; ; : 66- 附

徳 山 曹 達 株 式 会 社 T E L 03 羽 7- 51 15 F AX 03- 3597- 5145 

三 菱 商 事 株 式 会 社 T E L 侃 湖ー7761 FAX06- 348- 7734 

近年、建設労働力の不足およひ' 資材物1i 聞の高騰 3  . 製品イ士機

に Ｑ 半い往 ［ｴ［ｴ Ｇｬｾ がお Ｚ しく上持している 。 新しい湖水

処理材料「幼水フォーム」は、労働力と資材赴を低 (1) 材質 硬質ポリ猛化ビニル

減、工WIの短紛を可能とし 、経済的かつ効率的な (2)  寸法 H  = 3 0 %一1000 X 1000 

工事を笑現する新製品である 。 ト1=  5 0 % - 1000 X  1000 

1 ，目的

地下空 lii lを利用する場合、従来では 1勇水対策と

して最下部に専用の鉄筋コンクリート椛迭の湧水

槽を設けていた 。 しかしその工法は型枠工の作業

となるため必要以上に槽内の空間を確保しなけれ

ばならず、品3: 削 - 残土処理 ・使用鉄筋コンクリー

トi誌などの工費 と工期の而から改普が求められて

いた 。i勇7 ) < . フォームの使用てオ男水槽を省略するこ

とができ似削註 ・銭土処理を大幅に低減、コスト

ダウンおよび工期の短縮が可能となる 。

2. 特 長

4  . 材料の強度

圃 試験結果

H  = 3 0%  

H = 50%  

- 一点載荷ーパネルの上での歩行に対する低抗性

(1)  簡単な施工

施工は並べるだけで、非常に簡単である 。

軽量 ( H = 50 %、 3 kg/ m') な材料なので、現

場での取扱いも非常に容易て¥又 IJU工が簡単で

ある 。

(2) 優れた材料特性

合成Wl Jm( li!1! 11ポリ塩化ビニル) を 使用してお

り、製品自体に l吸水性がなく、従米製品のよう

に泌水の l吸い上げや腐食が発生しない 。

(3) 施工信頼性の実現

湧水フォームには、はめ込めるように工夫され

た構がついているので土問コンクリート打設中

の「のろ」がもれにくく、フィルム敷設等を必

要としない。

(4) 高いi l f J 水処理Il 能力

1男水処理に方向性がなく 、自由に流れる ので、

( コンクリート打設ilij )

400mm 

載荷量 ( kgf ) パネルの変形 除荷量後

50 異常な し 異常なし

100 異常なし 異常なし

150 若干変形 異常なし( 復原)

200 変 形 復原 しない

- 中心部に φ 10cmの集中』肢荷

高い 1羽水処理能力を発揮する 。 ・構造強度一作成試験体による、全面総荷精進強度

(5) 高い経済性 ( コンクリー卜打設後)

i切水フォームの利用により、低床二重スラプ構

造となり、線切量、残土処分品、仮枠面積、コ

ンクリート品、鉄筋量が減少し、工jf の低減、

工mlの短紛が可能になり、経済的な効率的施工

が実現する 。

破壊強度( t f )  

| 試験体 1 1m' 当り | 脚 1本

| 51 I  467 I  17 

5  . 施工方法

(1)  耐圧盤 ( コンクリート打設 ・仕上)

水計百りの出きないよう平滑に仕上 る。 ( 金ゴテ

仕上げ) 必姿に応じて、水勾自己をとる 。

(2) 湖水フォームの敷並べ

ｾｊｫｾｅ ぺに先立ち 、土 砂や廃物を撤去する 。 Ｑ M 

X I Mの湖水フォームを左上のマークにあ わせ

てー } J の壁から敷き始める 。

(3) 立ち上がり音11廻りの処遇!

スラプからの立ち上がりは汎用工具の' 屯動ノコ

て' カ y 卜する 。

(4) ｾ［ｍ 苦 Ｑ Ｑ の処理

湯水フォームの下にコンク リートが流れ込まな

いよう汎用ポリエチレンフィルムや、カd ムテー

プ等で 目止めをする 。

(5) イ111紡目地の設置

広さによ っては床コンクリートのクラ ック防止

のための伸縮目地を設ける 。

(6) 自己筋

ワイヤーメ ッシュ又は鉄筋を敷並べ緊結する 。

(7) 床コンクリート打設 (仕 上)

コンクリートを流し込み、平らにならした後、

金ゴテでていねいに仕上げる 。

( 松本章/ 建材委員)

.A 壁画湧水処理部〔その ー①〕

コンクリートプロック

ｽ 鼻水フｾーム

. 8 : 壁画;鼻水処理部〔そのー②) r スラ

/ 1  11 三 二学…プロ y ク

ぜ埜 とH 会 1991'1'  811 サ 33 



34 

|IOR ACAOスク→レ11 四 一 Ｂｾ
弊社は、建築家を対象としたCADスクールを開mしております。 DAA- CADで4年間E宣言f をし、ノウハウを蓄積し

てきました。このノウハウを皆織のお役に立つよう、 DAA- CADスクールを開請しております。

P C・9BDl シリーズ、ハードディスク、1670万色対応のフレームパッファなどの機器を繍え、出力機器も完備し、プ

レゼンテーションの学習もできます。

綬業はステッブ方式です。興昧のある講座のみの受講もできます。

- 講座内容・

STEP-1 

[2 日]

STEP- 2  

[3 日]

STEP-3 

[2 巴]

STEP- 4  

[3 目]

STEP- 5  

[4 日]

STEP-6 

[2 白]

STEP- 7  

[2 日]

STEP-8 

[  1 日]

STEP-9 

[  1 日]

STEP-10 

[  1 日]

出力

出力マニュアルの作成

CADによる文章の作り方

プレゼンテーション

CADによる機型作成

データ整理

データの再利用

ARM(3次元CAOHこなれる

ARM(3次元CAO)で工スキース

ARM(3次元CAO)の出力

企画設計 1( 日影計算とCAO)

企画設計 n( 検索. ソート. 集計)

企画設計m(エスキース)

企画設計N (分析)

基本設計 1( シミュレーション)

基本設計 n( 基本設計のコマンド)

実施設計 1( 実施設計のコマンド)

実施設計 n( 図面作成の手順)

CADマネージャー

(ハードウエアーのメンテナンス)

設計事務所のOA化

総合学習( 建物の設計)

切剖全国書屈で好評発売中/

新・ファサードシステム

中高層ビルのフ戸サード

今 後 の フ ァサ ー ド シ ス テ ム の イ メ ー ジ を 山 f ll : す

る と と も に 、 JI立近 の カ ー テ ン ウ オ ー ノレ の 白JqYIJ を、

ＧＡ＿［ｙ な ＧｉｉＡ ｾ を ｦＱｾ っ て数多く ｴｦｩ 介 。

大野勝彦監修 新フ? サードシステム開発研究委員会

8 5 判 132頁 税 込 定 価2，300円

はじめてのP C・PRC構造

しくみから設計・施工の実務まで

大ツl' Ｑｩ｜ｊ のぷ ，ｩＢｉ ーを Ｇ＿ｦＮ坊にす るフレストレス 。 イ ｾＭｴ ｮ

れ な 附j込 技 術 者 に P RhYcj 立の 解 説を、 .. ｾ ＭＺ ｐ ￭ＺＮ ｉ Ｚ 止 ぃｼ

1 i へは常川 ¥:IJ j立 へ の J必J Il'I 'l  を 制 介。

( 社〉 日本建築構造技術者協会関西吏部

A 5判 200頁 税込定価3，800円

建築技術8 月増刊号

たかが園地、されど目地

編

目地と継目のディテール

建 物の 機 能 や 外 観 ト ー の ポ イ ン 卜 と な る r 11  J也」

を倣l広角草刈。

加賀秀治監修 A 4判 256頁税込定価3，800円

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ビル

T EL.03-5371- 381 1  FA X.03-537卜8282

ｩｪＡｾ長 と社会 1991年 8 )1，;. 

- 大阪校開講予定表・

STEP- 1 (5万円 )

|[ 9 月J 9，10 19，20 

1 [10月] 9/30， 10/1 17，18 

STEP-2  (7万5千円)

|[ 9 月]11，12，13

|[10月] 2，3，4 21，22，23 

STEP- 3 (5万円)

1[ 9 月]2，3 4，5  17，18 

1[10月]7，8 24，25 

STEP- 4 (7万5千円)

26，27 

|[10月]14，15，16 28，29，30 

大阪校

〒550 大阪市西区南堀江一丁目11-21

栗建ビル別館BF

TEL06-541-41日BFAX06-541- 532日

[担当 : 原田]

• • • 

ロ10月より [ STEP- 4- ARMJ を

Il H識 しま す。

講 座 内 谷 は10のSTEPに 分 か

れており STEPによ って は、

1  EIの み の 受 講 も 可能 です。

( その場合受講料 は 3 )，i 円と

なります)

詳制11 はお 問 い 合 わせ下 さ い。

尚、東京校も| 井j 議 し て い ま す。

東京校( 連絡先)

l 時間目。 10  :  00 - 1  1  :  15 

2時間目 1  1  :  30 - 12 :  45 

昼 食 12:45 - 13・45

3時間自 13: 45 - 15: 00

4時 間 目 : 1  5: 15 - 16: 30 

干 112 東京都文京区関口ト19-6

弥助ピル 6F

TEL03-3235- BI 01  FAX03- 3235一日104

[担当 ・及川 IJ

• • • • 
部市 ｬ こも ｬ プ答通事ｾｾ富十
今回の特集では、設計者ガ建物を設計する

上で、駐車場というスペースを、いかに確保

し、 ま芝、景観 ・動線 目安全などを考慮して

いかに処理していくのか という点に着目し、

建物の用途完IJ にさまざま怠工夫をされだ実例

を、計画・設計のポイントを実際の図面や写

真などを使い、 分かりゃすく解説しています。

さうに、最近のゼネコン各社ガ開発しだ地下

駐車場システムも併せて紹介します。まだ、

都市計画の第一人者である明海大学の石原愛

介氏と東京大学教慢の中村英夫氏による対談

「街づくりと駐車場の設計 J では、現在、都

市ガ泡える駐車場について都市計画の立場力

うの万策についてより具俸的な提案ガなされ

ています。

通裁・ • • • • • • 
住まいのアメニティ

~生理人類学力らのメッセージ~

1  . 街づくりと駐車場の2宣言十

一 石原舜介( 明粗大学)

F関駅J v s  

〕 戸 中村英夫( 東京大学〉

2. 最近の駐車揖盤計〈実例〉

戸建住宅/ 集 合住 宅/ オフィ ス/ 大規模

. 小売后舗/ 復合施設/ ホテル/ 他下駐

車場システム/ 他

3. 車社会と商業施置の

駐車娼計画

4. 地下駐車場システム

地下水のはなし

「地盤の漉状化」

限界状態設計法

「高齢者の住まいのアメニテイ」 「鉄骨構造の信頼性」



ｬｈ］ ｅＧｾｦｊニュース …即l…

平成 2 年度の工事用材料受託に

関する調査

その1 コンクリートの圧縮強度試験 一 一

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 ・吹田市腹自台5- 8ー1 干 565

電 話 ( 06) 872- 0391 FAX. . . ( 06) 872- 0784 

業 務 時 間 平 日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9  :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、 第 4 土曜休日 )

1. はじめに

当試験所の工事用材料試験部門では、試験業務の一環として、年

間に受託している工事用材料試験の結果を集計し、昭和56年度より

当所発行の機関誌 G B R C に毎年掲載している 。今回、平成 2 年度

の集計がまとま ったのでここにその抜粋を述べる 。

2  . 集 計 対 象

集計の対象としたコ ンクリ ートは試験練り を除外したレデーミク

ストコンクリートで、下記 7 項目の条件を満足しているものとした 。

(1)呼び強度が既知lであるもの

(2) ゆ10 X 20crnの円柱形供試体て‘ 1 組の供試体数が 3 本のもの

(3)普通ポルトラ ン ドセメントを使用しているもの

(4) 粗骨材の最大寸法が20mmまたは 25mmの普通骨材を使用しているも

グ〉

(5)空気量は 4 士 1 % のもの

(6) 襟準水中養生 ( 以下、 A 養生と呼ぶ ) または現場水中養生 ( 以下、

D養生と呼ぶ ) もの

(7)試験時の材 l紛が l 週 ( 7 日のみ ) または 4 週 ( 2 6 - 3 2 日) のもの

3  . 集 計 方 法 お よ び 集 計 結 果

集計方法は同一条件の供試体 3 本の圧縮強度の平均値 ( J  A  S  S  

5 T  603、 J 1  S  A  5308 の l 回の試験値) を 用いてH乎び強度 、養

生方法および材齢別に集計した 。

集計結果として 、試験依頼の比較的多い呼び強度 240 について、

冬季 ( 3 月) 、春季 ( 6 月) 、夏季 ( 9 月) における A 養生および

D 養生供試休の圧縮強度の分布状況をヒスト グラムと して、 図ー 1

に示す。 また、呼び強度 210 および 240 について、月別のデータ個

数と圧縮強度の平均値を養生方法および材齢別 に図 - 2 に示す。

4. まとめ

4 . 1 受託の状況

集計対象件数は 116 ，018 件で総受託試験件数の6 0 %である 。 その

内訳を H乎び強度別 に見ると、 11乎ぴ強度 210 が最も多〈次いで 240 で

この両者で全体の5 0 %を占めている。これを季節別に見ると、春季

の呼び強度は 240 、夏季は 210 、秋季は 210 - 2 4 0、冬季は 255 - 270

が多くなるという傾向を示した 。 なお、冬期における 11乎び強度の上

昇は気温補正によるランクア ップ によるも のと 思われる 。

4 .2 呼び強度と圧縮強度との関係

4  j担の圧縮強度と 11乎び強度の比は平均値で見た場合、 A 養生で1.

2 8 - 1. 44、 D 養生で 1. 19 - 1. 45の範囲にあり 、ほとんどの呼び強度

について A 養生のものが高い値を示した 。

A 養生の試験体の圧縮強度を呼び強度別で見た場合 、H乎び強度の

85% 未満のものは 11乎び強度 180、210、255 で若干 ( 約0 0 3 %) あった

もののそれ以外はなかった 。

4. 3 圧縮強度の分布

国一 1 にH乎び強度 240 の季節別圧縮強度の分布を示したが、いず

れも正規分布に近い分布を示していた 。標準偏差が各養生条件とも

冬季が大きいことは 、冬季における管理の困難さを 示 しているとい

える 。

4 . 4 月別の圧縮強度の変動に ついて

図 - 2 に11乎び強度210、240について、圧縮泊度の平均値を月別変

動 で示したが、 4 週材紛の圧縮強度について見れば、A 養生のもの

は夏季に低〈冬季に高い傾向にあった 。 D養生のものは年間を通し

てはぽ同一強度を示していた 。

以上、平成 2 年度コンクリート圧縮強度受託試験の概要を述べた

が、骨材の品質および鉄筋の強度の各試験結果についても、次号か

らl順次縄戦する予定である 。なお、詳細については当所発行の G B

R C図 ( 1991. 7発行) を参照されたい 。

30 

ｉ ｈＮＳｾ Ｑ＠
30 

区ｾ

20 

巨ｾ

20 

10 

10 

3: 巴30匝二空

ｾ＠

20 

ｾ＠

20 

一

m

o

o

o

o

 

{

渓

}

説

恒

吉

卑

i

l

l

-

-

-

で::: 10 

。l

)  

掘

恒 内

富 山つ =

哩 30

1

20 

ｾ＠

10 10 

or  200  ｾｾ ｯＧ＠ '  J  Ｓ ｾｏ Ｇ＠ ， !  350" 400 450  O'  200 250 300 350 400 450 

一一一一一』 強 度 ( k9' /"") - ー一一ーム 強 度 ( k9' / 酎)

現渇水中l I ! 生 現. . . 水中警生

図 - 1 季節別コンクリー卜圧縮強度ヒストグラム( 呼び強度: 240 材齢 28 日)

!  350 

をg

ｾ＠
曹 250

出

住 悼 と社会/ 1991年 811"; . 35 



建築の眼

安田丑作

神戸大学工学部建築学科

助教授

か わ か み ま き お

川上昌男

大阪府住宅供給公社理事

兼計画部長

猪倉啓行

日建設計取締役大阪第2

事務所所長

中村俊雄

長谷エコーポレーション

取締役副社長

以上の 4 氏が 7月号から

12月号まで執筆

オープン・トゥ・パブリ ック

神 戸 の 住 吉 川 沿 い の 広 大 な 社 宅 団 地 跡地 に 、 故 多 の 分 議価 格が 2 億 円 台という く{ 窓シ ョ ン 〉 の 高 級 集 合

住 宅 が お 目 見 え し よ う と し て い る 。 そ の 新 聞 広告 で 自 を 惹 く の は 、住 宅 の セ ー ル ス ポ イ ン ト と し て 挫 築

テ ザ イ ン を は じ め と す る テ ザ イ ン そ の も の を 大 き く 取 り 扱 って い る こ とであろう 。

建 築 ・環 境 テ ザ イ ン は 日 本 で も よ く 知 ら れ る ア メ リ カ 人 建 築 家 の 手 に よ る も の で 、 と り わ け そ の 中 庭 は

水 の 流 れ を 取 り 入 れ た 「凹 李 を 彩 る 雄 大 な ラ ン ド ス ケ ー プ 」 で あ る と い う 。 こ の こ と 自 体 は 集 合 住 宅 に

お い て も 、 デ ザ イ ン や 景 観 の 問 題 に 対 し て 本 格 的 に | 共l心 が 向 け ら れ は じ め た と 歓 迎 す べ き か も し れ な い 。

し か し 気 に な る の は 、 広 告 が 「高いデザイン性をオーナーのみカ、享受できる」 こ と を こ と さ ら に 謡 っ て

い る こ と で あ る 。 敷 地 全 体 と し て の セ キ ュ リテ ィ シ ス テ ム に よ っ て 、道 行 く 人 々 は こ の 住 宅 群 の 中庭 を

通 り 抜 け る こ と は お ろ か 、 そ の す は‘ らしい景観を見て楽しむことすらできなし、 。 敷 地 の 周 囲 に 公 開 空 地

の 緑地 を 配 し て は い る が 、こ の一 群 の 住 宅 は 周 固 め 街 と 完 全 に 隔 絶 し て し ま う こ と に な る 。

す ぐ れ た 都 市 景 観 は 周 辺 環 境 と の つ な ヵ、り を 大 切 に し た くオー プ ン ・ トゥ ・パブリ ンク〉 の原f ! i J の 上 に

成 り 立 つ の で は な か ろ う か 。 そ う で な い 限 り 「商 品 を 高 級 化 す る 道 具 と し て の 建 築 デ ザ イ ン 」、あ る い は

「表層 的 な 化 粧 術 と し て の 都 市 景 観」と い っ た 批判 を 免 れ え な い よ う に 思 う 。 (C . Y )  

輪
室

口

Ｗ 月か ら車庫法の一部改定が施行された 。 このため、住宅の供給、管理主体にと っ ても、今後 ｉｾｾｊ 発され

る 団 地 、 マ ン シ ョ ン で の ! 駐 車 場 確 保 や 既 存 団 地 で の l駐車 場t予備など、 今 ま で 以 上 に 駐車 場 対 策 に 真 剣l

な 対 応 が 求 め ら れ る こ と に な っ た 。 しかし、 「ホ ー ム レ ス カ ー」 に よ る 路 上 駐 車 を 無 く す る 上 で 、 そ の 実

効 性 に 大 い に JYJ待 す る と こ ろ で あ る 。 と こ ろ で 、 最 近 特 に 11M. に余る の が 駅 前 で の 自 転 車 、 ス ク ー タ 一 等

の 氾 慌 で あ る 。 自治体等により! 駐輪場ーや半生1)" 出 場 が 設 置 さ れ て も 焼 け 石 に 水 で あ る 。 今 ま で l 台 も 世 か

れていなか っ た場所に、ある ｾｩ リ ｊＲ 、 Ｓ Ｑ ｌ ［ の 自転 生 ｼ 王が世かれると 、そ の翌 日には通行 が困 ｾｪｦ にな るほと 二

輪 車 が 並 べ ら れ て い る 。 歩 行 者 や 向 動 卓 に 対 す る 交 通 阻害 だ け で な く 、 ｗｾｪｩ Ｎｊ￬ｻ 政 ｊｪｾ も ｬｬｩｩ しし、 。 ￬ｊ￭ しく

駅 前 広 場 が 整 備 さ れ た と こ ろ は ど 輸 審 が ひ ど い 。 向転半は、 iilli 絡 の 低 廉 化 に よ っ て 今 日 で は 消 耗 品 と な

り、 1 !WI に 2 、 3 i今が当 り前 に な っ ている 。 自 家 用 卓 の三iIr- J)えが 10分、 15分 と い っ た 距 離 で も 渉 く こ と を

厭 わ せ る よ う に な っ た 。 こ の ま ま で は 輸筈 は 附: く な る ば か りで あ る 。 二 輪 車 に 対 し で も 、 自 動 卓 と 同 じ

ように、めいわく駐輪に厳しい古' ，j l!l J を 設 け る な ど 、 抜 本 的 な 対 策 が 必 要 で あ る 。 ( M .  K )  

ホテルもある 立 体 的 な 町

恐 る 恐 る 町 の 扉 を flll す 。 と う や ら 鎚 の11トけられた様子はなし、 。 その奥には人の気配ヵ、ある 。 多位多様、

老 若 男 友 、ド レ ンシ ー か ら カ ジ ュ ア ル 、 能 に 入 っ た 犬 ま で い る 。 立 体 的 に 構 成 さ れ た 町 の レ セ プ シ ョン

ホー/ レの光対である 。 上 の 方 に は ホ テ ル 、 f::i ::とと 、 レ ジ テ ン シ ャ ル オ フ ィ ス 、途 中 に は 集 会 室 、学 校 、 研

究 所 、レ ス ト ラ ン 、 プ ル そ し て オ フ ィ ス 、 下 の 方 に は 多 目 的 ホ ー ル 、情 報 セ ン タ 一 、展 示 室 、 地下 に

は美術館、量l ! 約百Mi 、 小 ホ ー ル そ れ に 断 れ た H円へ と 燃 が っ て い る 地 下 鉄 の 駅 が あ る 。 |町ーの要所要所には

はパブリ γ ク な 場 所 を 不 す 庭 l主lイ寸 の ア ト リ ウ ム が あ り 、 そ こ か ら 隣 り の 町 へ 空 中 及 び 地 下 の 通 路 が 繋 が

っ ている 。 こ ん な 間 作 り は 国 土 の 炊 い 日 本 の お 家芸 。 人 は 飯 合 ビ ル と 呼 ぶ 。

町 の 交 通 手 段 は 主 に エ レ ベ ー タ 一 。 科目ま る ご と に そ こ に 居 る 人 々 が 独 特 の 世 界 を 展 開 す る 。 この 間] で

は 連 日イ ベ ン ト が あ り 、 多 く の 人 が 外 か ら 訪 れ 、 ある人は演者ーとなり 、 あ る 人 は ゲ ス ト に な る 。 人 は 人

の 行動 や表 情 の 変化 を 見 て 、 以 い は 人 と 行 副J を 共 に し て 学 び 、考 え そ し て 共 感 を 覚 え 、 心の il!J j し、を取り

戻 す 。 多 極 多 機 な 人 々 と の 触 れ 令 い が 、 こ の 立 体 的 な 11円 の 魅 力 の 本 質 で あ る 。 装 置 と し て の，定築は こ の

移 ろ い 易 い 人 情 の 機微 ま で も 支 え る も の で あ りたい 。 ( H . 1) 

建 設 業の 構造 改 革

入 手 不 足 に 対 応 し て 工 業化、 工 場 生産 化、 )Q絡化、 ，建設 ロ ボ ッ トの 開 発等 の 技 術 革 新 が 進み 、 il企j互 の 現

場 は 以 前 に 比べ 非 常 に 少 い 作業 jニi で 工 事 が 行 わ れ て い る 。 前 回 建設 労 務 者 問 題 に 関 連 し て構 造 改 革 に 触

れ た が 、 技 術 革 新 と併 せ て 、ーに 、 土 工 、 大 工 、 鉄 筋 工 、 左 官 等 職 種 の ボ ー タ ー レ ス 化 と 職 業 訓 練 絞 め 設

立を提 ｈ 品したし 、 。 工業 化、 工場生産 化 、ロボ γ 卜 ｉ ｾｦｪ 発が進めは、現場作業は組み立て、取り付けですむ

単 純 作 業 が 多 く な る が 職 憎 の 絞 合化、. N11 ち 多能 工 が 必 要 と な っ て く る 。 勿 論 熟 練 を 要 す る 作 業 も 残 る。こ

の 多能 工 、 熟 練工 を 養 成 す る 施 設 で あ る 。

次に下請制度の見直しである 。 受注産業であり、景気の ＱＱ 主に左右されての採用 、解 雇の煩わしさに↑ Ｇ ￬ ｾＱ ま

さ れ る 事 め な い 良 い制 度 と言 う 人 も い る が 、 も は や そ ん な H寺代ではなし、 。 建 設 作 業 が 若 者 に と っ て 魅 力

あ る 職 業 と な り 得 な い の は 3 K 以 外に 現 夜 の 下 請制 度 も 大 い に 関 係 し て い る 。 ゼ ネ コ ン 側 と し て も 一 部

直結Ir 工 を か か え る 必 要 も あ る 。 下 請 業 者 に と っ て も 作 業 員 の 福 利 厚 生 と 安 定 経 営 が 図 れ る 制 度 で な け れ

ば な ら な い 。 そ の他 一 般並 み の 休 日 倣 保 や 、 天 候 に 左 右 さ れ る 収 入 の 問 題 等 、 難 問 は 多 い 。 ( T . N )  
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総 論 一 I

工事管理技術の現状と将来

嘉 納 成 男

1  . は じ め に

ここ数年の建設ブームに釆 って日本における建設産業の位置

付けも確固たるも のへと成長し、建設をめぐる事務 、企画 ・設計、

技術開発等の職径を希望する人々は多くな った。 その反面、建

築物を具現化する工事現場において就業するさまざ まな職種に

ついては人材不足と 言 う現象が起こ っている 。初めの頃は建設

労働者の不足ヵ、その兆候として現われて、現在では工事管理者

の不足までに拡がりつつある 。 この現象を若い人々の「体を動

かす喜び J や 「建築物を造る喜び」に対する迎解の無さと l嘆い

たり、汚れや; 肢の 中の仕事を嫌うことに対して 批判をすること

は容易である 。 しかし、日本の経済や社会の発展は、若者の思

想、価値観、就業環境への期待は徐々に変わりつつあることに

気づかねばならな い。建設業界、工事現場の側が、若者からな

んらかの変革を迫られている現状にあると言わねは‘ ならない 。

本報では、先ず工事管理の理念、を示した上て¥工事現場にお

ける管理技術の将来の方向を見定めるために実施したアンケー

卜調査の結果を紹介し、その現状を述べるとともに将来の方向

を考究する 。工事管理においても、従来からの労働集約的な管

理体制では管理が成り立たなくな って来ている 。

2  . 工 事 管 理 の 人 間 的 側 面 と 技 術 的 側 面

2.  1. 工事管理の機能

本来工事管理は、設計図書に示された建築物を具現化するた

めに必要な工事活動を効率的に運営することに目的がある 。最

近では、設計内容への施工情一報のフィードパ ックや V E 提案等、

施工の上流に遡り設計一施工の調和を図ることまでがその業務

範囲に含まれつつある 。 また、数多く参加する協力業者が効率
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的に作業を実施できる様に、段取り、手配、調盤等を綿密に行う

ことが必要である 。さらに、工事を笑施するために必要な諸官庁

への提出書類の作成、施主 ・設計者との打ち合せ、近隣住民と

の話し合い等、いわゆる「固い」の 外の業務が管理者の主要な

業務ともなりつつある 。 この様に、今日では、工事管理は技術

的業務、経営的業務、営業的業務等多種多様な業務内容から構

成されている 。

2.  2. 工事管理者の役割

この様な工事管理業務を行う管理者に求めら れる役割も多岐

にE り、管理者の任務は益々重要になりつつあると 言っ ても過

言 ではない 。管理者の主要な役割を工事の着工前と着工後に分

けて示すと、以下の如くなる 。 1 )

1)  施工準備段階における役割

(1)  設計図書内容の把雌

(2) 工事運営方針の設定と運営組織の編成

(3) 仮 設 ・工 法 ・工起などの総合的な施工計画の立案

(4) 実行予算の編成及び管理計画の立案

(5) 安全管理計画の立案

(6) 目標とする施工品質の管理に関する工事監理者との合意

(7)  工種別施工計画の立案と専門工事業者の選定 ・発 注

2)  施工期間中の役割

(1) 工事をめぐり発生する情報の収集 ・整型 ・報 告 ・保 存

(2) 専門工事業者への指示及び各職種聞の調整

(3) 品質 ・原価 ・工期・安全に関する施工状況の把握

(4) 専門工事業者の施工結果の検収

(5) 官庁 ・設計監理者への報告



この様 な役割を担う管理者は 、技術的能力 に加 えて多彩な知

識や指導力が特に求められる ことになる 。管理者に 求めら れる

主 たる能力を列挙すると 表ー 1 の如くまとめること が出来る 。

従来、工事管理者はそ の役割 を来たすために多く の工事現場の

経験か らその能力 を学び、大所長 とし て幾 多の難工事を完成し

てきた 。

表ー 1 工事管理技術者に求められる人的能力 I1

(1) 情報収集カ : 工事をと りまく環境 ・制約条件の把催

(2)  調整能力 : 発注者 ・設計者 ・専門工事業者 ・自社l関i車部門 との制強

(3) 指導力 : 工事の進妙、技術的改善などにおける指導性と完遂な志

(4)  計画性 : 品質 ・原fi lli . 工JUJ . 安全に関わる 諸言|闘の作成

(5)  交渉力 : 近隣、 監督官公庁 、発注者 との折衝

(6)  倫型性 : 技術者 とし ての倫理I!

しか し、こ の様 な11寺代に は、管理者も 盟富であ り、 また賃金

が比較的安〈、さ らには日 1I ;' il 日の業務も厭わない勤勉 さに現場

が支 えられてきた商が大 きい。現在では 、各工 事現場における

工事 管理者の省人化の要請は非常に厳しいも のがある。 また 、

週休 2 日制の導入によ って益 々管理業務の効率化、迅速化が必

要にな っている と言 える 。

3  . 工 事 管 理 業 務 と 管 理 技 術 の 現 状

3 .  1 . 工事管理に対する意識

工事管理者が管理業務に対し て どの様に 考 えているか を、早

稲田大学嘉納研究室が 1991年 に主要 建設会社 4 社の工事管理者

423 名に対して行 った調査結果 21 から見てみ る。

先ず工事管理が経験や勘に どの程度依存し ている かを 以下の

評価点で尋ねた 。

5 非常に依存し ている 2 あま り依存し ていない

4 かなりイ衣存し ている

3 依存している

1 全 く依存し ていない

o わか らない

その結果 、所長クラス (3 .60) 、主任 クラス ( 3.52) 、係 員

クラス (3.39) と、 「か なり依存している 」 と 「依存 している 」

の間にあり 、若干では あるが職位ヵ、高 くなるに従 って依存度に

対する評価は大 き くな っている 。

次に、 工事管理が科学的に行なわれているか否か を以下の評

価 点 で尋 ねた 。

5 非常に科学的

4 かなり科学的

3 科学的

2 あ まり科学的 でない

1 全 く科学的でない

o わからない

その結果では、所長 クラス ( 2 .59) 、主任ク ラス ( 2.48) 、

係 員 クラス ( 2 .59) であ り、各職位とも低い値 を示 してお り、

「科学的」 と 「あま り科 学的でない 」の 聞の評価 となっている 。

この結果から判るよ うに、現状の工事現場 では主 として経験

を主体とした工事管理が行 われており、そ の科学的な側面iはあ

まり強いとは 言 えない

表 - 2 は、工事 管理における経験や勘の重要度と工事管理 を

科学的に 行 うこ との重要度の関係を 、 クロス 表 に表 したもので

表 - 2 経験や勧の重要度と科学的管理の重要度の関係

科 学 的匂'i!I! の重 要 度

非常に (5)  

重 要

かな' り (4)  

重 要

重 姿 (3)  

余1) 重要(2)  

でない

全〈 重要(1) 

でない

3十

ｾ ｉ Ｂ ｩ 日 に (5) 
8  14  20 6  

。
48  

ill 袋 1. 9%  3.4%  4.9%  1 5%  0 0%  11 7%  

かなり 12  60 91  10  
。

173 

経

重 姿 (4)  

2.9%  14 .6%  22 .1 %  2.4%  0.0%  42 .0%  

験

14  70 85 10  
。

179 
や

重 要 (3)

WJ  3.4%  17，0%  20 .6%  2. 4%  0.0%  43 .4%  

グ〉

.ifI あま 1) 亜(2)

。
5  5  

。
11 

聖皮書 裂でない 0.0%  1. 2%  1. 2%  0 .2%  0.0%  2 .7%  

全〈 重袋(1) 

。 。 。 。

でない 0 .2%  0 .0%  0.0%  0 .0%  0.0%  0 .2%  

tj -I  

35 149  201  27  
。

412  

8 5%  36 .2%  48 .8%  6 .6%  0.0%  100 .0%  I  

あ る。同表 に示す如 く、工事 管理における 経験や勘 の重要度に

ついては 、平均的な 評価 として、所長ク ラス ( 3 .66) 、主 任 クラ

ス (3 .64) 、係員 クラス (3 .58) と 「かな り重要」 と 「重要」

の 間に あ り各職位とも経験や勘 を重視している 。 また、 工事管

理! を科学的に行 う重要度に対する意識も 、所長 クラス ( 3 .46) 、

主任 クラス ( 3 .42) 、係員クラス ( 3 .56) と 「重要」 ー 「かな

り重要」の聞の評価 を得 た。 さらに、 「経験や勘」及び 「科学

的管理」の双方と も 「重要 J (評価点が 3 以上) と考 えている

回答者は全体の88 .4% に も達す ることが判 る。 この ことか ら、

経験や勘 とともに 、科学 的管理rr が重要であると 言 う認識が工事

管理者にあ ると 言 える 。

3 .  2. 管理手法の現在の活用法と将来の活用度

工事管理者が自 分の現場で 科学的な 管理手法が現在及び将 来

どの程度活用されて いると 考 えているかを 調べた結果が 図ー 1

であ る。同図では横車，l，に現在 、縦刺lに将来の活用度 を示 している 。

「 5 4 常 に トかｾｾ 3 - mJIJ 2 - h * リ l 全 〈

t';111される iliJII される さILる 叫川l され1j. ' ｾ 、 ｩＱ ［ Ｑ Ｑｉ ｾ Ｑｌな、、

51  
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現在の活用

図ー 1 科学的管理手法の現在と将来の活用度の関係

5  

非常に

ifi lll されている

管理手法の現在の活用度 に対す る管理者の意識は 、全 回答者

の平均値で示すと、 ネ ッ トワーク 手法 (3.62) 、パー チ ャート

手法 ( 3 .60) 、V E 手法 (3 .36) の 3 手法が評価点 3 ( 活用 さ

れている ) 以上の高 い値 を示 している 。 これら 以外に、比較的

評価点が高い値を 示 している手法としてブレ ーンス トー ミング
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工事管理の技術

4  • ( 2 .94 ) 、T Q C の 7 つ道具 ( 2.78) 、統計 ( 2 .34) 、コ ンビ

ュータ計ー算法 ( 2 .20) 、作業研究 . u寺問研究 ( 2 .01) が 「活用

と「あまり活用されていない 」の 間にある 。

4  • 

工事 管理の技術は 、工事管理者がそ の業務を 笑焔していく上

で役立つも のであり、思考の仕方、計算の方法、発想や立案の

方法 、表現の仕方 、伝達の方法、等で、予め方法論や手法に休

系化されたものである 。工事管理をめくる科 学的管理手法の適

されている 」

又、現在の活用度と 比較して将来の活用度の値が特に高くなっ

コンビ ューV E 手法、ている手法としては、ネ y トワーク手法、

シミ ュレーン ヨン手法などがあげられる 。タ計算法、人間工学、

これ らの中でも、 用例を示したものが表 - 3 である 。 しかし、ややもすると計算

機を使用した数理科学的な手法が工事管理技術として取り扱わ

シミ ュレーシ ョン手法コンビ ュータ計算法、

などのコンビュータを利用する手法が、現在の活用度と比較し

これ以外にも多くの方法論が経験的な 笑証に甚付け ら

れて活用されているものが少なくない 。

管理rr 技術の活用の現状は 、前主主で示す如くその多くは充分に

れるが 、て将来の活用度が特に高い値を示していることは 、注目すべき

である 。 また 、パーチ ャート手法は、現在の活用度が非常に高

い手法であるが、将来の活用度ではネ ッ トワーク手法、

使われていない現状にある 。 その原因のーっとしては 、工事管

理活動の多くの l時間カ、打ち合せや会議等に費やされ、また現場

V E 手

法に次ぐ第 3 位とな ってお り、 工事管理者がパーチ ャート手法

の限界を感 じてい ることが判る 。

の巡 回や検査の立会 い等の業務が多くあることが挙げ‘ られる 。

工事管理者は現在の管理手法やコンビ ュータの活用が不十分コンビュータの現在の活用度と将来の活用度3  • 

であることを認めると同 H寺に 、将来的にそれ らの積極的活用ヵ、自分の現場でコンビ ュータソフトが現在及び工事管理者が、

必要であると 言 う認識をも っている 。

今後工事管理におけるシステム化を進めて行くには、科学的

管理手法の効果的活用を 一層目指すとともに、 管坦! 者ーが長年の

将来どの程度活用されていると考えているかを調べた結果が、

図 - 2 である 。同図 では検nlil lに現在、縦ill 山に将来の活用度を示

業務で 培っ てきた経験や勘を生かすこと の出来るシステム作り

とともに、オフ ィースワーク以外の現場巡回業務等の管理業務

の システム化が必要で・あると 言える 。

2  工事管理にコンビュータ活用の方向

コンビ ュータ技術の発展にともな って、工事現場におけるコ

ンビュータの役割も次第に高度なものが期待され始めている 。

4  .  

(  Cornpu-C  1  C  まだ試行錯誤の段階であるが、現段階では 、

を目標とした柏極的な研究 ・ter Int egrat 巴d C onst ru c  tion)  

開発が進められつつある 。
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Ｏ Ｑ 緬ｾ .，¥・ 、t 忽朱高 管埋 ソフ砂

切町T 寸 τ司 、、 仮股齢画 C A  0 ソフト
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』有 川 、 、 、 デ タ ベ ー ス ソ フ ト

¥ ¥ ¥¥¥ ¥ ¥ ¥ B・a作 鼠 奮理 ソフト

、 、 ¥¥¥¥ι 実慣 例管 理 ソフト

¥ ¥ ¥¥¥ ¥ d ーチャート作成ソフト

2-1 ・ ー ¥ ¥¥¥. 図 膏 ソ フ 川 肝 等}

¥ ¥ ¥ ¥ ネ " ワ ー ク 手;会計3・Y フト { 自担I t J l のみ }

¥ ¥¥' "，段使 級制御ソフト

、 治情ソフト

1  作集 f歯示項目作成ソフト

絞針分析ゾフ令

1  2  

" く あまリ

的 III され てい Ij，'¥. ili Jl ! d Uていない

2 ーあ ま リ

j，r，!Udt t ぺL 、

している 。

つ
d

将

来

の

活

用

コンビ ュータの役割の過程を見ると、始めはテータ の解析 ・

P  

d  

;/ 常に

i.l ll l  されている

4  

カ 4 リ

ifil ll されて、、る

3  

1吊111

されている

現在の活用

j寅算を高速に行う こと が主たるコンビ ュータの期待された役割

しかし、技術が進むとともにテータベースの活用で‘あった。

コンビュータソフトの現在と将来の活用度の関係図 - 2

情報コミ ュニケーション、人工知能の活用等へと、そのニ ー ズu舌用されている ) 以上の評価 を得

( 3 .33) のみであ った。際、fj 町管理

( 2 .65)  、 羽副本』血ユニ図 C A O ソ

現在の活用度で評 filli 点 3

もより高度なものへと発展している 。たソフトは 、ワーフ。ロソフト

ソフト ( 2 .84) 、表計算ソフト
建設生産全体に おけるコ ンビュータ 利用 の方向性は 、最近 そ

の全容が明らかにな りつつある 。 多くの研究活動や試行実験か

ら概ねその主要な軸には 以下 に示す 4 つがあると 言 える 。

「あと( 2. 47) は比較的高い値を示し 「活用されている 」フト

1 )  C A O / C A E  

2  ) データベース / 知識ベース

山留

( 2. 26) 、出

( 2 .16) 以外

まり活用されていない 」の間にある 。 またこれらの他、

め計 iR'J管理ソフト ( 2.32) 、仮設構造計算ソフト

来高管理ソフト ( 2. 23) 、仮設計画 C A D ソフト

3  ) 数理工学/ 知識工学

4  )  

については、あま り活用されていないと 言 う結果とな った。

コミュニケーション将来の活用度に 対 して期待j支が高いものは、ワ ープ ロソフト

以上の 4 つの軸は、工事におけるロボ y 卜化と融合して C 1  (4 . 15 ) 、躯休施工図 C A O ソフト( 4. 21 ) 、原価管理ソフト

C を目指すものとなる 。

建築工事においては 、設計図等視覚的な 表現方法が不可欠で( 3.79) 、

山留め計 illiJ 管: El l i ソフト

91) 、仮設構造計算ソフト ( 3 .91) 、出来高管理ソ フ ト

積算見般ソフト ( 3 .64) 、テータベー スソフト

( 3 .94)  (4. 06) 、表計算ソフト

あり、施工 C A D や各種の工事 の指示にも視覚的に説明したり

する必要ヵ、 出て来る 。 また、コンピ ュータを活用した仮設構造

計算や工法の選定等も行われる 。

( 3 .60) 等の ソ

(  i かなり活用される 」と 「活

用される 」の中間) 以上の評価とな っている 。
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表 - 3  工 事 管 理 に 用 い ら れ る 科 学 的 管 理 手 法 31

千法大分知 手法中 分 Ui 適 用 例

ｴｾｾ Ｑ 正分析手法 作 業pJf 究 PCプレハブ住宅における生産性の分析

重1) 作研究 姐E築 作 業の!fd) 作 分 析

人11¥1工学的研究 配筋作業における技能の分析

ワークサンプリング法 作 業 者の綜働分析

統計分析手法 般 論 検 定 耳R論 品質保証水準の決定

分散分析 中高層 PC住宅生産の労務工数の分析

実 験 JI' il!Ii法 作業方法の改普

重回帰 分析 建 築 工JUI の算定モデルの作成

因子分析 労務歩掛り凶-f の l別俗化

数: 111化千法 工事政概n : モデノレの作 成

X - Rチャ ー ト コン クリートの 品質11旦R

ベーズの定患l 道 路の 径路計画

総泣モ デ J レ化手法 グ' 7 7 選 論 作業内答のグフフによ る表現

囚井主連釘iモデJ レ 工事計画ロジ y クの分析

1  S M 工事計画iの手順分析

ンステムモデJ レ 工事プロセスのシステム分析

オベレー y ヨンズ 待ち行列モ デ/ レ レデ ィ: ? A トコン 7 リートの輸送管理

リサーチ手法

斜i型il -J-il!Ii法 工程の枇通化

目標計画法 概 略 工 伎の 立 案

非線 ｾｊ Ｍ ｉ ・匝 ｬ 法 工 場の立地計画

動的計画法 工期と工事貨の最適化

輸 送 問 題 機材セ ンターの自己点計画

Wl I当 問 題 工事用機械の 適 正 配置

ゲーム理! 論 入札政策 の最 通 化

ンステム システムダイナミ ックス PC板生産における ンミユレーンヨン

ンミ ュレーンヨン千法

開t I 汝系 シミュレ- : / ョン 超高層煙突_Ul'. の 工. f ' E計画

GE RT シミユレーンヨン パネルJJII 工工総の分析

ネ y トワーク手法 日位 計 算法 工程計画の立案

資源配分法 超高層建築工事の ｦｴｩＧｾｬ 配分計画

C P M 工 JVI の短紛計画

ラインノ〈ランス 躯体工事の作業計阿

( 応袈分析手法 産業述| 掲分析 建 設 企 業の 分析

言十iE続 il 守モ デノレ 建設; 民主Eの子市11

平滑化モデル 主I ! 設綴裂の季 節変動分析

経済性分析手法 経済性分析 建 設 機 械の 経済性の分析

更新モデル 建 設 機 械の更新計画

入札モデJ レ 入札価絡の決定

知 識工学手法 デンジョンテープル 超高層アパートの J十回

IF-T HENI レール 工位計画の立案

Ll SP/  P，'ol og O/ス テム 工J t l Iとコ ス トの予測

エキスノ マートシステ ム プロジェクトのリ A? 7ネジノント

情報処ｾ手法 オレーンョナルデータベー λ 工事笑紛データの '¥Hi '(

ワードプ ロセ ッサ 施工安宅， ｲｩＺ［ ｾ ｲＭ の ｾＢ ｉＧ Ｇ￬Ｇ￬Ｇ思

データコミ ュニケ- : / ョン 工場移転管里1¥

図像処理 工事計画的報の色里v . と検索

コンビュータ グラ7 { ? クス 総台計画の立案

自動計訓11 山止め1; J H荘の安全性の チェ y ク

C A I  施 工 技 術の教 育

:む志決定手法 デシ ジョン トリー 不確定下における工法の選定

効用| 剥数 不確定下におけるリ スクの評価

ポートフォリオ分析 建設プロ ジェクトの i選定

A H P  住宅用エネルギ- : / ステムの評価

改普子法 ワークデザイン 工 業 化i主主主の生産プ ロセス の分析

V E  建設コ ストの削 減

K  J 法 労務歩掛に l刻する意識調査の分析

その他 MR P  資材ffr lll! i;l の171:Eii

習熟旦R論 鉄筋 ｪ 工の ｾｖ ｬ 熱性 の分 析

一 ｾ ＩＧ［ 管泊二者ヵ、有する各時の経験はテータベースや知識ベース

と し て 蔀 え ら れ る 。 企 業 と し て こ れ ら 知 識 の 集 約 お よ び そ の 活

用 を 呆 た す こ と に よ っ て 、 技 術 が 1布j変 化 し 且 つ 変 化の 激 し い 建

設 分 野 に お け る 知 識 集 約 111企 業 と な り 得 る 。

さ ら に 、 こ れ ら の 情 報 を 的 限 に 計 算 ・1m工 ・判 断 し 、 11北 善 の

意 思 決 定 を す る た め の 支 援 シ ス テ ム を 可 能 に す る た め に は 数 理

工 学 や 知 識 工 学 を 活 用 し た 向 皮 な シ ス テ ム が 要 求 さ れ る 。

故 後 に 、 こ れ ら の コ ン ビ ュ ー タ の相 極 的活 用 を 妨 げ る 袋 困 で

あ る 組 織 間 の 情 報 交 換 に 対 す る コ ン ビ ュ ー タ 化 が あ る 。 す な わ

ち 、 地 主 ・設 計 者 ・建 設 業 者 ・1.，Ii 1"1工 事 業 者 ・材 料 メ ー カ ー ・

各 組 挫 設 資 機 材 レ ン タ ル 業 者 並 び.に 関 係 官 庁 と の 11¥1に お け る 各

種 通 信 文 昔 、 情 報 の 効 果 的 伝 達 を 可 能 に す る 建築 生 産 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ・ネ ッ ト ワ ー ク の 開 発 が 必 要 と さ れ る 。

5  . おわりに

:4. JI現 場 の コ ン ビ ュ ー タ 化 を 11
1' し 進 め て い る と き に ' 市 に 怯 じ

る こ と は 、 工 事 管 主II を コ ン ビ ュ ー タ で 行 な う こ と に よ っ て 失 う

人 間 的 側 面 に 対 す る 危 倶 で あ る 。 人 間 的 な 思 考 ・創 造 爪 動 か ら

生 ま れ た 建 築 を 、 来 し て コ ン ビ ュ ー タ を 前 I偏 に 1
1
1' し 出 し た 工 事

管 理 に 任 し て も 良 い の だ ろ う か と 言 う 疑 問 で あ る 。 わ れ わ れ 工

事 告-埋 め 研 究 や 実 務 に 携 わ る も の は 、 管 理 者 の 列J 栄的な1 J ・理 主fl

W]J を 考 え る 余 り ( と き に は 、 管 旦II 者 の 省 力 化 を 与 え る 余 1) ) 、

コ ン ビ ュ ー タ が 優 れ て い る 音1¥分 に つ い て 次 々 と コ ン ビ ュ ー タ 化

を 来: たそ う と し て 来 た 。 エ ギ 管 理 ! を よ り 綿 密 に 行 な う に は 、 管

理 者 を 現 在 の 2 倍、 3 倍 の 人 数 を 配 置 す れ ば 、 木 自 主UI や か な 管

理 を 来 た す こ と カ 、 出 来 る で あ ろ う こ と は 誰 で も 恕 像 出 来 る 。 し

か し 、 そ れ に 見 合 っ た 管 思 ! 経 費 を 地 主 が 認 め る か 何 か が問 題 で

あ る 。 其 の 工 事 管 理 の シ ス テ ム 化 に お い て は 、 手 1l¥1や 入 手 を か

けて綿密に行なう包 ｪ 当Ａの ｭｾ さも は 逃してはならなし、 。 地主に

対 す る 「工 事 管 理の 重 要 性の イ メ ー ジ ア ッ プ 」 の 万 も 必 要 に な

り そ う で あ る 。
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総論 - II

建設事業のイメージアッフについて

建設省近畿地方建設局企画部 ・営的部

はじめに

建設省では来るべき 21 世紀に向けて、安全で'22かで活力のあ

る国土建設を目指して 、治水や利水、道路、公園 、下水道 、官

庁建築等の社会資本指備を推進している 。近畿地方建設局にお

いても、近畿の均衡ある発展を図り、安全で勺快適な活力ある近

畿の明日を築くために公共施設の計画 、路市街並びに維持管理に

1努めているところである 。

公共投資の推進によ り社会資本を充実することは 、豊かさを

実感できる国民生活の実現、対外不均衡の是正に よる世界への

貢献、 地域経済社会の均衡 ある発展とい った我が国経済政策の

課題を解決するために必要不可欠のものであり、先ごろの日米

構造問題的J 議の場における政府の公約ともな っている公共投資

基本計画においても 、今後の10年間において430兆円の公共投資

がなされ、 21世紀に向け て社会資本の強制I) が強力に進め られる

こととな って いる 。

この ような 公共投 資は 、その本米の目的として、社会資本整

備の水準を向上させることにより地域間の交流を促進し、我が

国経済社会の長期的な発展必然を必備するのみならず、安全で

快適な国民生活の基盤をｾＡｾ備するという大きな役割を担 っ てい

る。 また公共投資は、乗数効果、生産誘発効果などを通じた内

需拡大効果を有しているほか 地 方 ｉｾ においては 地 域経済に占

める比重が高〈、地方経済を下支えし、大都市圏との経済格差

の縮小に大きな役割を果たしている 。そして、この重要な公共

投資を支えているのが建設産業である 。我が固め建設産業は 、

42  住珪 と社会 1991'1'  8  J  J サ

国民総生産 ( G N  ｐ Ｉ の Ｒ 割近くに 相 当する建設投資を ｾＱ ｝ い 、

約 590 万人と全産業枕業者数の約 1 割に当たる就業者数を抱え

る我が国 の経済にと って重要な産業であり 、また 、道路、 住毛

等の社会資本経1ml のW.い手としても重要な役割を果たしている 。

1  . 建 設 事 業 を と り ま く 現 況 と 課 題

近年 、公共卒業を実施していくうえで、公共地設に対する凶

民のニーズは、機能的な I(nはもちろん のこと景観やil !i lいとい っ

た付加価値 をもたせるというように益々複利二化あるいは多様化

してきている 。一 万、公共事業の笑施の担い手であ る，建設事業

の地域住民の方々に i映るイメ ージは 、いわゆる r 3  K  ( きつい、

きたない、きけん )J に代表されるようにあまり良くないものと

なっている 。 この背景には 以下のような建設半業をと りまく 現

i } ! . があると与えられる 。

1  ) 建設業就業者の動向

建設就業者は昭和55年 ( 約548万人 ) にピークに達した後 、減少

ぎみに推移していたが 、平成 2 年においては 588 万人 ( 前年比

1.7%削、 全産業)J叱業者6，249万人の9.4%) と、それまで過去松

高であ った平成尤年の 578 万人を 10万人上回 った。 しかし、そ

れを雇用形態別に見 ると、 |当営業主91万人 ( 全建設枕業者数の

15.5%) 、家事従業者357j 人( 同6.0%) 、雇用者462万人 ( 同78.6

%) であリ 、 さらには雇用者のうち臨時 ・日々雇用者が 61万人

( 同10.4%) とな っており、近年減少傾向にあるものの、他産

業 ( 製造業で平成 2 年は 8. 8%) に比べまだ高い水準にあり 、安

定した雇用形態カ、必ずしも十分とはいえない 。



2  ) 建設技能労働者の需給動向

建設業法上の許可を受けた法人企業 ( 資本金 200 万円以上)

で、労働者を直閉する建設業者のっち約 3，000 社を対象とした

調査によれば、最近の建設技能労働者の漏給状況は、 H王JA5な建

設活動を反H央して 、建築関係 ・土木関係とも逼迫傾向が強くな

っている ( 不足率 5 - 6 %) 。 また、若年者の入職状況をみると、

新規学卒者の建設業への 入職者は近年 5 万人桜度 ( 新規学卒者

の約4 .5%起皮 ) で推移しており、全産業就業者に対する建設業

J沈業者の比率 9 .4 %と 比較するとかなり低 〈、昭和62年、 63年

は入職率ヵ、上封したものの長期的には低下傾向にある 。 このた

め、建設枕業者における 30オ未満の割合は 16. 5%( 平成元年度 )

と全産業平均の22. 4%( 同 ) より 5. 9ポイ ン ト低くな って おり、方

や、 50オ以上の割合は 31. 5% と全産業平均の30. 1% とほぼ同程

度の水準であるが、昭和50年以降その割合は製造業等に比べ急

速に増加しており、建設就業者の高齢化が進展している 。

3  ) 賃金及び労働時間の状況

平成元年平均で 1 時間当たりの賃金は、製造業の90 .6% と他

産業に比べ生産労働者の1 ""( 金水準が低い 。 また、その労働H寺聞

をみると、 1 か月当たりで製造業よりも 8. 2 時間長くな ってい

る。

4  ) 労働災害の状況

平成 2 年の労働災害死亡者数は、 1，073人 ( 速報値 ) と前年よ

り54 人 ( 5. 5%) 増加したが、これは全産業の労働災害死亡者数

の増加率4. 5%を上回 っている 。また、建設労働災害が全産業の

労働災害に 占める割合は 、死傷者数で29 .3 %( 平成元年) 、死亡

者数で42 .3% ( 平成 2 年速報値 ) と依然として高い状況にある 。

2  . 建 設 事 業 イ メ ー ジ ア ッ プ へ の 取 り 組 み

前項で述べたように、建設事業をとりまく厳しい現況の中で

我々カ、地域坐備を円滑かつ効率的に進めるためには、地域住民

の方々がどのように考え 、何 を期待しているのかを十分に把握

するとともに、地域住民の方々に公共施 l没、建設事業および建

設行政への縦しみを深めていただき、その必要性、国民生活に

果たす役割について理解していただくことが必要である 。 また

業界においては建設業の構造を改善することも、若者を中 心と

回 目

イメージア ップの ための施策

卒業の適切な実施

建設業の椛造改善

回 E

良好な社会資

本の3幌市Iii

効率的な事業

の実施

国一 1 建設事業のイメージア ップのねらい

した人材の係保の上で非常に重要なことである 。

このため建設省では、 一昨年度より全国 8 ブロ ックの各地 方

建設局を中心にして、建設事業のイメージア y プを図るための

具体策を検討するために産官学一体となった懇談会や協議会等

を発足させるとともに、建設事業の説明会、現場見学会の実施、

各種広報雑誌の刊行等を試みている 。

1  ) イメージア ップのための施策

建設事業のイメージ ア ップのための施策としては、土木学会

が提唱した 「土木の 日( 11 月18 日)J および「土木の週間 ( 11 月

18 日- 2 4 日)J における講演会、パネル展示、現場見学会のほか、

昨年度開催された国|祭花と緑の博覧会への出展 ( 砂防ランド )

や中学生向けの P R用ビデオの製作などを実施したところであ

り、また今後も 継続実施していくものである 。

2  ) 事業の適切な実施

建設省ではより効率的な事業の笑施に向けて、新技術 ・新素

材を用いた技術活用ノ ぞイロ y ト事業の実施や官民共同による新

工法の開発を行 って いるほか、 一般の方々に建設事業への理 jfjl (oー

を深めていただくために国土建設週間等の各種月間、週間等の

行事や建設省発行の広報誌を通じた P R を実施している 。

3  ) 建設業の構造改善

いわゆる 3 K に代表される建設事業のイメージを払拭するた

めに建設省では、業界が中心とな って実施するワーキンクウエ

アデザインコンテストや建設現場写真 コンテスト等に対する支

援を行うほか、建設省所管のいくつかの建設現場において建設

事業イメージア ップモテル工事を実施している 。

3  . 建設事業イメージアップモデル工事について

前項に示したとりくみのうち、ここでは近畿地方建設局にお

いて H乍年度より 実施している建設事業 イメー ジアップ モデル工

事について詳述する 。

1  ) 目的

建設事業イメージア ップモテ ル工事は 、工事関係者自身の意

識の高揚を図るとともに 、地域住民から税しまれる工事現場 を

笑現することによって 、建設事業に対する社会の理解と協力を

得つつ良質な社会資本の整備を図ることを目的としている 。

2  ) 対象工事

モデル工事の対象工事としては、都市内等における土木や建

築工事、近畿地方建設局を代表するプロジェクトに係る工事な

どを考えている 。

3  ) 実施内容

実施内容は大きくわけて、工事内容等の情報の一般への紹介、

地域住民の方々との コミ ュニケ ーションを図るための地域と の

交流、周辺住民に対する美観のみならず働く者へも考慮した作

業環境の改善等であ り、それぞれの現場の状況に応じた工夫を

凝らして実施している 。

4  ) 検討会について

近畿地方建設局では、建設事業イメージア y プモ デル工事を
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適正かつ| 斗十ili に実施することを目的として、 「近畿地方，注設局建

設事業イメージア ップモテル工 事検: 司会」 を‘ |仁成 2 年度に設置

した 。検討会のメンバーには、受注者11!1J からの立はも取り入れ

ることヵ、できるよう 、業界の代表者ーにも参1J11 していただいてい

る。検討会では、モデル」てーJ';. の笑地に| 努し必要となる契約、千l't

ｴￎｾ 、地主に係るＩ，ｾ本 Ｈ ｉ Ｈｊ ')';汀lや、モデル仁 ι j ¥の庁!とlilli などについて

検討することとしている 。

5  ) 実施箇所

平成 2 年度はモテ日ル」一ーがの初年 l立として 21 ｭｩｲｾ￭ において実地

してきた 。ムli 成 3 年度においては liij 年を _Llill る数の箇所におい

てモテル工‘ j玉を実地し、処，7Jt Ｇｪｾ［ 業のイメージア ップ に向けて積

極的に実地していく予定である 。

6  ) 実施例

平成 2 年度に ，認定したモテル一仁‘ J' ;のWIJ として、尼崎市内にお

ける共同様工 'J '; で実施している内谷の一吉11 を相介する 。

Ｎ Ｇｨ Ｇ ｪ 報 の公 ｬ ｾｦ ｊ

完成 ー 予恕図Ｏ立び工‘ ｆｊ コ ｒ の ｾ似 を ｊ 心不し 、地域住民 の万々

に工・Fの必要' 1' 1二についてのJ lJ l 解を叫る 。 また、現場見学会等

もi盛時IJf J fUiする 。

写真一 1 完 成 予 想 図

. 地域とのコミ ュニケーション

日を定めて工・J'; 周辺地域の iJ汁"11; を実地し、 地域生活 の中へ

人りこんでいくこととしている 。

写真一 2 工事周辺地域の清掃
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Ｎ 作業現場 ｊ ｊ［Ｇ ｩ Ｎｲ ｊｾ の改善

当該工事は路凶i下に共 |日l泌を設計するための立坑を築造す

るものであり、作業スペースの佐保のため道路の中央部に仮

置1ｾ、を設置する必要があるが、そ の 平山 ＨｉＨｊ な ｪ 形態が ｩｪｫｾＩｪｬ 形を

なしていること、また、道路を i主主|ミするl j ! ll loj を水の流れとみ

なして、仮Ａ万 ｉｾ 、を波に浮かぶ自ののイメージで設出した 。

写真一 3 仮囲いの工夫

7  ) 営繕事業におけるイメージアップモデル工事

・ イメ ージアップのための地策

工事説場でイメージア y フのために夫地する lλl 作を終且nする

と表ー 1 のようにもる 。

表ー 1 イメージア ップ実施内容

fii 11 発 ii: . f i が指定するf 9IJ 受佳品が白らの判断で実地する i列

l 作業 f"U党の ①f ML! 所の允'λ ①作業服 ・安全中ii イメージ - tii

己主，Yf，
②ll!::{<主のti t;iri ② ＱｩＧ￬Ｑｾ 胤境の己主 ｾＧＨｦ

③シャ ワ l必B設の.tt;j'( ③場内に B GMを政送

④ トイレの水洗{ ヒ

2 作業現場の ①flJi ｊｬ ｾｊ＠ '、のデサ' イン ①現場 'J '; 務所の|人j郁夫装化

美化 ②フ ラワーポ ｹ クえの ｬｴｩｾ ②場内の!t 恩・絵師i.h'i 婦の徹底

③f主li iJ !! (!.IIJJ 設備

3 工・J'; のP R 、
①PR コーナーのa没i丘 ①地刷、 'j " f: j，等の現場見学会の実施

I也I止f U( との

②PR. ( 'i'f，反のE没;i'i ②以さんのi問所で寸供参観を実地

コミニケーション

③ ｉ，ｾ Ｇ 下設 Ｑｾｬｩ の ぷ ｩ 花 ③J:l Ub'/'j:'k会の1こ純i

④ハンフ レソトの作成 ④現場周辺のりけ'iI:'

⑤jlfiγ: 日高等作 JJ jJ t ill 設; a ⑤可! 枠残材を HHI i . 大工に千IJiH

⑥「作業工作ーのお知らせ」の配布

⑦ 納ｾＺ［ｾ大会 ｩ 干のＧ五地
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- 実施例とその結果

近畿地応住設局営キlr- 背1¥で‘ 1'<1蕊2 年 j丈夫地した実例を制介する 。

1¥1。

- 実作IJ - 1  

) H( )  

1; 0  

工 Ｇ ｊ ＧＮＭ 現場の近隣中学の美術存 Ｑ Ｑ に依 ｾｩ ｊｬして ＱＱ｜Ｇｪ いてもら っ た ＱＺ ，ｾＡｉ ｬｩｩ

Ｈ ベニヤ板 Ｘ ｭ ｘＲ ｭ Ｉ を 」 こ Ｇ ｬ Ｇｾ 現場ーの似 Ｑ Ｑ 干 Ｑ ｾ、に設置した例

ｉ 也 ｪ 亡の ｊ ＺｩＮ ＱＮ｜ ｾ ｩ としては 、 ①似 ｩｊ ｈ いの 色 をも っ と多彩なものにし

たらどうか、②似固いに復 I/¥I !!¥t
lリ! を設出してより効梨; ア ップ

したらどうか 、の意見がょせられた 。

li:i 'I ' f&. 

Jじ'1

山
崎

移

一制

推

巾刊

訂

の

働

日
川

間

労

卑

寸

AL

山

，

働

山明

日

労

2

3

聞

が

成

3

業

V

日品

産

れ

H

a

内

，

‘

リ
市
川

q

市

一

刊

図

じ

一

旬
。

IG l i  

Il iO  

];)() 

11:1"'11:; 
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地元中学生による 絵画写真 - 4
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- 実 例 2  

完成予赴!図を工事現場の似!万| いに設;n した WII

数' ( 'j.

1:11 :  lul r干政

ドf1 : )内%

地元の反科としては、建設される，建物の外観がよくわかり好

会 1-1< ＲＰ ＭｬＧ Ｍ Ｈｾ＠ Ｚｬｏ ＮｻＨｾω ＭｬＧ Ｍ Ｈｾ＠ ｓｏ ＭｬＧ Ｍ Ｈｾ＠ ＶＰ ＭｬＧ Ｍ Ｈｾｮ＠ 1  

('107人) ( : l 7人) (78人) ( 11 1人) ( 11(; 人) (60人)

図- 3 作業員の意向の年代別状況

アンケートの結果から 、週 休 2 LJ a刊の導入に当た っての諜 JW

として 、 工 ｊｾｉ の長期化に伴う地 ー ｬ ｦ 子ＮｅＡｊｬ化等による生産刊の ｬ￭ ， ｊ 1-

これの具体策としては、以下のことが挙げられ

ている 。

2  ) 週休 2 日制を定着させるために

① 二U' ll管.fA の改善 ・徹底

②発注等との Jf *先制幣の1耐え

③段取 1) 等の改善

④ 機械化等による省力化

⑤ 新技術 ・新工法の|井j 発

⑥ 労働密度の向上

⑦ 休日外の効率化

がよドめられる 。

手l'である 。

完成予想図写真一5

また 、 明力 ｦｉ が見込まれる杭伐としては、ジＺ￭Ｎｾ防 ＧｻｉＨ 、機械椛代 、

似設位 、現場官 .E1Il1'i ヵ、挙げられており 、安全貨のhU加も 』止のカ、

4  . 週 休 2 日 制 に つ い て

図 - 2 の産業別の労働時HII の推移によれば¥前述のとおり建

設業は 辺愉、 通信業とともに 他 の産主ーと 比較し労働H奇↑-1ｾＭｊ が長い

これは休 日の安全ノ、トロールに裂する経 '{'i が必 要 とな

ることによる 。

せない 。

ことが分かる 。 こ のため、処設業の労働 時 ＱＺ Ｍ ｉ ｉ ｾ Ｇ ｊ Ｎ 舶を図ることと

して、i l l ' ! 休 2 日制導入が検討されている 。

1  ) 週休 2 日制の試行

以上のように謀長fi が山村しているが 、建設産業界が今後も党

以を続けるために 、週休 2 EH川の定杭のための条件核保iにlrll. ff:l l  

んでいく必要がある 。
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としている 。

佳設省では 、平 成 2 年度に j盟休 2 I::J il日lのモテル現場を 5 ヶ所

j ] ! i び試行した 。作業員の週休 2 日制への立凡では 、r l土成Jr どち

らとも 言 えない 」がほぼ同数の 4 .  ＮＧｦ ｉ ｈＧ ｉｾ ｟ ｊ 豆、 Ｒ 制限度が 「 給料が

減る 」、rf土'0がきっくなる 」 などの. f ! j !.I 11で 「反対」



各論 1 - 1  

O A化

- OA化 に よ る 業 務 の 効 率 化 -

金 岩 哲 夫

1.  O A化の経緯

O A化という言葉が建設業界で 聞かれるようにな ったのは、数年

前頃であ ったかと思う 。工場生産のオートメーション化に関連ずけ

て、オフィスのオートメーンヨン 化即 ち r0  A化」の誕生となった。

近年 、 F A 、 S 1  S 等の 2 、 3 文字のアルファベ ッ トの省略名が多

〈生まれるが、すぐ消えていくものが多い 。その中で 比較的長〈生

き延びている言楽と云える 。内容は電子機器を使 った業務の省力化

と迅速化を狙いとするものであることは周知の通りである 。

特に作業所の業務を対象とした作業所 O A化は建設各社が入手不

足対策としてカを入れている 。 しかし、工業化やロポ y 卜fじのよう

に直接現場作業に関与せず、今まではや務所 内の管理業務を主とし

て対象としていたため 、その適用における生産性向上の貢献度合が

明石在に犯握し要iい、ことが多いことも特徴と云える 。 しかし、建設現

場は全く同じ工事は 2 度となく、千差万別であるが、その管理手法

は共通である 。その意味で O A化の技術開発は汎用性が高〈、広範

囲に渡る効果を生む可能性を持 っている 。 しかし、残念なが ら現状

では後述するように 必ずしもその威力を充分に発締しているとは云

えない状態である 。潜在的能力から云えば 、半分以下の効果しか発

揮していないように見える 。

• 
O A化の実体は機総と手法からなる) 丘具 である 。 よって 、コ

ンビュータだから何でもできるとい った過度の期待も 、反対に所詮

人の替わりにならないから不要であるとい った過小評価も、性急な

判断と 云 える 。要は 、道具に適した環境作りと使い分けが肝要であ

る。 O A化の効果を維笑にするためには、適切な道具選択も重要で
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あるが、それを使う業務 内容と組織体fI，1j を整備しなけれは‘ ならず、

これを怠ると日常業務に組み込まれず 、事務所の片隅のほこ りの被

った邪魔者と 化 してしまう 。

革新的に便利な機棋は大 きな効果をもたらすが、建設現場で使え

る技術としてはそれ程頻繁に新しく出現しない 。 したが って、単に

作業所事務所内業務のみの適用 に留まらず、母広の支援業務は勿論

の こと、サブ コンとの連携業務あるいは現場作業との連携業務を包

含 しなければ、 O A化の効果は 大きなも のに ならないと考える 。最

近用いられている 「情報化施工」の概念は、 これと同じ考えに基つ

いており、作業所に関わる総合的な生産の範囲において綾新の情報

で最新の計画による適正な施工を目指したものであり 、作業所 O A

化をさらに発展させた意味を持つ。

2.  0  A 化 の 現 状

ここでは 筆者らカ、 1989年に日本建築学会の委員会活動の一環とし

て、大手ゼネコン 20社における 400 作業所のアンケート調査を笑泊

している ので、その結果 ( * 1  ) を中心に作業所 O A化の現状を述

べる 。

2- 1 作業所における施工管理業務の時間配分

作業所の中の管理職や担当者等の立場によ って時間配分は異な っ

てくるが、平均的には 1 日の半分が現場巡回などの屋外業務であり、

外出 ( 2. 2%)

思u品

( 54. 3 %)  

! 長只クラス

外出 (5 8%)

主任クラス

図 - 1 作業所における施工管理業務の時間配分

残りが計画、書類作成 、会議打ち合せとい ったデスクワークとな り、

このデスクワークが主として O A化の対象となる 。 また O A化の範

囲を広げれは¥屋外業務に おける検査記録や事務所との連絡手段な

ども対象となる 。

2 - 2  0  A 機器とその用途

作業所で役にたつと回答された O A機器とその用途については 表

一 1 の結果であった。( 向上)

管理業務に役立つと回答した機器の主なものについて管理業務別

にみると以下のようになる 。

会議打合せ業務

(1)コピーイ寸ホワイトボード

(2) ファクシミリ

(3)ワープロ

(4) ビデオ装置

(5) 0  H  P  

計画業務、 書類作成業務

(1)ノ f ー ソナルコンビュータ

(2) ワー プロ

(3) ファク シミリ

現場業務

(1)モ ニ ターカメラ ・テレビ

(2) 場内無線 ・トランシーパー

(3) 自動計測装置

外出業務

(1)ポケ ッ トヘル



表ー 1 管理業務に役立つ O A 機器の回答比率

機 日告

1  1  2  3 14  5 1  6  7 1  8  9 110  11112  13114  15116  17  

パ ワ コ 7

土無l品勾 ポケy  

モ ピ 0 1"  11 ' ぐ i"ll.無 テ 自 ロ

111  ピ ア ニ デ H ラ DI I  

7子ア 線話屯

レ 動 ポ

ソ プ 117  タ オ P イ カ コ ビ 計
2  

ナ ロ {寸 y 線 ト | 装 ド 11 1  屯 ，1111 ト

Jレ ホ ミ
.  " 、く

カ 世 プ ド ドイ 話 装

O A機 械 コ ワ リ トノレノ ロ リ リ リ 望i

J 〆 イ フ ラ ジ | | ン

ピ ン エ ダ ダ グ

ユ
ポ ; /  ア 7 1  111  

レ タ

タ ド
， {  

ビ

大

対 ｩｾ分 分 号T
等

:m :Ui  

，11  ① 相iトLJえび鞍U . l品JJ ;ti (i との定例会。真・定時打介せ 色 1::> 。 A  ム 企 ム ム ・

.J'J 

② 聡只 ・協力業者と のその 他打合せ ・下配 A  @I @ ム ・ 1::> 1::> 1  .  A  

ノE、g  

セ.'』?JL t  曜

③ 設計監理E者等との現場会議 ・打合せ 。 @I O 1::> 10 1::> A  

過の図而データを用いることにより躯体施工

図、 施工計画図 、平而詳細図、 仕上げ施工図

の作成機能を パ ッケージ 化した ソフトが急培t

している 。 しかし、 C A D ソフ トはワ ー プ ロ

や表計算のソフトと異な り、操作が高度にな

るため、その多くは大規模作業所か母胞の支

援者11者に専用オ ペ レータを置いてよ長中的に運

用されている 。 この形態では 生産性は上 がる

が、工事段階で の細かい図面修正に充分対応

できな い問題を持つ。 C A D の操作をも っ と

間悦に して作業所でもっと身近に使える道具

にする必要がある 。
l五

@  米軍益応対・ その他 1::> 10 

ＨｾＩ＠
① 各種工事計凶 ・工位表作成 @I O 1::> 

体l it  

② 施工図作成 。 A  

③ 子31 占作成 . W31: ( 数-: ;1) @ ム ム

イ1i

@  資機材調達 ・その i血 @  。

J:; 

{町‘.4'F1  l  

① ｲＸＱｾ＠ 1JE tB ｾ｟Ａｽ＠ ｾｴ 作成 。 @
@  

② 外部 Ｈ 施 主 ・ 下 ｦｬｴ 等 Ｉ 徒出［ ｾｴＺ Ｚ ｭ 作成 Ol @ A  

4話

it34 証L  

③ デ タ 務Jjl . ｾ， ｬ ｩ 、 組ｩｊ ＺＧ ｾｾＧ功Ａ位制作成 。 @ A  

@  支払い i刻!，f， Ｈ ｦ ｌ ［ｪＧ Ｎｾ根底 Ｑ ・ ＱＮｦＮ定等 Ｉ 。 A A  

イ1i

⑤ その他

(.1) 

ψ  現場巡視 ・監1'L 立会 。 1::> 。 A

lJl. ②ｩｉｉｬｊｩ 証ｾｾ出し 。

hl ③ 検1f _ ・調1f _ . i't H検収 ー工 '1>写A 搬彬 6 1  .  1::> 11::> 

2ι 
④ 米答案内 その他 A  1::> 11::> 

合ト

j住 1外5) 

u)  地主 ・関係' CM . 設J ! .!，; 務所 ・近隣苛 A  A  A  

② 試験 ・検査等i工会 1::> 1  .  

ｾｊｪ＠ ③ ｬ ｩＧ ｦｬ 句出向 Ｈ 定例会議 、打 合せ、 Ｉｊｾ ｕｩ 悦 Ｚｊ｜ )  A  A  A  

:1¥④ ￀ｾｦｦｩ 現場 ｈｈￎｉ｝ ム 。

⑤ 会合 。その他 A  

ti 二) @:  0. 30以上、 0 : 0.20以上、 6 : 0.10以上、 0.05以」

現状では、全体的に高度な機昔話よりも手続で使利な機器が優先さ

れ、伝達 ・記録 ・印刷の手段として ファクシミ リとホワイトボード

が最も使われており、作業所の規棋の大小に I共j わらず広〈普及して

いる 。 ポケ γ トベルや無線電話を含めて 、今後はこのような伝達 ・

通信機株がさらに進歩することが予想 される 。 このほかに 、現場の

品質チ ェッ ク等に用いられるハンディタ ーミ ナルや最近実施されて

いる術記放送凶総を用いた母出情報サー ビスの例などの新しい動き

もある 。少人数作業所ではノ f ソコンやワープ ロは入力手間不足の理

法lてずれど導入されておらず、親現場あるいは母庖に設置された機器

によ って業務支援を受けている 。

2 - 3  各種業務に役立つ ソフト ウェア

役立つと回答したソフトウェアを管理業務別にみる と以下のごと

くとなる 。

会議打合せ 計画業務

(1)入退場管理ソフト (1)施工 C A D

(2) 仮設柿造計算ソフト

書類作成業務 (3) 初算 ・見柏ソフト

(1)ワープ ロソフト (4)資材管理 ソフ ト

(2) 表計算ソフ ト (5) 協重管理 ソフト

以上は屋内業務が殆ど であったが、資材管理や揚重管理11さらに自

動計 i!il市-理のように屋外業務に関わるものも若干存在した 。

上記の結果の中で、ワープロや表計算ソフトのように 一般的なソ

フトウェアを除くと 、計画業務に おける施工図や施工計画図等に用

いられる施工 C A D と仮設構造計算、さ らに積算L用のソフトなどが

特に役だ っていると判断されており、事実 この用途のためのソフト

もかなり開発され、内容的にも機器の進歩と合わせて年々 IrlJ 上して

いる 。特に、施工 C A Dにおいては図面作成支援の要望が弘氏、共

6 11::> 

A  1::> 

6 1 ' 1  .  

。 ム

6 11::> 

上記のソフトは現状では充分にその効果を

発揮しているとは云ぃ難〈 、さ らに効率的に

用いれば50%程度の省力化も可能で あると考

える 。 そのためには、も っ と便利な道具 の 開

発と迩用体iljlJ の務備に加えて、作業所業務の

様準化 と簡素化、 文書や報告書の標準化、情

報通信 ・伝達の容易化、 等の改善が必要であ

る。

3  . 今後の O A化

A  

A  

以上、作業所 O A化の現状と諜姐ーを述べた

が、最後に、 今後の O A化の方向性について

ふれ る。情報化施工の考え方が、 O A化を積

極的に生産性向上に結び付けるものであることは既に述べたが、今

後、以下の要素が発展して行くと予測される 。

① 共通データベース 化、 ネ ッ トワーク化

② リアルタイム管理化

③ フレンド リーな 7 ンマシンインターフェイス化

④ 高度センサー技術等を用いた自由J 認識化

⑤ ンミユレーショ ン技術、 A 1 技術等を 用いた自動計画化

ゼネコンは直接生産をせず、サブコンやメーカーを使 って生産を

行 ってい るので 、そ の生産速度を上げるためにはこれらの絞数組織

をいかに迅速に活用できるかが問題となる 。そのための必婆な情報

が リアルタイムに引 き出せることが重要となり、上記① 、② の機 能

が大切で、ある 。 また、 ③ のように施工管理者にと って、今よりさら

に分かりやすく、使いやすいシステムが欲しい。④、⑤ は前項に較

べ 、さ らに 未来指向 であるが、究極の O A化とし ては 、何が入場し

たか、何が取り付けられたか等の自立すJ 認識化と、最適な計画を選び、

さらに 、施工中たえず予定変更の生じる工事計四を迅速に処理する

ための自動計画化の、同機能が求められる 。これら の要素は結局 、

現在製造業で進展している C 1  M ( Comput er  Int egr at ed  Manuf -

act uri ng ) の考え方を建築生産に通用す ることに他な らない 。既に

手セーネ コンは生産の統合化あるいは建築 C I M化 (; または C 1  C  

:  Comput er  I nt egr at ed C onst r u ct io n ) の開発に力 を入れ始め た。

O A化は情報化施工へ、さらに建築 C 1  Mへと 今後推移していく

と考える 。

〈参考文献〉

*  1  :  1989年 3 月日本位m，'l 会 総i丙委 u会 工事官迎! 小委民 会

「工 主J'; 包ー里1¥技 術 の 体 系 化 に 関 す る 検 討」

( かないわ てつお / ( 附竹 中工務 l古技術研' 先所主任研' 究員 )
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各論 II 一 ]

自 動 化

- 全自動ヒ、ル建設システム-

耕三 哲 郎

1 . は じ め に

，建設業界では、いわゆる 3 K 等の問題から、長年にわた って、オヲ

年労働者の入職減による技能労働者の不足と 正月 齢化、労働災害の多

発、生産性の低迷などの問題を抱えている 。 このような建設労働の

祉、 nの問題は業界全体の共通の問題であり、緊急に解決しなけれ

ばならない課題とな っている 。

これらの諸 問題を克服し、建築施工の現場を魅力ある職場にする

ための有 t: な手段のー っとして、自動化 ・ロポ ッ ト化胞工が考えら

れる 。

当初ーでは 、 4 if- Iiij か ら将 米の建築生産システムを 目指し て無 人，建

設システムの!日l 発に Xi 手 し、以下に初介する 「全 l'l lli}) ビル建設シス

テム 」 のコンセフトを取り純めた 。( 図 一 1 ) 以下、こ のコンセフト

の 概要に ついて初介する 。

2. 全 自 動 ビ ル 建 設 シ ス テ ム の コ ン セ プ ト

「全 l司正i}) 往 設 y ステム J l.i 、高層 の鉄骨造の雄物を 対象として、ビ

ル建設工事の大部分を自動化施工する こ とを目指したものでありそ

の桃成を、 図 - 2 に 71¥す。

2-1 システムの構成( 図 - 2)  

;j ，: システムは次の袋ぷて' t Ni 成される 。

(1 )  ス ハー ・コンストラクンヨン ・ファクト リー

(Super Construct ion Factory=SCF )  

ｓｃｆ は ｬ 、ト ｬ 、 ｬ 駄などの天候の ［ｪｻｾｦｦ［ｾｻ を受けずに地」 二 できるように、

民似と墜をもちンエルターの役割を持 った、ビ ルキ11i L のための F A

工場である 。 S C F は本体ヒルと同数 、同スハンのれをもち、それ

クレー〆カーダー

指>l I エレへーター

ぞれのれにはリフトア ップ機構が装着されている 。 このリフトア y

フ。機 怖 は S C F 全体を 附 j立的に支持するとともに 、 S C F を l フロ

アつつ上引させる役' ，IIIJ を拘つ。

S  C  FI 村吉1¥には天井走行クレ ー ンが装備され、地工するフロア全

域の仰さばき作業を行う 。 また天井走行クレーンには、鉄竹組立て

ロボ ントや浴核ロボ y 卜などの各位作業用ロボ ッ 卜が袋!，iii され、鉄

骨音IH..j のMl 立て、 I削姿なとの作業を|主l動 的 に行う 。

天井 走行クレーンがカバーできる い建物の 外 II!l J の外装ノ、ネルなど

の 取 り付 け j刊としては、ホイストクレーンカ、 S C F にEBti 丘される 。

各何ロボ ッ トの iI ，IJi a'1I 、脇工粘! 支省主li など の作業全体 を竹 島 ・;!il] i副l

するコ ン トロール主は S C F の最上|滑に 11支出する 。

(2)  1'1動 倉庫

工場生産された、鉄骨件、梁 、床スラフ 、外装ノ、ネル 、各純ユニ

γ トなどの古11材を - 11利栄作する 。 倉庫内には水平 ，ｩｬｬＧ Ｑ 丘 ｉｾ ，ｪ }j 向の作

動が可能なスタ ッカークレーンが装備され 、プ ロ グラムにし たが っ

て自 動 的 に必製剤11'1を取 り出 し、 自動搬送. l j i lこ1' 1'1み込む 。

(3) 自動搬送機構

向動 ｴ￬ｊｾ ｩＮ から ｓｃｆ へ 、必要音 ＱＱ 材をプログラムにしたが っ て ｉ ｾ 動

搬 送するもので、 !'I 動 搬送車 ( 水平運搬 ) と n!fJiJ搬よ益エレベーター

(A Iι Jlli搬 ) から椛成される 。

2-2 全自動ビル建設システムによる施工法

Ｉ，ｾ礎工 目 ｊ Ｇ［ あるいは地 ｆ 工事を完了させた後、 当システムを適用す

る紋初のフロアに 、 ビル組立の F A工場となる S C F を梢築する 。

これにＡＧＱ ｭｽＩ 搬 送機 構を剥 ｬ み合わせ 、 図 Ｍ Ｓ に ｾ Ｑ ｾ す地工手 ＯＱＱＨ｛ で 各 工 Ｎ ｦＧ，Ａ

を自 iJJ})}j 血J ::' する 。

① 欽竹村' 11'; 付け

垂 直 }j l 旬の搬送エレベータ により、施工する| 滑に辺ばれた れ音111'1

は 、 S C F の三大}κd列井|ド.武定ミ千れl クレ一ンに 4装主備された 4村れi主J 主剥組11半半; てロボボ γy トでで、受

け取 Ｑり引Ｉわ，ｾ升 ｲ Ｉ 定 仁 の ｻ位 立立 ･ 世 まていつ ｹ水 ｫ 、 ｼ ド ζ 立迎巡 ｬ巨 ､ 搬』般 ｴ する 。

同H与に、 fHI';{τl け{立山のリフトア ンプ機椛を* 1 ( ; める 。 リフトア ッ

フ。機構がお( ; んだ ことによ ってできた空間に、 n剥l立てロポ ッ トによ

って村部材を村Wt よく品片付ける 。

ＱＱＧ［ え付けと同 ｈ 、＿ に、リフトア ｹ プ機怖を ｻ ｉ ド ばし 、 ｊ ｊＮ［ ｩＧｬＧｾｪ｛白 ＱＱ をれｬＧえ

て位置を餓保した状態で ② の作業に移る 。

② ｴ￬ ニ欽 Ｑｴｾ 制長

-園・ス ハ ー

コ〆ス砂ラクレ'ヨ J ファクトリー

4・
-

lIIIi.D 

図一 1 全自動ビル建設システム概念図 図- 2 システムの構成
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天井走行クレーンに取付られた溶接ロボ γ トによ って下階位と ①

の作業で紙付けられた柱とを溶嬢核合する 。

③梁鉄村 Wi 十l け

位古1¥材と同様に、搬送エレベーターにより、施工される li皆に迩ば

れた梁苦1¥材は、 S C F の天井走行クレーンに装備された梁組立てロ

ボ y 卜によ って所定の位置に耐え付ける 。

④外装取付け

外装材 ( JコC 板、金属カ ーテンウオールなど) は S C F に装備さ

れたホイストクレーンで取付ける 。 その場合、ワンタ ッチで取り付

け可能なワンタ ッチファスナーを外装材に使用する 。

⑤ 内部プレファフユニ y ト取込み

井走行クレーンに装備された各径のノ、ンドを使用して、設備機

* f 、ユニ ッ トルーム、間仕切りなどのプレファブユニ ッ トを、床板

を品片付ーける前に下階に取り込む。

⑥ ! 料反抗附け

性 . a gl¥材と同様に、搬送エレベーターにより、施工される階に

立 ｾ んだ床板は 、 ｓｃｆ の天井走行クレーンに装備された床板紙 付叶

ロボ ッ トによ って、所定の位Zf に似付ける 。

⑦ S C F リフトア y プ

以 卜. ①~⑥の作業終了後、 S C F のリフトア y プ機梢を 一斉に 1rl'

ばし、 S C F 全体を l 階分上.j{ーさせる 。

このようにして同様の工紅を繰り返すことにより、辿統施工で l順

次 l二li 皆に 1;"1か つて建物を施工する 。最上階に到達した S C F の構造

体は、本体，建物の最上 li 皆として使用される 。

2-3 情報化施工

当システムのように、波数の白動機械を有機的に組み合わせ、プ

レファブ化された音1¥材を決められた順序にしたが って正怖に供給し 、

高M度で組み立てていくためには、個々の白動機械の制御に加えて、

それぞれの自動機械問の述係に関する市IIi 割いや、! 品h坐するテータの受

け波しなど絞維な管理が必要になる 。

そこで、当システムではロボ y トなどのノ、 ドウエア と共に 、

コンビ ュータにより施工に必要な各般 の情報を作成する事や 、各自

動機械の機滞状況あるいは綴働状況、作業実航、地工管理情報、各

桶品質検査h'; 報などをリアルタイムに把握し、状況に応じて適切な

地工の推進を可能にする建設現場向けのコンビュータ統合施工シス

... ③梁鉄骨据付け 畢

1" 

@ 外装取付け

テム C 1  C  ( Comput er  Jntegrated Const ructi on) の開発を目指してい

る。C I C は製造業において導入が進みつつある C 1  M ( Comput el 

Jnt egrated Manuf act uri ng) に jfl :ぃ相正念のものであ り， 図 - 4 にその織

成を示す 。

3 . 全 自 動 建 設 シ ス テ ム の メ リ ッ ト

本システムのメリ y トとしては次のことがあげられる 。

① 省 人化により、労働者不足を解消できる 。

②高所 作業の減少、作業人員の減少などにより現場の安全 ｉ ｾ ｉ 凶 が ｼ 向上

する 。

③ 足場なとーの仮設工 Ａ ｪ ｾ ｾ i J : ヵ、大 lt U¥にi減少する 。

④建設現場が S C F で綴われて おり、現場騒音ヵ、減少する 。

⑤ 天候の; ; 診特を受けず、また 24時間作業も可能となり工期が組制iで

きる 。

⑥百1¥材のプレファブ化 、施工の機械化 によ り、施工精度 ・品質が高

j変均一化する 。

さらに、将米的には、前記の現場における C I C が本格化し、全

社的な展開を図ることによ って 、設計一 ・見積 ・施工が一元化し、建

設工事におけるコンビュータ統合生産システムの実現の可能性ヵ、生

まれてくる 。

4 . お わ り に

現在、平成 3 年芯工予定の超高層の物件を対象にハード 、ソフト

ｉＢ ， ｾ ｪ 面で実施、具体化を急いでいる 。 王ｦｉＮｻｦ対象としている物件は、当

然、、本システムを前提とした設計ではなく 、前述したコンセプトど

うりに実施するには多くの 問題があるので 、第 l ステ y プとしては 、

継体工事の自動化を主 11肢としている 。 また 、 l三l動 化の度合いについ

ては 、当面1 7ニュアル繰作との併用を与えている 。

以上、当社の 「全自動ビル建設システム」について述べてきたが

d建設の省力 化、機械化を目指した動きは今後ますます加速してゆく

と忠われる 。 そして 、このような建設現場の自動化 ・ロボ ッ ト化の

方向は、良質な建物を早〈 ・安〈供給するという建設業の社会 的責

務に 一致するものであると考 え、その笑現に向けて今後も力を注い

でいきたし、 。

( もり てつろう Ｏ ｾ術大林組東京本社建築生産本部工務部技術謀長Ｉ

⑤ 内部プレファブユニ ット取込 ⑦SCF リフトア ップ

- 安全管理サプンステム

・資材菅理サプンステム

・工程管理サプンステム

- 物理サプ y ステム

・措 置 鎗 送 サ プンステム

・ロポ汁制調サプンステム
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各 論 III 一l

環境整備

一地域環境対策-

大阪市計画局建築指導部指導課

1. は じ め に

建設現場の環境整備については安全性が最優先され、健康保持 ・

人命尊重の観点から作業環境の改善が図られてきた 。 これについて

は民聞の各企業体で取り組まれてきたことであり、また現在も取り

組まれているところであろ 7 。作業環境の改善は建設現場の内部に

おける環境整備ともいうべきものであるが、その一方で外部からの

視点ともいうべき都市景観からみた建設現場におけるアメニティ空

間の創造について議論される傾向が、近年みられるようになってき

た。作業環境改善の具 体例に ついては、各論 1ll - 2 で述べられるこ

とになろうか ら、ここでは、街づくりを進めるうえで 問題となる都

市環境における建設現場の環境整備という点について、地域環境対

策を含めてふれていきたい 。

2 . 建 設 現 場 に 対 す る 一 般 の 認 識

建設現場をとりまく 一般の認識には、建設工事の騒音 ・工事用車

両の現場への出入り・殺風景な現場の景観などによってマイナスの

イメージがあ ったし、現在でもまだ残 っている ことは否定できない 。

現場で働〈人々にと っても、いわゆる 3 K  ( きつい、汚い、危険)

職場という意識があるのではなかろうか。

しかし、その一方で、建設現場はなかなかおもしろそうなところ、

同和火災旧本社ピノレ解体 ・品世去工 事
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興味が尽きないところ、との認識もある 。 これは、安全上 ・工事施

工上、 一般の人々が建設現場に足を踏み入れることはほとんど無い

からであろう 。どんなビルが建つのだろうとか、あの足場はどうや っ

て組み立て、またどのように解体して行くのだろうとか、上へあげ

たクレーンをどうや って降ろすのだろう、危なくないのだろうか、

とい った素朴な疑問が次々に沸いて来るのである 。つまり、そこで

どのような工事が行われ、果たして何が建つのか、工事Wl 問中の周

辺環境は悪化しないだろっかといった点について、地域住民をはじ

め建設現場をとりまく人々にとって建設現場は気になる存在なので

ある 。

3  . 環 境 整 備 に 向 け た 様 々 な 試 み

従来、建設現場はその仮設性 ・一時性ゆえに、道路 ・建築物 ・水

辺等の景観を構成する主要なものに比べて、者11市景観対策の観点か

ら考慮されることがほとんど無か った。 しかし、都市釜山1を椛成す

るのは、既にできあが っている建築物、道路や自然だけではない 。

建築物のスクラ ップ ・アンド ・ヒルトという都市の新陳代謝が続〈

限り、建設現場は存在する 。つまり、途切れることなく，建築物が，建

築されるまちのことを考えれば、また、仮設的なものであ っても建

築物が竣工するまでの間存在し続ける ( 長いものでは 1 - 2 年に及

ぶものもある ) ということからすれば、建設現場が都市の景観に与

える ii 診響について無視することはできないのではないか。 このよう



-
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Z
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--
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詩あり、グラフィックデザインあり、ノ〆キアナあり

これ らの取扱についても 、現場サイド ではさまざまな試みがなされ

建設業界、建設現場について知 って もらい理解を得るために、地

域住民に対してさまざまな働きかけがなされている 。建設現場で進

行している工:J: t; についての情報を文書で配布する 。工事説明の看板

を建設現場に偽げる 。現場見学会を笑施する 。気軽に 中の僚子がわ

かるように 「のぞき 窓」 を仮囲いに設ける 。このような近隣対策を

講じる建設現場が地えてきている 。

また、地域住民との交流を図るために仮闘いの絵画を地元の住民

に揃いてもら って いる現場もある 。

これらのさまざまな試みは 単に建設現場のマイナスイメージの 、

払拭や建設現場をとりまく人々の疑問 ・興味に応えるにとどまらず 、

都市景観 ・環境の向上までを視野に入れたも のとなっている 。

このよ うに対観構築の主体は民間にあるといえる 。景観行政の努

めはこれら建設業界のとりくみを誘導 ・推進することによ って、市

民意識の向上とより良い最鋭形成への参加協力を図っていくことに

あるといえよう 。各論 111 - 2 でふれる都市環境アメ ニテ ィ表彰もこ

の目的のもとに創設されたものである 。

4. 地 域 住 民 等 へ の 働 き か け

5  . おわりに

ている 。

地 元の小学生に自 由に 絵ｻｴ ｴｩ Ｇ￺ｾ、てもらう

な議論がや っと 最近なされるようにな ってき たのである 。

議論だけでなく、具体的な対策も取り組まれるようにな ってき た。

マイナ スイメージを払拭する こと をめざして 、建築というプロセス

へ積僅的に都市環境におけるアメニティを提供していこうというム

事関係者の意識の現れであろうか、さまざまな工夫を凝らした現場

が現れてきている 。

たとえば、建設現場の敷地際に設けられる仮固いは、建設現場周

辺の住民や歩行者等の安全確保 ・騒音の緩和とい った面で必要なも

のであるが、通りを行く人々の視点からすれば、最も 景観に与える

彩響が大きいといえる 。 そこで、従来ならは、仮固いは安全性・効率

性の最優先により単一色に 塗ることが当然のこととされてきたので

あるが、美装化をはかり外部に聞かれたものとするために、さまさ

まな試みがなされるようにな ってきた 。

街角アートともいえるような絵画が拙かれたもの。 ギャラ リーと

して絵画を他所から持 ってきて取り付ーけたもの。仮固いの上古11に光

ノ ぞ ネルを取り 付け、夜、歩道 をＡＡｾ｜らしたり彩絵を浮かびあがらせる

もの。 シャ ッターなどの新しい素材で清潔感を強調したもの、など

である 。

これら の具体例については、都市環境アメニティ 表彰についてふ

れた各論 111 - 2 で一部を紹介していきたい 。

また、建設現場全体を覆うシートや防音パネルも、建物の規模に

よっては、仮囲い以上の影響を景観に対して与えている 。 それゆえ
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人の械阪を形 E った、庫lIII が回っているような榊成のデザイン



各論 1- 2・O A化

労務・安全管理の

システム化

徳 田 j告

1 . は じ め に

建設工事現場 ( 作 業 所 ) では、毎日多種多様な

協力業者と多職種の作業者が出入してる 。 そのた

め、作業者に対する入出退管理 ・労務管理 ・安 全

管理の面から、作業者個々のデータ収集と資料の

作成が品質管理・原価管理 工程管理! と同様に重

要な業務とな っている 。

労務 ・安全管理とは、日々刻々と変わる作業状

況において、管理者Iが作業者を十分把握し、労務

手配の円滑な運用、作業者の災害防止を図ること

であり、その運営は重要であり、かつ日常業務の

積み重ねである 。

しかし、毎日の業務の中で数百人、千数百人に

ものぼる作業者のデータの処型を行うことは煩雑

な事務処理を必要とし、また、そのデータを使用

した労務 ・安全管理はリアルタイムな情報ではな

いため後手管理! とな っ ていたのが実情であ った。

このような作業所内での労務・安全管理面の問

題点の解決を図るため、磁気カ ドを利用した入

出退管理を主たる目的とする就労管理システムが

開発され主として大規模現場において利用普及が

進んできている 。

2  就 労 管 理 シ ス テ ム の 概 要

{ i 張気カードを利用した就労管理システムは、磁

気ストライプカード ( 1  4  4 バイト ) に作業者各

自の 1 D コードと 図ー 1 に示す属性情報を登録し 、

入 力

作業所への入出退時に笹備室で磁気カードリーダ

に読取らせ、その情報をコンビ ュータで集計分析

し、労務安全管理に活用するシステムであり、 図

モー ニングインカ ー ド仕棟

( 磁気ストライブカー ド)

口カー ド使用目的

個人情報記憶、全作業所共通入門カ ー ド

口規格

1  S  0  3  3  5 4 2 ストライフ

1  4  4 バイ ト 磁気力 2  1  0  B  P  1  

口 1 0 コー ドの生成

生年月日 ( 6 桁)、 氏名 ( 4 桁) 、

出身地( 2 桁)

口カー ド登録内容

①氏名 ②性別 ③生年月日 ④ 出身地

⑤雇用会社名 ⑥緊急連絡先・電話番号

⑦職種 ⑧就労開始年 ③血圧測定日 ・

血圧値 ⑬健康診断 目 。資 格 ( 6 種類)

図ー 1

- 2に示すようなンステムて寸花成されている 。この

システムの目的は次の 3 つにまとめることができ

る。

①労務状況をリアルタイムに把握し、手配の迅速

化を図る 。

② 作業者の適正配置を充実し災害未然防止を図る 。

③事務の合理化を促進し 、削減した時間を品質 ・

原価 ・工程管理 安全管理面への本来技術に十

分な時間を充てる 。

この就労管理ンステムは 、入出退管理をその基本

としているが、さらに、 このデータを 利用して作

業指示筈 ・工事日誌の作成 ・記入業務等の機械化

までンステムは拡張されている 。

3  . シ ス テ ム の 運 用 方 法

コンビュータシステムの導入にあた っては 、現

状の作業所内人員構成でシステムが活用できるよ

う社内関連部署がンステムの運用一式をサービス

し、 コンビュータが導入されたからとい って作業

所の事務量が増大することがないよう作業所運営

に考ri¥l :を図 っている 。

コンビュータからのアウトプ ッ トは 、作業所所

長 ・個別係員向に分類した情報を提供し 、定時 ・

随時で管理に活用できるようにした 。詳細につい

表ー 1 出力帳票

出 力
管理の狙い

. 新規入唱者教育
- 出力専用カ ドによる随時処理

労

務
当日作業fi をリア/ レ

管 タイムに把慌し手配

理!

の迅速化を図る

安 作業貝配ill の適正化

全による安全の「確保

管

理

12他bi1Z 1  

健康状況に見合 った

作業員配置

入勤務状況等作業所

規律の向上

門

管

理

図- 2 システム構成
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ては 表ー 1 に示 した 。

また 、 ンステム の操作は、できる限りキー操作

を省いた 「ンステムカード」方式にしたためコ ン

ピュータの知識を要しない。必要な帳票の作成方

法はタイマーにて起動し、自動的に出力する 。

4  磁気ストライプカードシステムの利点と問題点

作業所運営ツールとして、就労管理システムを

活用した工事管理を実施することにより、生産管

理と事務の合理化に効果を発揮している 。

また、作業者側のメリ ッ トとしては、モーニ ン

グインカードは一般の磁気カードと比べ情報量が

約 2 倍と大きく、一度発行 ・登録すれば他の作 業

所問で共通に使用できるのてー新規作業所への入場

時事務処理が簡易化されている 。

作業所への入門 ・出退時での気持ちの切換え等

による作業所内の規律の向上、その他に元詰 ・協

力会社側への笑務経歴証明等にも使い初めており、

少なからずカード携干背が有効な方向へ機能してき

ている 。現状はゼネコン各社内限定カードであり、

一人の作業者が複数のカードを持つ必要があるな

と。の問題点がある 。

5  . カ ー ド 化 の 展 望

カート使用作業所は 、現在大規棋な作業所を中

心に 100 作業所、カード発行枚数35万枚に達し て

いるが、 ( 平成 3 年 9 月現在 ) 、建設工事の多く

を占める 中小の作業所数百作業所での使用につい

ては、システム運用条件としての作業所管理11要員

の憐成が呉なるため、絞数作業所を群としたm，管

理システム ・センタ一方式システム等のコ ンビュ

ータ利用方法を開発し、全作業所へのカード化推

進を図 っている 。

今後は 、公的な認知 ・多様性への対応として、

カードの建設業他社との共通化、公的な認知l ' 11'; 

報の多様化が可能で、セキ ュ リティが硲保できる

等作業者個人のメリ γ 卜が多い 1 C カードが使用

されると思われる 。

( とくだ ひろし/ 治水建設(附技術開発本部)

番号 I 中長
21P1Z53 て

日11寺

口 2060 作業員名古草 初.1' 1 1 日

2080 作業貝出動簿

. 13040 取引会社日1I入場者数一覧表 10: 00 

3060 業者 ・職種別l入場者数一覧表

口 4570 稼働人員月報 ＱＱ �Ｉｾ＠ 1 日

3520 :下言背負状況一覧表 3 ヵ月初

3130 高紛 ・若年者一覧表

口 3100 有資絡者一覧表 10 :00 

3110 選任者一覧表

3540 未熟練者 一覧表

6540 作業指示啓

. 16530 工事日誌確定分出力 9  :30 

. 16510  :工事日誌説予定分出力 9  :30 

3160 健康診断期限経過者一覧表

3140 血圧要注意者一覧表

口 3010 入場者氏名一覧表
16 : 00 

. 13030 残留者一覧表
20 : 00 

3610 場内作業者数推移表

3630 作業労働人員数推移表

3070 取引会社別遅刻者一覧表



各論 1 - 2・O A化

施工図

小 井 興

1. 建 築 O A化 の 焦 点 C A D  

建築現場が 3 K 。 という 比方にはいささか抵抗

がある。本来、仕事というのはそんなものであっ

て、単に 3 K イメージ解消のために建築の也ー界に

おける O A化が存在するも のではない 。世界史の

人間文化、生活文化の基盤を支えてきた建築の歴

史的必然から生れたものである 。業務の効率化、

業務の生産性ア y プ、さ らにはひとり一人の創造

性の向上などを大きな目的としているのである 。

いま、 i時代の熱い視線を浴びる C A D も、まさに

ここに似ざしたもので、建築 O A化 の l十2心的記長題

とな っている 。

2  . 建 築 現 場 の バ イ ブ ル 、 施 工 図

@  @  

'" 

YI 

「 川

一 一 寸 一 一 門 一

主主ｾの世界における ｃａｄ の分野も笑に幅広い 。

建築業務の必本ともいうべき基本設計から実焔設

計、工事計画、泊工に至るー速の業務を総合的に

コンビ ュータ化することを可能にしている 。 なか

でも、施工段階でかかれる施工図は、建築現場に

おけるパイプルともいわれる非常に大切な図而で

あって、これなくして現場の作 業は一向に進まな

いのである 。 そのために、この図面作成に大変な

時間と労力を貸さなければならなか ったが、 C A

D によ ってそれが飛躍的に解消されたのである 。

コンビュータ困而を見ながら対話形式で簡単操

作。任意の縮尺で平面図や断面図を施工図特有の

記号を含め自動作図する ことを可能にし ている 。

ベテランでなくても、キー操作やマウスが使える

人なら ｾＱＨ［｟ れでも ｏｋ 。 設計のすべてを知らなくて

も、施工図を完成させることができるというわけ

である 。

3  . 施 工 図 作 成業務 を 飛 躍 的 に 効 率 化。

C A Dによる地工図作成の効来はいかに、その

魅力の第 l は、自動化率がア ップしたため、施工

図の作成時間を大幅に短縮することができるよう

にな ったことである 。図面の内答によ って逃いが

あるが、 一般的な図面を入手では 1 枚作成するの

に約 2 日かかるが 、C A D では、約 8 時間l で済む

というスピードぶりである 。 そのため 、単位H寺II.¥J

当りの施工図作成枚数が地え、一枚当たりの il，IJ 作

ぬ

Y

!

コストの低減を可能にしていることはいうまでも

ない。 また現場での図 l師修正などにもクイ ックリ

に対応できるというわけである 。

魅力の第 2 は、図而が見やすくきれい、完成j支

が非常に高いということである 。入手による線や

汚れとい ったことがないし、作成した図面は F D

に記憶して保管できるので、必要な時にいつでも

簡単に取り出し見ることができるという使 利 さで

ある 。

魅力の第 3 は、作業手順の標準化により、施工

図作成の経験の浅い人でも短い JUI fflj でマスターで

きるので、時間的、 経済的 ロスを )1主小限に t11
1
える

こ とができるということである 。現場終了後残業

して図面を作成したり、外注に依存するとい った

ことも極力 、減らすことができるというわけである 。

4  . 悩 む 建 設 業 界 の 数 世 主 に。

建設の現場において最も大切なことは、いかに

早〈 、現場を効率よく管理し、運営、合理化して

納 JUI に間に合わせるかである 。その意味で、 C A

ｄ による施工図作成の意義は、非ｾ［［ｾＮに大きい 。 慢

性化してしま った入手不足 、職人の高齢化、建設

価格の高騰とい った建設業界がかかえた、さまざ

まな問題を解消するー救世主としての役割l を、一

段と深めていくに jlif いない 。 これからの展開に さ

らなる忽いを込めてt兆んでいきたいものである 。

( おい こういち/ ( 掬キャト/ レシステム製造部次長 )
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各論 1-2・O A化

資材搬送・揚重計画

における O A化

徳 回 1告

1 . は じ め に

P C音11材を活用する桃法の複合化、また、大型

型枠の利用などに代表される近年の工法の変化に

伴 って、似重機や搬送装置を多用する工法が地え

てきている 。 さらに、このような構 法の施工にお

いては、工区や基準階単位の基本サイクル工筏が

剥11かく計画され、施工サイクルにあわせた資材の

納入および運綴が要求され、資材搬送装置の稼働

計画もそれに対応して詳細11な計画が組まれるよう

にな ってきた 。

このような現状をふまえ、ｾに生産性向上を計

るため、資料搬送の計一回 ・管理においてもコンビ

ュー タを利用して、よ り高度な計画 ・管理をおこ

なうための繰々なシステムが開発されてきている 。

2  . 資 材 微 送 計 画 管理 シ ス テ ム

資材搬送装置はタワークレーンを 中心 とした協

重ンステムから 、リ フ トと水平{ 般送装置を組み合

わせた自動資材綴送システムにいたるまで機々な

ものがあるが、計画 ・管理! システム開発の立場か

ら考えると ① 計画系② 管型系③ 装世運転管理 ( 市11

i制1) 系の 3 つの分野に分けて考えることができる

点、においては共通するものがある 。 この 3 つの分

衝突防止システム

'  

』ーーーーーーー ーーーーー ーー ーーーー

「 山手ＡｾＨ . 山くずし

J姐 計 画一一 ←機徹選定

L _ j樋 ン i ユレーンヨン

「予約包: 王監

J品重管理一一←搬入管理

」 笑級官: 思!

「運転計画

装置運転管理一← 逆転伽H卸

」稼動記録

図 ー 1 資材搬送システム管理用ソフトウェア

野において必要とされるソフトウェアの概要につ

いて次に説明する 。

(1)  計画系のソフトウエア

① 山積 ・山くずし

資材搬送計画の基本は、搬送すべき資材の物量を

把握する こと であり、タクト工程からの基本的な

データを入力する ことで、搬送資材の山村iデータ

を求める こ とができ、さらにその 山崩 しが行える

システム。

② 機種選定

山積・山 くずしによる搬送負荷のデータをもとに、

データベース上の機種別の性能データにした が っ

て機種の選定を行うシステム 。

③ 搬送シミュレーンヨン

選定された搬送機械を使用した場合の搬送シミ ュ

レーションを行い、選定された機種の迎合度など

を判断するシステム

(2) 管 理系のソフトウエア

① 予約管理

予約方式の運転管理を行うシステム

② 搬送管理

現場の工程の進捗に合わせて資材の出利、搬入ス

ケジュールを管理するシステム

③ 笑納管理

各搬送機械の稼働J実績の記録 ・集計を行うシステ

ムで、資材別、手IJ 用業者別の集計機能も必要とさ

れる 。

(3)  装置運転管迎系のソフトウエア

① 複数の搬送装置の運転を制御するシステム

② 各搬送装置メンテナンスのための綴働記録をと

図 - 2 クレーン総合管理システム
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るシステム

以上の ソフ トウエアの体系を 図ー 1 に示した 。

3  ク レ ー ン総 合 管 理 シ ス テ ム の 例

自動搬送システムに代表される総合的な垂直 ・

水平織送システムは現住ゼネコ ン各社で| 井Hi在中で

もあるので、現在笑用化されているクレー ン総 合

管理システムを例に搬送装置の計画 ・管理の O A

化の現状を説明する 。

クレーン総合管理 y ステムは 、① 逆転管理II 系のン

ステムである「術尖防止システム」 と② 管. f A系の

システムである「稼働管理システム」の 2 つから

構成されており、そ のfiYi 成は 図 - 2 のと おりである 。

(1)  Hfr 突防止システム

複数のクレ ーンが稼働している状況下での各クレ

ーンの衝尖防止のための逆転制御システム。 各ク

レーンの動きを検出し、データを光信号に変換し

て中央のコ ンビュ ータに送り、 3 次元的に淡n処

理II し、信号を再び各クレーンに戻してオペレータ

への箸告および、クレーンの動作tli ll1前l を行う 。

(2)  稼働省・型システム

ンステムは① 10 目先まて"の予約告患I システム、 ②

綜{ 動状況の記録、 ③ 日報作成機能、 ④ データ集計

機能、などから構成されており、予定と笑紛の比

較 評1i11i等が迅速に処理! できる 。実車¥). Itのテータは各

クレー ンのオベレータが作業税別等をキ一入力す

るようにな っている 。予定と笑紛のリアルタイム

表示およびシステムの出力帳採の伊IJ を図 - 3 ・4

に示した 。

｢ｾｩ 号 、 c 長 前 d 温部 e 村山 1車R

h  k  

図 - 3 稼動状況表示例 ( C R丁、プリンタ

ｾ＠
タワークレン ｬｩ Ａｴ ｾ Ｘ ｴ 日

"'"師"'"
ｾ［＠

'‘ 

Ｕ つーヲレ圃ン ｉＱ 制テＭ， 踊 ｴｴｾ

9・11 直且一・h 且 - 岨貝 11A-紛 4貝" 円
lる自 民向

ftF!¥!t _1明 ， 

I  ｉＺｾ 目［書 iE曲i調

3  

a  

a  

仁二

トーー一

10 自

l' rl 11 司、 L

前 i 04/?3 I  

図 - 4 稼動日報、稼動データ集計表

4  .  ま と め ( 今 後 の 課 題 )

資材搬送装置の究極の姿は ＱＡ｜ｾ 人 ｉ ｾ ｉ 動 搬送装道で

あるが、そ の笑用 化の ためにはハードウエアであ

る装世 の|井l発と同時に、現場の ような外乱の多い

環境下でリアルタイムに現場の状汎を判断し各j鍛

送装置を llf ll1卸で、きるような' 1 ; i ' . f Aシステムの除l発 が

必要とされている 。

( とくだ ひろしＯ出水主ｉｬ設側技術 ｉ Ｉｾｊ 発本部 Ｉ



主 宰の ｌｌ Ｑ ｾ 力が可能とな っ ている 。

本 シ ス テ ム の 運 用 に よ り 、 作 業 所 に 於 け る 品 質

官邸 ｬｾ 務の効率化をはか つて いる 。ま た 、 コンク

リー ト の 強 l交 の 推 定 、 統 計 的 な 情 報 処 理1等 を 盛 り

込 む こ と で 、1j ・遇! の質 の 向 上 を可 能にした。

(2) 作 業一所 に お け る コ ンク 1) ー 卜 の 品 質 管 理 シ ス

7 ム

(3) コンクリートの↑ ，'1報 管 理 ン ス テ ム

以 下 に 各 サ ブ シ ス テ ム の 概 要 に つ い て 説 明 す る 。

各論 1- 2・O A化

コンクリートの品質管理

コ ン ク リ ー ト の 情 報 管 理 シ ス テ ム

コンク リー トの 情報管理! システ ム は 、 上 記 の 2

つ のサ ブ ンステム か ら 得 られ た 情 報 を 、 作 業 所 を

統 的す る 管 理 部門 で収 集 し、パソコンを 用 い て 解

析 す る シ ス テ ム で あ る 。表 - 2 に 示 す よ う な デ ー

タを oC  R  ( 光 学 読 み 取 り装 置 ) で 読み 込 む こ と

によ り、必裂 に 応 じ た 統 計解 析 手 法 を 用 い て 解 析

さ れ る 。 会 デ ー タ を 用 い て 解 析 し た W1] を図ー 3 に、

表 - 2  情報管理システム入力情報

品質情報町分m 品質情報

生コノ工場 材料何種矧と品質 セメント、骨材、 il i .初期l

調合条件とその調合 設計基準強度、呼ぴ強lE

スランプ空気輩、木セ ノノト比

作業所 7 レy シュ スランプ、空気iiL J孟化物品

( 試験結*) コン 7 '1 ート

制Iヒコン 7 リート 圧縮強度

5  

3  . 水 セ メ ン ト 比 早 期 判 定 シ ス テ ム

水セメ ン ト 比 早 期 判 定 シ ス テ ム は 、 コ ン ク リ ー

トの' 叉・け入れH寺に、圧制'(1強 度 と 相 I却 の 高 い 代 用 特

性であるノk セメ ン ト比 の iJIIJ 定を行なうことにより、

コンクリ ー トの 品 質 ( 特 に 圧 紛 強 度 ) を早 期lに判

定するものである 。 ｊ ｊｬＮ ｾ ｅ までに 、ポケコ ンを 利用

し、 コンク リー トか らふる い 分 け た モ ル タノレの水

中.lli. i止を 自動的 に iJII J定する手法と、' l ll 子レ ンジに

よりモノレタ J レを乾燥させる手法の 2 手 法 の J)fj 発を

行 った。 本シ ステ ムを iill 周することにより、 図 -

1 に示 す ようにコ ンク リー ト の 品質 の 安 定 化 が 可

古Eとなった。

4  コ ン ク リ ー ト の 品 質 管 理 シ ス テ ム

また各生コン工場ご とに解析した W1] を図 - 4 に 示す。

本 シ ス テ ム に よ り 、全 体 的 な コ ン ク リー トの 使

用 材 料 お よ び 打 訟 コ ン ク リ ー ト の 品 質 の 変動 や、

各生コ ン工 場 の 品 質 管 理能 力 を 把 催 す る こ と に よ

り、コンク リー トの 川上位Z 現 が 可 能 と な っ た。

6  . お わ り に

こ れ ら の 各 サ ブ シ ス テ ム の 統 合 と 効 率 的 な iill 用

によ り、

① 作 業 所 に お け る コ ン ク リー トの 品 質 管 理 の 効

率化、

② コンクリ ー 卜 の 品 伎 の 安 定 化 と 生 コ ン 工場 の

品 質 tl・理! に対 す る 認 識 の 向上、

③デ ータの千野 手 Ｑ ｾＨ に よ る 川上 管理、 補償 工 事の回

i盟主宰に成栄を得ている 。

(い わしみず たかし/ 附竹 中工務庖技術研究所)

マスターデータ コンクリート打設記録データ

- 作業所& 送り先名刷、 - 打設記録

- プラント名柏、 ( 打訟目、工区、プラント名、調合、

- 部位 ( 工区 ) 折設量、打設ftuf賞、人口自己l l i )

- 日子ぴ強Is: - テストピース録取本数

- 設JI' Ｉ，ｬ［ｩｉＧ ｪｾｩＯ ￟Ｚ＠ . 7 レ y ンユコンクリート試験結

- スラム〆プ

*  - セメン l 区分 ( スランプ、空気品、I晶化物i止

- 竹村区分 W/ C)  

. ，比布1;'i 'J . 1五縮強度試験結*

- 調合 7 ァイル - 外気泌データ

- 年平I!J 会¥1品

Ｍ 強 ｊ ￟Ｚ剖じｾ式係数

コンクリート品 質管理システム入力データ表ー 1

|怪

日 本 の 建 設 現 場 で 用 い ら れ る コ ン ク リート はレ

デ ー ミ ク ス トコ ンク リー ト が ほ ぼ 10 0 %を占めて

いる 。 こ の レ デ ー ミ ク ス トコ ンク リー 卜の品質管

理 l立 製 造 者 で あ る 工 場 に 大 き く 委ね られ 、 建 設 作

業 所 で は 受 け 入 れ 時 の 検 公 に よ っ て そ の 品 質 の 確

認 が な さ れ て い る。 しかし 、 アルカ リ竹材反 応 や

ｩ ｦｩｈｩ Ｇ少 の 使用による ｾ｜ｬｾ 告 とい っ た 川上旬 Ｚ 国 に起因す

るI同地や 、 専 門 的 知 識 を 必 裂 と し か っ タ イ ム リ -

Ｇｾ ｉ Ｚ が 要求される ｊｕ ｉ 中管理に ｬ 刻する 問 題など作業所

に お ける品質匂ー瑚l に は 自 ず か ら 限 界 が あ る 。 こ の

こ と か ら 品 質 管 理 妓 術の 1"1上 お よ び 品 質1. .1辺!ま削指

の 効 率化 を 路 ま え た 、 総令 (I(j な品質管活! ン ス テ ム

の 構 築 が 切 望 さ れ て い る 。

こ れ ら の現 状を 踏 まえ 、 コンク リー ト の 使 用 材

料 お よ び 製 造 か ら 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト の 品 質

に至 る ま で の 総 合 的 な 品 質t3.庖! を パ ソ コ ン や ポ ケ

コ ン を 用 い て 行 う シ ス テ ム の 開 発 を 行 な い 展 開 を

はかっている。

こ こ で は 、 こ れ ら の シ ス テ ム の概 嬰 に つ い て 述

べる 。

コ ンク リー トの 品質管耳b ' ス テ ム は 、ノマソ コン

を 活 用 す る こ と て ¥ 作 業 所 の 業務 軽 減 と 管理!の 質

の I " L仁を は か る こ と を 目 的 と し て 11日発されたも の

である 。 コ ン ク リー トの 打 ti tiii 、 フレ y シュコン

ク リー トの 試験 結 栄 、 お よ び 圧 縮 強 度 試 験 結 栄 等

の項 目 を パソ コ ン をj羽いて 解 析 、 検討 す る も の で

ある 。( 褒 ー 1 )  • l J l . イ玉、試験結栄の管理図 ( 図 -

2  Ｉ 、 Ｇｪｾｈ 立 の 推 定、圧縮 強度 試験スケジューノレ 、

数量集計、 歩. j J い) 、各的試験結栄のヒ ス ト グ ラ ム

岩清水

1. は じ め に

シ ス テ ム の 概 要

本 システムは下百己の 3 つ の サ ブ y ステムによ り

椛 成 されている 。

(1) 作 業 所 に お け る 水 セ メ ン ト 比 の !llJUJ 判 定 ン ス

ア ム

2  
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各論 1- 2・O A化

鉄筋総合管理システム

松 並 孝 明

吾'"
eJ < 

構造計算

施工計画

組立単位にフーロック切断

1 . 建 築 生 産 と 鉄 筋 管 理 の 情 報 処 理

現 場の 鉄 筋 管趨! の た め の 元 デ ー タ は 、 本 支 応 の

設 ｊ Ｂ ｪ 一 、見 ｦｬＧ￭ 、購 ｲｾ 等 の 昔 ＱＱＱ 吋にある 。 これらの苦 Ｑ Ｑ ＱＢＱ

で は 、 鉄 筋 に l刻す る 日 常 業 務 は コ ン ビ ュ ー タ 化 さ

れ て い る が 、 そ の処旦II は、 図 ー 1 の 左11111の よ う に

図 l市を媒介に部門単位で閉じた処理! が行われ てい

る た め 、 作 成 さ れ た デ ー タ が 川 下 に 有 効 に 伝 わ ら

ない 。 この方式でも 、 コンビ ュー タ を 利 用 し な い

場 合に 比 べ 、かなり の せf力化にはな って いるが、

現 場 の 鉄 筋 管思 業 務 を コ ン ビ ュ ー タ 化 に よ り 総 合

的に支媛しよう と す る に は 、 非 効率 な l伺が 多 い 。

置品

ζ 霊

閏

鉄筋加工図作図

2  . 統 合化 さ れ た 鉄 筋 管 理 シ ス テ ム 白官テヰZ i 〉

そこで最近は、生ll t誕 生 産 の 川 上 に あ た る 緋i Z設

計 の 鉄 筋 デ ー タ を 、 川 下 の現 場の地 二仁管理! ま でー

はして 利用 し よ う と す る 、 システム 統 合 化 の機五II

カワ五ま っている 。 こ の 場 合 に 問 題 と な る の が 、 設

計変l I ! への対応である 。 ill 築 生 産 の 川 上 の 過 程 て¥

実施設庁|ーから生産設討を縫て早期に図 1Mが I?! I主主さ

れ る も の で あ れ ば 、 シ ス テ ム の 統 合 化 は 比 較 的 問

ｬ ｪ ｩ ，であろう 。 しかし、且 三 産 ｩ 位ねて ーｾ ， ￬Ｍ ｉ 変ｬｉＡが頻繁

に 発 生 す る 現 状 では 、 シ ス テ ム の 統 令化 は 簡 単 に

は い か な い 。 図 - 1 の 右 11111の ケ ー ス は そ の 解 決 策

の 一 例 で あ る が 、 鉄 筋 に l民Jj 坐する日111"1が 一 つ の 鉄

筋 プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タ ベ ー ス を 共 イT平IJ)干l し、かっ

- j Uドj に 管 思 で き る し く み を 作 る 必 必 が あ る 。 そ

し て 、 こ の デー タベ ー ス の 利 用 目 的 は 、 サ ブ コ ン

を含めた 現場 の欽筋 」 二 Ｇ ｊ ｾ の総合的な竹思Ａに役立つ

ものとして i立位十i け る必 要がある 。

図 2  超高層 R C造用鉄筋総合管理システム概要図

3  超 高 層 R C 造 用 鉄 筋 総 合 管 理 シ ス テ ム

このような 、 設 計 か ら 地 工 まてザ〉鉄筋竹 製 を、

統 介化 し た コンビ ュー タ シ ス テ ム に よ り 実 地 し て

いる 'J'; 例 として、当 社 の起l t! jl 白R C  ;; ' t!TI鉄 筋 総 令

ti 坦1[ " ステムを tI i 介 す る 。 当 y ステムは 図 - 2 の

ように 、超 高 Jt3 R  C ; ; ' tのま11立 鉄 筋 の ブ ロ ッ ク化 地

工 を 、 設計 か ら現 場の 鉄 筋 組 立 ま で を iill し、鉄筋

プ ロジ ェ ク ト デ ー タ ベ ー ス の 共 ヰi . f IJ J 日により総介

的 に 文 促ーするものである 。

1) 設 計 既 存 の附 iit 再刊Jr システムを 手IJ 1I1し、鉄

筋 の 断 間 算 定 を 行 う 。 断 凶デ ー タ は Wt l :システム

ゼネコン

構造設計

Mn ・見隙

眺n

蛤i工

従米のコン ビュータンステム

州 制 ? と イノワト ロ

断1Mの決定 アウトプト に J

則自，'H乍1主Hl イ げ ト 向

鉄筋I lm アウトプ トに y

集中賦Wf l

鉄筋 h't J1

発注リスト

イo・Wi'i'.f' I¥

イJ ヲ

アウトフ

イ〆 7

アウト 7

ト向

トにJ

トQ

トにノ

のI*fr lfii デ ー タ と し て も 利 用 できる 。

2) 積 算 既 存 のwn システムを利用し、主主物の

三 次 え j惨状を把似する 。 さ ら に 位 ・4誌の鉄筋断 I[ij

リ ス ト や 鉄 筋 の 位 世 fff報をイ"]')JII し 、 鉄 筋 プ ロ ジ ェ

クトデータベースを 村 Ｇｉ ｾ する 。

wn:お よ び，h' iS?: よ り 川 下 の 鉄 筋 竹 思 は 、 全 て こ

の デ ー タ ベ ー ス を J Hl 利 用 す る こ と で 尖 地 さ れ る 。

3) 配 筋 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 全 |滑 に つ い て れ 筋 、

主立ー 筋本11互 の f i!J ゑチエ ;1 ? を行い、鉄筋のJ i ，) : . i J Si 商己目Jj

位 i丘を決定する 。特 に 、 下 Ji1 1析 で は 太 径 の 鉄 筋 が

衝に配I i Ij され、鉄筋. f ll l王の F 渉が発生するため、

全防を 泊 し た 鉄 筋 の 正 確 な f立i丘i)とめ が 必 裂 と な る 。

4) 組 立 ブロ ック 切 断 組 立 鉄 筋 の プ ロ y クに合

わ せ 、1' 1 . 梁 筋 の 切 断 位 iE を桁d ミする。こ丹作 業

に よ り 鉄 筋 プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タ ベ ー ス が 完 成 す る 。

5) 配 筋 図 作 成 鉄 筋 プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タ ベ ー ス

を ｬ ＡｬＡ ｭ し、 ブロ ン ＷＱ ｪ ｩｻ 立の配 ￎｩￎ ｪｾ Ｑ の ＱＧ Ｑ 動 ＨＱ Ｇ ｾＱ を行

う。 この図には自己卸m lの 他、 ブロ ッ ク内 の柱・ 泌

の 断 l師図が鉄筋の位; U : . 径Hi.と J I<に ，UI'j かれるため、

鉄筋量 ｾ Ｑ 立期の定ｾｊＮｬＮ作成にも 利用 される 。 また 、配

的J 図の梁端部には凶イI の 色 が 指 定 さ れ る 。 こ の 色

は 後 述 の 鉄 筋 JJII 工 リ ス ト に も ::Uj J さ れ 、 欽 t世)JJII 工

11年に一 本一 本 の 鉄 筋 端 部 に そ の 色 の テ ー プ が巻 か

れる 。 これによリ、鉄筋車Ul 立 11与に梁日11材 の 位 ;nが

fiij lj! -Iこ識7)IJ で き る よ う に な っ ている 。

サプコン I  I  ι  

II 欽筋1m工 インプ W I  1 :  

1m工グ/ 組立 II にコ 長一一一一一」

アウトブ ト¥. _) I  i  

図ー 1 鉄筋関連のコンビュータ処理 ト: . t 1' l l テータグ〉イ J ソ
トを . j ，'-

56 

6) 鉄 筋加 工 図 作 成 鉄 筋 プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タ ベ

ースを 使 用 し 、 鉄 筋 加 工 図 を 自 動 作 成 す る 。 JJII 工

凶 lこに は 、 鉄 筋 JJII 工 機 朋 の情 報 ( 鉄 筋j の川l工 角 度

に 応 じ た JJII 工 機 の iIi lli 卸数11立や JJII 工 後 のチェ ッ ク J

法Ｉも， ｪ￨ｩｾ され、鉄筋 ｊ ｊｉｉ 工の ｃａ ｄＯ ｃａ ｍ 化 を

J行，，，' して い る。

7 ) 発注リス ト作 成 鉄 筋 プ ロ ジ ェ ク ト デ ー タ ベ

ースに訴 航 された ｬ 本 ｬ 本 の鉄筋 ｴｎ 鰍を ｭｾＩ し、

i'iI l位別、任別、1 * さ別の発注リストを作成する 。

発注はミリ 1j1. 1立 の 夫 氏 に よ り 行 わ れ る 。 このため、

鉄 筋 IJII 工 場 で の 鉄 筋 切 断 作 業 は 不 必 とな っ ている 。

8) 鉄筋力日 エ 鉄 筋 JJII _仁は現場と離れた鉄筋1J11工

場 で 行 っ ている 。 説場は工伎に令わせて、 3 日後

に必ｾとなる車 ｉｬ ｩｌ鉄筋ブロ ン クの作業桁 ｉ ｊ ｾ ｬＡ ｲＭ ( 自己

筋厄l、 IJII 工 図 、鉄 筋 IJ I I X リスト、鉄筋 1!l! !TI確 認 ，'r-

守ーからなる ) を IJ II C J，品に 送る 。 JJII ｏｾｪ は鉄筋 ｊｊｉｉ 工

リストに 法づき 、鉄筋スト y ク ヤ ー ド か ら 必要 鉄

筋を取り 出 し、 l司 1) ストに 指 定 さ れ て い る 色 の テ

ー プ を 鉄 筋 端部にどきさ、プロ ッ ク単位にノ、レ y ト

に来せて川l工 ヤ ー ド に 持 ち 込 む 。 JJ II I二ヤードでは、

欽I i IjJJ II 工 凶に記，1世された 制御1数 111(デ ー タ を IJII 工 機

に イ ン プ ッ トし 1' 1iI!iJ) JI に仁を行う 。

9) i鉄筋 組 立 川l工 さ れ た 鉄 筋j は、作Z f t行ポ，l J と

共にプロ y ク単位にノ、レ y ト来せ、 JJL上場に織送さ

れる 。 fJL場では色テープ日1I に鉄筋を税J ' l¥すると、

まIl i L 'jif立になる 。 それらの鉄筋を円己筋凶に従い、

作 ｈｊ の品 ＱＱ 立 ｩｦ￬ ＮｊＮｾＮ を似 ｊｔｊ して車 ＱＱ み立 てる。

4  . お わ り に

m向l付R C i ! i 川鉄筋総令官旦1 ¥システムは、鉄筋

フロジェクトデータベースを ｬ 則述部門 が ｊｾ Ｑｔ 平 ｉｊ JTJ 

するニとで、 ｩｬｬｾ 在生産における鉄筋 ｉｮ ｪＭ ｾ ｉＡ の矧 ｊ 半化、

行 プJ 化 を住i 指 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 設 計 か

ら抱」二までの総介的な{ t - . f ! 1!化 を指 li'l す る 統 介化 シ

ス テ ム は 、 今 後 、 住 築 生 産 分 野 に 微 々 な l杉でi直111

i L ょうとしている 。

鉄 筋 管 理 は こ の よ う な 統 合 化 y ス テ ム の サ ブ シ

ス テ ム に 位 ;n十l けられる 。 そ し て 、 今 後 の 鉄 筋 竹

内 サ ブ y ステムは、 -11: 1人l の 情 報 の 統 介化 に Wl まら

ず、サプコンの欽I ! IjIJ I I X C A  D / C  A  M システム

等 と の 的 報 の 述WHIJ 川 を図る、より総イト (I (J なi J.:IiI j

ｾｾＺｾｈ システムを ｉ ｉｦ行 すようになるであろう 。

( ま つなみ たカあき/ ( t i ) ) dHI I 附 1;.. ステム1

セ ン タ ー ン ス テ ム Im1e第 2 ｦｦｉｾ＠ ｉｭｾ ぷ ｈ［Ｏ



② 中腹で行う作業のため、きつい作業でU ある。

というような問題点があり、これらの解決のた

め自動化、ロポ ント化がセ' ネコンを 中心に進めら

れている 。 それらの 1 部について紹介する 。

このロポットにより 、従来 4 - 5 名の人間でな

らしていた作業が l 名のオペレータで行えるよう

にな った。 また、このロポ ッ トは工場床のように

位間隔の長いところて4 効果的て' ある。

4  . 仕 上 げ ロ ボ ッ ト

各論 Il - 2 ・ 自動化

コンクリート工事の

自動化

2. 打 ち 込 み ロ ボ ッ ト

写真 一 1 はコンクリ ー卜 打ち込みロポ y トであ

る。 4 本のアーム、コンクリート配管、操作然、

I1I1圧ユニ ッ トより構成される 。

41期飾で構成されるアームは水平方向に問 l出す

仕上げロポ y トは 写真 ー 3 に示すロボ ッ 卜の他

3 種類のロポ γ 卜が開発されている 。 これらのロ

ポ y 卜は 1980年代の後半に開発されたもので一部

実用化されて現業で活躍 中のロポ y トもある 。

菊 池 公 男

る方式で、 2 0 mまでイIPびるよつにな っている 。 ア ロボ y 卜化の狙いは 図ー 1 に示すトロウエル作

一ム内には配管が組み込まれており、筒先を自動 業、金ゴテ作業を受け持つことであ ったが、現実

的に位置決めできる 。柱等の障害物を自動的に回 には 2 回目以降のトロウエル作業、金ゴテ作業を

illi するシステムにより、より自動化が図られてい 分担しているようである 。 これは重量が重いため

る。 コンクリ ートの 軟らかいうちに作業にとりかかれ

このロボ ッ トにより、配管の擁替え作業、筒先

の振り回し作業がなくなり、省人化のf也、配筋を

市しす問題点も解決されている 。

ないからと思われる 。 しかし、労働力不足、熟練

工不足の状況下にあって、手作業をなくすことは

省力化、労働環境の改善につながることであり、

今後も笑用化へ向けて開発、改普が必要である 。

1. コ ン ク リ ー ト 作 業 の フ ロ ー と 問 題 点

コンクリート作業は 図ー 1 に示すフローで与行わ

れる 。打込み、締悶め作業はポ ンプ工 、土工で、

ならし作業は土工、左官工、仕上げ作業は左官工

というように 3 職種での協同作業である。

打ち込み、締め閉め作業には

①筒先ホースが重〈 、重労働である 。

② 振 り回し作業により配的J が百しされる 。

③配管の雌替 え作業により打設が中陸fr され、能率

が低下する 。

ならし作業には

①コンク リー卜の流動性により作業負荷が変動し、

重労働作業である 。

② レベル精度は熟練工の勘による 。

③精度管理II に多くの人手がかかる 。

仕上 げ作業には

① 深夜 ・早朝にまで至る作業である 。

3  . な ら し ロ ボ ッ ト • 
写真 一 2 はコンクリートならしロボ y トである 。

コンクリートをならしていくならし音11と、それを

水平に保持する ｾｴｩｬｴｩｊ 音 Ｑ Ｑ 、本体を自動的に移動させ

ていく走行部より構成される 。

ならし音I1では山状におかれたコンクリートを横

型に配置されたオーガーの回jl¥i : により、水平方向

に送 ってい く。 これを水平に 保 持するのが計 i)ll l音11

で、コンクリートの打設縦四外から水平に発光さ

れるレーザ一光を受光し、本体の高さを: t 1  - 2  

mm 以内に保つ他、オーガーを水平に保つために傾

斜計が用いられている 。

走行部はしゃくとり虫方式で本体を前進させて

以上述べた 3 般類の ロポ y トは単独で用いても

効果的であるが、組合せて用いるとより効果的と

思われる 。

5  . 今 後の 課 題

近年、現場におけるロボ y ト施工の通用事例が

多くな ってきており 、少しずつ現場に定精しつつ

ある 。 しかし、次に示す諸問題が残されている 。

① コンクリ ート 工事では作業中 の故障がおこると

作業そのものができなくなり、 Ｉｩｴｾ 響は大きい 。

②単一作業レベルの ロポ ッ トであり、前作業から

の彬響を受け易い。 ロボ y ト用の施工言 j-j函が必

要 。( き くち きみお/ 附竹中工務的技術研究所)

。

ノ、、

、

し

コンクリート打ち込み

I  

締 め 凶 め

I  

レ ベ ノ レ :H し

I  

養 生

養 生

写真一 3 仕上げロボ ッ ト

益 生

最終金 ゴテ仕上げ

図 - 1 コンクリート作業のフロー
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各論 II - 2 . 自動化

内外装

竹 野 すfi' -1専

! 笠や天井等の内装用仕上材料は多く のや;Ti.'tii の材

料が使用されているが、ここで紹介する のは 内装

工事の主流とな っている石背ボードの取付作業を

行うロポ ッ トを中心にすでに実用化されている数

般の省力化機械を紛介する 。

1. 壁 ボ ー ド 貼 リ マ ニ ピ ュ レ ー タ

近年の村長として、厚手大111の石町ボードを多

Jf 1に利J +j し、 ji ¥j 仕切 噌又は耐火壁を構成するドラ

イウ才 一 J レ工法が主流とな っている 。

機械は地工 11与における石狩ボードの l成治把持、

立て起こし、所A : { . 立自在までの移動、位置決め、ま

での- iill の作業を行うものである 。 ボ ドl 枚の

際準厚さ Ｒ Ｑ｟ Ｐｭｭ 、長さ Ｒ ， ＷＳＰｭｭ 、幅 ＱＶＰＶｭｭ 、豆 ＱＱＪｾｊ

写真一 1 壁ボード貼りマニピユレータ

28kgで l 人の作業μ が取り扱う苦11材としては、. i l l 写真一 2 天井ボード貼リマニピユレータ

; 止物であり、長時間 A . 統作業を行 うことは部渋を 四 . . . . . . . .__zq・v ー ・..-，---，z，-- --------------rJ . ・唖門

11' う。

7 ニ ピュ レ- J はノ〈ランサーの一位で 5 自由1St

を持つ多関節仰のJ - ! i ! *従1!) 機械で、7 ニ ピュレ - J

の先端部に取り付けられた 4 個の l吸着 パ y ドによ

り作業uが手動でボードを運搬台車より 一枚づっ

l汲7tf 保持し移動させる 。 l吸着ノ マy ドを支持してい

るアームはパランサー の一種なので縫い操作で自

由にボードの位置決めが出来る 。

この 7 ニピ ュレータの操作は

( l ) 作業問所まで作業者がハンドル操作しながらパ

y テ リー駅動により本体を自走。

(2) 1以;{i ノマγ ドエアー l吸リ| の為のコンプレ ッサー駆

動 iJ f，tである A C  1  00 '，t.: iJJ;t をJ長続。

(3) 本体1111jl 而よりアウトリガーを出し準備完了 。

(4)ボードの l吸治、立て起こし、移動、位f泣決め。

(5) アー ム逆転範囲をすべて貼り終えたら、本体を

移動し (4)を繰り返す 。

写真一 1 に作業状況を示す。

このマニピ ュレ- J の特長は次のi J . f i りである 。

(l) Ｒ 人 ｬ チ ー ムでい Ｑ 奇問 ｬ 当り Ｑ Ｕ 枚程度の ［ ｅｾ ｾ ［ ボ ー

ドをl ! li ることが可能で浄、従来の手作業に比べ 、 2

f古の作業能率向上が図れる 。

(2) 作業以を屯労働であるボードの貼付け作業から

写真一 3 高層ビル外装塗装ロボ ッ卜

解政し、全体の作業を軽作業に交換でき、労働 J;! 写真一4 大規模壁面塗装 ロポッ ト

58 

境の改善が図れる 。

(3) 軽作業化により、作業員の高年指令化に対応が図

れる 。

2 . 天井ボード貼りマニピュレータ

この 7 ニ ピュレータは 、ボードの犯持機能及び

井隊式足場機能を有することにより、天井のボー

ド貼り作業を軽作業化し、又従来の開l立: 足場の組

立、解体作業を不袈にするための省力化機械であ

る。

この 7 ニピ ュレータの操作は

(1)厚さ 9 mm、20枚のボードを搭i I / ( したボード事IIi給

機を本体に接続し、パ y テリ ー駆動により本体を

自走。

(2)ボタン操作によりボードを補給機から 一枚づっ

取り出し、ポードサポ- J 上部へ上' _ 11させボード

を級品欽付下地の直前まで持ち上げる 。

(3)手作業によりボードの位置を決め、ビス止めを

f丁フ。

写真 一 2 に作業状況を示す 。又、作業場での機

動性を考慮するため走行は 3 輪駆動で小回りが刻j

き作業箇所への幅寄せが容易に行え、原をi l 1 i 過出

来る僚に小 ｾ 化されている 。

3  . 高 層 ビ ル 外 壁 塗 装 ロ ボ ッ ト

近年かなりの数の高層ビルが建てられているが、

外情的1にはコ ンクリートパネルに検装した り、金

属ノ ぞネルを jl}i りつけたりする仕係の物が多く 1-f

る。特に喰装の ;(jJ_ リ行え作業は、スプレー徐袋

がスピードも ｩｩｬｩ＼ 、 Ｑ 金 りむらも少ないが、 ＱＱＨ ｴＺｴＧｾさ

れた 主主料が飛散するため、現状ではローラ ーかハ

ケで多くの人μ と時間をかけて行われている 。 こ

のロボ y トは屋上に設置されているルーフカ ーか

らワイヤーで吊り下げられ 、外壁 Ilii に設け られて

いるがイドレールに沿 って センサーで下降 ｾＱ ｾ ｬｬｬＱ ｦ を

検知し所定の位置に停止後、冷料が ｊｉｾ ｩ Ｆ しない係

フードを経[ 師に密着させ 8 必の スプ レー ガンで快

装を行う 。塗装能力は 10 0 m‘ / Hである 。

写真 一 3 に作業状況を示す。

4  . 大 規 模 壁 画 塗 装 ロ ボ ッ ト

原子力発屯所なとＧの大規絞る ・ ｾ ｲ 釘 の 再検装工 ￨ ｊ ｉ

は足場などの仮設工 ｾ ｊＧ［ｮ が占める苫 ｉｊ 合 が大きく、

併せて短工JtJ Jが強〈求められる 。 -1' : / ステムは J 、

ラペパ、上に予めレ ールを敷いた」てにルーフカーを

セ ッ トしガイドマスト、塗装機器 、下部 l占l定数訟

を吊リ下げる 。r全装作業はカイドマストをロポ ッ

トが上告l しながらフード内に絡納された 8 1，長のス

プレーガンで行う 。- $'IJ の塗殺が終了したら次の

亨IJ へとルーフカーを航行移動させる 。又、ガイド

マスト下部にはロポ y ト封降の際の安定性を雌保

する為、 l成総による l吸着陸l定装置を設けている 。

塗装能力は 1，000 m'/  H である 。

写真 - 4 に作業状況を示す 。

これら 2 位惣iのロボ y トは従米の手作業による

悶燥な作業から安全性、; rii 品質、組工JtJ J等の rf iiで

塗装作業を大幅に改善した 。

(た刈l何 初 加 ろ/ 大 雌 泌 淵附技祁術i本料州古部| 山技削州州州1術削側桁制削|日附;

メカトロニ 7 ス|閥剥発三宅巨 /  



各論 II - 2 ・ 自動化

検査・診断の自動化

新 井 一 彦

1. は じ め に

検 査(吉司査を含む ) ・診断業務は建築生産 プ ロセ

スにおいて 研究開発段階を初めとして、企 l血段階

から工事段階、アフターサービス段階に至るまで

の幅広い範囲で行われる 。

近年、赤外線や超音波、レーザ一等を用いた計

iJIII 技術やコンビュータによる画像解析、スペクト

ル分析等 、先端技術を駆使した検査 ・診断業務の

自動化が活発に試みられている 。

ここでは、検査 ・診断の自動化の例として外喰

( 特に、タイルの制高fU を対象とした測定法につ

いて概説する 。

2  . 外 壁 検 査 ・ 診 断 の 現 状 と 問 題 点

外壁、特に外装舟L タイルはコンクリ ートの肢に

モルタルを介して焼付けるが、経年変化によ って

コンクリートとモルタル、モルタルとタイルJ i りの

境界が斜l縦し、時にはそれらが落下し、重大な災

:21: を及ぼすことさえある 。

これらの災害を防止するため、以前は，建物の所

イT者の判断によ って建物保全の一環として 外唱の

検住が行われてきた 。平成 2 年 3 月に建設省住宅

局往築技術務査委員会 ; タイル外壁等部下物対策

専 門委員会では「タイル外壁、モルタル喰 1) 外情

についての争IJ 滋による災害防止のためのタイル外

段、モルタル塗り外壁診断指針」を策定し、定期

的な外壁診断の笑胞を平年蒙している 。

従来、これらの調査はその建物を施工したセ' ネ

コンがアフターサービス的に行っていたが、近年

建物の維持保全の高まりからリフォーム業が誕生

し、そのま駐を営む企業が補修工事の一段として検

在 ・診断業務を行うようにな ってきて いる 。

タイルの争IJ 書f i _ 状況の検査は一般的に 写真一 1 に

示すように、足場上で人 IMJがタイル一枚一枚をテ

ストハンマ一等で打懲し、それにより発生する音

写真一 1 従来のタイル壁画の惨断

の差異並びに 手応 えによ って健全か争IJ 離し ている

かの判定を行 っている 。

この検茶 I 'j 法は次に 示すような 問題点を抱え て

いる 。

① 検査作業を行 う技能工の 以練度により ｴｾＱ 定に パ

ラツキを生じること

②長時間タイル l師を 1111 くことに より疲労し判断力や

効率が低下すること

③ 市街地では向卸')111等の駁音により正隙な判断が

しにくい場合があること

④批判定結果を図而にして資料とするとき、そ の結

果を誤表示することがあ ること

⑤作業者の作業逆行のための足場の組立てや解体 写真一 2 インパルスレスポンス方式によるタイル壁面の診断

が必要となること

⑥ また、こ の作業は高所作業となるため危険作業

であること

以上の問題点を解決する方法として、外 V;を1m診

断の自動化 ・ロポ ッ ト化が進められている 。

3  . 外 壁 診 断 の 自 動 化 ・ ロ ボ ッ ト 化

外壁 診断では、機械的 ・ ｾｉｔＮ気的な計 ｩｬｬｩｬｾｩ ，や赤外

線を利用した方法が開発されている 。

ここでは昭和58年に建設省による 「技術評 filli 認

定」を取得した 3 }' j式の測定原理について慨説す

る。

(1) インパルスレスポン ス方式

この方法は反発法の一方法であり 、そ の illi l定原

理II は壁面を. J "T! l ' $ したときのタイル而等から発生す

る背をt J i え、そ の応答背の j品大娠中両 11Iの差及び周

波数スペクトルの ｉｦｾ の廷により健全部と争 ｉｊ 離日 Ｑ Ｑ の

判定を行うものである 。( 写真一 2 参 )1(1，) また、本

装置はハン 7 ーに取付けた荷量計 lこより打然力を

検出し、その反カにより争IJ 縦深さ位置の判定も行

える 。 これ らの結果は自動的に判定され、図 I{Uと

して出力される 。

(2)連続加振・振動測定方式

この方式の illi l定限耳I ! は、 J mt辰装世に l削τ! けた振

動付与輪で検作 lli i をiili 統的に依di } ) させ、伝J 1I ' i する

振動センサーの受似輪で感知する方法である 。検

知方法は、感知した周波数合i の 音l主レベルを illil 定

し、最も差呉の生じている周波数において剥紘基

準音圧レベルを決定し、その音圧レベルにより争IJ

離の有無を報知するも のであ る。

(3)赤外線装置方式

この方式の illil 定原型は illil 定する壁而を構成する

材料の比熱、然伝持率等の熱データのi主いにより

滋度差を生じる性質を利用したもので、赤外線セ

ンサーによりその ｩｾｾ ，ｊｲ を ｩｬｬｩｊ 定し、 最 ｉ ｊ 離 の 有無を判

断する 。 その illil 定装fL' は図ー 1 に示すような構成

とな って いる 。

〔制1 i卸古11)

コントローラ

又は

プロセ y サー

赤外科l装世方式は取扱いが比較的簡便なために

多用されているが、その取扱いや適用限界を正し

く認識して 使用する必要がある 。涼しい内容につ

いては文献 - 2 ) を参照して rnきたい 。

(4)診断に当つ ての留意事項

ｉｉｾ ， 年、 Ｈ 社Ｉ建築 ・ 設備維持保全推進協会により、

第一回の 「建築仕上診断技術者J( ビルデイングド

クター ( J Jom造 ) ) の 認 定 試 験 が 行 わ れ 、 全 国 で

1，4221' ，の技術者が誕生した 。今後の) J li'l として診

断はそれらの技術者が当ることになるようである 。

また、前述した建設省の指針によれば診断方法

には①外観目視法②打診法③反発法④亦外線装置

法の 4 }J 法が定められ 、 Elili1) 化装世である③の反

発法や@ の亦外線装置法だけで'の診断は認められ

ておらず、①の外観目視法や②の打診法との併用

がョ義務づけられていることに f1i Ｚｕｾする必要がある 。

4  . 今 後 の 課 題

タイル外 I:，i:に ついては建設省の術主|に 1&づいた

診断の法機がポされ 、自動化機総の扱いも 1明確化

さi.Lt，ニ。

また、ビルディングドクターなる新たな資絡制

度も導入され、診断技術者の社会的地伎の向上に

つながる施策がなされている 。

一 万、 1'1動化機器自体も実用 I(J [においてロポ ン

ト本体のコンパクト化や施工能率の li 'l 1よさ手陣々 の

問題を抱え ている ことも事実であり、 今 後、それ

らの解決を凶らねばならない 。
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図ー 1 赤外線装置の標準的な権威
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2  . 開発コンセプト など様々な朋 i傘が可能である 。

各論 III - 2 ・環境告をイnn

④湯 沸しユニ ッ ト

1  ) 周囲の街並に合った外観の美しさを保持 流し台、拍り戸棚等を据え付け、給排水設備工

犀械をフラ ッ トにし、壁面にプレスのないラ- ｾ ｦ，Ｎが地してある 。

メン. f，Y; 造のユニ ッ トハウスで、雨樋を内部スペー 3  ) 内部空間の広がりで執務環境のアメニティー

現場事務所

スに仕舞い込み、連機金具やボルト等も建物外宮11 を強調

へ出さないように工夫し、全体的に凹! 日のないす 照明器具を天列内部に埋め込み、ユニ y トハウ

っきりと洗練された都会的イメージを打ち出した 。 スとしては天井有効高 2. 3 m を最大限生かしてお

藤 i翠 正 人

従来のプレハプはいかにも仮設的で、古くなって り室内に凹凸の無いすっきりした室内杢聞の広が

くると汚なくなりバラ ックの様相を呈しているが、 りを感じる 。叉内部仕上げ材についても配慮し、

これからの新しい時代の現場事務所は内部仕L げ 常設機関の執務環境とほとんど差が感じられない 。

と共に外観についても本建築並の高級感が要求さ そこで働くことに誇りと喜びと意欲をもてるよう

れるものと忽われる 。 な快適さを追求した 。

2  ) 現場規模に応じたレイアウトの標準化 4  ) 工期の短縮

ユニ y トハウスを機能別に仕上げ、現場の規鋭、 ほほ9 0 %位!支の工場プレハブ化が実現出来てお

1. は じ め に 収容人数に合わせてそれぞれ必要な棟数を組み合 1) 、一度使用後再使用の場合でも機材センターで

わせてモジュール化を可能とした。 のリフォーム作業はそれほど図書uではな い。 これ

人材隊保が企業生命をi ! J IJするといわれる l時代に ①基本ユニ ッ ト は従来の組立ハウスでは現場の工事に手聞が掛か

あって、 3 K に代表される椛i宜的に 7 イナスイメ フラ y トタイプて¥いくつかを述縦した上で主 り、専 門の職人が不足している H午今の司王怖からみ

ージを内包している建設業界てM は作業以境の強制ii 、 に事務室 ・会議室 食堂等大部屋にして佼われる 。 て大きな特長となると思われる 。

特に現場事務所の改善が急務となっている。本来 間仕切りも市販のパーティ y ョンや可動間仕切り 5  ) 経済性について

建設産業は些かな国土、住み良い街づく りに取り 等が利用出来る 。 屯主 ｌ ・ 給排水設 ｪ ｩｪｩｩ 工土 ｊ ｾＩ 立び内音 ＱＱ 造作工事 Ｈ一 宮 Ｑ Ｑ

t且んでいる活力に富んだ魅力ある業界であるのだ ②玄関 ・階段ユニ ッ ト 仕上げ材を除く ) がほとんど再利用出来るため廃

が、現場事務所をみている| 以りその力強さが洗練 上 ・下 l セ ッ トになっている 。 11'皆吉11にくつ脱 材が出ない 。初期投資が大きいが長期的にみると

されたイメー ジとして一般に伝わってこない。枇 ぎ、玄関ホール 、内階段、物入れ等が造作されて 大きな経済性があると云える 。

近特に若者に人気がなく、他の産業に比し女性の おり、 2 階部に階段踊り場、事務室境界の1m仕切j 最後に新しく開発されたトキワモービルハウス

進出が遅れている 。 このような現状から脱皮する 1) 、フラ y シュドア一等が取り 付けてある 。 W - 66 と他社上質プレハブe との価格比較例を参考

ための V 1活動の一環として新しい現場事務所を ③ サニタリーユニ ッ ト までにあげる 。

開発した 。
風呂、 トイレ、洗問所、女子更衣室等の早Il. 用隙 ( ふじさわ まさひと / 束山産業側専務取締役 )

見積価格比較例 hl. h'! フラン例 12人用 事務所( 12ユニ y ト190. 08m)

トキワモービルW - 66 6:iili隙 X 2階建= 190. 08111 D 社上質経L l L ノ、ゥス 3 . 5 k X 8 k X 2階建= 184.8111

版ヲa己金Wi l 12ヶ月リース金額

本体価格
トキワモービルハウス W- 6 D 社ハウス

1lil A号

ｴＮＮｾ本ユニ ット 8 1東 8. 000. 000 2，688 ，000 トキワモーピ J レハウス W - 66には

玄関 ・階段ユニ y ト l セット 2，800 ，000 960 ，000 屯気 ・サニタリー設WI を合む

サニタリーユニ y ト 11車 2 ‘ 500. 000 900，000 

湯沸ユニ ット l Ui  1，500，000 528. 000 

14.800 ，000 5，076. 000 1，050. 000 

件ｾ ｦｩｉｾｪｪￏ作 ・ 仕上工ード Ｑｾ l 式 2，880，000 2，880. 000 6，180. 000 

2，500，000 屯) r¥・サニタリー設備

ｴＦｾ＠ . 挫方 ・巡j鉱賀 l 式 1.390 . 000 1. 390，000 1，056. 000 

諸 経 費 l 式 400，000 400，000 600，000 

メI 入1  

19 ，470. 000 9. 746. 000 11. 386. 000 

解体 ・撤去エー1' ;資 l 式 790. 000 1. 500，000 

整 備 費 l 式 600，000 

総 メ亡ｾ 、
11.136，000 12 ，886，000 

I F  

ｾ＠

外観
内部
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各 論 1II-2.環境主主備

全天候

建築生産システム

限 井 裕 治

写真一 1 スマートドーム全景

1 . 全 天 候 施 工 法 と は |  年

従来 、 主 主 築現場は雨による休止日を土 ｈＯｾ . 日目M

で布li i A するという一般通念があ った。 また近隣や

通行人に対しても 、粉l 1 l ! : の発生、騒音、汚い外見

などからそのイメージを惑化させていた 。

建築の生産技術も自動化 ・機械化を主題として

急速に進歩をとげているが、生産技術上の工夫が

悪天候によって l帳消しになることも多く、建築生

産から従来の 3 K イメージを払拭するには至 って

いないのが現実である 。

建築生産の将来像を描くときに最大のポイント

は、全天候化の実現である 。雨天ても作業可能と

いう基豊富に立って初めて次の効果を予凡できる 。

1  ) 定常作業による作業員数の平均化

2  ) 機械化メリ ッ トの 100% 享受

3  ) 週休 2 日Hl I] 等の完全笑施

2  ， ス マ ー ト 型 全 天 候 施 工法

大阪市中央区の日産生命内本町ピル新築工ードは

敷地面令官t約 250 坪、まわりを事務所ビルやマンシ

ョンに閉まれた典型的な市街地の中規模工 ・]，; であ

る。当エギの特性から次の 4 点に注目し解決する

ことにした 。

1  ) 地下 3 階であり、地下工事mHi 1] が長い

2 )  ' 7 ンンヨンに隣接していて土Hlu 日附の作業

はfl J l ] 限を受ける

3  ) メイン道路に面するエギであり、建築生産の

ニューウェーブを P Rするのに M通

4  ) 粘性土の土工事であり、 ドライワークしたい

上記の 4 点は、いずれも現場を全天候化するこ

とによって大幅に改善される事項である 。民]J ち、

1  ) 雨による工事遅延を起こさない

2  Ｉ土 ｕＱｾ ・ 日 ｕＯｴｬ に現場全体を休むためには、ウィ

ークデイはフル稼働する必喜Zがある

3  ) 詰所や仮囲いの改善にとどま らず、現場作業

環境そのものを改善する

4  ) 土を l百に触れさせない

全天候施工法は、過去にもいくつかの事例で採

用され笑紋を上げてきた 。それらを分類すると、

「 ジャッ キ・ アップ( 地上)

全「本設利用ート逆打ち (地下)

天 L 屋根先打ち (地上)

候→

工 l

:去 |

」仮設屋根ー「テント (地下 )

」その他

図- 1 全天候施工法比較

月

全天候期間

と

テント屋根架設 1  I  R
F

スラブ先打ち

工 法

( スマートドーム ) I  I  ( スマー卜工法)

全 天 候

現場の

イメー ジ 」且
準 備 工 事 地下工事( t ! I i 削・鑑体 ) 鉄 骨 工 事 地上工事 ( 勉 体 仕 上)

図- 2  全天候施工範囲

図ー 1の ようになる 。

過去の' f，. Wリは、上記のようなそれぞれの技術が

単 ｈｾ て 。 使用され、ＮｦｊＡＮ場全域が全天候化していない

こと、また全工Jt I ] における全天候施工期間の比率

( 全天候化率) が低いことが問題 である 。 2 般類

以上の技術を組合せ、現場全域を全天候化し、全

天候化率をできるだけ高めることを目的に、組合

せ型 ( スマート型と私、す ) 工法を考えた 。

n]J ち、大相テント ( スマー トド ーム ) 内での地

下工事と、 M似先打ちによる地上工事の組合せて手

あり、全天候化率は 8 ｾｦ ｬ｝ 以上となる 。 Ｈ図 Ｍ 2 )  

( 写真一 1 )  

3  . 全 天 候 施 工 の 効 果

現在、現場は地下エサ与 を全天候で完了し、地上

工事は開始したところである 。従って 、スマート

ドーム内てマ〉地下工事の列1) *に絞 って述べたい。

1  ) 地下工・)qtllll¥] は10ヶrr であったが、 1 ヶ月短

期( ，することができた 。

2  ) 内部i l . tiJ .立は、 外部会L

i11i に比較して、 11は

iJ;t しく、冬は l唆かい。

3  ) シートの透過光は柔

らかく決ちノi'i < 。

4  ) 近隣に対する粉脹公

笹川斗紋j成。

5  ) 工Jt I 出納と、転用の実

施により、総合的には

コストダウンできた 。

6  ) 週休 2 日11，1] の光会尖

泊。

7  ) 工事品質の向上 ( 土

工事を完全ドライワ

- 7 、コ ンクリートや圧按への l刊の J，U科1m徐

など )

8  Ｉ コ二位が安定するので、ｻ妥良労働者の ｦ，Ｇｻｾ 保に有

利 で社只の業務も軽減て' きる 。 ( 写真一 2 )  

4 ， 社 会 へ の 発 信

建設公害の低減と柔らかな外観で、 I也} 或社会と

の融和を目指してきたス 7 ートドームのフィナー

レを飾るために、現場でクラシ ックコ ンサートを

開催した 。 コンクリートや鉄骨がムキ出しの '-1

'

に

仮設のステージや客席を設けたが、苛特効果; もよ

く、意外性があり聴衆にはむしろ新鮮であ った。

企画 ・運営はもとより演奏などすべて社以の手巡

りで、作業員や社員の家族だけでなく、 j.ti: 1礎や広

〈一般の方々を招いて行な った。j泣後の IIJ I rモー

ツアルトの子守歌」は凹百人の全μ 合問になり会

場は大きな感動に包まれた 。 ( 写真一 3 )  

( く ま い ゅ う じ / 鹿 雌 棚 建 設 総 険 制 問 削 )

日産生命内本町 j V  作業所所長 j  

写真一 3 コンサート 風景
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各論 III - 2 ・環駐車ま備

都市空間の美観

建設・工事ーそのプロセスの尊重

外 村 )1券 良1)

1 . は じめ に

近頃、なんとなく縫設 ・工事現場の表情が変わ

ってきたなあ ・・・ そう お気付 きの方も 多いかと思 う。

その、なんとなくをが' ( l jJ しているのが、いわゆる

B O O Nノマネ/ レである 。 B O O Nノマネルとは 、ア

ルミハニカムを必材に鋼板でサンドウィ ッチ状に

したノ マ ネルで 、 ｾ ｉ Ｂ ， Ｇ日に高度なｼ坊音性と極めて均一

な而板を有している 。 その均一な表面性能を生か

して 、1m:!:反にみかげ石模様をプリンテインクーした

もの、 9 色のカラー鋼板を而板として用いたもの、

そして、写真やイラストを白夜に拡大して経附jft占

り定苅できるものの 3 タイプがある 。

建設現場の i反囲い部分や外部足場部分に 、こ れ

らのパ ネルを配することにより 、従来 3 K  ( きつ

い ・汚い ・危険 ) とまで酷評された現場のイメー

ジをがら り一新することができるわけである 。つ

まり、これがなんとなく ・・・ の正体である 。

2  環 境 コ ス ト と い う 考 え か た

一つの建築物や構造物には、始まり があ り、終

りがあるわけだが、それを 都市 という単位でとら

えると 、'':-;;. に解体 ・築造の繰 り返し であり 、常に

工事中ということにもなる 。 きれいな建造物がで
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きるのだから 、工事が終ればきれいになる のだか

ら、そ の途中は どうでもいいじゃないか ー という

乱暴な論理は、もはや成 1) 立たなくなっている 。

事笑、欧米 では、早くから環境 コストという こと

が言われており、周辺 JJ; l. r ; l との調和 ・優良環境の

保全に要するコ ストは 、必要不可欠 のコス トとし

て、該当企業が負担するべきものという考えかた

が定着している 。ならば、人々の日常生活と' & ' 按

に触れあわざるを得ない者11市空間での工事にとも

なって発生する環境への配慮は、も っとも重要視

されるべきものの一つである 。

3.  r見 せ な い」 から 「魅せ る 」 へ

みかげ石脱線のパ ネルで因われた現場は 、あた

かもそ こに 一つの新しいビルが出現したかの よう

なイメージを助成し、人に街に楽しい篤きを提供

する 。 カラーパネルで椛成されたモザイク模様は 、

そこに、極めてインパクトの f; !I iい斬新な者11市空間

を現出させる 。 また、特殊な超拡大画像定着技術

てす ｉｾｉ 作された写点やイラストのパネルは、ユニ

クでアーティスティ ックな都市空間を演出する 。

そこには、従来の 3 K といわれる建設現場のイメ

ージはま ったくなし、 。 いわば、ウオールアートと

もいうべき、巨大な空間がある 。

都市空間の中て¥意外と工事空間が占める比率

は大きい 。そこをマイナスイメージのまま放置し

ておくのと、プラスイメージに転換していくのと

では、日本の都市文化を考えると非常に大きな差

異が生じてくる 。建設工事の多い少ないが、経済

の先き行きを示すものであれば、建設現場のきれ

い ・汚ないは、者11市文化の水準指数ともいえるの

ではないか・・ ・。

従来、仮設材については、プロセスをおおうも

のだからコストをかけないという考 えかたが一般

的であ った。 しかし、 都市 という空間lが繰り返す

解体 ・築造という呼吸にも似た生命活動から見れ

ば、 100 年建 っている建造物も 、 2 年な いし 3 年

の工事空間 も、者11市の表情という点てすま 、同一レ

ベルで論じられるべきものなのである 。

• 
建設現場 を見せないでおこ うーー という消極的な

美化から、より美しく魅せようという積極的な美

化への発泡!の転換 。 これ をさらにレベルア ンプ

していくと、建設現場を企業イメージの発信基地

として、あるいは新しい空間アートの発祥の地と

して、きわめてクオリティーの高いメディアにま

で高め ていくこともできるわけである 。

( とのむら まきお/ ヒロセ附|井l発営業部)



各論 IIl -2.環境鐙備

仮固い

一大阪市都市環境アメニティ表彰一

大阪市計画局建築指導部指導課

1. はじめに

ここ数年、者11心の仮囲い ( エギ用仮設塀) が華

ゃいできている 。 メ y セージをも って街に話しか

けるような仮囲いが噌 えてきている 。

各論 III ー l でもふれたが、環境整備の観点から

仮固いにさまざまな工夫が施されるようにな って

きた 。仮固いが建設現場と街の接点であることを

活かして、積極的に地域環境のアメニティの向上

をはかっているところが増えてきたのである 。大

阪市都市環境アメニティ 表彰は 、こうした民間の

活動を誘導 ・推進するために創設されたものであ

る。

2  . 大 阪 市 都 市環 境 ア メ ニ テ ィ 表彰

平成 2 年度に創設された 「大阪市都市環境アメ

ニティ表彰」は、「建築物にやh属するモニ ュ メント

表彰」 と 「工事用仮設塀に品川、れた絵画等表彰」

の 2 つの表彰制度からな っている 。 その目的とす

るところは、係々な工夫を t疑らした仮闘い ( 工事

用仮設塀) および建築敷地に設置されたパブ 1) Ｎｾ＠

クアートを演出するモニ ュメントのうち、者11市1tt

観および都市環境の l向上に貢献すると認められる

作品を表彰すること によ って、アメニティを高め

魅力ある街づくりに寄与する民間の活1 f . i } J を積極的

に評価し、さらに誘導・折j，逃することにある 。

いづれの表彰とも、対象となる のは大阪市内に

あって企画 ・デザイン ・管王型に優れており 、市民

が容易に鑑賞できるものである 。 とりわけ仮固い

は、工事期間 中だけにしか設置されないものだけ

に、表彰当日に現存するも のであることが必要で

ある 。

評価のポイントは、作r%がいかに 「環境にやさ

しい街づくり」に貢献しているか。つまり、都市

の空間をどれほど fJ;1境にやさしいもの」にして

いるか、という点にある 。作品そのもののアート

性は評価のひとつではあるが、さほどウエイトは

かけられていない。

3  . 事例

平成 2 年度の「第 l 回大阪市有11市環岐アメニテ

ィ表彰( 工事用仮設切に怖かれた絵画等表彰 )j の

受 11: 作品 は次のとおりである 。

. 堺筋本町センタービル (光パネル)

この仮囲いが設置されているあた りは、都

心に もかかわらず以外 と陥くなる 。仮匪lいの

上の装置は 、時 くなると JU絵を浮かびあがら

せると同時に、歩道を ＡＡｴｾ らす街士Ａの役目もよ ｒ

たしている のである 。; i M全を浮かびあがらせ

ているノ マネルのテー7 はまt iYlfl(J に交換されて

- 尼信梅田ビル( シャ ッターペインティング)

大阪キタ の盛り場という場所柄、仮固いは

塀を立てたものではなくシャ ッターにな って

おり、建設現場を清潔に保つことに成功して

いる 。鮮やかな色調と斬新て"flll 象的な形態て

壁面を十分に使 ったデザインは迫力もあり 、

この付近のまちの賑やかな 寡凶気にも 7 ッチ

している 。

( 大淀 DA T S 街かどキャンパスシリーズ)

作品は、道路に聞した 3 I( i i の仮図いに施さ

れた数位の試みからなる 。( 以下、カ ッコ内は

fl，iJ作者である )

100 メートルにおよぶライブペインテイング

c森喜久雄 ) 、 3 誕のコミュニケーションウオ

ール… ヒデオアートのぞき穴( 今井祝雄) 、詩

( 滝本明 ) 、グラフィ y クデザイン ( 西村健三)

、そ して 地元大淀の子供達の絵をもとにし

た学生の絵。7 ルチメディアを使 った仕掛け

の卓 f}_zさ、 地域の子供達の参加! など、ヲ雪i生な

企画か一評価された 。

この現場での試みは、イベン卜として企画

され、仮聞いの特性を十分に活かしている 。

工事塀絵画という枠をはるかに超え 、現代

のアート ・シーンにも刺激を与えるものであ

ろう 。

いる 。花n革、動物シリーズ、大阪名所等のテ

ー< " { ま市民にと って親しみのもてるものであ

る。

この試みは 、ウ オールベインテイング以 外

にも、仮囲いのアメニティ向上の可能性を聞

いてくれるものとして非常に矧待される 。

4  . お わ り に

建設現場と街とを隔てている仮匪lいもその活用

によっては 、建設現場を身近に感じてもらうため

の手段になりうるだろう 。最近は、|坊音性を高め

たパネルやカラフルなデザインを施したノ マネルな

ど新製品が登場しており 、仮囲いの美装化につい

て様々な方法が試みられるようにな ってきている 。

大阪市もまたこ のような時流にそくして新しい

動きに対応し、この表彰制度によ って工事関係者

の問で意識されてきた建設現場環境改善を誘導 ・

推進することによ って、都市環境のアメニティ向

上をはかっていきたい 。
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「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和46年~平成 3 年

「建築 と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ーマを選んでい掲載してきた。売価は 980円 ( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。
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インテリア 使 用 し た

社 会 田 都 市 の 景 観
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特 集

建築をめぐる

トラブルとその解決

今日の建築界は 、建築技術の開発や発展、土地利用の合理化等により、高層化、大

± 脳刻ヒが進む一方で 、建築物に対する社会の視点も変化を遂げ、良好な市街地景観

の形成や公共性への配慮が強〈求められております。ひとつの建築物が私有性と同

時に 、街区を形成する公共物の性格を有するょっになってきているといえましょう。

このような状況を背景として 、行政の側にも、良質な建築物を積極的に誘導するた

め、都市計画法および建築基準法の改正または制度の創設等関係法令の整備を計 り

ながら、これらの制度を有効に活用した市街地整備や計画的な都市づくりなど一層

の都市対策を推進することが新たな課題として要請されています。

ーす、遺操をめぐるトラブノレも多〈、その原因や関係者も多岐にわた っています。

第一は 、建築主と行政との聞で争われるもので、市町村の開発指導要綱等に基づく

行政指導と建築確認の取り扱いに関するケース、およひ計画建築物の高さや用途等

について近隣住民も含め争われるケースです。

第二は、発注者と受注者の間て、建築工事詩負契約内容と工事施工等に関して争われ

るケースです。

本特集では、建築をめぐる行政とのトラブルと請負契約等民事法的トラブルについ

て、その事例に基づき関係法令の適用による法的解決判例を紹介し、これらのトラ

ブルを未然に防止し 、また最良の解決方法の参考になる ことを期待するものです。

( 法令分科会幹事 {左 藤 勝)

本特集編集幹事

佐雌勝/ 1;.¥田裕至/ 高橋博之/ 寺旺i恭倍/ 松井a! v桁i継!Il!-彦/ 岩悶純一 / 母国攻/ 同比成定、



建築をめぐる行政とのトラブルとその解決

広 岡 隆

考 察 の 対 象

本稿において J 考察するのは、建築紛争の解決の行政法的側蘭

である 。すなわち、本稿では、例えば、違法な建築確認につい

て近隣居住者がその取消しを求める審査請求や取消訴訟、建築

計画をめぐって建築主と 近隣居住者と の紛争がある ときに、そ

れを解決するための行政指導、そのような行政指導を背景とし

た般認留保、確認留保といっ不作為を不満とする建築主からの

審査請求や不作為の違法確認の訴え 、確認留保により損害を受

けた建築主からの国家賠償法に基づく. J J 1害賠償請求、違法建築

物に対する給水拒否、その是正のための行政指導、是正命令や

それに従わない者に対する代執行など、建築をめぐる行政との

トラブルとその解決を考察の対象とする 。

建築確認

紛争

2  

審査請求

取消訴訟

紛争解決の法治国家的メカニズム

わが国は「行政指導の王国」であり、行政指導という日本独

自の手段が多くの問題を解決している 。 しかし、行政指導は、

相手方の任意の服従によ って行政目的を達しようとするもので

あり、法的拘束力はなく、行政法学からみれば、単なる事実行

為である 。
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紛争解決の法治国家的メカ ニ ズムは、行政訴訟やそれに先立

つ審査請求である 。

建築基準法上の「処分」や「不作為」についての審査請求や

行政訴訟について 、少し説明してお く。

「処分」とは 、国民の法的地位を変動させる行政庁の決定で 、

建築主事による建築確認、その拒否 ( 不適合通知 ) 、特定行政庁

による違法建築物の是正命令、それを実現するための代執行の

戒告などがその例である 。「不作為」とは、法令に基づく申請に

対し 、行政庁が相当の期間内に何らかの処分や裁決をすべきで

ある にもかかわらず、これをしないことであ っ て ( 行審 2 条 2

項、行訴 3 条 5 項参照 ) 、例え ば、法定の応答期限( 建基 6 条 3

1貰) を過ぎた建築確認留保がそれである 。

建築基準法( またはそれに 基づく 命令 ・条例 ) の規定による

特定行政庁、建築主事または建築監視員の処分またはこれにか

かる不作為についての審査請求については 、行政不服審査法が

適用されるが、若干の点てワ行政不服審査法に対する特目 IJ が設

けられている 。すなわち、このような審査請求は、当該市町村

または都道府県の建築審査会に対してするものとされている( 建

基94条l 項)。 建築審査会は、建築主事を置く市町村 ( 建築主事

を置く特別区を 含む ) および都道府県に置かれるが ( 建基78条

l 項) 、建築基準法97条の 2 第 l 項によって建築主事を置く 市町

村には建築審査会は置かれないので、その市町村の限定特定行

政庁、建築主事などの処分 ・不作為について の審公請求は、都

道府県の建築審査会に 対してなされる ( 建基97条の 2 第 5 項)。

建築審査会は 、審査請求を受理した 日から 1 月以内に裁決 をし

なければならない ( 建基94条 2 項)。 また、建築審査会は、裁決

を行う場合は、あらかじめ審査請求人、特定行政庁、建築主事 、

建築監視員その他の関係人またはこれらの者の代理人の出頭を

求めて、公開による口頭審査を行わなければならない ( 同条 3

項 )。 一般の審査請求においては、審査請求人等の申し立てが

あった場合にのみ 、口 頭で意見を述べる機会を与え、申し立て

がなければ書面審理だけで裁決を下せば足りる( 行審25条 l 項)



めと異なるところである 。

審資請求につ いて の建築審任会の裁決に不服がある場合は 、

建設大臣に対して再審査請求をすることもできるし( 建基95条) 、

裁判所に処分の取消しの訴えを提起することもできるが、処分

の取消しの訴えは 、当 該処分についての審査請求に対する建築

審査会の裁決を経た後でなければ提起することができないとい

う、いわゆ る審査請求前置主義がとられている( 建基96条)。

特定行政庁、建築主事などの不作為については 、建築審査会

に対して審査請求をすることもできるし、また、裁判所に対し

て不作為の違法確認の訴えを提起することもできる 。

以上述べたことを前提として、審査請求や行政訴訟の対象と

なる建築行政上の主な処分ないし不作為 、あるいは、行政法学

的見地から検討すべき建築紛争解決の局面について考察しよう 。

3  

建 築 確 認

建築法準法 6 条 l 項は、建築するについて、「その計画が当該

建築物の敷地、構造及び建築設備に関する法律並びに これに 基

づく命令及び条例の規定に適合するものである ことについて、

係認の申請書を提出して建築主ギの時認を受けなければならな

い」と規定している 。建築主事は、資格検定に合格した「建築

行政に関する知識及び経験」を有する専門家で( 建基 5 条) 、建

築確認を行う ことを任務としている 。政令で指定する人口 25万

以上の市は建築主事を置かなければならず( 建基 4 条 1 項) 、そ

の他の市町村も、都道府県と協議し て建築主事を置く ことがで

き( 同条 2 ・3 項 ) 、都道府県は、建築主事を置い た市町村の区

域外における建築確認を行つために、建築主事を置かなければ

ならない ( 同条 5 項)。 なお、特例として、 4 条 1 項の市以外の

市または町村において、建築主事の権限とされている事務のう

ち、政令で定めるもの ( 小規模建築物等、同法施行令 148条 l 項

参照 ) のみをつかさどる建築主事を置くことができる( 建基97

条の 2 第 1 項) 。

建築確認の申請を都道府県の建築主事に対してする場合、確

認申請は市町村経由とな っているのが通例である 。そこで、建

築計画が市町村の環境を害しあるいは付近住民と建築紛争が生

ずるおそれがある場合、市町村のレウ会エルにおいて 、中 止を勧

侍したり確認 申請の取りつぎを拒否したりする こともある 。 ど

うしても 取りついでくれない場合は、直接に都道府県 の建築主

事に申請できると解せられる 。けだし、経由制度は法の規定に

基づくものではなく、事実上採用されているものに過ぎないか

らである 。そして、もし都道府県の建築主事が受理を拒否すれ

ば 、拒否処分に対する審査請求や取消訴訟の救済方法が許され

ると考えられる 。

建築確認は、建築主.l: Jl が申請にかかる建築計画が関係法令に

適合することを公の権威をもって判断する行為であって、建築

確認を受けることによって適法に建築ができるようになる 。

建築確認において、建築計画の適合性が審査されるべき対象

法令とはどのようなものであろうか。建築基準法 ( そのなかに

は、 2 章の規定のように個々の建築物の安全の観点からする制

限に関するいわゆる単体規定もあれば、 3 章の規定のように都

市計画の観点からする制限に関するいわゆる集団規定もある ) 、

同法施行令および同法施行規則がそれに当たることはいうまで

もない 。その他の対象法令については、「建築確認対象法令につ

いて」と題する建設省の昭和61年 3 月28 日の通達があり、この

通達は、「建築確認対象法令の基準」として、 (1) 制度の趣旨及び

目的が建築基準法の趣旨及び目的と異ならないこと 、(2) 具体的

な技術的基準であること、 (3) 裁量性の少ないものであること、

(4) 原則! として、 営業許可、公物管理上の許可等にかかるもので

はない こと、を掲げている 。 この通達では「建築確認対象の範

囲」として、

(1) 消防法 9 条及びこれに基づく市町村の条例、同法 15条及び

これに基づく危険物の規制に関する政令39条並びに同法17条並

びにこれに基づく同法施行令及び市町村の条例

(2) 屋外広告物法 6 条及びこれに基づく 都道府県 の条例

(3) 港湾法40条 l 項及びこれに基づく 地方公共団体の条例

(4) 官公庁施設の建設等に関する法律 7 条

(5) 高圧ガス取締法24条及びこれに基づく一般高圧ガス保安規

則73条

(6) ガス事業法40条の 2 第 2 項及びこれに基づく 同法施行規則

85条

(7) 駐車場法11条及びこれに基づく同法施行令 6 条から 15条ま

で並びに 同法20条及びこれに 基づく 地方公共団体の条例

(8) 水道法16条及びこれに基づく同法施行令 4 条

(9) 下水道法10条及びこれに基づく同法施行令 8 条並びに同法

30条及びこれに基づく同法施行令22条

(10) 電気事業法67条 1 項及びこれに 基づく電気設備に関する技

6 7  



術基準を定める省令

( 1 1 ) 流通業務市街地の盤備に関する法律 5 条

(12) 液化石油カスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律

36条 1 項及びこれに基づく同法施行規則 38条

(13) 郷市計画法29条、 37条 ( 同法附則 5 項において準用する場

合を含む ) 、41条( 同法附則 5 項において準用する場合を含む ) 、

42条 ( 同法附HIJ 5 項において準用する場合を含む ) 、43条、 53条

及び附則 4 項

(14) 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律14条 2 項及

びこれに基づく同法施行令 3 条

(15) 特定空港周辺航空機騒音対策特別惜置法 5 条及びこれに基

づく同法施行令 5 条及び 6 条

ＨＱ日自転車の安全利用の促進及び自転卓Ａ駐 Ｑ ＱＡＺｴＭｾきの重量備に関する

法律 5 条 3 項及びこれに基づく地方公共団体の条例

(17) 浄化槽法13条

を. j 8げている 。

民法の相| 採関係の規定は建築を制約するし、また、営業規制、

公物管理などの法令も直接 ・間接に;建築を制約することがある

が、それらは建築基準法とは別の見地から設けられた規定であ

って、建築確認対象法令ではなし、。 民法234条 1 項への適合性

は建築確認の審査対象でないこと ( 最判昭和55年 7 月15 日判時

982号 111 貞) 、絞燃料再処理施設の放出物質の危険性は建築確認

の審査対象でないこと ( 東京高判昭和48年 9 月14 日判時718号

47頁) は、半IJ 例も認めるところである 。

都市計画法29条の開発許可の要有に関する建築主事の審査権

については、 A考え方が分かれる 。開発許可権者が開発許可を要

すると判断し、開発許可をした ( そしてその旨の証明書が建築

時認申請書に添付された) 場合、もしくは不許可処分をした場

合には、建築主事は、それらの処分の存在を前提として建築確

認に関する判断をするほかはなく、それらの処分の当否につい

て ｾＱｴ 自の判断を加えることはできないであろう 。 問題となるの

は、開発許可権者が開発許可を要しないと 判断し、開発許可権

者のその旨の証明書が建築確認申請書に添付され 、 もしくは、

その添付はないが、建築確認申請書の「その他必要な事項」欄

に「開発行為に該当せず一一開発審査課」と記載されているよ

うな場合に、建築主事が開発許可の要育について開発許可権者

の判断に拘束されない実質的審査権を有するかである 。

11f 定説の判決( 大分地判昭和59年 9 月12 日判H寺1149号 102頁、

京都地半IJ 昭和62年 3 月23 日判時 1232号77頁) と否定説の判決( 仙

68 

台地判昭和59年 3 月15 日行集35巻 3 号247頁) があるが、 後者が

正しいと考えられる 。判決がいつよ 7 に、開発行為の許可 ・不

許可の権限が都道府県知事( ないし市長等) にある こ とからみ

れば、その前提となる当該建築計画が許可を要するものである

かどうかの判断権も同じくその許可権者に属するものと解すべ

きであり 、 また、開発許可権者によって当該建築計画が許可を

要しないと判断されているのに、建築主事が確認申請の審査に

おいて独向にこの点の検討をし 、当該工事が開発行為に当たり

開発許可を要するとして、開発許可を得てこない限 り建築確認

をしないことができるとすれば、開発許可権者の開発許可不要

の判断にかかわらず、開発許可を受けなければ建築ができない

ことになり、これは極めて不合理であると考えられる 。

建築基準法施行規則 1 条 7 項は、申請にかかる建築物が都市

計画法 4 条 2 項の都市計画区域内等にある場合においては、一

定の場合を |徐き、計画が同法29条等の規定に適合してい るこ と

を証する書面を確認申請書に添付すべきことを規定している 。

前記の建設省の通達は、建築確認対象法令のなかに、都市計画

法29条を入れているが、注② において、「建築主事は 、施行規則

第 1 条第 7 項に規定する書面が添付されているかどうか、又は 、

当該書面の添付が不要とされている場合にあっては 、都市計画

法等担当部局の判断が真に存在するかどうかを審査するにとど

まり、当該書面等に示された都市計画法担当部局の判断の適法、

不適法まで審査するものではない」と述べ、注③ において、「な

お、昨今、施行規則l第 l 条第 3 号に規定する特定行政庁の規則

を制定しないまま、同項に規定する書面を不要とする取扱いを

行い、法的紛争等を招いている例も見受けられるが 、同項に規

定する書簡を不要とする取扱いを行う場合には 、確認申請書に

は施行規則第 1 条第 7 項に規定する書面は添えることを要しな

い旨の特定行政庁の規則を制定することとされたい」と述べて

いる 。

建築百一|画が建築確認対象法令に適合するにもかかわらず、拒

否処分( 不適合通知 ) がなされたときは 、建築主は、それを審

査請求 ・取消訴訟によって争うことができるし、また 、建築計

画が建築確認対象法令に適合しないにもかかわらず 、建築確認

がなされたときは、それによって不利益を受ける近隣居住者は、

それを審査請求 ・取消訴訟によって争う ことができる 。後者の

場合には 、そ の近隣居住者が違法な建築確認め取消しを 求める

についてどのような 利得をもつかという審査請求 人適格 ・原告

適格の問題があるが、これについては後で考察する。



4  

建築確認申請の受付拒否・

確 認 留 保

建築は、人の生活や営業活動の基礎となるものであるから、

建築確認対象法令に適合している建築計画については、速やか

に建築確認をしなければならない。建築基準法が、建築主事が

確認申請を受理したときには、一定期間内 ( 21 日以内、あるい

は 7 日以内。 6 条 3 項参照 ) に、適合または不適合の応答をし

なければならない旨を定めているのは、そのためである 。 しか

し、実際の行政は、必ずしも法律の定める通りには進行しない 。

それは、建築には環境問題が絡むからである 。個室付浴場、ホ

テル、パチンコ庖 、マンシ ョンをはじめとして、周囲の環境に

惑影響を与えるおそれのある建築物の計画については、それが

建築確認対象法令に適合している場合でも、近隣住民が反対し

て、建築紛争を生じることが少なくない 。そのような場合に、

建築主事や建築課 ・建築指導課の職員が、建築主に対して当該

建築計画を思いとどまるかまたは変更するように、あるいは付

近住民と話し合って紛争について円満な解決を図るよう行政指

導をして、確認を留保したり、あるいは 、と くに環境に著しい

悪影響を与えると考えられ る建築計画については、確認申請の

受け付けを拒否す ることがある 。 このよ うな場合における国家

賠償請求や不作為の違法確認の訴えについて裁判所がど のよう

に判示しているかを、具体的な事件について考察しよう 。

4- 1 個室付 浴 場業 阻止を目的とした児童遊園の

設置認可と建築確認申請の受付拒否

(新潟地判昭和58年 12月26日判時 1129号 110頁)

X らは個室付浴場業を営むことを計画し、当時、新潟県風俗

営業等取締法施行条例による個室付浴場業の禁止地域外にあ っ

た新潟市内の土地を購入し、新潟市建築主事に対し建築確認申

個室付浴場の確認申請
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請を行 ったが、数回にわたり、付近住民の反対や開業予定地の

200メートル以内に児童遊園があることを理由として受理されず、

ょうやく受理きれ確認通知がなされた際には、新潟市長と新潟

県知事が、 X らの開業を阻止する目的 で、付近の公聞を児童福

祉法 7 条にいう児童福祉施設である児童遊園として設置および

その認可をしたうえ、県議会は県風営条例改正案を可決して、

県全般にわたる個室付浴場の新規営業を祭止する措置を行って

いたため、結局個室付浴場業計画を中止せざるを得なくなった

旨主張し 、県および市に対し 、国賠法による損害賠償を求めた 。

判決要旨はつぎの通りである 。〈市長は 3 月15 日、地元住民が

県風営条例の改正が遅れたため、 他の手段により原告らの個室

付浴場の開業を阻止しようと、本件公園を児童遊園にするよう

に申し入れたところ、すでに検討している旨明らかにしたこと、

県知事においてもその時点までに個室付浴場の新規開業を規制

する姿勢を明らかにしていたこと、市長が 3 月29 日に児童遊園

の認可を申請したところ 、県知事は 4 月 6 日に同月 l 日に遡 っ

て認可したこと、児童遊園設置に必要な市の条例の制定を怠 っ

ておりながら、児童遊固め設置、存在が原告らの建築確認申請

書の受付拒否の理由に使われたこと 、および、本件公園に児童

遊園を設置する必要が他に 認められないことからすれば、右児

童遊園の設置 ( 申請、認可および条例制定) は、原告らの個室

付浴場開業を阻止するためにのみなされたもので、原告らに対

する関係において、行政権の著しい濫用によるものとして違法

と解すべきである 。〉

裁判所はこのように判示して、請求を 一部認容した。 これは、

行政権の行使における他事考慮 ( 行政処分をするに当たり、そ

の根拠法令の目的以外のことを考慮すること ) の 違 法|全を認め

た判決である 。

4 - 2 紛争解決のための行政指導を背景とする

建 築 確 認の留 保の許 容 性 とその限界

( 最半IJ 昭和60年 7 月16日民集39巻 5 号989頁)

X は、マ ンションを建築するために 、東京都建築主事に対し

確認申請をしたが、日照阻害等をおそれる付近住民が建築確認

に反対する旨の陳情をしたので、建築主事は、建築計画が関係

諸法令に適合しているとの審査は終えたものの 、X と付近住民

との紛争防止のため、話し合いによる円満解決を指導し、その

結果、申請時から約 5 ヵ月後に話し合いがまとまり 、その段階

で建築確認がなされた 。確認留保の背景には、近〈実施される
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l 審 請 求 棄 却

マンシヨンの確 認 申請

行政指導 ・確 認留保

j員害賠償請求

べ ¥陳 情

2 審審査請求以後の) r  .. 

確認留保は違法 |付近住民 .

最 高 裁 同 よ l  _j・

ことが予定されていた新高度地区案が発表されたことに伴い、

駆け込み申請が多〈、ひいて 付近住民との紛争も多発していた

ので、新高度地区築に沿 った事前指導をなす必要上、そのよう

な措置がとられたという事情があ った。 X は、建築主事の不作

為について建築審査会に審査請求をしたが、建築主事は審査請

求を棄却する裁決を求め、上記のような事情にかんがみ違法な

不作為はないという弁明書を提出した 。 そして、審査請求の提

起後も、付近住民との話し合い継続の行政指導が行われ、約 1

ヵ月経って上記の話し合いがまとまり、建築雌認がなされた 。

X は、計ー画の関係法令適合性の審査終了後直ちに確認処分をす

べきであ ったのに、建築主事が行政的配慮からこれを遅滞させ

たのは違法であるとして、請負代金増加額等のtn害賠償を訴求

した 。

第 l 審判決 ( 東京地判昭和53年 7 月31 日半IJII寺928号79頁) は、

確認留保は違法でないとして、 X の請求を莱到l した 。 第 2 審判

決( 東京高判昭和54年 12月24 日判時955号73頁) は、建築主が行

政指導に任意に協力 ・服従している |浪り、関係法令適合の審査

終了後の雌認留保も、違法で、はない。 しかし、建築主が審査請

求をして行政指導に服さないとの意思を明らかにした以上は、

それ以降の確認留保は違法であるとし、本件において、建築主

は審査請求後も住民との交渉を続け、金銭補償をなすことによ

り紛争を解決したが、それは、そうしなければ建築確認が得ら

れず、新高度地区案実施前に建築に着工できなかったからであ

り、行政指導に任意に協力 ・服従したものではないと判示し 、

審交請求以後の昨認留保を違法として、東京都の. j ft 害賠償責任

を認めた 。

上告審における最高裁の判決要旨はつぎの通りである 。〈 建

築主事は、処分要件を具備するに至 った場合、速やかに確認を

行う義務があるが、それは例外を許さない義務ではない。建築

主が確認留保に任意に同意している場合のほか、諸般の事情ーか

ら応答を留保することが法の趣旨目的に照らし社会通念上合理

的と認められるときは、その問時認留保をしても違法ではない。
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地方自治法 2 条 3 項 1 ・7 号、建築法準法 l 条の規定の題旨目

的に !!(l，らせは¥地方公共団体において、確認申請にかかる建築

物が計画どおりに建築されると付近住民に少なからぬ日照阻害、

風害等の被害を及ぼし、良好な居住環境あるいは市街環境を損

なうものと考えて、当該地域の生活環境の維持、向上を図るた

めに、建築主に対し、建築計画につき譲歩・協力を求める行政

指導を行い 、建築主が任意にこれに応じていると認められる場

合は、社会通念上合理的と認められる期間確認を留保しても、

直ちに違法とはいえない。 しかし、建築主において確認を留保

されたままでの行政指導には応じられないとの意思を明舶に表

明している場合は、かかる明示の意思に反してその受忍を強い

ることはできず、行政指導に不協力の意思を表明している場合

は、建築主が受ける不利益と行政指導の目的とする公益上の必

要性とを比較衡量して、行政指導に対する不協力が社会通念上

正義に反するといえる特段の事情が存在しない| 浪り 、行政指導

を理由として時認を留保することは違法である 。本件の事実関

係からみて、審を請求提起以降の舵認留保は違法であり、これ

について建築主事には少なくとも過失の責がある 。〉

建築基準法 6 条 4 項には、申請苫ーの記載によ っては計画が関

係法令に適合するかどうかを決定できない正当な理由があると

きは、建築主事は応答期間内に中断通知をすべき旨の規定があ

るが、行政指導を背景として雌認留保をなし得るという明文の

規定はない 。しかし、東京地宇IJ 昭和52年 9 月21日宇IJ時886号 15 貞

をH首公として、いくつかの下級審判決は行政指導を背去をとする

俗認留保の許容性を認めてきた 。本件最高裁判決もこれを認め

たが、その限界について判示し、建築主が行政指導に不協力の

意思を表明している場合には、その不協力が社会通念上正義に

反するといえる特段の事情がない| 浪り、行政指導を理由とする

俗認留保は違法であるとした 。

4- - 3 建築主 事の不作為の違法確認の訴え

(京都地判昭和 59年 l 月19日半IJ 時 1116号 56頁)

モーテル類似施設を新築しようとした ｘ が、建築主・ ｊＧｾ に対し



建築確認申請をしたところ、地元町長による行政指導が進行中

であることを理由に、確認留保がなされたため 、X が建築主事

の不作為の違法確認を求めた事件である 。当時、モーテル矧似

施設の建設を規制する国の法令はなか った( 現在では、従来の

風営法が「風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律」

と改称され、モーテル類似施設は風俗関連営業として規制され

ている) 。

京都府夜久野町は、昭和57年 10月28 日、夜久野町モーテル類

似施設建築等の規制に関する条例 を制定したが 、その附則 2 項

は「この条例公布の日までに法の規定に基づく建築確認申請を

受理されたものについては、この条例の適用はないが、建築主

事は、この条例の目的を尊重し、町長の行政指導を受けるもの

とする」という趣旨の規定を設けた 。町長は、昭和57年 4 月27

日、 X から確認申請が提出されることを察知して、建築主事に

対し、建築雌認を留保するよう申し出た 。建築主事は、 同年 6

月24 日、申請書を持参した X に対し、地元の同意書の添付がな

いことおよび夜久野町 と協議していないことを指摘して、地元

および同町と協議するよう行政指導をした 。 X はこのとき申請

書を持ち帰ったが、確認申請は同年 9 月 2 日建築主事によ って

受理された 。 X は、同年 10月26 日付内容証明郵便で、建築主主将

に対し、早急に確認申請の許否を決めるよう催告した。これに

対し、建築主事は 、同年11 月10 日、夜久野町の行政指導が進行

中であるから、同町の指導、意見を注視して確認留保をするじ

め回答をした 。

X は、同年12月 1 日、京都府建築審査会に対し、不作為に対

する審脊請求をし、直ちに適合通知をするよう裁決を求めた 。

しかし、建築審査会は、昭和58年 2 月10 日、この審査請求に対

して棄却裁決をした 。その理由は、町条例に基づく行政指導の

継続が不可能となったと断定できないから、確認留保には違法

や不当がないということにある 。

X は、建築主事の不作為の違法確認の訴えを提起した 。裁判

所は 、建築主事の不作為の違法を確認したが、判決要旨はつぎ

の通りである 。く X が新築しようとするホテルは、 いわゆるモ

ーテル類似施設であるが、その建設を規制する法令はない。 し

たが って 、モーテル類似施設を建築することを計画して提出さ

れた建築確認申請を受理した建築主事は、関係法令の要件を具

備しているかどうかを審査し 、法令違反がない限り、確認をす

ることが義務づけられており、モーテル類似施設であることか

ら、その建設が教育上、風紀上好ましくないことを配慮して雌

認を遅延する権限はない。行政指導は、あくまで相手方の任意

の履行にまつことを本質として おり、相手方が行政指導に応じ

る意思のないことを明確にして本来の処分を求めているときは、

行政指導の名のもとに本来の行政処分を情保することは、違法

な不作為である 。相手方が任意の履行を拒絶している| 浪り、行

政指導には終止符を打ち、本来の行政権限の行使の検討に移り、

法令に従った行政処分を明確に打ち出すべきであ って、モーテ

ル類似施設の建設による付近住民への ［［ｦ ｾ 響を 考慮して、確認申

請を遊延することは許きれない。〉

4  - 2 の東京のマンションの判例は、確認留保に関する損害

賠償請求訴訟の判決であり 4 - 3 の京都府のモーテル類似施

設の判例は、確認留保についての不作為の違法確認の訴えの判

決である 。 そして、 4 - 2 においては 、建築主が行政指導に対

する不協力の意思を明示しているときは ( 主観的要素 ) 、その不

協力が社会通念上正義に反する特段の事情が存在しない限り (客

観的要素 ) 、そこに確認留保の許容性の限界があるとする く折衷

説〉がとられているが、 4 - 3 においては、建築主が行政指導

に服きない意思を明確に表示しこの意思を変えない場合は 、 も

はや行政指導の名のもとに、本来の行政処分を遷延できないと

いう く主観説〉がとられている 。

そもそも、損害賠償訴訟における違法性と抗告訴訟における

違法性とは、つねに同じであろうか。行政法規に反するという

意味での違法性が直ちに国や公共団体の不法行為責任を惹起す

るほどの違法性とは評価しがたい場合もあるであろう 。 したが

って、仮に確認留保による損害の賠償を求める訴訟において、

建築主の行政指導に対する服従の意思の有無という主観的要素

のほかに 、計画 されている建築物による環境悪化、周辺住民と

の紛争による社会秩序の混乱などの客観的要素をも考慮して、

確認留保の適法 ・違法を判断することが正しいとしても、同じ

判断基準を確認留保についての不作為の違法確認の訴えにおけ

る適法 ・違法の判断基準となしうるか否かは疑問であろう 。不

作為の違法雄認の訴えの提起は、もはや行政指導には従わず本

来の処分権の発動を求める意思表示とみるべきであって、この

訴えにおいて、客観的要素の考慮を加味して確認留保の適法 ・

違法を判断することが許されるであろっか。許 されるとしても、

客観的要素の考慮の加味は極めて控え目にすべきであって、過

度にこれを加味して請求を棄却することは 、この訴えに期待さ

れる本来の救済機能を不当に抑制し、 〈法治主義のたそがれ〉を

もたらすことになると思われる 。
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5  

建 築 許 可

建築基準法48条 1 - 8 項は、都市計画法上の 8 つの用途地域

( 第 l 種住居専用 地域 ・第 2 極住居専用地域 ・住居地域 ・近隣

商業地域 ・商業地域 ・準工業地域 ・工業地域 ・工業専用地域)

で、それぞれの用途地域に応じて建築制限を定めており ( 別表

第二(吋一(ち，)) 、各項ただし書きにおいて、建築制限を解除するた

めの例 外的 な建築許可を定めている 。例えば第 l 種住居専用地

域についていえば、 同条 I 項は、「第 1 極住居専用地域内にお

いては 、別表第二( い) 項に掲げる建築物以外の建築物は、建築

してはならない。 ただし、特定行政庁が低層住宅に係る良好な

住居の環境を害するおそれがないと認め、又は公益上やむを得

ないと認めて許可した場合においては、この| 浪りでない」と規

定する 。また、道路内建築は 一般に禁止されているが、 「公共用

歩廊その他政令で定める建築物で特定行政庁が安全上、防火上

及び衛生上他の建築物の利便 を妨げ、その他周囲の環境を害す

るおそれがないと ZEめて許可したもの」はその限りでないとさ

れる ( 建基44条 1 項 4 号 )。 特定行政庁が、 44条 l 項 4 号の許可

をする場合においては、 「あらかじめ、建築若手伝会の同意を得な

ければならない」 し、また、 48条 1 - 8 項ただし 書きの許可を

する場合においては、 「あらかじめ、その許可に利害関係を有す

る者の出頭を求めて公開による聴聞を行ない、かつ、建築審売

会の同意を得なければならない J ( 建基48条 9 項)。 この場合に

おける建築審査会は、参与機関としての地位を有し、建築審査

会の同意を得ない特定行政庁の許可は 、法上有効でない。建築

許可に 対しては、建築確認に対すると 同様に審有請求 ・取消訴

訟が可能で‘ ある 。

建築許可が必要な場合は、建築許可を得たうえ、建築主事の

建築確認を得なければならない 。

も

検 査 済 証 の 交 付

建築の工事が完了した場合は、その日から 4 日以内に到達す

るように、その旨を建築主事に文書で届け出なければならない
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( 建基 7 条 1 項)。 この届出を受けた場合には 、建築主事 または

その委任を受けた吏員は 、その届出を受けた日から 7 日以内に、

その建築物およびその敷地が関係法令に適合しいるかどうかを

検査しなければならず ( 同条 2 項) 、適合していることを認めた

ときは 、建築主に対して、検査済証を交付しなければならない

( 同条 3 項)。 建築物が 、① ホテル、旅館、百貨庖 、マーケ ッ ト

などの特殊な用途に供されるもので、その用途に供する部分の

延べ面積が100平方メートルをこえるもの ( 建基 6 条 1 項 l 号の

建築物) 、②木造で階数が 3 以上のもの 、または延べ面積が500

平方メートルを こえ、高さが13 メートルもしくは軒の高きが 9

メートルをこえるもの ( 同条同項 2 号の建築物) 、③ 木造以外の

もので階数が 2 以上のものまたは延べ而積が200平方メートルを

こえるもの ( 同条同項 3 号の建築物) の いずれかであれば、特

定行政庁が、安全上、防火上ま たは避難上支障がないと認めて

仮使用の承認をした場合、または 完了届をした日から 7 日を経

過した場合を除いて、検査済証の交付を受けた後でなければ、

その建築物を使用したり使用 させたりすることはできない ( 建

基 7 条の 3 第 1 項) 。

検査済証の交付は、このような法効果を生ずるので、行政争

訟の対象となる 「処分」 ということができる 。検査済証の交付

を違法とする近隣居住者が検査済証の交付の取消しを求めて審

査請求 ・取消訴訟を行うことは少なくない。

7  

違反建築物に対する給水拒否・

電力供給承諾の保留

7- 1 違反建築物に対する給水拒否の可否

(大阪高半IJ 昭和53年 9 月26白半IJ 時915号33頁)

建築基準法違反の建築物に対する給水拒否の可否について検

討す るために 、その素材としてこの判決を挙げることが適切で・

あろう 。

豊中市内に賃貸用の共同住宅を所有していた X は、昭和48年

5 月頃その増築工事 をしたが、右増築部分は建築基準法上の建

ぺ い率に適合しないなどの違反建築物であ ったので、建築確認

が受けられなかったまま、 岡市水道局に対し、給水装置新設工

事の 申し込みをした 。同局給水課長 A は、その申し込みの受理

を事実上拒絶 し、建築基準法違反の点を是正し、建築確認を受
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けたうえ申し込みをするよう勧告した 。岡市は、昭和41年にそ

の区域内の建築基準法所定の建築確認を受けていない多数の建

築物の違反是正を目的として、豊中市水道事業給水条例施行規

程 10条に 2 項を追加し、「前項に規定するもののほか、管理者が

必要と認めるときは、工事申込者に対して、当該工事の申込に

かかる建築物の確認通知書の提示を求めることがある 」 と規定

し、「違反建築に対する給水制限実施要綱」を定めて、行政指導

をしていた 。

X は、前記給水装置新設工事の申し込みが拒絶されたので、

条例違反と知りつつ既存の給水装置から増築部分へ私設水道装

置を作って水を引き、増築部分を 他 人に賃貸した 。 その後約 l

年半た ってA の後任者 B の指示によりあらためて給水装置新設

工事の申し込みをし、これが受理され工事が完成した 。

X は、市の職員 A が X の給水装置工事申込の受理を拒絶し、

l 年半以上の間給水を停止したのは 、水道法15条 l 項に違反し

てX の給水を受ける権利を侵害したものであると主張し、市に

対し、正規の水道装置がないことによる敷地の減価、増築部分

賃料 ・敷金の減少、慰謝料の損害賠償を諮求した 。

第 l 審判決 ( 大阪地判昭和52年 7 月15 日) は、給水課長 A が

前記実施要綱に基づき市の他の建築指導員と相談のうえ X の給

水装置工事申込を拒絶したことは、水道法15条 l 項に反する違

法な措置であり 、A らは故意に違法行為をしたものであるが、

損害の立証がないとして、 X の請求を棄却した 。

第 2 審の大阪高裁判決の判決要旨は、つぎのとおりである 。

〈市が前記実施要綱を定めて行政指導をすることとしたことは、

その目的、趣旨に照らし違法で、はない。要はその運用の適否に

ある 。 X の給水装置新設工事の申込みは水道法15条所定の「給

水契約の申込」に該当するものであ って、市は 「正当の理由」

がない限りその申込みを拒否することは許されない 。 r正当の

理由」とは、水道事業者がその事業経営上給水区域内からの需

用者に対し給水しないことをやむをえないとされる理由、例え

は申込みにかかる場所には事業計画上配水管が未設置であると

か、特殊な地形のため給水が技術的に著しく困難であるなどの

場合をいうと解すべきであり、本件では、やむをえない事由が

あるとは認められず、 A の措置は水道法15条に違反するとみら

れないではない。給水契約申込みに対する事実上の拒否が不法

行為法上違法であるか否かについて検討するに 、本件建物につ

いての建築基準法に定める建ぺい率違反は決して軽微なものと

して看過できず、 X はその違反の是正が可能であるにもかかわ

らず是正の意思が全くなか ったこと、賃借入は入居時本件建物

に設置されていた給水装置は市の許可を得ていないものである

ことを承知していたが、入居後水の供給を受けており、生命、

健康に影響があ ったとは認められないこと、行政指導の方針で

ある前記実施要綱の趣旨、目的、その他の事情を総合制酌する

と、 A の措置は行政指導の限界をこえたものということはでき

ない 。水道法15条に違反するからとい って、直ちに不法行為法

上の違法ということはできない 。〉

最高裁判決 ( 昭和56年 7 月16 日民集35巻 5 号930頁) は、本件

の事実関係のもとでは、 「市の水道局給水課長が X の本件建物

についての給水装置新設工事申込みの受理を事実上拒絶し、申

込書を返戻した措置は、右申込みの受理を最終的に拒否する旨

の意思表示 をしたものではなく、 X に対し、右建物につき存す

る建築基準法違反の状態を是正して建築確認を受けたうえ申込

みをするよう 一応の勧告をしたものにすぎない」 として 、給水

拒否があ ったとした市の損害賠償責任は、認められない旨を判

示した 。 しかし、給水拒否がなか ったとするこの判旨は納得で

きず 、第 2 審判決の方が参照価値があると思う 。見出しに第 2

審判決を掲げたのはそのためである 。

第 2 審判決は、市の給水拒否は水道法15条に違反するとして

も( 違反するとは断定していない ) 、それが直ちに不法行為法上

の違法とはいえないとして、行政法規の違反と不法行為法上の

違法とを区別している 。

水道法15条の 「正当の理由」 の解釈について、地形の関係上、

水道管を設けることがむずかしいというような水道法固有の意

味における理由とは異なる.、建築恭準法違反の建物であるとい

うような理由は、それに該当しないとする説が、学説上圧倒的

に多数を占めており、建築基準法違反の事件ではないが、いわ

ゆる武蔵野市マンション建設指導要綱事件( 刑事事件) の第 2

審判決( 東京高判昭和60年 8 月30 日判時1166号41頁) も、水道

法15条の「正当の理由」の解釈・判断については 、「水道事業の

固有目的以外の要素を安易に混入させるべきではない ・・ー・ ・建築
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基準法関係の領域では、同法に掲げる目的・… ・達成のためには、

その手段として特定行政庁による違反建築物の工事の施工の停

止、建築物の除却 ・移転 ・改築 ・使用禁止等の命令規定がおか

れており( 9 条。行政代執行法の適用もある) 、これによるべき

ものなのである 。 なるほど 、同法の目的も水道法の目的も、と

もに良好な生活環境の維持改善を指向しているという点では合

致している 。 しかし 、それは究極的にそうだというだけで、そ

の目的達成のためにはそれぞれ固有の手段が法定されていると

ころである」と述べている 。

もっとも、建築と給水との宮、核な事物関連を考えて、人がそ

こに居住して生活を開始していない時点では、違反建築物に対

しても給水を拒否できるという学説もあり、すでに入居してい

る居住者から生活用水を奪うことにならない限り、建築基準法

違反の建築物に対する給水拒絶も許されると解する余地もない

わけではない、ということを傍論として述べている判決もある

( 大阪高判昭和43年 7 月31 日判タ 225号100頁)。

7- 2 違反建築物に対する電気供給承諾の保留

の可否 (東京 地判 昭 和57年 10月 4 日判時1073号98頁)

ビルの賃貸・分譲を業とする X l 会社が建築した建物( 4 階建

全 8 戸の分譲マンション ) は、建築基準法が定める建ぺい率、

容積率、高さ制限等に違反するものであ った。東京都多摩東音1)

，建築指導事務所長は、前記建築着工後、工事の停止を命じ 、電

気事業者の東京電力東村山営業所長に対し、電気の供給申込み

の承諾保留を要請し、 X l 代表者にその旨を通知した 。 しかし 、

前記工事停止命令は無視され建物が完成したため 、事務所長は、

迫反部分を除却すべき旨の是正命令を発したうえ、行政代執行

法により除却の代執行を実施した。これを不服として X l および

X  2  ( X  1から本件建物のうち 7 戸を買い受けたと主張) が、東

京都および東京電力に対する損害賠償請求の訴えをおこした 。

その理由として、事務所長の承諾保留要請の違法および東京電

力の電気供給保留の違法を主張した 。

除却の代執行

i員害賠償詰 求
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裁判所の判決要旨は、つぎの二つに分けることができる 。

①〈事務所長は 、建設省住宅局長から東京都知事宛に発せら

れた「違反建築物に対する電気等の供給保留について」と題す

る通達に従って 、本件建物に対する電気の利用の申込みの承諾

を保留するよう東京電力に要請した 。通達は、重大かつ明白に

違法なものとして無効とされる場合でない限り、東京都知事お

よびその下部機関である事務所長を拘束する 。 この通達が重大

かつ明白に違法で無効で- あることの資料はないから、事務所長

が通達により、東京電力に対し、承諾保留の要請をしたことは

違法ではな い。〉

② 〈電気事業法18条 1 項の「正当な理由」の有無を、同法 1

条の趣旨、目的だけから解釈すべき必然性は必ずしも存しない。

建築基準法が違反建築物の発生およびその存続を規制 、抑制す

ることにより、その第 1 条の目的を達成しようといていること

は明らかであり、違反建築物は、安全、平穏、快適で‘ あるべき

現代の都市生活における秩序と平和を倣壊するおそれがあるも

のとして、都市住民の健康で文化的な生活の営為と両立しがた

い。 また 、現代都市における; 建築物は、電気 、カース等のエネル

ギーの普段の供給をうけてこそその本来の機能を十分に発揮で

きることを考えると、違反建築物に対し、現代の都市生活に不

可欠のエネルギーである電気を、無条件、かつ安定的に供給す

るのは違反建築物の発生、存続を助長するおそれがある 。本件

における諸般の事実関係のもとで、事務所長の要請に基づいて

なされた東京電力のゑ諾保留は、電気事業法18条 1 項の「正当

な理由」のある場合、および東京電力の電気供給規定の「やむ

をえない場合」になされたものと い うことができ、適法なもの

というべきである 。〉

判決要旨①の部分については疑問がある 。通達は行政内部に

おいて拘束力をもつにとどまり、直接に国民を拘束するもので

はないから、東京電力との関係において電力供給保留の要請が

適法で、あることは、その要請が通達に従ったものであることか

ら直ちに導き出されることではなく、その要請の適法性は、そ

れが電気事業法の規定の趣旨に適合するかどうかによって決め

られるべきであると思われる 。②の部分についても疑問があり 、

電気と建築は密接な事物関連を有するとはいえ 、電気事業法と

建築基準法とは体系を異にすることから考えて 、違反建築物で

あることを電力供給を拒む「正当な理由」と考えてよいかどう

かが問題となる 。仮に判決のような解釈をとるとしても、すで

に入居している建築物について、現代生活に不可欠な電気の供



給を拒否することによ って、入居者の健康で文化的な生活を不

可能にすることは許きれないと解すべきであろう 。

8  

違反建築物についての

是正命令・代執行など

日本は、行政指導が4孟威をふるう国であり、違反建築物の是

正も行政指導に従うという形でなされることが多い 。 しかし 、

行政指導は法的拘束力 のない働きかけであるから 、是正命令 ・

代執行などの権力行使も必要で- ある 。

8- 1 違反建築物についての特定行政庁・ 建築 監

視員の命令

建築恭準法 9 条 l 項は、「特定行政庁は、この法律又はこれに

法く命令若しくは条例の規定に違反した建築物又は建築物の敷

地については、当該建築物の建築主、当該建築物に関する工事

の詰負人 ( 諮負工事の下請人を含む。) 若しくは現場管理者又は

、1，該建築物若しくは建築物の敷地の所有者、管理者若しくは占

有者に対して、当該工事の施工の停止を命じ、又は、相当の猶

予期限をつけて、当該建築物の除却、移転、改築、増築、修繕、

模様替、使用禁止、使用制限その他これらの規定に対する違反

を是正するために必要な措置をとることを命ずることができる」

と規定する 。 この規定の文言によって明らかなように、 9 条 1

項命令を出すことができるのは、 〈建築基準法又はこれに基〈

命令若しくは条例の規定〉に違反している場合であ って、その

他の建築碓認対象法令に違反していても 、この命令を出すこと

はできない 。建築確認を受けていない建物が上記の規定に違反

している場合のみならず、建築確認を受けた建物であっても、

その建築確認が誤 っていてその結果上記の規定に違反している

場合は、この命令を出すことができる 。

この命令を出すためには、告知 ( 命じようとする措置とその

事由を記載した通知書の交付) ・聴聞の事前手続きが要求され、

違反の事実認定の正確が求められる( 建基 9 条 2 - 6 項 )。 特定

行政庁は、緊急の必要がある場合は、上記の事前手続きを経な

いで 、仮に使用禁止 ・使用制限を命ずることができ( 同条 7 項) 、

この場合は、受命者の前求により、事後に聴聞を行い、仮の命

令が不当でないと認めたときは上記の l 項命令を出すことがで

き、 不当であると認めたときは命令を取り消さなければならな

い ( 同条 8 、9 項)。 特定行政庁は、建築基準法またはこれに基

づく命令や条例の規定に違反する ことが明 らかな建築、修繕ま

たは模様替えの工事中の建築物については、緊急の必要があ っ

て上記の 9 条 2 - 6 項の手続きによることができない場合に限

り、その手続きによらないで、当該建築物の建築主または工事

請負人( 工事の下請人を含む) もしくは現場管理者に対して、

事の施工の停止を命じ、上記の者が現場にいないときは、工

事従事者に作業の停止を命ずることができる ( 同条 10項 )。

特定行政庁は、市町村または都道府県の吏買うちから建築監

視員を命じ、 9 条 7 項および 10項の特定行政庁の権限を行わせ

ることができる ( 建基 9 条の 2 )。

8- 2 既存不適格建築物についての措置命 令

これには、単体規定に不適格の建築物に対する命令と集団規

定に 不適格の建築物に対す る命令とがある 。建築基準法 2 章の

単体規定の適用を受けない既存不適格建築物についても、特定

行政庁は、それが著しく保安上危険で・あり、または著しく衛生

上有害で・あると認める場合においては 、当該建築物またはその

敷地の所有者、管理者または占有者に対して、相当の循予期限

をつけて、当該建築物の除却、移転、改築、増築、修繕、模様

替、使用禁止、使用制限その他保安上または衛生上必要な措置

をとることを命ずることができる( 建基 10条 1 項)。 また、建築

北準法 3 章の集団規定の適用を受けない既存不適格建築物につ

いても、特定行政庁は、それが著しく公益上支障があると認め

る場合においては、当該建築物の所在地の市町村の議会の同意

を得た場合に限り、当該建築物の所有者、管理者または占有者

に対し 、相当の猶予期限をつけて当該建築物の除却、移転、修

綿、模様替、使用禁止または使用制限を命ずることができ 、こ

の場合に おいて、所在地の市町村は命令に基づく措置に よって

通常生ずべき損害を補償しなければならない ( 建恭 11条 l 項)。

8- 3 違 反建築 物等の公不

特定行政庁は、 9 条 l 項命令または 9 条10項命令を出した場

合( 建築監視買が10項命令を曲した場合を 含む) に おいて、標

識の設置その他の方法により、その旨を公示しなければならな

い( 建基 9 条13項)。 単体規定不適格の既存不適格建築物に対し

て措置命令を出した場合も同様である (建基 10条 2 項による 9

条13項の準用 )。 この標識は、当該建築物またはその敷地内に設
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置することができる ( 建基 9 条14項、および10条 2 項による 9

条14項の準用) 。 これは、第三者が知らずにこれを買い受けたり 、

借り受けたりすることによ って、新たな紛争が生ずることを予

防するためである 。

8- 4 代 執 行

建築基準法 9 条 12項は、「特定行政庁は、第 1 項の規定によ り

必要な措置を命じた場合において、その措置を命ぜられた者が

その措置を履行しないとき、履行しても十分でないとき 、又は

履行しても同項の期限までに完了する見込みがないときは、行

政代執行法の定めるところに従い、みずから義務者のなすべき

行為をし、又は第三者をしてこれをさせることができる」と規

定する 。 この規定は、 10条 l 項に基づく措置命令が出された場

合にも準用される( 建基 10条 2 J1i )。

代執行とは、受命者が代替的作為義務を履行しない場合に、

義務者が行うべきことを行政庁がみずから行い( 行政庁の所属

職員の手で行うか、職員が他の者を使 って行う )、 または、第三

者に行わしめて ( 建設会社のような独立している者と詰負契約

を結ぶ) 、その費用を義務者から徴収する行政上の強制執行の

手段である 。対象となる義務は、代替的作為義務に |浪 られるか

ら、建築物の除却、移転、改築のようなことは代執行の対象と

なり得るが、建物の使用禁止、工' f : ¥- の施工の{ 亭」上のような不作

為義務は代執行の対象とはならない。

そもそも、代執行を行うかどうかは、行政庁の裁量に委ねら

れており ( 東京高判昭和42年 10月26 日高民集20巻 5 号458頁) 、

また、現行の建築法準法 9 条12項の規定が設けられたことの沿

革解釈からすれば、同条 問項の定める要件が満たされたときは 、

行政代執行法 2 条の要件規定の適用はなく ( 東京地判昭和57年

10月 4 日判時1073号98頁) 、ただ、戒告 ・代執行令書による通知

. 代執行の実行・ 1'( 用の徴収の手続きに関する行政代執行法の

規定に従 って代執行が行われる 。 しかし、行政代執行法 2 条の

「他の手段によってその履行を舵保することが困難であり、且

つその不履行を放置することが著しく公益に反すると認められ

るとき 」 という要件規定の適用はなくても 、すでに建築された

建物を強制的に除却 ・改築することは、建物の所有者や使用者

に対して大きい不利誌を与えることであ って 、その不利益に優

る公益上の必要がなければ、できないという比例原則があり、行

政庁は代執行を行うについて慎重でな けれは. ならない 。

代執行の対象となる義務が代替的作為義務であることとの関
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連において、単に建ぺい率に関する制限に違反しただけの建物

についての是正命令が代執行により実現され得るかという問題

がある 。この場合の是正命令は 、「建築面積の敷地面積に 対する

許IJ 合を 適法にする」ことを命ずる抽象的なものにならざるを得

ないであろう。けだし、どのような 技術的方法によ って適法に

するかを相手方の選択にまかせなければならないからである 。

そこで、このような命令に基づく義務が完全な意味において代

替的作為義務といえるかどうかという疑問が生ずる 。 ときには、

不足の敷地を買い足すことが可能な場合も考えられるが、大抵

の場合は、すでに隣家があったりして、それは不可能であろう 。

そうだとすれば、命令に従つためには、結局 、建物のどこかの

部分を除却するよりほかはない 。その場合は、命令によ って生

ずる義務が代替可能性を欠くとはいえないと思われる 。行政庁

は、最も合理的でかつ義務者の利益 を害することが少ないと考

えられる部分を除却するという方法において 、代執行を行い う

ると解せられる 。戒告の段階では、その除却すべき部分を特定

すべきであると考えられる( 広岡 隆 ・行政代執行法〔新版〕

56 ・100 ・101頁)。 実務もそのように行われている 。

工事の施工の停止 、建物の使用禁止 ・使用制限などが命じら

れたときは、そこに生ずる義務は不作為義務であるから、代執

行の対象とはならない 。 その履行雄保については、違反に対す

る罰則 ( 建基98 ・99条) による間接強制があるだけで、特別な

行政上の強制執行の手段は欠けている 。違法建築物が完成して

から代執行をすることは容易でないから、違法; 建築物の工事の

進行を差し止めるための行政上の強制執行の手段を設けること

を考えるべきであろう 。ドイツでは、こういう場合に強制金 ( 昔

の執行関に 相当する ) や直接強制が用いられ、 州によ っては、

工事現場の封鎖、建築資材の撤去などの具体的態様を示した直

接強制の規定が設けられているところもある 。わが国において

も、 何年か前に 建設省で建築基準法のなかに執行罰の規定を設

けることが検討されたことがあると灰聞するが、現イEは立法化

されていない。放置できない問題であると思われる 。

9  

トラブルを解決するための

行 政 争 訟 の 問 題 点

建築確認などの処分についての、行政争訟において 問題とな



るいくつかの点について述べる 。

9 - 1 処分性

審査請求や取消訴訟の対象となる「処分」 とは、国民の法的

地位に変動を生じさせる行政庁の決定であるが、審査請求や取

消訴訟において争われる行政活動が「処分」に該当するかどう

かが問題となることはある 。建築確認( 建基 6 条 l 項 ) 、違反建

築物についての是正命令( 建基 9 条 1 項 ) 、それを実現するため

の代執行の戒告 ( 建基 9 条12項、代執 3 条 1 項) 、道路位置指定

( 建基42条 1 頃 5 号 ) 、建築許可 ( 建基48条 1 - 8 項但書き ) な

どが 「処分」に該当することはいうまでもない。 しかし 、知事

の建築許可についての消防長の同意拒否は処分性を欠〈 。

これに関して、つぎのような訴訟事件があった 。 X は、従来

所轄庁の許可を得て、 A 県 B 村に煙火工場を設置し、始発筒の

製造業等を経営中、工場のうち 3 棟を焼失したため、県知事に

対し、焼失した 3 棟の再築の許可を出願したところ、 B 村消防

長は、消防法 7 条の同意をなし、翌日その同意を取り消じた 。

X は、その取消しは違法であるとして 、主位的に取消しの取消

しを訴求し、予備的にその無効確認を訴求した 。

第 l 審判決 ( 福岡地裁昭和26年 2 月28 日行集 2 巻 2 号305頁)

は、消防長の同意取消しは、実質的に国民の権利義務に重大な

［［ｴ ｾ 響を与えるものであるから 、 少なくとも行政庁の処分に準ず

るものとして抗告訴訟の対象となり得るとしながらも、 出訴期

聞の経過を 理由として主位的請求を却下し、 同意取消しには無

効原因はないとして予備的請求を棄却した 。X はζ れに対して

控訴した 。

第 2 審判決 ( 福岡高裁昭和29年 2 月26 日行集 5 巻 2 号403頁)

の要旨は 、つぎのとおりである 。〈消防法 7 条の同意は 、知事と

独立している国家機関である消防長が、消防に関する見地 にお

いて、建築許可庁である知事に対してなす意思表示で、建築許

可出願者に対してなされるものではない。消防長の適法な同意

がない限り、知事は建築許可の処分をなし得ないから 、消防長

の不同意( 同意の拒否 ) は、内部的に知事の許可処分を制約す

るカを有することになるが、知事は消防長の不同意の 外に、な

お建築法令上の許可禁止 ・制限条項の制約をも受ける 。消防長

の同意拒否は 、消防法規を| 徐くその他の建築法規上の許可を禁

止 ・制限する条項と等しく、知事の許可処分を制約する 。知事

に対して建築許可を出願した X は、知事の不許可処分を受けて、

はじめて、これに対し不服の訴えを提起すべきである 。消防長

を相手とし、同意取消しの取消しを求める訴え 、その無効確認

を求める訴えは不適法で- あって許されない。〉

建築許可についての建築審査会の同意の取消しを付近住民が

訴求した事件において、甲府地裁判決 ( 昭和58年 6 月27 日行集

34巻 6 号 1040頁) は、 〈建築審査会の同意は、特定行政庁が建築

許可をなす際の前提要件たるにとどまり、当該建築許可を介し

て、間接的に国民の権利義務にお響をもつに過ぎず 、それ自体

では法律上の効果として国民の権利義務に直接には何らの ;μ 響

をも及ぼすものではないから、抗告訴訟の対象となる処分であ

るとはいえない〉 という趣旨の判示をしている 。正しい見解で

ある 。

9 - 2 審査 請求人適 格 ・原 告適 格

建築確認や建築許可に対して、付近住民がそれを違法として

審査請求をしたり、取消訴訟を提起したりするケースが少なく

ない。 その場合に 、その争訟提起者が、当該処分によ ってどの

ような権利 ・利益を侵害され、または侵害されるおそれがある

かという視点から、その審査請求人適格 ・原告適格が問題とな

る。最高裁判決は、 〈法律上保護されている 利益を当該処分によ

り侵され、または、 侵 されよ 7 としている者〉に審査請求人適

格 ・原告適格を認めるといっ立場をと っており、下級審判決に

もこの立場をとるものが多い 。 しかし、学説上は、この立場を

支持する学説と、 〈法的保護に値する 利益の侵害〉という判断基

準を 用 いる学説が対立しており、筆者は後者の説をとっている 。

甲府地裁昭和58年 6 月27 日判決 ( 行集34巻 6 号1040頁) は く法

律上保護された利益〉説をとり、第 2 種住居専用地域の住民が、

建築基準法48条 2 項ただし書きによ ってなされた建築許可の対

象である工場併用住宅に備えつけられるコンプレ ッサーの騒音

の被害を主張してその取消 しを訴求した事件において、 用途地

域による建築規制は公益上の見地から行政権の行使に 制約を加

えているものであ って、用途地域内住民の利益を保護する趣旨

ではないとして、原告適格を否定したが、この思考方法には賛

成できない。建築許可を受けた建物内のゴンプレ ッサーの騒音

によりかなりの生活環境上の害を受ける状況にあ る以上 、法的

保護に値する 利益を有するとして、原告適格を認めてしかるべ

きであろう 。本件では、建物の完成後において建築許可の取消

しを訴求したので、結論的には「訴えの利益」なしとして訴え

が却下されるべきであるが、そのことと原告適格とは区別 しな

ければ、ならない。
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建築基準法 1 条の「建築物の敷地、構造、設備及び用途に関

する最低の基準を定めて、国民の生命、健康及び財産の保護を

図 1) 、もって公共の福祉の増進に資する」という目的規定を援

用して、建築基準法の諸規定は、建築主のみならず 、近隣居住

者の生命、健康、衛生、火 災予防等の見地から定められている

として、違法な建築確認により保健衛生上不断の悪影響を受け、

あるいは火災等の危険にさらされるときは、法律上保護された

利益を侵される者として、その取消しを求める原告適格を認め

る判決がある ( 横浜地判昭和40年 8 月16 日行集 16巻 8 号 1451頁、

静岡地半IJ 昭和53年 10月31 日判タ 375号27頁) 。

結論には賛成するが、抽象的な 1 条の目的規定をもち出して

法律上保護されている利益の侵害といわなくても、法的保護に

値する利益の侵害ということで原告適格を認めれば足りると思

われる。しかし 、法的保護に値する利益かど うかを判 断するに

当た って、その基準を、私法上の権利の調整、権利行使の限界

を設定する場合のく受忍限度〉に求めることは適当ではない。

とるに足りない些細な利益まで、原告i直絡を基礎づけると考え

るべきではないが、 〈受忍限度論〉に拘束されることなく、相当

桜度の生活上の被害でもって原告適格を認めるべきであろう ( こ

の問題について、判決 ・裁決を分析し、参考になるものとして、

折登美紀「建築確認等の取消しを求める第三者の訴えの利益」

法と政治42巻 l 号がある )。

9- 3 処分後の事情変更 と訴えの利益

建築物の完成後に建築確認の取消しを求める訴えの利益が認

められるかどうかについて、最高裁判決 ( 昭和59年 10月26 日民

集38巻 10号1169頁) は否定的であるし、最近の下級審判決もほ

とんど例外なく否定的である 。

建築主事の建築確認と特定行政庁の是正命令との関係につい

ては、解釈上必ずしも疑問がないわけではない 。建築主事の確

認が特定行政庁を拘束することを定めた規定もないし、また逆

に、特定行政庁が建築確認どおりに建てられた建物についても

是正命令を発し得るという規定もない 。建築確認どおりに建て

られた建物についても、建築確認が誤 っていて、建物に実体的

違法性があるとしても、是正命令を発し得ると解釈することは 、

実質的には、特定行政庁が建築主事のした建築確認について職

権取消しをなしうることを認めることと大差なく、簡単にその

ように解釈してよいかどうか疑問がないわけではない 。 しかし、

あえてそのように解釈しない限り 、確認どおりに建てられた建
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物については、実体的に違反建築物であ っても是正命令は出せ

ないという不合理な結果になるので、そのように解釈をするこ

とはやむを得ないであろう 。

そこで建築確認ど おりに建て られた建物について是正命令を

発するについて、建築確認の存在が法的|23害にならないと解釈

するとしても、建築確認め適法性を信頼して雄認どおりに建て

られた建物については、安易に是正命令は発せられないので、

建築確認の存在は、是正命令を発するについて事実上の障害に

なると考えられる 。 この点に着目して、建物完成後も建築確認

の取消しを求める利益を認めようとする考えが生まれる可能性

がある 。

しかし、建築確認が取り消されても、是正命令を発するか否

かは特定行政庁の裁量に委ねられており、これを発すべき法的

拘束力は生じないので、近隣居住者の利益の回復は確実ではな

い。 また近隣居住者には、建物の完成を阻止するために建物完

成前に審交請求をなし、またはそれを前置して取消訴訟を提起

して建築確認の執行停止を申し立てる方法もある 。 さらに、違

反建築物によ り真に重大な被害をこっむる場合には、建築主を

直接の相手方として建築工事祭止の仮処分を申し立て、建物完

成後もその建物の排除を訴求するという 、より直裁的な民事手

段もないわけではない。結局、建物完成後は建築確認の取消し

を求める訴えの利益は失われるという最高裁判決の考えは、是

認されなければならないと思われる 。

建築確認を受けた建物が完成し、検査済証の交付があり、そ

の建物にすでに入居しているときは 、検査済証の交付の取消し

を求める 訴 えの利益も失われる ( 東京地判昭和61年 10月30 日判

時 1217号44頁) 。 検査済証の交付がなければ、その建物を使用

しまたは使用させることができないが 、す でにそれが交付され、

入居しているときには、検査済証の交付が取り消きれても、す

でになされている入居を排除する効果まで生ずるものではない 。

しかし 、共同住宅などで、まだその一部にしか入居しておらず、

さらに入居することによ って火災の危険、騒音などの害を生ず

るおそれがある場合には、被害をこっむるおそれのある近隣居

住者は検査済証の交付の取消しを求める訴えの利益を有すると

考えられる 。

( ひろおか たかし 関西学院大空7・法学部教妓 ・法学博士 )



建築をめぐる民事上のトラブルとその解決

- 建築工事における暇庇の場合一

山 崎 寛

考 察 の 対 象

ひとくちに建設工事請負契約とか建築請負契約とい っても、

どのような工事の請負契約であるのかはは っきりしないが、本

稿では、建物新築工事における基礎・建物本体の工事 、それに

附帯する設備工事、それらを構成する部分工事( 左官工事、管

工事など ) 、既存建物の外壁塗装工事 ・屋根修理工事、土木工事

( トンネル工事、道路の新設 ・補修工事など) 一一建設業法 2

条 l 項、 別表上欄ーーについて、発注者と請負者との関係に立

つ場合のことである、ということにしておく 。

また 、建築工事における民事法上の問題は実に多岐にわたる 。

発注者の建築資金の調達 、請負者の資金調達 とその担保方法、

発注者の敷地の調達( 土地購入 ・借地権取得) 、請負契約の成否、

契約の不備、工事代金回収確保の対策、自然的 ・人為的な事情

による工事の遅延・中止、天災等による損害の危険負担、工事

目的物の所有権の帰属、工事代金の代理受領 ・振込指定、 工事

代金のスライド 問題、ジョイン ト・ ベンチャーの問題、発注者

の保証人の責任、 請負者の保証人 ・工事完成保証人の責任、発

注者 ・請負者の破産、工事現場近隣者とのトラブル、工事材料

の落下による通行人の死傷など の第三者損害、等々がある 。

本稿は 、ま ず、契約当事者である発注者 ・請負者間( 元請と

下請の関係も含む ) の契約上のトラブルに限ることにした 。次

いで、そのなかでも請負契約なかんづく建設請負に特有な問題

であり、しかも実際上、 トラブルの争点として量的にも最も高

い割合を占めている 建設工事請負における請負者の寝疲担保責

任の問題をとりあげることにした 。

*  

建設工事紛争審査会制度が発足した昭和31年か ら昭和61年 ( 8  

月末現在 ) までの30年間に、大阪府建設工事紛争審査会が行っ

た34件の仲裁判断のうち、 判断の理由を付したものが20件ある 。

同審査会は、審査会制度30周年を機に、この20件を「大阪府建

設工事紛争審査会仲裁判断集」 として公表した 。 この20件のう

ち、工事の「暇抗」 を主たる争点とした事件が11件あり、 55%

を占めている 。

審査会が公表した仲裁判断集としては、こ のほかに、「 中央建

設工事紛争審査会仲裁判断集 J (大成出版社) があるが 、同書の

収録件数38件のうち、請負人の暇抗担保責任を判断の理由とし

たものは 9 件である 。

本稿の執筆に当た っては、仲裁判断例は除外して、判例、学

説と建設約款等を参考資料とした 。

2  

建設工事請負における

暇 庇 担 保 責 任

2- 1 建 設 工事 請負人の暇庇担保責任に適用さ

れる民法の規定および、建設工事請負約 款 の 条 項

(1) 民法の規定

有償契約の典型である売買契約の売主の暇庇担保責任につい

ては 、民法570条本文および566条の規定があり、民法559条本文

は、「本節 ( r売買 J ) ノ規定ハ売買 以外ノ有償契約 (注 、例えば建物

の賃貸借契約) ニ之 ヲ準用ス」と規定している 。請負契約も売買

契約と 同様、有償契約の典型であるが、民法570条 ・566条の「請

負」への準用を排除し、これとは別に、請負人の仕事の目的物

に暇杭がある場合の請負人の責任につき、特別の規定、すなわ
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ち民法634条 - 640条を設けている 。 このことは、売買の場合と

違 って、請負人の仕事の目的物の暇抗は 、諮負人が調達 ・供給

した材料 ( 物) の欠陥 ( 品質の不足 ・数量の不足など) に起因

する場合だけでなく 、仕事のやり方 ( 行為) の不完全 ( 手抜き、

技術力の不足 ) などが原因とな っている場合や、両方が原因と

なっている場合があることによる 。 また 、すでに現存する特定

物の売買では 、売買目的物に暇抗があ ってもなくても、暇抗の

修補ができてもできなくても、売主は、当該目的物を買主に引

き渡す以外に履行のしょうがなく ( 民法482条参照 ) 、また、そ

のことが契約の内容とな っているのに対し、請負人は仕事を完

成すること、すなわち暇抗のない仕事をすることが契約内容と

なっていることによる 。

建物新築の請負工事のように、目的物が建物その他土地の工

作物である請負の担保責任については、民法は、それ以外の請

負 ( 運送請負、船舶建造請負 、 自動車修理請負、信用調査請負、

印刷製本請負など ) とは違 った特則として、 635条但書 、638条

の 2 カ条の規定を設けているに過ぎない。

(2)  各種の建設工事請負契約約款 における暇疲担保条項

A  建設工事標準請負契約約款 (他設省中央建設業帯議会決定、最新改正

昭和56年 3 月)

第37条 ( かし担保 )

(1)  工事目的物にかしあるときは、甲 ( 発注者 ) は、乙 ( 請

負者 ) に対して相当の期間を定めてそのかしの修補を 請求し、

又は修補に代え若し i は修補とともに損害の賠償を請求するこ

とができる 。ただし、かしが重要でなく、かつ、その修補に過

分の費用を要するときは、甲は、修補を 請求することができな

し、。

(2) 前項の規定によるかしの修補又は損害賠償の請求は、第

27条第 3 項又は第 4 項 ( 第34条においてこれらの規定を準用す

る場合を含む。) の規定による引渡を受けた日から O年以内に、

これを行わなければならない。ただし、そのかしが乙の故意又

は重大な過失により生じた場合には 、当該請求をすることがで

きる期聞はO年とする 。

(注) 本文のOの部分は 、原flI Jとして、 木造の娃激痔の建設工 'J 初 場合iこは l を、

コン ク ＱＩ ート 造 等の主 主 牧 ｹ 等又 Ｈ ｬ 土木工 情 勢等の建設工 Ｇ ｊ 初 場 合 ｩ こは Ｒ を 、 設 備 工 Ｇ ｊ ｾ 等

の場合に は l を記入す る。ただ し性のOの部分にはたとえば、IOと記入する。

(3) 甲は、工事目的物の引渡の際にかしがあることを知 った

ときは、第 l 項の規定にかかわらず、遅滞なく書面をも ってそ

の旨を乙に通知しなければ、当該かしの修補又は損害賠償の請

求をすることができない。ただし、乙がそのかしがあることを
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知 っていたときは、この限りでない 。

(4)  工事 目的物が第 1項のかしにより滅失又はき損したとき

は、甲は、第 2 項に定める期間内で、かつ、その滅失又はき損

の日から 6 月以内に第 l 項の権利 を行使しなければならない。

(5) 第 l 項の規定は、工事 目的物のかしが支給材料の性質又

は甲若しくは丙 ( 監督員 ) の指図により生じたものであるとき

は、これを適用しなし、。ただし、乙がその材料又は指固め不適

当であることを知りながらこれを通知しなか ったときは 、こ の

限りでない 。

B  公共工事標準請負契約約款 (建設省中央主主設業審議会決定、長新改正

II !{利56年 3 月)

第37条 ( かし担保)

前掲 ( A  ) の約款の第37条と同文。

C  四会連合協定 ・工事請負契約約款 (紋新改正l昭和56年 9 月)

第23条 (暇抗の担保)

(1) 契約の目的物に施工上の暇抗があるときは、甲 ( 発注者)

は、乙 ( 請負者 ) に対して相当の期間を定めて、そのま毘抗の修

補を求め、または修補に代えもしくは修補とともに損害の賠償

を求めることができる 。ただし 、JFl J i f E が重要でなく 、かつ 、そ

の修補に過分の費用を要するときは、甲は修補を求めることが

できない D

(2) 前項による暇抗担保期間は、第22条(1)および (2) の引渡の

日から、木造の建物については 1 年間、石造 ・金属造 ・コンク

リー卜造およびこれらに類する建物、その他土地の工作物もし

くは地盤については 2 年間とする 。ただし 、その暇庇が乙の故

意 または重大な過失によ って生じたも のであるときは l 年を 5

年とし、 2 年を 10年とする 。

(3) 建築設備の機器 ・室内装飾 ・家具などの暇抗については、

引渡の H寺、同 ( 監督員 ) が検査してただちにその修補または取

替を 求めなければ、乙はその責を負わない。ただし、かくれた

暇庇については、引渡の日から 1 年間値保の責を負う 。

(4) 甲は、契約の目的物の引渡のH寺に (1)の暇杭があることを

知 ったときは、遅滞なく書簡をも ってその旨を乙に通知しなけ

れば、 (1) の規定にかかわらず当該暇抗の修補または損害賠償を

求めることができない。ただし 、乙がその暇抗があることを知

っていたときはこの限りでない。

(5) (1)の暇杭による契約の目的物の滅失または銭損について

は、甲は、 (2)に定める期間内で、かつ、その滅失または致損の

日から 6 か月以内でなければ、 (1) の権利を行使することができ



ない 。

(6) 前各号の規定は、第 14条(4)の各号によ って生じた契約の

目的物の暇杭または滅失もしくは致損については適用しない 。

ただし、同条(5) にあたるときはこの限りでない 。

第14条 ( 図面 ・仕様書に適合しない施工)

(1)- (3) 省略。

(4)  つぎの各号のーによ って生じた図面 ・仕様書に適合しな

い施工については、乙はその貴を負わない 。

a  丙の指示によるとき 。

b  支給材料 ・貸与品 ・指定材料の性質または指定施工の方法

によるとき 。

c  丙の検査または試験に合格した工事材料によるとき 。

d  その他施工について甲または丙の責に帰すべき理由による

とき 。

(5) 前項のときであ っても、施工について乙の故意または重

大な過失によるとき、または乙がその適当でないことを知りな

がらあらかじめ丙に通知しなか ったときは、乙はその責を免れ

ない 。ただし、乙がその適当でないことを通知したにもかかわ

らず、丙が適切な指示をしなかったときはこの限りでない。

以上の A 、 B 、C の約款のほかに、民間建設工事標準請負契

約約款 ( 月1) (建設省中央建設業務議会決定、最新改正昭和31年10月) はその

第22条で、同約款 ( 乙) Ｈ 同上 Ｉ はその第 Ｑ Ｒ 条で、 ｾｬ 抗担保に関す

る条項を設けている 。

これら各種約款の規定ば、民法の ｾ ｾ￭ 負規定のうちの暇統担保

規定 ( 634条- 640条) を部分的に修正し、補足したものである 。

民法634条- 640条の規定のうち 、635条但書の規定は、建物其

他 「土地 ノ工作物」を目的物とする請負の場合は 、注文者は目

的工作物の暇抗を理由として 請負契約を解除することができ

ない旨規定したものである 。この635条但警の規定だけが強行

規定 ( それに反する意思表示 ・合意をしても無効とされる規定)

であり、これ以外の他の規定はすべて任意規定( それに反する

意思表示 ・合意をしても有効であり、特約によってその適用が

排除される規定) である、とみるのが通説である 。

2- 2  請 負 ・建設工 事 請 負における「暇抗」とは

なにか

売買契約における売主の暇庇担保責任 ( 民法570条 ・566条)

の場合は 、売買目的物の暇庇は 「隠レタ j レ暇庇」であることを

要するが、請負契約における請負人の暇庇担保責任の場合は、

民法634条 ・635条が、単に「仕事ノ目的物ニ暇抗アルトキノリ

と表現しており、隠れた暇庇であるか明らかな ( 知れたる ) 暇

抗であるかを問わない。

また、暇抗が、 m務者たる請負人の故意または過失によって

生じたものであ ったときはもちろん、不可抗力によ って生じた

場合は論外として ( この場合は、危険負担の問題となる ) 、債務

者たる請負人に故意も過失もないのに生じたものであ っても 、

暇抗として姐保責任を負わなければならない( 無過失責任) 。

さらに 、また、依務者たる請負人が暇杭の存否を知 っていた

( 悪意 ) か知 っていなか った ( 善意) かに関係なく、担保責任

を生じる 。

請負一般において暇抗とは 、「①材料の欠点から生じたもので

あると、仕事を完成するために支出した精神的もし くは肉体的

労務の不完全から生じた仕事の疎漏であるとに拘らず、 ② 通常

もしくは当事者が契約によって期待していた一定の性状を欠い

ていたり、 ③仕事の結果が請負人の保証した性質を有しなかっ

たり、 ④ それが経済的価値を減ずるような不完全な点があ った

りする」場合である (泊1<<1 法曹時報4 巻 3 号33頁以下、 ①- @について詳

z諭してし、る )。

設計施工一世契約の建設請負の場合は 、材料 ( 物 ) の暇抗、

施 工 ( 行為 ) の暇抗が問題となる 。材料の暇杭には、基本的品

質に関する暇庇と附加的品質に関する暇杭とがあ り、建材メー

カーの責任( 製造物責任) の問題が絡んでくる 。工事の暇庇に

は、建物自体の基礎 ・構造 ( ニ建物の本質的構成部分 ) の暇杭

と、そ の他の部分の暇抗一一 配 線 ・配管、冷暖房 ・エレベータ

一等機械器具装置等の設備関係の暇杭と、室内装飾 ・造 作 ・家

目等の暇庇ーーとがある 。この区別は 、後述の担保責任存続期

間の長短の関係で問題になる 。 また、民法は担保責任の存続期

聞の問題に関して、土地工作物の暇抗につき、土地工作物の椴

抗自体 ( 638条1項) と暇庇に因る滅失 ・致損 ( 同条 2 項 ) とを

区別している 。設計施工- i t 契約でなく、設計を施工業者( 建

築請負業者 ) 以外の者である建築家 ( 設計監理技師 ) に委託し

た場合は、建築家と施工請負業者との聞の責任の所在との関係

で、設計の暇抗か施工の暇抗かを判別する問題を 生ずる 。 また、

仕事の結果が不完全な場合に、それを仕事の未完成とみるべき

か、仕事の目的物の暇庇とみるべきかどうかという問題がある

(防備 ・法律時報42巻 9 号38頁)。

建物の暇抗の有無の判定は 、①契約に おいてど のような内容

の工事が保証 ( 約束 ) されていたのかを確定すべき面 ( 契約の

81 



解釈) と、 ②一定の事実が社会通念上または建築技術的に暇杭

といえるものかどうかを判定すべき商 (事実の認定) とがある 。

その場合、判断の基準として、契約書、設計図書( 設計図 ・仕

様書) 、エーが代金、社会通念、建築に関する法令が主なものとな

る。追加 ・変更工事の場合も同様である 。 しかし、実際問題と

しては、仕事の具体的内容が明らかにされないまま契約され、

施工される場合が多〈、判定が困難なことが多い。 また、暇庇

の立証責任は注文者が負うが、その立証が困難なことが多く 、

書証以外に、 鑑定 ・検証の立証活動が必要となることが多い。

2- 3 建 設 工 事の暇抗に関する裁 判 例

①建築工事の暇杭とは 、完成された建物ぷ契約書等で定めら

れた内容どおりのものではなく 、使用価値や交換価値を減少さ

せるか 、注文者が特に要求した点を欠くなど、契約内容に照ら

して不完全な部分を有することであるが、建築工 Ｇｊ ｣，ｾ請負契約書

に設計ー図面の添付がな く、暇庇の有無を判定するには社会通念

上最低限期待される物の性状を基準として決するほかなく、こ

の場合、建築基準法は建物の構造設備に関する披低の基準を定

めており、同法の基準に合致しない工事は許されず、完成して

も検査済証を受けられず使用も許されないことからして、契約

当事者は同法所定の最低基準による意思を有していたと推認す

るのが相当であるとして、同法に適合しない本件工事には暇抗

がある、 としたヰ計列 (悩岡地判昭61 ・7 ・16判f9
1
J ? イム ズ637号 155rl 。同旨、

東京地11JU{cl47 ・2 ・29判例11寺報676号44) : ( 、神戸地相JII{"63 ・5 .  30判(9IJ 時報1297号

109頁)。

②通常の耐力を有する軽量鉄骨陸屋根 3 階建居宅の建築の設

計 ・施工の請負工 'J1. ，こっき、日本軽量鉄骨建築協会作成の軽量

鉄骨建築指導基準および日本建築学会作成の簿板鋼構造計算設

計施工規準に達しない板厚1 . 6 ミリメートルの鉄骨を使用した点

などにおいて、建物の安全性に欠け、f Pl 杭があるとした事例

Ｈ 大阪地判 ｊｉｉ ｐＮ ＵＷ ・ Ｕ ・ Ｒ Ｗ Ｇ ｲｾｊｗｉｊ タイム ズ ＴＷＷ 号 ＱＵＴＩＧ｛Ｐ 。

③ 暇杭の判定と工Ｇｾ代金額との関係につき、陸屋根部分をも

含む左官工事について 、同一壁面の凹凸が多〈陸屋根の排水も

十分でなく亀裂が生じているなど全般的に工事が組雑であ った

事実を認定したうえ、たとえ工事代金が格安で・あったとしても、

請負契約をした以上 、請負人としては社会通念上予定された性

状は最低限これを保証すべきであり、工事に暇杭があるとした

事例 (大阪地判 111144 ・9 ・24判WIJ 時報587号60附。

④坪単価 8 万円で建売用建物の工事を請負ったのに、仕上が
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った建物の客観的価値がたかだか坪単位 5 万5 0 0 0円に過ぎない

のは、民法634条に いう 「仕事ノ目 的物ニ暇抗アノレ」場合に 該当

し、注文者は、請負 人に対し価値の差棋として l 坪当たり 2 万

5 0 0 0円を、! J 11抗の修補に代わる煩害賠fft として認めた事例 (東京

高判l I i l 48 ・9 ・21判例時報724号35頁)。

⑤道路新設工事の請負人が、監理技師の作成した設計図に基

づ き施工した場合でも、設計どおりの工事をすれば契約の趣旨

( 自動車の登坂 ・乗り入れが可能な道路であること ) に適合し

ないことに気づきながら監理技師に通知せず設計どおりの施工

をしたときは、その工事にf PliilEがあるとした事例 (東京高明JI 昭52 ・

9  . 20判例タイム ズ366号239A)。

⑥ 4 階建住宅兼庖舗ビルの建築工事について、建物の主要構

造部分に重大な欠陥があり、暇庇の修補は建て替えによるしか

ないとして建て替え費用相当額等を暇抗の修補に代わる損害賠

償として認容した事例 (大阪高判昭58 ・10 ・27判例時報 1112号67則。

⑦木造建物の建築工事において、屋根の取 り付け補強工事が

不十分で‘ あったため、台風で屋根の一部が損傷し、さらにその

後の台風で屋恨が飛散した件につき、わが国では例年 9 月前後

に台風が襲来することは公知の事実であるから、通常の台風に

耐えうるものを注文者は期待し、かつ約負人もこの程度の耐風

性を注文者に保証しているのが合理的で・あるとして暇抗の存在

を認めた事例 (東京地判昭44 ・3 ・8 判例時報564号56則。

⑧未曽有ともいうべき強風をもたらした台風によ り、 八丈島

にある木造亜鉛鋼板芥平屋建居宅の屋恨部分が一部の束柱を残

して l吹き飛は‘ されたのは 、不可抗力によるものであるとし、暇

iilE を認めなかった事例 (東京地判H召56 . 3 ・13判例タイムズ424号 142m 。

⑨居宅新築工事の請負において、便所を鬼門の方角に設置し

たのは、符俗的な嫌忌としての鬼門は、建物の機造 ・性状その

ものの欠陥ではなく、心理的 ・精神的なものであるが、入居者

に不幸 ・病難が起こるかもしれないとの不安 ・懸念、を抱かせる

ことは何定できないし、建築関係業者間でも鬼門を避止すべき

ものとして認識されている以上、注文者がこの嫌忌に格別の関

心を有しないなど特段の事情のない限り、仕事の目的物の暇抗

に当たるとされた事例 (名古屋地判昭54 ・6 ・22判官リタイムズ397号102則。

⑬住宅用ビルデイングの分譲において、完成後の部屋の形状 、

床面積等が、契約時のそれとは違 ったために利用価値カ、減少し

た件につき 、本件建物の売買契約は、建物完成前に特定の一区

画を売買の目的物として分譲されたものであるから、いわゆる

製作物供給契約に該当し、その後完成した建物に暇抗があると



きは、売主は、請負に関する民法634条の規定に基づく担保責任

を負うべきであると半IJ示した事例 (東京地細川目44 ・2 .  10高裁民.um巻

l 号 106 J( )。

ω建築中のマンションの一区画 ( 土地付区分所有建物) の売

買において、売主が、カス会社の指導によ り、 当初め設計図に

は存在しなか った給気口としての壁面開口部を設置したので、

買主は、この間口部が本件建物の暇杭に該当するとして修補を

請求して残代金を支払わなかったところ、売主は残代金の不払

いを理由として解除して、本件建物を第三者に売 り渡し引き波

してしま った。かかる事案につき、売買目的物の暇杭 ( 民法570

条) の問題か請負目的物の暇抗 ( 民法634条) の問題かを明らか

にしないまま、開口部自体を本件建物の暇抗ということができ

ず、開放廊下側内部を見通しうることを暇杭というにしても、

洗濯機を置くことで隠すことができるのでごく軽微であり、残

金の支払いを拒絶することはできないとした事例 (東京地判昭56 ・

II ・27判例時報1039号79 t.i )。

2 -4  請負人・建 設工 事 請負人 の暇抗 担 保責任

の 内容 ・種 類

請負 った仕事の目的物に暇杭の存在が認められると、前負人

は当暇抗を「担保する」責任( 無過失責任) を負い 、注文者は、

次のような権利 を取得する 。

(1) 暇疲修補請求権( 民法634条 1 項)

注文者は、請負人に対し芝、相当の期間を定めて暇抗の修補

を請求することができる( 本文)。 ただし、重要な暇杭でないの

に、それを修補するには過分の費用を必要とする場合には、修

補を請求することはできない ( 但書)。 この場合は、次の(2) の問

題となる 。

(2)  鍋害賠償請求権( 民法634条 2 項)

注文者は、前述(1)の修補請求権の代わりに、 ①修補に代わる

損害を請求するか、 ②修事ili とともにする損害賠償を請求するこ

とができる 。

(3)  契約解除権( 民法635条)

① 仕事の 目的物が、建物その他土地 の工作物以外のものであ

る請負においては、注文者は、! Fl 杭があるため契約をした目的

が達成できない場合に限 って、請負契約を解除することができ

る ( 同条本文)。 一般の契約の法定解除 ( 一般の債務不履行によ

る法定解除 ) の場合と違 って、解除権の成立に 、契約目的不達

成という制限がある 。 その代わり、債務者( 請負人) の故意 ・

過失を要件としていない。請負契約に特有の解除機である 。

②仕事の目的物が、建物その他土地の工作物である場合には、

重大な暇杭があって契約した目 的の達成が不可能な場合でも、

建物完成後は、請負契約を解除することは許されない ( 同条但

書) 。

前の 2 - 1 で述べたように、民法の請負規定 ( 民法632条一642

条 ) の うち、この636条のみが強行規定であり、その他の規定は

任意規定であると解されている 。

2 - 5  売買その他の有 償 契約の暇 杭 担 保責任 の

般 原則 性と請 負の暇抗 担 保責任 の特 則 性

請負契約も有償契約であるから、本来ならば民法 559 条の規

定によ って、売主め! Fl 統担保責任に関する売買の規定( 民法570

条・ 566条) が準用されるべきところ、売買とは異なる請負の特

殊性に基づき、その準用を排除して、民法は、請負に特有の暇

庇 111. 保規定 ( 民法638条 - 640条) を特別に設けている 。 この点

については 、すでに前の 2 - 1  (1)で述べたところである。

2 - 6  請負 人の椴 杭 担 保責任 の 法律 的 性質一

請 負における暇 抗 担 保責 任 と不 完全 履 行責任

(1) 修補請求権の性質

修事il i請求権には 、法的性質を異にする 二種の請求権がある 。

① 仕事の「完成」後に、完成前または完成時以降に目的物の暇

杭の存在を認識した注文者が修補請求権を行使する場合は、請

負人の担保責任としての修補請求権を行使するものであり、結

果( 時抗なき完成) を担保( 保証) した請負人は、当該職抗に

ついての請負人の故意 ・過失の有無に関係な く、結果責任 ・無

過失責任 ・法定責任として 、暇抗なき状態を回復する修補義務

を負う 。 これに対して、 ②仕事の「完成」前に注文者が裁判上

・裁判外で修補を請求する場合は、法理論上は、債権一般の効

力として履行請求権の行使であり、民法634条 1 項の修補請求権

を行使していることにはならない 。 したがって、この場合は、

暇抗が注文者の故意 ・過失によ って生じたものであ るときでも、

この段階では、暇庇修事ifl の請求を受けた i背負人は、仕事完成後

の担保責任の追及を避けるため請求に応ずるか、またはElJA抗を

残したままで仕事を続行し完了させるか、あるいは仕事を放棄

. 中止するかのいずれかを選ぶことになる 。

(2)  損害賠償請求権の性質

(イ) 修補に代わる損害賠償請求権
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①修補が不可能な場合、修補が可能であ っても暇抗が重要で

なく、かつその修補に過分の費用を要するため修補請求が許さ

れない場合 ( 民法634条 l 項但書) 、修補が可能であっても修補

を請求しない場合、 ｾｬ 抗担保としての修補に代わる損害賠ｻ日請

求権に対応する請負人の責任は無過失責任で‘ あるから、その損

害賠償の範囲は履行利益( 暇抗があることから生ずる全損害)

ではなく、信頼利益 (暇抗または滅失 ・致損があるのにないと

誤信したことによって生ずる損害に限られる) の賠償である。

暇杭が存在すること自体による損害の賠償、具体的には、暇抗

のマイナス傾もしくは瑠杭修補に要する費用の賠償であり、債

務不履行( 不完全履行) を理由とする損害賠償ではない。 これに

対し、 。 毘庇が原因となって生じた損害( 拡大損害、結果損害) 、

たとえば暇抗のため、軽度の地震で新築数ヵ月後の家屋が倒壊

して注文者が負傷したような場合や修補期間中の使用利益の逸

失の損害賠償請求権は 、民法634条を根拠として成立するもので

はない 。それは、理i 抗が請負人の故意 ・過失によ って生じたも

のであるときに 、イil 務不履行 ( 不完全履行) を根拠として生ず

る履行利益の賠償なのである (三宅・契約法 (各論) 下905貞)。

(ロ) 修補とともにする損害賠償請求権

これは、修補をしても 80% しか回復できなか った場合の賠償

( 20% のマイナス金額) であ り、やはり信頼利益の賠償であり、

それに対応する請負人の責任は、債務不履行責任 ( 過失責任)

ではなく、担保責任 ( 無過失責任) である 。

通説的見解は、請負人の担保責任を無過失責任としながらも、

煩害賠償の範囲は履行利益の賠償であるとし、その理由として、

売買契約では売買の目的である特定物を引き渡すことによ って

売主の債務は完了するが、請負では仕事を完成すること、すな

わち暇抗のない完全な仕事をする義務があるから、その責任は

暇庇によ って生ずるすべての損害の賠償、すなわち履行利益に

及ぶとするのが妥当であると考える、と説明する (我妥・山村正各論

中同633f ( 、新版注釈 l ( 法 ( 16) (内山) 138以) が、説得力に欠ける 。

(3)  契約解除権の性質

建物その他土地の工作物を目的とする請負以外の請 負におけ

る注文者の解除権は、 一般的な債務不履行 ( 民法412条 3 項 ・

415条) を理由とする一般的な法定解除権 ( 民法540条以下 ) と

違 って、暇杭についての債務者( 請負人 ) の故意 ・過失を要件

としないものであり、これ対応する請負人の責任は、債務不履

行責任ではなく、無過失責任の担保責任である 。その代わり、

契約目的達成不可能という制限がついている 。 請負人に ｾｬ 抗以
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外め原因による債務不履行がある場合は、もちろん、それを理

由とする契約解除権が成立する 。

以上、要するに請負人の暇抗担保責任は、請負の特殊性から

認められた無過失責任であり 、過失責任主義に立脚する{ 責務不

履行 ( 不完全履行) 責任とは別個の責任である 。

2- 7  仕 事 の未完成と完 成された仕事 の 暇 抗

民法は、請負人が仕事を完成し目的物を引き渡すと同時に報

酬を支払うものとし ( 民法633条) 、他方、完成 ・引き渡された

目的物に暇庇があるときは、 ｾｬ 庇の修宇 Ａ 日と損害賠償ーの 請求がで

きる( 民法634条) と規定し、仕事が完成した場合と、完成し仕

事の目的物に暇抗がある場合とを区別している 。 そこで、完成

された仕事が不完全で、ある場合に、これを仕事の未完成とみる

のか、完成された仕事に暇抗があるとみるのか、という問題が

出てくる 。仕事が未完成で・あるとみられたときは、請負人は、

工事代金の支払いを請求することができない。 これに対し、仕

事は完 成されたが暇抗があるとみられた場合は、注文者は、 ｾｬ

杭を理由としてその受領を拒絶して 、報酬の支払いを拒絶しう

るかという問題が生じる 。 また、未完成とみた場合は、債務不

履行( 不完全履行) の問題 (償浜地判J l tl 50 ・5 ・23判例タイムズ327号236

R 、判例時報1059号94貞) とな り、暇抗ある仕事とみた場合は、請負

人の担保責任の問題となる 。

未完成か暇庇かの区別につき、判例の大勢は、 ①工事が途中

で放棄 ・中断され、予定された最後の工程を終えない場合は 、

未完成であり、 ②予定された最後の工程まで一応終了している

が、それが不完全なため修補を加えなければ完全なものとはな

らな いという場合には、仕事は完成したが仕事の目的物に暇抗

があるということになる、としている (東京高判昭36 .  12 .  20高裁民集

14巻10号730頁、大阪地判H自49 ・6 ・6 判例11寺報779号91 i ' ( 、東京地判Utl57 ・4 ・28

判l例時報1057号9 Hi 、山形地判H召60 . 2 ・28判開IJ 時報 1169号133頁、大阪高判H自61

・12 ・9 判例タイムズ640号 176. . i l 。

この見解は、 学説上も支持されている (新版注釈民法( 1日( 内山) 146  

点、定左京「建築工事に l半う訴訟」笑務民訴講座( 101267氏、園尾 ・判例タイムズ667号

112頁、後藤判( 9IJ ? イムズ365号50fi l 。

2- 8  暇 抗 修 補請 求 権

仕事の目的物に ｾＱ Ａｩｦｅがあるときは、注文者は請負人に対して

「相当ノ期間ヲ定メテ」その暇抗の修補を 請求することができ

る( 民法634条 1 項本文) 。 ただし、「暇抗カ重要ナラサル場合



ニ於テ其修補カ過分 ノ費用ヲ要スルトキ」 は修補を 請求するこ

とはできず( 同条同項但書) 、矧害賠償を請求しうるだけである

( 同条 2 J1員参Jl( ¥。東京区判U{56 ・2 ・21法律新IlfJ 3382号 11頁、札申見高判H1l 51 ・8 ・

23判官リタ イムズ349号232頁)。

請負人がその期限内に修補しなか った場合、注文者 は、履行

遅滞を理由とする解除 ( 民法541条 ) をなしうるか。 民 法 が635

条の規定を設けて、とくに、注文者の解除権を 制 限し、契約の

目的物に重大な暇抗があ って、契約をした目的を達成できない

場合に限 って解除を認めていることから与えて、解除権を行使

できないと考えるべきであり、そう考えることによ って、請負

人の担保責任を無過失責任としていることと、暇抗に関しては

債務不履行の適用を排除して注文者の解除機を制限しているこ

ととのノ〈ラ ンスがとれることカ f できるのである (我"Uc' m機各論中

同 144頁、新版注釈K 法(1日( 1村山 ) 1 4 H() 。

注文者が暇抗の修補を 請求した場合に、 請 負人が請求に応じ

ない限り、 注文者も修補が終了するまで、工事代金の支払いを

f巨むことが' できる ( 注解不動産法(1日 〔稲田 ) 1043氏、東京高判日目47 ・5 ・22

下級裁判所 期王朝Jf 9
1J集23巻 5 - 8 合併号 260只)。 しかし、注文者か却却Eの存

布を主張するだけで、修補請求をしないときには、民法533条の

同時履行の抗弁によ って工事代金の支払いを拒むことはできな

い (大相l大元 12 ・20大審院史専E判決録18料 1066真、大和l大8 ・10 ・11大審院民事

判決録25f.i D726氏、 東京高判H召51 ・3 ・11判例時報818号54頁)。

また、些細な暇抗を口実にして多額の工事代金の支払い拒む

ことは、民法634条 1 項但書の規定および信義則に照らしても許

されない (我妥・前掲舎636頁、 新版注釈 l lt 法{1日〔内山) 146頁、前拘束京区判昭

6 ・2 ・21法律新聞3382号II R 、東京地判H召47 ・2 ・29*，J例タイムズ281号2 6 HO 。

2- 9  損 害賠 償 請求 権

(1  )  損害賠償の 内 容

請 負における暇抗担保責任としての損害賠償には、 ① 修補に

代わる損害賠伯と 、② 修補とともにする損害賠償の二種 類 が 認

められている ( 民 法634条 2 項 ) 。建設工事の注文者は、修補請

求権、それに代わる損害賠償請求権、修補とともにする損害賠

償請求権の三つのいずれかを選ぶことができるわけである 。

暇杭の修補に代わる損害賠償の請求は、暇庇の修補が不可能

な場合、現i 1 E が重要でなくかっその修補に過分な費用を要する

場合のほか、修補の請求が可能な場合でも、相当の期限を定め

ることなく直ちに請求することができる Ｈ 大 判明 Ｔ Ｑ ・ Ｔ ・ ＲＷ 大 審院民 Ｇｊ ｾ

判決録14斡498氏、 f詰半IJU1l 52 ・2 ・28金融 ・商事判例520号19頁、最判Hll54 ・3 ・20

*，J例時報1927号184TI)。

(2)  修補に代わる 損害 賠償 の請求権

(イ) 賠償範囲

暇抗修補に代えて 請求する賠償傾は、報妊Eを除去 するための

修補自体に要する費用である 。

① 木造建物の屋根の取り付け工事 が不十分なため、通常のム

風で屋根が飛散した事案につき、注文者が第三者の工務屈に支

払 った屋根の修復工事 費69万5000円の賠償義務を認めた判例 (前

拘束京地判昭44 ・3 ・8 判官IJ 時報564号56頁)。

②格 安の工事代金額だけが約定された左官工事 につき、 請 負

契約をした以上、たとえ絡安であ っても、社会通念上予定され

た性状は最低限保証すべきであるとして、注文者が追加工事に

要した費用 全額を修補に代わる損害賠償額であると認めた事例

(大阪地判昭44 ・9 ・24判例時報587号60f O 。

③ 鉄筋コ ンク リー卜造アノ f ート の外部塗装請 負 工事 の暇抗修

補を 注文者 が請 負人に 請 求 した が 、それに応じないため注文者

が訴外 ( 訴訟 当事者である原告 ・被告以外の第三者 ) の塗装 会

社に支払 った条I j 離部分の修補代金額を損害額と認めたもの (東京

日判1I 1l 52 ・11 ・30判例時報879号83頁)。

④ 4 階建ビ ルの建築工事において建物の主要構造部分に重大

な欠陥があり、現抗の修補方法として暇庇ある部分のみの修補

では足らず、建て替えの方法 ( 建物の解体 ・除去の上再築する

方 法 ) が相当であると認め、建替官相当分の損害賠償を認めた

事 例 ( 大阪地相l日目62 ・2 ・18判例 タイムズ646号 165以、判例 l時相11323号68則 。

などの下級 審判例がある 。

(ロ) 損害賠償額算定の基準時

暇抗が発生したときか ら修補もしくは損害賠償が現実に行わ

れるまでの聞に、資材費 ・労賃等が変動するから、修補に代わ

る損害賠111額算定の基準として、いつの時点の修補費用とすべ

きかという問題を生じる 。

(Dl 暇抗の修補請求をしたが諮 負人が応じないので、修補に代

わる損害賠 償の請求をした場合。 この場合につき、最高裁は、

庖舗増改築工事 の事件で、「修補請求の時を基準として損害の額

を算定するのが相当である 。」と判示したが、相当である理由は

示 されてない (批判昭36 . 7 ・7 最高裁民事判例集15巻 7 号 1800頁。本判決の

評釈として浅井 ・民商法雑制6巻 2 号 104民、高木・民法記口九判例研究@ 143・158真、

川添 法曹時報 13巻 9 号90頁。同旨、名古屋高判日召57 ・6 ・9 *，J例時報 1051号 99頁)。

② あらかじめ修補請求することなく、直ちに修補に代わる損

害賠償の請求をした場合。 この場合、最高裁は 、鉄 骨 3 階建庖
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舗兼居宅の建築工事の事件で、 rnif111の請求をした時を基準とし

て損害賠償額を算定すべきものであると解するのが相当である 。

したがって 、注文者がlfl 抗修補に代わる煩害賠償を請求したの

ち年月を経過し 、物価の高騰等によ り請求の時における修補費

用より多額の費用を要することとな ったとしても、注文者は請

負人に対し右増加 後の修補費用 を損害として右費用相当額の賠

償の請求をすることは許きれない」と半IJ 示している (最朝日1t'J，54 ・2

.  2 判例時報924号54.(( 。本判決の評釈として、上持ニ ・判例タイムズ441号98 j'() 。

(3)  修補とともにする損害賠償の請求権

この損害賠償請求権は、修補してもなお発生する損害の賠償

に関するものである 。すなわち、仕事の完成が遅延したことに

よる損害や、修補しても完全 ( 100%) には補正回復できない不

完全なものであることの損害 ( 80%しか修補できず、マイナス

20% の損害) などが対象となる 。100% 完全に 修補されても、修

補期間中使用利益を逸失したことによる損害賠償請求権は、組

保責任としての損害賠償請求権( 無過失責任 ・信頼利益の賠償)

ではなく 、一般の債務不履行( 履行遅滞、民法412条) に基づく

損害賠償請求権 ( 過失責任 ・履行利益の賠償) である 。木造住

宅建築請負工事が予定された最後の工程までを一応終了したが、

新築住宅としての重要部分が不完全で約旨 ( 契約の趣旨 ) に通

わないものであり 、請負人の暇杭担保責任を不完全履行責任と

構成したうえ、不完全履行について の工事請負 人の無過失の主

張 ・立証責任を同人に負わせ、修補工事費、建物の減額( 価値

減少) 鎖、慰謝料 、裁判l資料蒐集のための鑑定料等の損害の賠

償を認めた判決がある (償浜地判1I ! l 50 . 5 ・23判開1) ; 9イムズ327号236以)。

従来の下級審判例の傾向とは異なる、異色の判決である 。

(4)  精神的損害( 慰謝料)

暇抗を理由とした慰謝料請求・は、普通は認められていない。

しかし、 ①上掲の横浜地裁昭和50年 5 月23 日の判決は、 20万円

の慰謝料を認めている 。この半IJ 例のほかにも、②慰謝料100万円

の請求についてみると 、「原告 (11'. 、注文者 ) は念願の自宅を建

設したものの前認定のと おり建設直後から暇抗に悩まされ、補

修工事、更には ... ... 本件建物を取壊して居宅を再築するに至 っ

たことが認められるから、被告 (11 、請負人 ) は原告に 対し慰和

料を支払う義務がある 。 そして、暇庇の内容、程度、契約 jえび

工事の経緯等一切の事情、殊に本件では工事途 中での原告側 の

要請による追加変更契約、工事完了前の入居等諸般の事情を総

合し、原告に生じた算定困難な諸々の損害をも含めて考えると

き、その額は 60万円が相当であると判断する 。」 とした判19IJ ( 大
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阪地判)11目57 . 5 ・27判例タイムズ477号 154 j'() 。および、 ③「被控訴人 (討 、

注文者) は精神的損害をも被 ったとしてその慰謝料を求めるの

で考えるに 、法は暇庇担保による m害賠償につき民法710条の如

き明文の規定をもうけていないけれども、同法 416 条の解釈と

して同条の損害には精神的損害をも含むと解すべきこと (縁日政

判所昭和32年 2 月7 日判決、民法判 m2 5号383頁参照) を参酌し、又一般に暇

抗担保責任の制度が特殊法定の制度だと解しても、右における

損害賠償ーにおいて特に精神 的損害の賠償を除外しているとみる

べき合理的理由も見出し難いので、右請求は法律上許されるも

のと解するのが相当である( 尤も物件の暇抗による損害の如き

は財産的損害を主体とするものであるから、それが賠償されれ

ば、一般には右に伴う精神的苦痛も回復されるのが通常である

ので、それにもかかわらずなお慰謝料を求めうるのは 、特殊の

事情のある場合に限られるべきであろう) 。そこで右の見地から

本件をみるに ・・… ・本件については、被控訴人につき、前記物的

損害の賠償によってはなお回復されない精神的損害があるもの

と認めるべきである 。 しかし、その額については ・…・・金50万円

をもって相当とすべきである。」とする判例 (前掲名古屋地判昭57 ・

6  .  9 判例時報 1051号99頁) カ〈ある。

しかし、次の判例は、法人の慰謝料請求を育定している 。④

パン ・ケーキ績の製造 ・j仮売業を生業とする事件附幣控訴人 ( 原

告) の X 株式会社が、事件附' }許制L控訴人 ( 被告 ) Y 会社 ( 本件訴

訟当 H寺は破産会社) に発注した鉄骨 4 階建共同住宅用建物 ( 2  

棟) の設計 ・施工の建築工事の暇抗( 不等沈下による傾斜 ) をめ

ぐって、 X 会社の代表取締役 x が主張した暇庇による X 会社の

粘神的損害の賠償請求につき、 「原告 X 会社の代表取締役 x は A

建物の本件暇庇の判明により大きな打撃を受け、破産会社 ( Y  )  

との修補交渉などにより多大の精神的労苦を受けたことが認め

られる。しかしながら右の打撃、村神的労苦は、原告 x @人の

被 った精神的損害にほかならない。当時原告 x が原告 X 会社の

代表取締役であるからとい って、それが法人である原告 X 会社

の被った精神的損害となるものではない。 また、同原告 ( x  )  

は、具体的に特定しえない営業民失も精神的阻害に還元すべき

であると主張するようであるけれども、なんら法律上の根拠の

ない主張というよりはかない 。 もっとも、法人の名降権侵害の

ような場合、金銭評価 の可能な無形の間害が絶無ではなく、こ

のような煩害については 金銭n背任1をさせるのが社会観念上妥当

と認められる ことカずありつる (紋日成判所昭和39年 l 月28日第一小法径判

決、 K ml 8巻 l 号 136頁参附) けれども、本件においては、そのような



損害が発生したことを認めるに足りる証拠は全くない。 そうす

ると、原告 X 会社主張の慰諮料については、これを認めること

ができないというべきである。」と説示している (大阪商判平元 ・2

・17判例時報1323号83則 。異論の余地のない判決である 。

精神的損害 ( 慰謝料) の賠償請求権を認めるとしても、それ

は、請負人の暇抗担保責任としての損害賠償請求権 ( 無過失責

任 ・信頼利益の賠償 ) ではなく、一般の{ 責務不履行責任として

の損害賠償請求権 ( 過失責任 ・履行利益の賠償 ) に属するもの

であり、しかも、財産的損害に伴う精神的損害 ( 慰謝料) の問

題であるから、 「特別損害J ( 民法416条 2 項 ) に該当し 、債務者

( 請負人 ) の予見または予見可能性があ った場合に限 って賠償

すべきものとされている損害である 。前掲の横浜地裁昭和50年

5 月23 日判決は、f Pl 抗担保責任不完全履行説に立 って いるので

あるが、それならそれで、慰謝料の支払いを認容すべき特別な

事情があ ったことを、その判決理由の中で半IJ 示すべきであ った

( 後 藤 判 例 タイムズ365号58頁) 。

(5)  損害賠償請求権の発生時期

暇抗担保としての注文者の損害賠償請求権の発生時期が訴訟

の場で問題になるのは、注文者の損害賠償債権が、報酬 ( 工事

代金 ) 債権など工事目的物に関して生じる請負業者の注文者に

対する債権との相殺に関連するときである 。建築業者 X は、注

文者 Y より住宅新築工事と同建物の周囲の鉄筋コンクリート塀

の築造工事を請け負い 、塀築造工事を 8 割程度完成した時点で、

約定に基づき 出来高の代金支払いを求めたが、 Y がこれじ応じ

ないので、塀築造工事請負工事契約を解除し右代金相当額の損

害賠償を求めたと ころ、 Y は、本件塀築造工事に先行して施工

された建物建築工事に暇抗があり、その修補に代わる損害賠償

債権と X 主張の償権との相 殺 を主張した 。最高裁は Y の X に対

する債権について 、「自動債権 ( 相殺をしかける方の償権) であ

るY のX に対する債権は、民法634条 2 項所定の損害賠償債権で

あるから、 Y において注文にかかる建物の引渡を受けた時に発

生したもので、しかも期限の定めのない債権としてその発生の

時から弁済期にあるものと解すべきである 。」 と説示している

(最判Hi':l 45 . 3 ・20判HHJ 時報927号 l郎氏。本判決の評釈として、石外 ・ジュリスト

718号 ( 地干IJ ) 84京 、内山・' f i J例タイム ズ411号 101U ( 1大l 山・現代建設請負契約法

247頁以下所収 ))。

(6)  注文者の損害賠償請求権と請負人の報酬( 工事代金) 請求

権との同時履行の関係

民法634条 2 項は、報征E修補に代わる損害賠償請求、修補とと

もにする損害賠償請求の「場合ニ於テハ第533条ノ脱定ヲ準用ス」

と規定している 。民法533条というのは、双務契約 ( 売買契約 ・

請 負契約など ) の 当事者は、一方が先履行義務 ( 前払いとか前

渡しなど) を負う場合は 別として、双方の債務が弁済期にある

ときは 、相手方も自分の債務の履行 (弁済) の提供 ( 民法493条)

をするのではなければ、債務の履行 ( 弁済) を拒絶することカ、

できる( 債務不履行にはならない) という規定であり、この権

利を 「同時履行の抗弁権」という 。

修補に代わる 、あるいは修補とともにする損害賠償請求権

( 債権) は、目的物に思統があるための経済的価値の減少につ

いて、請負人への担保責任の追求として損害賠償を拍求できる

ものであ って、 請負人の{ 責務不履行 ( 仕事の完成 ・目的物の引

き渡しの不履行) に基づく損害賠償請求のように、請負人の本

来の債務と同一性を有しないから、 533条をそのまま 「適用」す

ることはできないが、それでは公平の原則に反するので、 634条

2 項後段の規定において、 533条の規定を 「準用」することにし

たのである (新版注釈民法( 16) C内山) 150  iLl 。

同時履行の抗弁が、訴訟において認められると、引き換え給

付の判決が下される 。

しかし、次の(7)で述べるように、後述の昭和53年 9 月21 日の

最高裁判決が、両債権の間で相殺することができるということ

を認めてから、それ以後は 、同時履行の抗弁権を行使する実益

はあまり大きくないといっ法状況にな っている (注解不動産法大系2

〔稲旺1) 1029 m。

(7) 注文者の損害賠償請求権と請負人の報酬( 工事代金) 請求

権との相殺の可否

自動債権 ( 相殺をしかける方の債権 ) に同時履行の抗弁権が

付着している場合に、相殺を許すと、自動債権と引き換えに給

付 ( 弁済 ) を受けることができる相手方の権利を不当に害する

結果になるが 、相殺に供される自動債権と受動債権 ( 相 殺 をし

かけられる方の債権) が同ーの請負契約から生じた金銭債権で

あり、相殺適;1犬 ( 両債権がともに弁済期にあること ) に達して

いれば、相殺を認めても、自動債権の弁済と引き換えに反対給

付を受ける受動債権を不当に害することにはならず、むしろ相

殺によ って精算したほうが公平で' あり、当事者にと っては、便

宜なものとなる 。 コソレフ練習場施設の 注文者が、若干の未払い

代金があ ったものの、工事の暇抗を理由として、その修補に代

わる損害賠償・を求めたのに対し、請負業者が、未払代金債権を

臼動債権として、注文者の損害賠償債権 ( 受動債権) との相殺
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を主張した事案において、判決は、一般的には同時履行の抗弁

権 ( 民法 533条、 634条 2 項 ) の付着する債権を自動債権とする

相殺は許されないが、請負人のがi 負代金債権と注文者の暇抗修

補に代わる損害賠償債権とは同ーの請負契約から生ずる金銭債

権であり、実質経済的には工事代金を減額し、契約当事者相互

の義務につき等価関係をもたらす機能を有するので、両債権は

その金額を相互に現実に履行させなければならない特別の利益

はないから相殺を許さないと解するのは相当でない、と説いて

相殺を認めた (東京市判H召52 ・5 .  9 判例時報853号6U( ) 。

編物教科書等の印刷製本の請負の事案であるが、最高裁昭和

51年 3 月 4 日判決 (最高裁間対IJ 例制0巻 2 号48rl l は、民法637条が定

める担保責任存続期間( 除斥WJ 間 ) を経過した暇庇修補に代わ

る損害賠償請求権を自動債権とし、請負人の報酬請求権を受動

債権とする相殺については、民法508条 ( r時効ニ因 リテ消滅シ

タル債権カ其消滅以前ニ相殺ニj J ] i シタル場合ニ於テハ其債権者

ハ相殺ヲ為スコトヲ得J ) の類推適用によ って 、相殺を認めるこ

とカずで‘きるとした Ｈ 本判決の評釈として、柴 ｬ 司 ・ 法 ｉｾｦ 時報 ＳＰ 巻 Ｙ 号 ＱＶＳ 頁、

中井 ・ 民商法雑誌 ＷＵｾＶ 号 ＱＱ Ｒ 氏、坂本・別 ＱＱＦ ジ ュ リスト ＷＸ 号 ＱＵＰ 氏、同 ・ 法学協会

雑誌 (東大) 94巻 12号114 氏、高木 ・判l例持品231号 (判例時報880号とじ込み ) 18 

頁、山崎 ( 敏) 法学 (束北大) 42巻 2 号1 1 Uほどがある )。 この判決の理論

( 解釈 ) は、建築工卓の3背負の場合にも通用する 。次いで、最

高裁は 、庖舗併用住宅の設計 ・施工請負の事案において、上記

の半IJ 例を引用したうえ、 請負人の工事代金的権と注文者の修補

に代わる損害賠償権との相殺を 認めた(J j ; ( ' f ' i J11(553 ， 9 ・21判例時報 914

号51頁。本判決の評釈とし て、 内山 ・判j 91J1 イムズ378号47Yl (内山・現代怨設

請負契約法230頁以下所収 ) 、石外・判例タイムズ390号i 郎氏 )。 これと同時期

に、相殺を否定した最高裁判例があるが、これは修補義務の履

行に関する紛争について第三者 ( 弁護士) が修補履行の事実の

確認と報酬の支払いを依頼されていたという、特殊な事案に関

する判決である (批判' 111召53 .  11 ・30判例時報914号5! t( )。 下級審判例で、

建設請負の事案につき、相殺を fr 定したものとして、東京高判

昭和52年 5 月9 日 (判例時報858号6 U() 、大阪高半IJ 昭和52年 9 月5 日

(判f91j時報869号46f O、大阪高判昭56年 3 月6 日 (判例時報 1015号137引

がある 。相殺肯定説が判例法として定着しているといえる 。

(8) 代金減額請求権を認めるべきか

明文の規定はないが、担保責任の効果としての代金減額請求

権を認めるべきかについて、売買の ｾｬ 杭担保責任の場合と同様、

学説では請負一般の問題として否定説 (通説) と肯定説 (荒井・建設

約負契約論728頁、来栖 ・契約法469t( 、新版注釈tx:法(16) (内山) 1泌氏 ・149tl .五Z
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野 ・民法慨，;荷1V265頁、石田 (俄) 民法 v (契約法) 335頁) が対立している。

認める必要はない。注文者が、暇抗があるか ら「減額せ よ」

とか「値引きしろ 」と主張 したときは 、意思表示の解釈の問題

として、暇抗修補に代わる損害賠償・の請求があったものと解釈

すればすむことである 。 各種の建設工事約款においても 、代 金

減額についての条項は設けられていない 。

2 - 1 0  取抗を理 由とする請 負 契約の解除

(1) 民 法635条の立法趣旨

前述のように民法 ＶＳＵ 条は、 ｾ Ｎ ｈ ｦｅ担保責任として、請負の注文

者に瑞抗修補請求権と損害賠償請求権という法定債権を与えて

いるのであるが、これだけでは請負人の担保責任としては不十

分、逆にいえば注文者の保護に不十分で、ある 。取抗が普通でな

く重大なものであり 、修補はしたが 当初期待した価 値 ・効用が

なく 、あるいは修補に 長期間を要した場合などのため、民法は 、

その635条で 「仕事ノ目的物ニ暇抗アリテ之カ為メニ契約ヲ為シ

タル目的ヲ達スルコト能ハサルトキハ注文者ハ契約ノ解除ヲ為

スコトヲ得但建物其他土地ノ工作物ニ付テハ此限ニ在ラス」と

規定して、建物その他土地の工作物の注文者を除く注文者に、

法定解除権なる形成権を与えることにしたのである (悔・民法要義

巻之三 710以参!!(i ，)。

同条本文は、建物その他土地 の工作物を目的とする請負以外

の詰負における注文者の解除権につき規定し 、同条但書は、建

物その他土地の工作物を目的とする請負では、解除権の成立を

排除する旨規定し ているので、以下、この二つの場合に分けて

解説することにする 。

(2)  民 法635条本文の解除権

仕事の目的物に暇抗があり そのために契約をした目的を達

成することができない場合は、注文者は契約を解除することが

できる 。

(イ) 解除の要件

注文者が一方的に解除をするには、次の要件が必要である 。

①暇庇による契約目的の達成不能

仕事の目的物に暇抗があ って、そのため契約をした目的を達

成することができない場合とは 、④ 暇抗が重大である場合、⑤

その修補が物理的または社会通念上不可能である場合、⑤請負

人が修補を拒絶した場合、④修補が可能であっても、長期間を

要し、そのため契約解除権を直ちに行使することが正当と認め

られる場合、である (新版注釈 l ( 法問 〔内山) 150 i[ )。



暇抗が軽微なものである場合は、解除権は成立せず、注文者

は、修補請求権または修補に代わる損害賠償請求権を行使しう

るに過ぎない Ｈ 我妥 ・ 債権各論中 同 Ｖ ＳＹ 氏、新版注釈ｊＺｾ法 ｻｉ 日 〔 内山 Ｉ 151 貞など

通説)。

②催告の要否

契約を解除するについて債務履行の催告が必要かどうかにつ

いては 、明文の規定がない。修補が可能な場合には、民法541条

( 履行遅滞による解除 ) を類推適用して相当の期間を定めて催

告 した後でなければ解除できないと解するのが公平であり妥当

であるが、修補が不可能な場合、修補 のために時間を要す る場

合には、直ちに解除できるとする説 (前掲内山 152引 があり 、これ

に対して、前示① の要件を具備している場合に、さらに催告を

要求するのは無意味で‘ あると指摘する学説 (星野 ・民法概論1V266頁)

がある 。後説が妥当である 。 とくに、注文者が商品知識 ・取引

知識 ・法律知識にとぼしい消費者である場合にあ っては 、催告

を要求するのは酷である 。

③解除の意思表示

これが必要なのは、自明の理である 。

(ロ) 解除権と暇庇修補請求 ・損害賠償請求の関係

前示( イ) ①の要件を充たし、解除が可能な場合でも 、同時に民

法634条の要件も充たしているから、注文者は、修補請求あるい

はこれに代わる煩害賠償請求をすることができる 。すなわち注

文者は 、修補請求権、修補に代わる損害賠f日請求権 、契約解除

権のいずれかを選択して行使することができるわけで' ある (注解

不動産法 2 (稲回 ) 1049頁) 0  

N  解除の効果

民法635条本文は 、解除権成立の要件を規定するだけで、契約

解除の効果についてはなにも規定していない。

① 解除後の損害賠償請求

明文の規定はないが、注文者が民法635条本文の請負契約解除

権を行使した場合、契約一般における一般的な法定解除 ( 契約

総則上の法定解除 ) の場合と同様、民法545条 3 項 ( ，解除権ノ

行使ハ損害賠償ノ請求ヲ妨ケス J ) に従って損害賠償を請求する

ことができる 。民法は 、契約の解除によって契約から生じた本

来の債務は消滅するが、損害賠償債務は存続するという主義を

とっているのであるから、民法635条本文による請負契約の解除

においても、本来の債務、すなわち報酬の支払いと、なされた

仕事の結果を注文者に帰属させること、を消滅させるが、損害

賠償請求権は存続する 。すなわち 、注文者は、報酬支払い義務

を免れ( すでに支払ったものはその返還を請求できる ) 、請負人

の した仕事で注文者の所有または占有に帰したものがあればこ

れを返還し、以上によってもなお填補きれない損害があるとき

は、その賠償を請負人に対して請求することができる (我妻 ・{射程

各論中(.=.) 640真、新版注釈民法( 1日 〔内山) 15 H O。

② 解除による原状 回復と 同時履行

注文者による請負解除の結果として生じる 、注文者 ・請負人

双方の原状回復義務は同時履行の関係にあり( 民法546条の類推

適用) 、解除の効果は第三者の権利 を害する ことはできない ( 民

法545条 l 項但舎の類推適用) (我妻 ・前掲 ・内山 ・前掲)。

伺 民法635条本文の適用をうける建設工事

建物その他土地の工作物を目的とする工事以外の建設工事請

負といえば、しゅんせつ工事、建物建築工事とは別個に独立し

て請負われた機械器具設置工事 ・建具工事や既存建物の修理工

事 などであろう 。

民法635条本文に関する 判例として、建設請負の事案ではない

が、次の下級審判例がある 。牛乳栓製造機の製作請負において、

製作供給した牛乳栓製造機が、栓の縁のささくれの発生 、栓の

表面の 印刷不良等の不良品しか製作できない機械であるという

暇庇があ ったため、引き渡しから l 年以 内に注文者が修補請求

権を行使し、請負人が修補を承諾したので解除権を行使できな

いでいるうちに 1 年間を経過したような場合に 、あらためて修

補を催告したが修補に応じないときは、信義則上相当と認めら

れる期間内であれば、契約を解除することができる、とした 判

伊リで、ある Ｈ 東京地判 ｈ 召 ＴＴ ・ Ｔ ・ Ｑ Ｕ 下民Ｎｭ ＲＰｾＴ 号 ＲＱＶ 頁 Ｉ。

約二) 民法635条但書の解除権排除

仕事が建物其他「土地ノ工作物」の製作である場合には、い

かに重要な暇抗であ っても 、注文者は暇抗を理由 として請負契

約を解除することはできない。民法635条但書の規定は、強行規

定である 。 したが って 、注文者が請負人に対して暇抗を理由と

する解除の意思表示をしても無効でいある 。

したがって、請負が建築請負契約である場合は 、注文者が暇

抗担保責任の追及として請負契約を解除しうる余地はほとんど

存在しない。

ただし、留意すべきは、建物その他土地の工作物の建設工事

の注文者が、目的物の暇抗を理由として請負契約を解除する こ

とが許されないのは、建物その他土地 の工作物が完成した後の

ことである 。 もし、完成後でも解除ができるとすると、完成 し

た建物その他土地の工作物の存在する土地が、注文者の所有地
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会を与えるのが妥当というべきである 。(3) Y の総桧造りの要求

または借地である場合には、請負人はその土地から工作物を収

これを拒絶したのは正当

であるが、右に判断したとおり本件においては暇抗の修補 が不

は、 ...... { 艮拠のないものであるから、
しなければならないことになり、請負人に

過大な損失をもたらすばかりでなく、社会経済的にも大きな損

失となる 。民法635条但書の立法趣旨は、

去( 取 り除くこと )

Y か らする本件請負契約の遡及的解除は認め
可能で、ある以上、この点にある 。

したがって、建物そ の他土地の工作物が完成される 以前であ と説いたうえ、「契約解除による損害についられるのである 。」

その後に生じた損害は
ては、解除H寺に生じた損害を基準とし 、

れば、注文者は 、債務不履行による契約解除 ( 契約一般に通ず

債務者が予見することができるものに |浪り請求できると解すべ

る一般的な法定解除 ) の一般原則( 民法540条- 548条) に従っ

Y  として、
きである 。以下この前提の下に損害額を検討する 。」

しかしながら、
て、建設工事請負契約を解除することができる 。

の損害額を算出している (名古屋地割JB1l 60 ・5 ・23判f91J ? イムズ562号136(( ) 。

建設工事の進行程度と債務不履行の程度( 工事の不完全の内容

本件の場合、暇征Eの修補が社会通念上不可能な のであるから 、

とを相関的、総合的に考えて、原状回復に重大な社会
- 程度 )

Y の解除の意思表示を、不完全履行に因る解除 ( 修補可能な場

経済的損失を与える場合には、民法635条但宵A の立法趣旨にかん

合なら履行の追完= 暇抗の修補、を催予干しなければ、不完全履

がみて 、契約解除は許きれないと解すべき場合もありうる (我妻

と解釈 ( 構成) することは可能

であ ったはずであるのに、本判決は、仕事完成前の解除である

行に因る解除権は成立しない)

mt 加各論中(ニ応41氏、新版注釈l( 法( 1日〔内山) 152( ( 、注解不動産法 2 (稲悶 ) 1050 

貞)。

にもかかわらず、民法635条本文の担保責任としての請負契約解
目的物の暇抗が請負人の帰責事由 ( ij 3i: 

建物新築工事の場合、

| 徐椛と構成している 。635条本文は、工事完成前であると完成後

意 ・過失 ) に 因るものでないときは、過失責任主義に立つ一般

であるとを問わず、建物その他土地の工作物を目的とする詰負

の不完全履行による契約解除機が成立する余地もない。建物修

には 、適用される規定ではないと解釈する立場 ( この点に言及

理工事のように土地工作物を作出するものでない請負の場合に

する学説があるか否かについては不知 ) からすれば、本判決は

非難をうけることになる 。

は、但書の適用は排除され、本文の規定の適用問題となる 。

工 下完成前の建物新築工事につき、 635条本文の適用を認め

て瑞庇担保責任としての契約解除権を認めたうえ、損害賠償も 前にも述べたように民法635条但書の規定は強行法規であるか

この問題に関する条項は
ら、各種の建設工事約款はいずれも 、

認めた、注目すべき下級審判例がある 。新築工 'j_¥: を請負 った住

設けていない 。 当然のことである 。
宅建設会社X が棟上げを行った数日後 、注文者 Y がうたい文句

の「総桧造 り」 にな っていないことを理由に工事の続行を禁止

暇 抗 担 保 責 任の 排除と軽減2 - 1  1  
X は、出来高音li分に相当する工事費用と 、

そこで、- 拒絶した 。

民法は、請負人の担保責任を排除または軽減する規定として、

完成し た場合の得べかりし利誌の加害金の支払いを Y に求めて

636条と 640条を設けている 。
Y は、必礎工事 ・建築材料 ・

これに対して、訴えを提起した 。

民法636条は、暇抗が注文者が供給した材料の性質または注文

建物の構造等に暇抗があるとして契約解除の意思表示をしたう

者が与えた指図に因 って生じたものである場合には、請負人は

え、反訴を提起して、すでに支払 った工・ji . 代金等の損害金の支

1"11.保責任を負わない ( 本文) が、請負人がその材料または指図

払いを求めた 。判決は、 I"(l) 民法635条によれは¥請負契約は契

これ を注文者に告げないと
が不適当であることを知りながら、

そのために契約の目的を達するこ
約の目的物に暇抗があ って、

きには担保責任を負わねばならない ( 但書) 貯炭定している 。
その修補が不可能

とができないとは 、①暇抗が重大で・あって、

他方、民法640条は 、請負人が担保責任を負わない旨の特約が

又は② 暇庇の修補が可能であ っても請負人がそれ
である場合、

ある場合には免責されるが、知 っていながら告げなか った事実

を拒絶している場合を意味すると解すべきである 。(2) ところで

については責任を免れることができない旨規定している 。

...... . i t : 件建物にあ って は 吋 針IHJ は不可能と 言わざるをえない

注文者による材料の供給・指図( 民法636条)
)

 

1

 

(

 

のである 。なお く証 拠〉によれば 、修補は不可能で' ないとされ

疋請と下請の関係も 、多 くの場合、注文者と ｾ ｬｬｦ : f J t 人の関係に
そこでい

ているが、それは 物理的意味におけるも のであって、

立つので、本条が適用されるときには、下請人に担保責任は生

じないことになる (新版注釈民法( 16) (内山) 153頁参! !(( )。 もっ とも、建

う修補とは実質的には建て直しに 他 ならず、法的にみれば、本

件においては Y に契約解除権を認めて別途、工事をやり直す機
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設工事における下請では、労務供給業的色彩の強いことが少な

くなく、このような場合は 、雇用と類似した関係になるから別

論となる (注解不動産法 2 (稲田 ) 105!t( )。

各種の建設工事約款においても、民法636条と同旨の規定が設

けられている( 四会約款23条(6) ・14条件)、公共約款37条(5)) 。

建設工事前負で、民法636条本文、1 . e . 書の適用が問題にな った

裁判例として、以下のような判例がある 。

①貯水池の堤防工事の請負人が仕事を完成し引き波した後、

旬日を経ずして決壊したが、前負人は、堤防の決壊は「注文主

が設計の| 努上部から流入することあるべき水量を叫附しなかっ

たこと」に起因するものであると主張して修補義務 ・損害賠償

義務を否定したが、決壊は注文者の指図 ( 設計) に因るもので

はないとしたもの (朝鮮高等法院 tjjll r，j J 5 ・6 ・25評論29巻民法961!T )。

②石垣の築造工事において、建設場所には古い大谷石の石積

みがあ ったが、注文者 X は、工 'J ' i . に当たっては、これを利用し

てさらにその上に石積みを重ねる工事方法をとることを請負人

Y に要請した 。 Y はこの工法で着工したが、基礎となるべき石

積みが脆弱で危険を感じていたが、これを注文者 X に告知する

ことなく工事を進行させたため、古い石積み部分から全面崩壊

する箇所が発生した 。 X が、唄害賠償として復旧費用等を Y に

請求した事案について、 Y ヵ、かつて X に勧告した| 日い石積み部

分をい ったん全部取り外し、基礎工事から新たにやり直しする

工事方法を、「特に重ねて勧告しなかったことは結局、請負人た

るY が注文者たる X の提供した材料又は指図の不適当なること

を知ってこれを告げなかった場合に該当する」と判示した 判例

(東京地相jllfl30 ・10 ・28下民-l t¥6 巻10号227fl )。

③ 断熱・冷暖房設備により恒1昆恒温状態を維持ーできる無窓化

粧板製造工場の建築において、注文者が使用を指示した新建材

( シポレ ックス) に暇杭 ( 屯裂 ) が発生した事案について、本

件建物に存在するシポレ ックスの亀裂による暇抗は、注文者 Y

の指図によ って生じたものであり、請負人 X は本件工事の計画

が確定した段階ではじめて関与することになったこと、シポレ

ックスが新製品の域を出ないこと 請負人自 身も使用した経験

がないこと、建築業界においてもその性能に対する評価が硲平

していないことからして、 X には、 Y の指図によるシポレ ック

ス使用の適否を判断することすら不可能であり、 X には告知義

す努はない、 と判示したもの (名古屋高判昭49 ・11 ・27下氏-l t¥25巻9 - 11合

併号966頁) がある。

④鉄筋コンクリート造ア パー トの管理を業とする X が、塗装

業者 Y に対して、ア パートの外部塗装工 'J' i . を発注したが、 Y は

がJ 半値て‘ A に下請けさせた 。塗装に当た って、古い塗装を除去

し素地を調査する A のケレン作業は著しく 不十分であり、その

ため塗装完了後間もなく全面剥離した 。 X は再塗装 (暇杭の修

中111) を Y に要求したが応じないので、 X は別の塗装業者 B に支

払 った工事費用を損害賠償 として請求した 。 これに対して Y は、

本件工事には塗装に詳 しい X の従業員 C . 0 らの指示、査察、

検査をうけて施工されたものであるとしてｾ ， ｈ ｦｅの存在を否定し

た。かかる事案について 、判決は、民法636条の法立にかんがみ、

暇抗修補に代わる損害賠償について過失相殺を適用し、損害額

から 2 害IJ を減じた (東京高判昭52 ・11 ・30判例時報879号83( i ) 。

2 - / 2  暇 庇担保 責任免除特約( 民法 640条)

(1) 責任の免除

jll 保責任についての民法の規定は、 635条但書以外は任意規定

であ り、また、暇抗を原因とする 注文者の権利はそ の全部また

は一部を放棄することは自由であるから、民法640条によるまで

もなく、請負人と注文者との特約によ って担保責任を全く負わ

ないとすることもできる 。 しかし、請負人が暇抗の存夜を知 っ

ていて( 悪意) も 、特約があるから責任はないとい うのでは信

義則 ・公序に反する 。それゆえ、民法640条はたとえ責任免除の

特約があ っても、請負人が暇抗その他の事実を知 って いながら

住文者に告げなかった場合には、免責 を認めない旨を規定した

わけで、ある( 同条の存在意義はこの点にある) 。請負人が告知義

務に違反したときは、当該の暇抗その他の事実について免責が

認められないばかりでなく 、それが信義則違反 ( 民法 l 条 2 項)

になる程度に至 っている場合には、注文者は、請負人の担保責

任を排除または軽減する特約を解除することができ (新版注釈! ( 法

(1日 〔内山 ) 13 9 m、解除よ って請負人は、当該の暇抗その他の事実

以外の他の暇抗その他の事実についても責任を免れえないこと

になる 。

請負人が事実を告知しなか ったとき、それが悪意ではないが

重大な過失に因る場合にも、 640条を適用しうるか否か、という

問題指摘がある (米桝 ・契約法4 7 Hl) 。

(2)  責任の制限

責任を免除するのではなく、 ffj lJ 限する特約も当然有効て‘ ある 。

責任制限の方法としては、担保責任の効果 ( 内容 ) を限定する

特約 ( たとえば暇抗{I 野市 ・損害賠償 ・解除のうち、修補以外の

他の方法で担保するという ような担保方法の限定) 、担保責任の
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成立要件を限定する特約 ( たと えば、担保責任成立の主観的要

件を、普通の過失を除き故意、悪意、重過失に限定する ) など

が考えられる (民法コンメ ンタール 14 (菜回) 640条注釈) 。

2 - 1 3  破 庇 担 保責 任 の存 続 期 間

暇抗について請負人が担保責任を負う期間 ( 担保責任存続期

間) 、逆にいえば、注文者が!j! l 抗修補請求権、修補に代わる損害

賠償請求権、修補とともにする損害賠償請求権、契約解除権を

行使しうる期間 (権利行使期間 ) (三宅・契約法 (各論) 下910頁朝日) に

関して637条、 638条、 639条の 3 ヵ条を設けている 。 また、各種

の建設工事請負約款も、それぞれ 、この期間に関する条項を設

けている 。

(1) 土地工作物以外のものの暇疫の場合

(イ) 民法 ( 637条)

土地工作物以外のものの暇抗の場合は 、「暇抗修補又ノ、損害賠

償ノ請求及ヒ契約ノ解除」は、仕事の目的物の引き渡しを必要

とする場合は引き渡したときから l 年内に ( 637条 1 項 ) 、引き

渡しを必要としない場合は仕事の終了のときから 1 年 内に ( 同

条 2 項) 行わなければならない。

637条の 'm害賠償」は修補に代わる損害賠償に限られ、修補

とともにする損害賠償は、担保責任としての損害賠償ではなく

普通の損害賠償であるから、的権の 10年の消滅時効 ( 民法 167条

l 項) によ って消滅する、とする説 (新版注釈民出 l印刷 山) 155貞) や、

報酬減額請求権 ・契約解除権については| 徐斥期間、修補請求権

・損害賠償請求権については時効期間と解する説 何回( 機) 民法

v  (契約法) 336引 が あ る。 また、仕事の「終了 」 とは 、注文者に

よる仕事の完成の承認のことである、とする説がある (石田 (機)

前掲普335頁)。

この l 年の期間は、除斥期間 ( 消滅時効 と違 って、 中断や停

止がない確定期間= 権利行使期間 ) であるとするのが通説 ・*I J

仔IJ Ｈ 我ｾ ・ ｭ ｬ ｭ 各論 中 Ｈ］ＮＩＶ ＴＲ 頁、大 判大 Ｔ ・ ＱＲ ・ ＲＸ 大審院民事判決録 ＲＱ 帆 ＲＲＹＵｔｉ 、

訟判昭51 ・3 .  Ｔ 裁判所民事判例 ｾＳＰ 巻 Ｒ 号 ＴＸ ｴｏ で あるが、この除斥期間

内iこ裁判l上で権利行使しなけれは、ならないとするのが有力学説

(我妻・前掲位642氏、新版注釈 l ( 法(16) (内山 ) 126氏) である 。 しかし、判

例は 、| 徐斥期間内に裁判外で権利行使すれば足り、そのときか

ら債権の 10年の消滅H寺効 ( 民法167条 l 項 ) に服する 、 としてい

る (大判昭 5 ・2 ・5 大審院紋判例型民事32頁)。

建設工事請負のうち、機械器具設置工事 、造園工事、建 具 工

事などでは、この l 年の除斥期聞の対象となる 。
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(ロ) 建設約款

回会連合約款23条(3) は、建築設備の機器 ・室内装飾 ・家具な

どの暇庇担保期間について、引き渡しのとき、監理者が検査し

て暇抗を発見したときは 、直ちにその修補または取り替えを求

めなければ、請負者は責任を負わない、しかし、かくれた暇杭

の場合は、引き渡しの日から 1 年間担保の責を負う 、 と規定し

ている。

「建築設備の機器 ・室内装飾 ・家具など」という目的の表示は 、

例示であり、これだけに限定する趣旨ではないが、その範囲は、

通常、建物に固有の構成部分とされていないが、特に 、当該契

約で付加 されて一体とな ったものに限る趣旨である 。 また、「か

くれた暇庇」とは、必ずしも表面にあらわれていない暇抗とい

う意味ではなく、発注者が知らず、ある程度の注意を払 っても

知ることができないような暇抗という意味である (滝井・逐条解説

工事請負契約約款 (三訂新版 ) 205頁)。

(2)  土地工作物の暇戒の場合

(イ) 民法 ( 638条)

土地工作物 ・地盤にあ っては 、暇抗の発生 ・発見が、引き渡

し後 l 年程度で起こるものではないのが普通であ り、わずか 1

年の暇抗担保期間としたのでは、請負人は無責に等しいという

ことになる 。 そこで民法では、普通の土地工作物にあ っては引

き渡し後 5 年間 、石造 ・土造 ・煉瓦造 ・金属造の堅固な土地工

作物にあっては引き渡し後 10年間 、地盤にあ っては普通の土地

工作物の地盤であると堅固な土地工作物の地盤であるとを問わ

ず、引き渡し後 5 年間 、担保責任が存続する ( 民法638条 l 項 )

としている 。

民法635条但書の ように 「建物其 ノ他土地ノ工作物」と表現し

ていないが、民法638条の「土地 ノ工作物」には建物も含まれる

(大判大 4 ・12 . 28民録21料2295t l )。

土地工作物が上記の期間内に暇抗が原因で滅失または鍛損し

たときは、そのときから l 年内に修補または損害賠償を請求し

なければならない ( 民法638条 2 項 )。 このように期間を短縮し

たのは 、滅失または致損によ って暇抗の存在が明白になるから

である 。

上の 5 年、 10年、 l 年の期間は、民法637条の場合と同様、除

斥期間である 。

(ロ) 建設約款

凹会連合約款23条(2) は、木造建物については 、引き渡し ( 22

条(1) ・(2)) の 日から 1 年間 、石造 ・金属造 ・コンクリ ー ト造お



よびこれらに類する建物、その他土地の工作物、地盤について

は、引き渡しの日から 2 年間を暇庇担保期間としている ( 本文)。

また、 請負人の故意または重大な過失によ って生じた暇抗であ

る場合は、 l 年を 5 年とし、 2 年を 10年としている ( 但書) 。

また、 23条(3) は、建築設備の機器 ・室内装飾 ・家具について

は、隠れた暇抗であるときは、引き渡しの日から 1 年間担保責

任を負うとしている 。

民法やこの約款のように、担保期間を、普通の建物か堅固な

建物かで区別するのは合理的ではなく、期間の区別の基準は、

破杭の 出現 ・発見の難易から 判断 されるべきであるとの批判的

な指摘がなされている (滝井・ 逐条解説工事消負契約約款( 三訂新版 ) 205 

m。 この約款は、民法における 5 年を l 年に、 10年を 2 年に 短

縮しているが、他面、無過失または普通の過失による暇庇と、

故意や重過失ある暇抗とを区別し、後者の場合には請負人に WI

間短縮の利益を与えず、民法の原則に戻ることとしている (滝井

・前倒瞥206頁)。 また 「故意による暇抗」 とは、年調E工事について

認識があ ったこと ( 悪意) をいい、単に、暇庇工事 を自ら行 っ

たり、下請に指示したというように請負者の意思に基づいて行

われた場合に限られるわけではない (滝井・前倒 j!. ' 206則 。

(3) 特約による寝疲担保期間の伸長・短縮

(イ) 民法 ( 特約による期間伸長の限度 )

前述の民法637条 . 638条の期間は、公益的な見地から、請負

人のために設けられた規定であるから 、この規定によ って保護

を受ける請負人が、 自己が不利益なることを承知の上で、注文

者との協議のうえ期間を伸長することは、自由である 。 しかし、

あまりに長期の伸長を認めると、法律関係が紛糾し、時効制度

を設けた趣旨とも抵触することになる 。そこで民法は伸長の限

度を普通の時効期間の程度でとどめることにした( 民法639条) 。

普通の時効期間は、修補請求権と損害賠償請求権は債権であ

るから、 10年となる ( 民法167条 1項参照)。 解除権の場合は 、「債

権又ノ、所有権ニ非サル財産権」であるから 20年となる ( 民法167

条 2 項)。 しかし 、解除権については 、消滅時効に関する限り、

債権と同様に 10年と解するのが通説であるから 、ぞの最長期は

10年ということになる 。 したがって、どの権利も最長期は 10年

ということになる 。 そうすると、 堅 固な土地工作物については

伸長の余地がなく、普通の土地工作物については 5 年をさらに

5年延長し 、その他の請負目的物一般に関する 1 年はさらに 9

年延長することが可能となる 、 ということになる 。

民法639条が638条 2 項を除外しているのは、土地工作物が滅

失 ・致損してま12抗の存在が明白にな ったときは、 具体的な権利

の行使期間について伸長の特約を認める必要があるとは考えら

れないからである (注解不動産法 2 (稲凹) 10 5 Hi)。

(ロ) 約款による民法の定める期聞の短縮

実際上は、破抗担保期間が特約によ って伸長される例はほと

んどない。逆に、すでに四会連合約款について述べ たように、

各種の建設約款では、民法の定める期間を大幅に 短縮する条項

が設けられている 。担保責任を負わない旨の特約も有効である

( 民法640条) とされる以上、この ような条項も有効と解さざる

を得ない (批判 l昭49 ・3 ・28金融法務事情718号32氏。これは、昭和50年 3 月改

正前の四会迎合約款22粂( 1ト=貌23粂(2)の綴OE1U.保期間の規定の有効性に関する判官1])

が、大手建設会社に在籍した建築法務のベテラ ン、学者や、内

外の建築民事 法にうん替のある民法学者からは強い批判や無効

日命カずある (沢井 ・建設請負契約諭769f ( 、防備 ・法律11年報42巻 9 号40氏、民法学

5  (高儒) 226氏、現代契約法大系 7 巻 〔淡路 ) 353(( )。

約款作成者側からの、期間短縮の理由としては、長期間経過

すると、施工上の暇抗か使用上の暇庇かをめぐ って争いが生 じ、

また、請負人を長期間不安定な地位に置くことも苛酷であるこ

とを挙げている (建設業法制f究会編符 ・公共工'J列車敵前負契約約放の解説154

凶。 しかし、製作上の罪組Eと使用上の暇抗との半IJ別は、建築物

に限 ったことでなく、他の製作物の請 負や売買でも生じること

である 。公共工事 はいざしらず、民間工事 とくに住宅工事では、

悪質業者が l 年や 5 年では発見できないかくれた暇抗を故意に

作 って工費や工期を節減する、悪質な施工を横行間歩さ せ 野放

しにすることになる 。加えて建設工事における暇庇の遅発性と

いう特殊性の問題がある (期間制限に 関する研究として 、来図 「建設工事

契約破統担保資任の期間制限J 法学志林 (法政大 ) 83巻 l 号47頁以下がある )。

*  

本稿の冒頭部分で、建設工事紛争審査会の仲裁判断集として、

中央と大阪府のそれを挙け・たが、これらのほかに、これらに次

いで三番目に、東京都の仲裁判断集が刊行されている 。 これは、

審査会制度が発足した昭和31年度 ( 12月) から昭和63年度 ( 10

月末現在 ) までの32年間に行 った41件の仲裁判断の全部 ( 判断

の理由を付ーさないもの 3 件を含む ) を収録している 。大阪府の

場合と同様、非売品である 。判断の理由を付したもの38件のう

ち、工事の暇庇を主たる争点とした事件が20件あり 、約53 %を

占めている 。前述したように 、大阪府の場合は、 55% である 。

( やまさき ひろし 関西学院大学法学部教佼)
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「建築をめぐるトラブルとその解決」特集 の 注 解 加 公 叫 僻 繍i- 僻 説 明 治 鶴湾 跡 的 措;;....$1樹 ぷ 主 将

事I.HJI J時報 (判例時報社発行 ・日本評論社発売 ・旬

刊)

各容級の主要宇lJ 例を詳細に収載。重要箇所を傍

線て示す。

半I.HJI Jタイムズ (判例タイムズ社 ・月 l 回)

各審級の主要ＴＧ ｾｊ 例の特報 ・ 紹介 。

ジュリスト (有毒gl 証l' 月2 固)

カード式。 l 号平均24件の主嬰判例を速報。

金融・商事半I.HJI J

民間の判例集。

法律新聞 (現庄ナシ)

法律評論 (現庄ナン)

.r 建築をめぐるトラブルとその解決」特集に引用した判例の紹介文献

下級裁判所刑事裁申I.HJI J集 (最高裁ヰ冴長総: 局編集 ・

法曹会発行 ・月 l 図)

労働関係民事裁事I.HJI J集 (故高裁事務総局編集 ・法

曹会発行 ・隔月 1 回)

行政事件数半I.HJI J集 (最高裁事務総局編集 ・法曹会

発行 ・月 l 回)

裁判所時報 (段高裁事務総局 ・月 2 回)

ｪ 岬 ｊｰ ｊ￭ 側僻 ｊ ｾ 秘主絡速報 。 重要判ｦＹ ｉｊ 速報がある 。

2  ，判 例 評 釈 ・ 解 脱

法曹碍 報 (法官会 ・月 l 固)

最高裁調査官による段高裁判拶IJ解説。なお各年

ごとに単行本として法官会より発行。

民 商 滋 臨 (有毒E悶 - 月 l 回)

最高裁民，ZJ坤 H91Jの研究。後に編集して、末川博

編 「最高一裁民主! 印H日批評J (有益脱 1) にまとめる。

1  ，公 式 の 判 例集

大審院判決録 (東京法学院)

明治28年 7 月に 1 輯を発行。大正10年、 27斡ま

て刊行。

大審院事I.HJI J集 (法曹会)

大正11年を l 巻とし、民事はug和21年 1 月の25

巻まで、背l則 立 昭 和22年 3 月の26巻まて午1] 1汁る。

最高裁判所半I.HJI J集 (故高放判例調査会 ・月 l 回)

最高裁判所発足の昭和22i f . を第 l 巻とする。内

容は民事 Ｈ 民集と略 Ｉ と汗 ｉｶｬｾ (苛lはRと略) に分頬

されており、 1  '  2 審の判炉11 も収録されている。

高等裁判所辛I.HJI J集 (最高裁判例調査会 ・月 l 回予

定)

昭和22、23年を第 l 巻とし、民事と7fl 体に分類。

下級裁判所民事裁半I.HJI J集 (最高裁事務総局編集 ・

法瞥会発行 ・月 l 回)

地方裁判F府 l版
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大審院判決全集

大審院裁判例

最高裁判所判例解説

総合判例 ｾｦ ｾ 究司聖書

判例時報

判例時報j剃寸の判仔IJ 評論

判例タイムズ

判 例 悶 砧

ジュリスト

法学教室

法曹時報

不法下民集

判 決 全 集
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判 時

十"J 評

判l タ

判 民

ジ ュ リ

法 教

曹 11寺 ※本特l I ! に引 111され てい ない文献の略訴も I件。!じした.
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t也，'fi J
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. t R民 ( 汗11) 最高放判所( 民事 ・苛l時 ) 及判集

高民(j fl J) 集 高 等 裁 判 所 民(汗11) 司坤l例集

下民(汗11 ) 集下級裁判所民(汗11 ) 事判例集

行 築行政事件裁判伊IJ 集

地 割j 地方自治関係実例制j例集
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刑 月 俳 字 放 判 月 報
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建築紛争の予防と調整のための取り組み

- 神戸市の場合一

高 橋 寛

神 戸 の 建 築 活 動 と 紛 争

平成 2 年度の建築確認 申請の受理件数は 6，918 件であ

った。用途別にみると、個人住宅が5，110件、共同住宅が

763件、その他建物が1，045件とな っている 。

このような建築活動に伴 って、さまざまな相談や苦情

が窓口に寄せられる 。住民が来庁、電話などの形で持ち

込む建築計画などの干寄付j と解決のための相談は、連日と

ぎれることはない 。 ちなみに、建築紛争の調主主を担当す

る住宅環境課だけでも、 年間 1，600から 1，700件に及ぶ相

談が持ち込まれる 。同じ部に属する他の課にもそれぞれ

の職務に関係した形で、似たような建築紛争に関する苦

情や相談が絶えない 。 これらを合わせると年間数千件に

のぼる相談が神戸市に持ち込まれているのではないかと

忠、われる 。

その中で、 1 ヵ月 以上にわた って 相談に応じた り、市

長陳情 といった文章の形で調整活動 の依頼を受けるも の

は71件 であ る。 さらに、 市会陳情 とな ったものがこのほ

かに 13件あ る。

建 築 紛 争 の 特 徴

調盤活動を行 った71件の特徴を紹介しよう 。

表ー 1 平 成 2 年度陳情傾向

用途地峻別件数

建物用途別件数

内容別件数

建築物が立地する用途地域別では、第 2 種住居専用地

域が最も 多 く ( 42%に つ い で 住 居地域 ( 18%) 、近隣商

業地域 ( 18 %) となって いる 。建築物の用途では、全体

の70% 近くが共同住宅である 。階数別 では 、 6 階以上が

4 2 %.  4  - 5 階が37% 、 3 階以下では 21% となっている

( 表 ー 1 参照 )。

紛争の要因となる内容は、日照、プライパシ一、ワ ン

ルーム マンションの比重が高いが、政近では要因も多械

化し て、建築物の利用や入居者のモラル、駐卓場問題 な

どに拡がる傾向をみせている 。

建 築 紛 争 の 予 防 、 調 整 の た め の 制 度

このような建築紛争は、建築主と周辺住民との聞の民

事上の権利調整の分野の課題て¥市が直接当事者に対し

て紛争を裁定する立場にはないものである 。 しかし、市

民の生活環境の保全を図る必要性や周 辺住民の多くが関

与せざるを 得ないとい う社会的JM響の大きさ、さらに専

門的知識が比較的乏しい市民の立場を考慮すると、第三

者としての市の調整役割lが求められ、紛争の予防も含め

て市の積極的な働きかけが期待されている 。

本市は、 このような要請を受けて 、市民の住環境をま

もるため に、昭和47年 8 月に 「神戸市民の環境をまもる

階数別件数

建築と社会/ 削 判 月号 95  
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表- 2 指定建築物届、ワンルーム計画書、陳情件数の推移

(i主) 神戸市ワンルーム7 ンy ョン指導要梢は 、昭和61年 5 月 l 日から施行。

表- 3 建築紛争に関する苦情相談、 陳情の状況

苦情相談・陳情件数 陳情の処理件数

み下芝了
苦情相談等 問l ↑ti 市会陳情

註ごご

当 該 年 度 中

過を年含度む未累処理計!  
当 該 年 度 中

未 処 中 理)  

IW t，'i  処 理 ( 話 し合い

60 1，264 78 16  

61  1，422 76 24 

62 1，474 124 23 

63 1，487 
80 15 

7C 1，732 72 10 

2  1，637 71  13 

条例 J ( 以下 「条例」という ) を制定した 。その中で、全

国に先がけて本市独自の日影規制を実施するとともに、

一定規模以上の建築物に対する事前の届出、これら建築

物について周辺住民への事前公開襟識の設置、紛争調室長

についての市長の積極的な役割など、 紛争の予防と調整

のための制度を創設した 。つづいて、日照等調停委員制

度の盤備、ワンルームマンシ ョン指導要綱 ( 以下 「要綱」

という ) の制定、さらに、条例を改正して、周辺住民へ

の事前説明の義務づけ、工事協定締結の配慮規定など、

建築紛争の笑態に対応した制度の充実を図ってきた 。

事 前 手 続 き 、 紛 争 調 整 の 現 状

条例および要綱に基づく事前手続きの大筋について説

明しよう 。

( 1)  高さが10 m を越える建築物 ( 第 l 後住居専用地域

の場合は軒高 7 mを超えるもの又は地上 3 階以上のもの )

は、「指定建築物」 として、事前手続きの対象となる 。

(2) 専用面積が25m' 未満の戸数が 10戸以上となるワン

ルームマンションも事前手続きの対象となる 。

(3) いずれも建築硲認申請前に 「指定建築物建築届」、

「ワンルーム 7 ンション計画書」 を提出してもらい、条

例、要綱l上の事前審査を行うとともに、周辺住民への事

前公聞のために 「建築計画のお知らせ」看板の設置を義

務づけている 。

(4) 標識を設置すると、かな らず周辺住民に対して説

明会の開催などの事前説明を行 ってもらう 。

(5) 事前の届出等に基づく指導を建築主等に行い、あ

わせて 、建築物の建築について日照障害などの紛争が生

じた場合は、 利害関係の調整を図る。

(6) 必要に応じて、 利害関係の調撃を日 !1¥1 ，等調停委員

が行う。

以上 のような取り組みによって、建築紛争の予防と紛

60 

61  

62 

63 

7c 

2  

78 101  77 24 

76 100 70 30 

124 154 101 53 

80 133  67 66 

72 138  99 39 

71 110  61  49 

争解決をめざしている 。

事前手続きの対象とな った建築物は、平成 2 年度で、

指定建築物が723件、ワンルームマンションが 139件であ

る。主としてこれらの建築物のうち、市長に対して紛争

調整の陳情のあ ったものが、上記の7 1件である 。( 表 - 2 、

3 参照 )

紛争調整は、陳情者の要請を建築主等に伝え、話し合

いを指導するとともに、地域の実情や周辺住民の要請を

d 号慮して建築計画の一昔11の変更を要請することもある 。

話し合いを円滑に進めるために、必要に応じて市の職員

も立ち合うが 、当事者双方の主張を整理し、解決に向け

てねは、 り強〈説得して、お互いの歩みよりによ って一致

点を見出すように努めている 。

7 1件 中、年度末までに解決をみたのが 、28件である 。

最 近 の 紛 争 傾 向 と こ れ か ら の 街 づ く り

日照、プライパシ一、圧迫感とい った個別の生活環境

の悪化が問題となるものから、広〈既存の地域環境にな

じまない建築物、さらには、敷地の形状や安全性が問題

となるケースが増えている 。加えて、建築主等の説明姿

勢やモラルに関する不満も強い。

建築活動は、市民の住生活や経済活動などの向上、発

展を支え、街の更新に大きな役割を果たしてきた 。 そう

して、未来の盟かさとゆとりをつくりあげるという使命

は今後一層高ま っていくだろう 。 それだけに 、周辺住民

や地域環境との対話が欠かせない分野である 。市として

は、個別! の紛争調援に当たりながら、話し合いの指導を

通じて、街づ くりの主役である市民と建築主等との相E

理解を図 り、街の現在と未来をつなぐ糸をつむいでいる

つも りである 。

引き続き建築業界のみなさん方のご理解とご支援をお

願いしたい 。( たかはし ゆたか神戸市住宅局雄築日11住宅環境課長)



ることが重要である 。

各部の圧力は、次式で計算できる 。

Pc  = 5.3kg/ c耐 (設計凝縮圧力)

P， = Pc + p，- '  H，- d. P， 

PE  = P，- d. Pv  

= 5. 9kg/ c耐( 設計蒸発圧力)

= Pc + d.p.ι + ムPc 十 d. PE+ ρ(; ' H， 

循環する条件は、

P' > PE  

ただし、 H，= H，とする 。

Pc 十 p，- ' H ，- d. P，- > 九 +d. 九 + d. Pc + d. 九 + ρι ・品

(ρL - P C)  .  H ，> d. P c + d. P ，，+ d. PE +d. P，ι  

た fごし、 P<  :  I疑紛圧力

ｐ ， コイル入 ＱｬｾＱＧ￬Ｇ ＱＱ ニ Ｉ ｊ

ρι ・冷媒液のi l ' .'1主 { kg/ αn' }

ρι  冷媒ガスの驚 ｊｾ {kg/ cm' }  

P"  :  {/i.. 発l王ブJ

d. Pv  膨強弁の抵抗

f-/， 液ｾの液水 ｪｭ

的 ガスI ' i ' のガス水回

d. p.ι  凝縮昔告の1王}J IJl失

d. P"  ぷ発器の圧力! J l 失

d. P，. ガス管の1玉} } !J! 失

d. P，_  : 液管の圧力 !Jl 失

冷媒の液とガスの密度差に水頭を 掛けた静水ilTI

の差が、循環経路の各苦11抵抗の総和に勝れば、向

然循環は成立する 。

なお、凝縮甘誌の凝縮圧力が低 F すれば蒸発圧力

も{ 低下するため、室内ユニ ッ トの能力は増大する 。

・暖房サイクル

建物の最下階に蒸発器を設け、凝縮器 となる室

内ユニ ッ トを天井内に設置し、液管とガス管を分

離し、 図- 2 のように上下方向に接続し 、 システ

ムを構成する 。 まず、蒸発器に温水を供給し、冷

媒液を蒸発させる 。蒸発した冷媒ガスは、ガス管

を通じて畿内ユニッ トに分配され、空気と熱交換

し凝紡する 。凝縮し液化した冷媒は自重にて液包・

によりぷ発総に導かれ 、無jJjjJ カで循環を繰り返す。

ただし、液 '1J の冷媒液は、蒸発圧力に打ち勝 っ

て流入するだけの液ヘ ッ ドを必要とする 。

各音11の圧力は、次式て守I.t ) : できる 。

九 = PE - p(. .  H
3

- d. PE- d. p (; 

Pc  = 九- d. P，

= 1も 一 ρc ' f.ん- d. P，，- d. P，ι - d.p.ι

P， = P，ι - d. P，- + p，_ '  H. + ρ G  (H
3
- H，)  

= 1うよーρu ・品 - {:，. 九 - d. 九 ーム九

- d. P，- +仇 . H，+ pc  (H
3
- H，) 

負荷が 2 1 となるため、システムとして i.k帯熱

式ヒートポンプは多くのメリ ッ トを有している 。

このように、屯力負荷の平準化と装置容i u : を半

減化し、i ' ! . ' 熱化によって冷暖房・の負荷をバランス

ょくさせる i.k務熱式ヒートポンプは、今後の空調

システムの主流になるものと 思われる 。

そこで、この氷蓄熱の低温性を有効柄mするトl

的で、冷!I!kの気休と液体の相変化により効率よく

熱搬送するとともに、気体と液体の比重量差によ

りポンフ。動; J J 等を一切用いずに冷媒の向然循環を

はかり、空調を行うベーパ・クリスタルシステム

を開発した。

クリスタルタワーのベー

パ・クリスタルシステム

1 9 6  

ベーパ・クリスタルシステムの構成と循環理論

ベーパ ・クリスタルシステムの冷媒は、ヒ ー ト

ポンプノマ ッケージに使用されている R-22を用い

ており、その特徴は、ヒートポンプ.パ ッケージと

同等の良さを 布しながら、 ヒー トポンプパ ッケー

ジのような圧縮機を必要とせずに線動がて' きるこ

とである 。

ベーパ ・クリスタルシステムは 、冷房ーサイクル

とl暖房サイクルの完全に独立した 2 系統で緋!おさ

れている 。

. 冷房システム

最上部に凝紛器を設け、下部に室内ユニ ッ トを

設け、そのnll を液管とガス管で接続すれば、冷媒

の液とガスの比重量差で冷媒は循環する 。

J疑給総は、ガスを上方より取り入れ、氷の溶液

にて冷却l液化させ、気液を分離し、液のみを n.ill

にて下方液包= より室内ユニ ッ トに導き、蒸発コイ

ルに送る 。蒸発コイ ルの下部より冷媒液 を流入さ

せ、気化 させることで空気を冷却 させ、この恭発

ガスを蒸発コイル上部ガス管より送り :1¥し、 J疑紡

器に送る 。蒸発コイル内にお いては 、気液を分自1t

し、蒸発ガスのみをガス管に送り出すべ〈、蒸発

量に見令 った冷媒を流すように膨娠弁によ って制

御 され、 リキ ッ ドパ y クを 防止する 。図ー 1 にベ

ーパ ・クリスタルの冷房サイ クルのシステムを示

す。

このように、液管には液のみを、ガス管にはガ

スのみを送 り 出 すことで、重力差による ｉ ｾ ｉ 然循環

は成立する 。 この制御は、すべて膨媛弁によりコ

ン トロ ールされるので、膨張弁 を正常に動作 させ

良則

冷暖房兼用である合理性と、 H ノドの温暖な気候

がヒートポンプの特性とバランスし、ヒートポン

プは、飛躍的発展を遂げた。

H乍今の大型化、複合化 された多 目的 ピルは空調

運転時間が多岐にわたるため、従来のセントラル

万式では、管理面と綴送動力の点で問題が出てき

て 、ゾ ーン 別 の自己完結の ｊｾＡ 立運 ＧＱ 去の欲求が強く

なり、搬送動力が少なく ｉ ｾ ｉ 己完結機能を有したヒ

ートポンプパ ッケージが多くのビルで採用される

ようにな っ た 。 また、ビ ｊ レのインテ リ ジェントイ ｾ、

多量のOA 機器の導入は空調: i ' t 桁のバラツキをも

たらし、よりきめ細かな さを剥が必要とされるに至

り、 ｾｗ 司ユニ ッ トは小型化に向かい、ピル用マル

チ y ステムが開発され、ビル空調の主流となった。

しかし、その空調システムが消費する屯カは屯

力 会 社の夏 ｊｕ ｝ ｾｉｌ 力供給の ＳＹＥ にも達し、屯カの供

給不 ｪι を招くに ｾって 、 似 本 Ｈ Ｑ ＧＭＩ な対応の必袈性が

生じた 。 ｾｉｌ ［ｊ ｊ 会 社では、冷 Ｉｪｽ のための 消費電力を

ピークシフトする業務m蓄熱調務契約料金制度を

設定した。業務用蓄熱調整契約料金は 、関西電力

の場合、 4.58円/ k Wh と安〈設定され、昼 間l の

基本料金と従長料金を合わせた料金の 1/ 5.4で

ある 。 そこで、この料金制度を I比大限に活用する

氷帯然式のヒートポンプがIJfJ 発された。

氷 ｩ ｊｪｽ熱式ヒートポンプは、 ｬ 唆 Ｉｪｽｾ 桁によ ってシ

ステム答訟を決定し 、不足する冷房 負荷を蓄熱に

よってfili うy ステムである 。htJ Eのインテ リジェ

ントビルは、 O A機総 のT1: kにより冷房と i暖房の

井上

言氷層9.990RTH
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循環する条件は、

九> 乃二

(Pι - Pc) ｈ ， ＾ ｴＺＺ，Ｎ ｐ ｅ Ｋ Ｖ ｐＧ ιＫ ム 九 Ｋ ｴＺＺ，Ｎ ｐ ｴ •

すなわち、冷媒の液とガスの比重 ht 差に H，を

掛けた静水頭が、循環経路の各部抵抗の総和に勝

れば、自然循環は成立する 。

なお、蒸発若誌の蒸発圧力がrzくなれば、室内ユ

ニットの凝縮圧力が高くなるため、宅内ユニ γ ト

の能力は大きくなる 。

ベーパ・クリスタルシステムの制御

循環の基本理論は、液体と気体の比重 iit 差であ

る。 そのためにはガス管;lWJ はガスのみとし、液管

制IJ は液のみとしなければならず、冷房逆転時にお

いては、冷房負荷に応じた冷媒を流入させ、冷媒

液がカ' ス管制に流入しないように膨仮弁を働かせ

なければガス管内に液が滞留し、循環は停止する 。

ｾｩ昆 は、コイル入口に屯磁弁を設け、 室 淑に応

じて開閉し、制御している 。

このように、膨娠弁と屯磁弁の簡単な制御で動

力源も必要とせず、 シンプルなシステムで故障の

少ない安定した運転が期待できる 。
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ベーパ・クリスタルシステムの特徴

これからのインテリジェントヒ・ルの空調に袈求

される 例別分散化の空調に蓄熱機能を付加した本

ンステムは、次のような多くの特徴を有している 。

・圧縮機等がなく、全〈動力を必要とせず、凝縮

圧力と蒸発圧力にほとんど差がない。

- 搬送機株がないため、 hllが冷媒に泌じることが

なく、 tlll についてのIU] 題がない。

. 7 1 < を使用していないため、漏水の心配がなく、

配管の腐食がない。

- 室 内ユニ y トはダブルコイルで、配管・は四管式

のため、11の苅い空調が可能である

.  ｾｴ 行に管路に冷媒があり、氷が蓄熱されているた

めに、クイ ンクスタートができる 。

. /令IN: のi管然で総括性送するため、配管・は水に比べ

て 1/ 9 のサイ ズになる 。

ベーパ・クリスタルシステムの実例

クリスタルタワーの熱源は、 3  - 37階の高層系

統と 8 2 - 2 階の飲食庖古I i 系統に分かれ、高層系

統にベーパ ・ク リスタルシステムを採用した。図

写真一 1 クリスタスタワー (左側のピル)

E 二 コ インテリア 亡= コ ペリメ - 9

図- 5 クリスタルタワー基準階

A-j 系統 A- 2系統 A-3系統

PS PS PS 

1  I ・室内ユニ y ト

Aーl 系統 1  A- 2系統 1  A-3系統

図- 6 V C S室内ユニ ッ トゾーニング図

Ｓ に高府系統の冷房Ｚｦｾ術を示す 。

この: f ' t 析に対応するため、 iK必然式ヒ ー トポ ン

プ601-Pを 27台屋上に設出した。 その能力は、製 iK

l時で37RT 、暖房能力は 170，000k田I / h、熱 l叫収

逆転も可能である 。

氷蓄熱タ ンクは、 3f i の氷{ ' ! } 熱式 ヒートポンプ

が深夜10時1111運転し諮然するために 80m' とし、 9

1i/' iのタ ンクを 、屋上に設 ;lt した。 その総7t i然fEは

9.990R Tてに l 日の負荷の50%に該当する 。

同府 11皆のベー パ ・クリスタルの系統図を 図- 4

に示す。図- 5 にクリスタルタワーの法準 1
1作ド而

を、図- 6 に室内ユニ y トの配; 丘図を示す。

テナント居住才;の好みに合わせたきめ細かな運

転 ・ ｪ ｬ ｾ Ｑ 御ができるように、ペリメータＱｩｉ Ｑ は Ｓ Ｎ Ｖｭ モ

ジュール 2 例の26m'ごと に、イ ンテ リアは 52m' ご

とに室内ユニ ッ トを設置し、イｼ司々の ｾＱｬ 立運転およ

び温度 ｪｬｾ Ｑ 御 を行っている 。

個別逆転の笑紋によ り、イ ンテ リアは冬でも l吸

房の 必要がないこ とが機認できたので、冷 ｢ｲｽｾ ｬｊｬ ｭ

ユニ ントとした。ペ リメ ータおよびコア昔11は、 ダ

ブルコイルとし、凶ｾ［式の対応としている 。

Ｈ いのうえよしのり株式会 ｾｉ 竹 ＧｉＧ ｊ Ｚ 務的新帯然推進 宅街長Ｉ



平野の周辺山地から伝燃する堆積層表面波、すな

わちあとゆれとが合成された結果である 。主要動

の継続 l時間は短いが、主主主色は主要動 に匹敵す

るt辰幅で単調な震lli7J を繰り返し、揺れ続ける 。

平野内各点の震動継続時間は、場所によ って異

なる 。例 え ば山地に近い平野内の E 点は、図 3  

にみられるように 山地からの表面波の到着が早い

ため主要動にあとゆれが重な り、平野 中央部の他

点に較べて継続時聞が短い。 このように平野の浪

部J 継続時間は 、平野内各点の平雨的位置によ って

異なるが、あとゆれの存在によ って優めて長くな

る。

(sec) 40 

生駒山地からの表面波の伝矯

30 20 10 

15 

(km) 
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駒 10

出1 1' - 1" 岬l

か

勺

の F

7K '" 

主E

竪

0  

5  

1 9 5  

あとゆれ

あとゆれは長周期が卓越する

あとゆれの卓越周期は 1 - l. 5秒が基本的な周

期であるが、前述めように長い周期のものも現れ

る。先の二つの地浪について速度応答スペ クトル

を求めると、 図- 6 が得られる 。
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図- 3

あとゆれは周辺 山地から伝播する波動とみなし、

平世} 各点の観iJli J波形を生駒 山地からの水平距離に

従い、時間的対応をなした上で順次並べると 図 -

3 となる 。 これは大阪平野の東方の三重県中部に

震央を有するマ グニチ ュード (以下M と略記) 5. 3 

の地震である 。主要i [(/J の後に、周辺山地から堆積

! 習を水平に伝婚する表面波が確認でき、その伝播

速度 600 m/ 悶が得られる 。
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主要i [ ( /J のあとに引き続き揺れる地震動、筆者 ら

はこれをあとゆれと称している 。

周辺を 山地で囲まれた堆積平野において地震観

測をしていると、このあとゆれが現れる 。 山地の

岩絵では継続l時間が短い地震動も、平野の土佐積地

盤では顕著に延び、揺れ続ける 。

ここでは、このあとゆれを現象面から概説し、

建物の耐震設計を行う上での参考に供したい。

新太郎大場

[5gal  

車主盟主は堆積層表面波である

90(5' C)l∞ 80 70 60 50 40 

了

却20 

1  Period  (sec) 5  

図- 6 規模の異なる 2地震の速度応答スペクトル

本図によれば、平野士{ t 積地盤において、 三重 県

中部の地震 (M= 5 .3) の場合 1 - l. 5秒が卓越す

るのに対し、規模の大きい長野県西部地震 (M =

6.8) では、これに加 えてより長い周期の 4 - 6 秒

が優勢である 。 この相違は、岩盤 S 、R における

二つの地誌の周期特性と震動継続時間の違いに起

因する 。

平野におけるあとゆれの卓越周期は、周辺 山地

の岩盤での地震動、すなわち平野に入力される以

前の渓源を含む地震動特性に大きく影響され、図

3 、4 の加速度波形と併せ考えると、 1 - l. 5秒

から 6 秒程度までの長周知j帯域が優勢であること

がわかる 。

10 

六甲山地と生駒山地からの表面 j皮の伝矯

一方、 地震規模の大きい長野県西部地震 (M =

6.8  ) は、 図- 4 に示すように前述の地震と異な

り、卓越周期が長い。 いま六甲山地と生駒山地か

ら伝播する表雨波を仮定し、それぞれの 山地から

平野内各点への水平距維を考慮して走時を求める

と、図 中の破線のごとく表される 。 その伝播速度

は約 800 m/ 蹴と、前述の地震に較べ て速い。 こ

の波観j はその波長から推察して 、 より深い層を巻

き込んで、伝播する表而放と考えられる 。

R  

震央が奈良 ・和歌山県境の地譲について、大阪

平野と周辺 1.l J!也の 3観i RlJ . . 主で同時観測された加速

度波形を、震源、からの距離のJI聞に時間的対応をな

した上で並べ ると、 図 1 が得られる 。 P i皮の後、

加速度の大きい S 波 (主要動) が S 、A 、 R の)1頂

に到着し、この波邸j は 各 点 ( 図- 2 参照) と震源

との幾何 学 ￹Ｇｾ Ｑ 州系により、基終岩をほぼ Ｓ Ｎ Ｓ km/  

蹴の速度てー伝播する 。 A 点では基盤岩から土佐積層

を上方へ伝播する時間を要し、到着が遅れる 。注

目されることは、平野内の A 点は主要動①の後に

単調な災動②が続き、 山地の反切りが減衰した後も

揺れ続けている 。 これがあとゆれである 。

t 十
「 帆市 脚州 凶 桝 向 山

引い一一

図- 4

⑨ ｾ＠

② 

あとゆれは警戒すべき波動である

主要i [ ( /Jの後に続いて揺れるあとゆれによ って、

平野の震動継続時間は極めて長い。 このあとゆれ

の周期は、大阪平野では l 秒から 6 秒程度までに

およぶ長周期帯域が卓越する 。固有周期の長い高

層 ・長大な構造物にと って、最も警戒を要する波

耳目J で弘ある 。
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地震波の伝矯

以上の観測結果によれば、大阪平野の地震波の

伝幡性状は 図- 5 のようにまとめられる 。最初 に、

震源から⑥のように実体波が周辺 山地および平野

下部の基盤岩に到策する 。次いで基盤岩から堆積

層を上方に S 波① が伝掃し、層内で多重反射を繰

り返す。 その後、周辺山地と平野の境界を 2 次震

源、とし、堆積層を水平に表面波②および③が伝播

する 。 この②およ ・び③の堆積層表面波が、前述し

たあとゆれである 。 なお、この波動は、震源、の方

向に関係なく、周辺 山地と平野の境界から発する 。

あとゆれの震動継続時間は長い

山地 と平野の観測波形を 比較すると、: ! 1ft 梢平野

は山地に較べて援iltlJ 継続時間が顕著に延びる 。 こ

れは堆積層内での S 波の多重反射による主要動と

図 5

平野を伝婚する地震波( 加速度水平成分)図- 1

図- 2



名誉正会員

松 井清之助氏逝く
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追悼の辞 4q設/HJ もなく白地しに第二次世界大峨の; 洲を

うけ街のl坊火改修から大空襲に 備えて の 1nH/il ド味/)f. J

山 田 一 義 'J'; 業へと課長以下全貝が堀川通り、御池通り、五

; ; t { f んで、松井hY之助氏の御2昼前に 1皆越ではあり 条iIUり その他全市に展開実施され終戦まであt きま

ますが、お訣れの言葉を申し上げます。 した 。終戦/ : 日もなく米占領箪の京r ，J liifl ! t J : によるホ

5 月25 日深夜、御令息東急建設常務取締役松井 テル、病院、高級住宅の接収により建築行政の空

宏一氏から父が亡くなりました生前は何かとお世 (1 とも言える時代が続き、そのような情勢下松井

話になりましたと懇ろな必知らせを戴きました 。 課長は戦後の荒廃した京郊の住宅復興、住築行政

若干しくも 3 ヵ月前の 2 月25 日、元兵庫県主主築音/1 に ':I 越したお A号えで色々ご符労にな っていたにも

長森口治氏の御逝1 ; てッkのお訣れをしたばかりの 拘わらず建築行政は土木部建築謀と、上木の単に

私は、建築行政の手ほどきから教え育てて戴いた 一 部課に過ぎないかの組織に我慢ならなくな った

二人の大恩人を失い、殊に、松井ーさんの永い闘病 仲間違と，建築音IHI 怖の運動を興しついに昭和23年

生活の問、最JVJにお目にかかったのは垂水から森 11n往U' il ' illが創設され、松井部長の誕生をみまし

LI さんが松井さ んの病気見持いに見えて御自宅に た時の似しさは生涯忘れる事は出米ません。

i同l一緒したままでついに一人泣きれ、人生の出合 その後ug利26年 10月には退官されましたが残さ

いと、日1] れの不思議に U{y 然と心の中に空洞のでさ れた私達、こ'1T; 陶お教え戴いた 目I. i - を忠実に守り住

た思いです。 50年に及ぶ御指導御燕陶を思います ' 七、住築行政に生かし働いて参 りま した 。 当H年の

と心の{ 商務も大きく忘れるのに時間がかかります。 f

'

/I/ :il iJ 定年を迎え今はそれぞれの追を歩んではい

up，和 17年 5 月まだ1!U身の気楽さで何と無くと言 ますが、あの、自己には執均なまでに厳しく、外

う言葉がふさわしし、FAの京都府答察部建築校手11 には温かい克容の精神は皆が持ち続け、一人の決

命辞令を受けた時からです。 当時課長は松井治之 ちこぼれもいません。

JJ f J 氏でJ也) i 技師が森口 i，'i 氏その他イI能な先輩li か 思い :Bに残る 'J . I - は山程ありますが一つだけ、し

りでご挨拶 Itl し上げた後何も難しいお訴も無いま みじみ交わさせて i法いた柄の 中 「山J I ] 花、例は楽

ま 1 j自/i il もすると、す っかり戦場に溶け込んでい しく飲むのが本当の桝」と、ぽつ りお っ しゃ った

ました 。 そんな ｮ よ かい雰囲気の中で楽しく ｻ十 ， Ｚ ｊ ｾ を のは終生忘れません。

していました 。H命してすぐ (W日本建築協会に i'l )j が生まれ、育ち、学び、そして車内 J ; l { ( 込めて

入会するご指示があり、まさか私ごときが「建築 お仕 Ｇ ｊ ｾ をし、愛された京都の町並みを眺められる

と社会」に松升さんの追1'1!r の併を書くとは 、先立 以 ilJ 大谷1割l胸に安らかにお IIK り下さい。

つ方 、iti された者の定めて" はありましょうがお，; 1 " 1;'1¥ん で1踊l冥悩をお祈リ申し上げます。

しくださし、。 ( 日本建築協会京自11支部常議w

ｬ Ｑ ｾｉ ＺＺｬＮｊＺＺ ｉｍＮＮＺＮＮＢ｛ＧＩｎ＠ お知らせ|

第 5 回国際デザイン・コンペティション、大賞はヨナ・フリードマン氏、エダ・ショール氏に. ノ

日11) 1101際デザ4イン交流協会( 佐治敬三 会長) 主催 本 ・美術評論家) 、l勝井三縦( 日本 ・G D ) 、烈川 氏 ( オランダ)

の「第 5 凪凶| 努デザイ ン ・コンペティション」は 雅之( 日本 ・挫築家) 、へルムート ・ランガー ( ド 園 大阪市長1 l r土の絵はがき」パオラ ・ガルブ

「土」をテ - 7 ( こ、 63 ヵ問 ・地肢か ら寄せられた イツ ・G D) 、竹山笑( 日本 ・建築家 )。 リオ氏ほか 4 名 ( イタリア )

1134点にのぼる応募作品を集め、予備i響俗、そし ・大1' t ・内閣総理大臣賞 「人間のための屋恨」 ・ 11 ' / 際デザイン交流協会会長賞 「人←日前物キ ャ

て 7 月15 日- 13 日の本簿作の結果、次の作 t見が入 ヨナ ・フリード 7 ン氏 ( フランス ) + エダ ・ショー ロ y トJ lE ι 柿 r- 氏 ( 償浜市 )

' i ' tした 。 ル氏 ( ドイツ ) *  

帯イ' l ' ιi は、 7・7号車益輝 ( 日本 ・G D ) 、リタ ・セン ・通商産業大臣1 ' t r悦覚障害者誘導システムの 卜. 記入'U作品 l立、 10月 4 日 ( 金 ) - 13 日 ( 1:1 )  

ト ・7 レアー( アメリカ ・1 D ) 、7 イ ・フェリプ ・ 提案」大久保桁生氏 ( 品¥:11ニ市 ) に大阪ビジネスパークで開 fjj¥される r l_ l i / 際デザイ

ヘッセルバルト( スペイン ・1 D  D ) 、柏木博 ( 日 ・大阪府知 事'il r決ち来」へレーン ・ラモリー ン民'9J J で一般公開される 。

7 ランス、ノ、リイdt .

ill 築家、社会"'1 釘

エダ・シ ョール

( Eda  S chaur) 

1945年生まれ。

ドイ' / . レオ ンベルクイt { 色

ill 築家.
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人間のための屋根

ニのプロジェクトはイ ンドや

その他の発展 ｩ 主 Ｑ ＭＮＱ ＮＱ の ｦｬｾ 所外

行を，t: VIJ し、 i度らがi ' I 分i主的

千でJI '常に安価主家 ( 1川当

たリ約 2 ドル ) がill て句れる

ように巧来した. そのために、

ｊｉ Ｚ ｾ �［に級奮なデザイ ン ・ コ ン

セフト作。} を j f い、二I l を、

ｉ 也 ｊ じ の 安価な材料、附 Ｇｩｬｾ Ｇ iJi 

!-!，.のみの i止111 、!II:句 の向い技

能と知識をベー スに、そ の l

I也の状況に介った形に泣き挽

えた。三の.nllhj は妓術砂転! 日

の技術図f(liを f>Eわずに! 民l品lす

べ きものであるため、ＭＱｾ， ｬ ｬ Ｇ￱ｬｬｩ

の技術と Ｑ ｲＮ Ｈ￟ ｾ をやさしく， Ｑ ＱＱＮ ＢＩｪ

する r 絵文' i ' J のマニ ュアル

を作成した
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|I NF ORMA判 O N お知らせ E

r ，レーヴ会ル美術館特別展」、肖像を集めて東京で開催

この秋、東京の国立西洋美術館で、ルーヴル美

術館の全 7部 門の所蔵品の，+，から r J' j 像」に訓 点

を定めた「ルーヴル美術館特別展」がI > f .1かれる 。

この展覧会は単なる名 li古展とすることをさけて、

川1像表現の展開。のサブタイトルのもとに、威

厳に満ちた権力者の肖像や愛すべき 身近な人々 の

内像、全身像や胸像、 また正而像やプロフィール

など、 J' j 像芸術がもっ多織な表現形式と機能とを、

オリエントやエジプトを含む古代から 19世紀半ば

に" ' f る歴史のうちにたどろうとするものである 。

絵 jil 司、紫捕 、彫刻、工芸など 138点 が 展 示 さ れ

る。

会 期 1991年 9 月18日制- 12月 1 R( FI) 

A  

ｌｾ＠

月sM日休館。 ただし 9 月23 日、 11 J-14  

日は開館し、 翌 日を休館とする 。

9  :  30 - 17  :  00 (入館は 16: 30まで)

場 国 立 西 洋美術 館 (束京 - 上野公 1i:! 1内)

催 国立西洋美術館、明日新聞社

入 場 料 一般 1250円 ( 前先り 1100円)

主な作品 ネフェールの浮き彫り( エジプト ) 、

アレクサンドロス大玉像( ギリシャ、

出品さ れる

く若年のセンウセルト

三世像〉

日C1878- 1843年

エトルリア、ロ ー 7) 、ティツ ィアー なお 、 この展覧会は、作品保全のため東京だけ

ノ く 手袋の男 〉 、 ベラスケス ＼ ｅｾＷ で開催されるものである 。

ルガリータ 〉、ルーペ ンス〈マリ ー ・

ド ・メディシス 〉 ほか

ロイヤルファニチャーコレクション展/ コーア= クリント作品展

マグナス= オルセン社、エリ ッ ク = ポイセ ンキ| ンジで長I1 られるコ ー ア = ク リン トと、伝統を生か

等 、 デンマーク高級家具メーカ ＭＴ 社 の専 Ｉ ｉｾ デザ しつつもシ ンフ。ルでレ洗練されたデザイ ンによ り、

イナー であるル ッ ド= チューゲセンとジョニー= 現 代北欧家具を リー ドするル ンド= チコーゲセン

ソーレンセンの コンビ結成25周年を記念し て、新 とジョニー= ソーレンセンの、作品の同時展示に

作 2 点を含むコ ン トラク ト市場向け家具コレクシ よって、デンマーク家具の原点と現在の両国を見

ョンが展示さ れる 。 せようと企画したものである 。

同 時 に 、 デ ンマ ーク家具の父と 呼 ば れ る コ 一 日 時 1991年 1Ｐ Ｉｾ ＳＰ 日制 Ｍ ＱＱ 月 Ｑ 日幽

ア = クリントの作『同 (織凶慾栴] 氏所蔵) を はじめ、 10 :  00- 20  :  00  

設計図面やその他 の tt 重な資料も初公開される 。 会 場 アクシスビル 4 階 ギャラリー

上記展示会は、世界初の人間工学的な手法によ アネ ックス T E L 03- 3587- 2781  

るデザインと、伝統的様式家具の現代的なりアレ 束京都港区六本木 5 - 17- 1  

U2チェアーとリノリウムテープル J レッド=チニL ーゲセンとジョニー= ソ ーレ ンセン

(テ・ザインルッド=チューゲセンとジヨニー= ソーレy セン)

第 9回 A + E F ORUM開 催

F ESA E  (T he  Far  East  Society  of  A rchi tects  

&  Engineers) 関西支部の月例 フォーラムが、 下 記

のように開催される 。

日 H寺 1991年 9 月10日ω 18 :  30- 21  :  00 

会 場 エ ル ・おおさか ( 大阪府立労働セ ンタ

一/ 大阪市中央区北浜東 3 - 14)  

T E L  06- 942- 0001  

講 演 会 「レニー ・シュウェンデインガーのア

ー トワ ーク一光と彩の建築一」

5昨r. ni レニー ・シュウェンディンガー

( ライト ・アーテイスト)

交 流 会 郁仰 を囲んで立食パーティー

参 加 賀 会 只 4000円 (学生2000円)

非会員 5000円 (学生3000円)

申込方法 ハ ガキに住所、氏名、職業、述絡先、

電話番号を記入の上、 9 月 6 [J 必 着。

申 込 先 FESAEI 品II / I i 支部事務局 ( 大 阪 大 学 工

学部環境工学科第一講座内、 干56511吹

田市山田丘 2- 1  T EL  06-877- 5111)  

なお、入会希望者は、上記事務局へ rtl 込f!?類 等

を新求のこと 。年 会Di 10000円、学生半額。

第2回、学生のためのフレッシュ

デザインコンペグ開催

コーナ ン建設側は、昨年から在学 Ij ' の学生を対

象に ‘ 学生の ためのフレ ンシュデザイ ン コンペ。

を開催し、向由で大胆な建築デザイ ンを 募集して、

学生に作品発表の場を提供してきた。

今年も下記要領により、 作品 を募集している 。

課 題 r ｾＡｉＮｾ題 」

審 ヨE 貝 遠 藤 剛 生 氏 (遠藤剛生ill 築.l l l J I ・1>務所所長)

審査方法 大学院生とその他の学生に分けて審査

応 募 資 格 大 学 、 大 学 院 、 高等専門学校、専 門 学

校に在学中の学生

徒 出図而 配置図、平面図、断 IIlI 図 ( 紛尺 向 由) 、

透視図( 模型写真でも 可) 、その他 設計

意図を表現する図面または説明文

用 紙 中 ＢＧｾ ｉ ケン ト 紙か厚紙 ｬ 枚 。 守鋭 、 鉛筆、

設入れ、着色はいずれも n由

登録申込 1991年 9 月30日までに氏名、住所、定

話番号、年齢、学校名、今! :王手を官製ハ

ガキにt . ! } : いて 申 し込むこと

申 込 先 コーナ ン建 設鮒 フレ ッシュ コンペ係

干532 大阪市淀川区野 Ij' 雨 1 - 5 - 17

T E L  06- 308- 1553 

応募締切 1991年 10月 5 日

1't 金 2 コースとも、金1150万円、銀1 ' t 20万

問、該当者あればフレッシュデザイン貨

発 表 下 記 会 場 で 展 示 す る 。

・大阪 1991年 10月29 11- 1111 3 日

ソニータワー 9 F  rソニーサロン」

・東京 1991年 12月 4 円 - 12月 6 日

日産銀座ギャラリ ー 7F
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講 演 会レポート

「ネ申戸ハーバーランド」

一本格的ウォーターフロント新都心の事業計画と街づくり-

「まちづくり」は企画者の神戸市都市計画局ハ

ーノぐーランド建設室室長の伊賀俊昭氏、「魅力づ

くり」は B プロ y ク設計者の竹中工務活設計部謀

長の 山内一先氏、「エネルギー供給」は大阪ガス

地域エネルギー開発室 係 長 の 薮 雅111 J 氏を講師 と

して迎え、講演会と完成部分( 街路のガス燈、海

際の広場やハーパーウオーク、はね橋、赤レンガ

倉庫のレストラン) の自由見学会を開催した。

建設途中の講演、見学会にもかかわらず、多数

の参加者があり、大規模ウォーターフロントまち

づくりへの関心の深さがうかがわれた。

プロデユース

千予賀 氏

ノ、ーパーランド整備事業は、大都市の大きな問

題であるインナーシティ再生、産業の高度化やソ

フト化等産業構造の変換に対応する担い手として、

また、市民生活の多様化 ・個性化に対応した新し

い形の商業 ・文化施設等の整備、そしてウォータ

ーフロントの再生をめざして 、国鉄湊川貨物駅跡

地( j R神 戸駅南側) を中心とした而 fJU:':) 23haの

地区 を大規模再開発するもので、来年秋に物j仮 ・

百貨庖がオープンし 、平成 5 年Il f.Hli 1 のアーバンリ

ゾートフェア神戸のイベント会場になるとのこと

で7ある b

倉庫ヤード跡地の土地利用促進のため、 4主総施

1991年 5 月28日ω14: ｏｏ ｾ＠ 17: 30 

参加者74人

1. 5mのギャラリー) によりアクセスができ、駅

前広場と一体に整備した地下広場 (可動式シェル

17mX 25m) とA 区画のイベント広場 ( 5 階吹抜

スペースシアター) とが整備されるとの ことであ

る。 またハーパーランド内の多くの商業 ・業務施

設 (A ' B区画は事業コンペ方式) 聞は、 2 階レ

ベルて¥テノキによりネ ッ トワークされ、雨にぬ

れずにアクセス可能とな って いるとのことである 。

ウォーターフ ロン トの倉庫ヤードは、すべて公

共 Ｈｉ Ｇｾ な地設に置換し、公共岸壁Ｈフェリ一発着

所) にし、人工地銀の下は駐車場、 2 ・3 階をレ

ストラン街とし、水際にハーパーウオーク( フロ

ー リングデッ キ) 、モニュメントとしてはね橋

( イベント活用) を 配し、周聞のレンガ倉庫をレ

ストランにリサイクルし、 人気を 11手んでいる 。

また各ビルのインテリジェント化に対応して、

光 ファ イパ一、向車IJ ケープル、 CAT V等により

情報の集発散しやすい、セキ ュ リティ管理のしや

すい、 24時間対応のできるにぎわいのある街に l

年半後には完成の予定とのことである 。

質問) 総事業費は?

答) 現時点では約4000億円 ぐらいの総事業

Ｑｾ です 。

B 区 画 設 計

山 内氏

ウインド一、アトリウム等を配し、 2 階レベルで

の各プロ y クへのアクセスブリ ッ ジ ( 立体トラス

によるガラスチ ュープ) を設けているとのことで

ある 。

フェ リーターミナルは敷地前桜35，000m'、延床

面お ｾＴ Ｐ ， OOOm'の低層商業施設で、人工地盤下の駐

車場は 400台収容 で、北側IJ 立体駐車場は敷地面積

8，600m' で延床面積60 ，000mヘ2000台収容、出入

口 3 ヵifr ( うちランプ 1 ヵ所) とのことである 。

当初、 プロジェク トチームを 3 人で組み、この

地域に対し てのイメージスケ ッチを 3 日間で300

枚芯き 、 カテゴリ - }) I] に分類したスケ ッチのイメ

ージが現在の設計デザインに結ばれているという

お話を 聞 き、 n頃のご努力とご研鈴に感銘した。

地 域 冷 暖房 計 画

薮氏

熱供給エリアは、商業 業務総設を中心とした

20haで、関西では 7 番目、また神戸市では初めて

の熱供給地点 となる 。平成 4 年には地区内施設の

ほとんどが竣工し、供給エリア201mに対し、延床

而［ｦ ＱｾＶＰｊｊ m'の業務 ・商業施設に熱供給される予定

て' ある 。

炉的一煙管ボイラ ー と蒸気吸収冷凍機を 中心 とし

たシステムで、 1EIW使!刊 後の蒸気吸収冷凍機、電

動タ ーボ冷凍機 をtlJ 利用し、 さらに 省エネルギー

設監似iの中心軸 て" ある神戸ハーパーランド線( 幅 B  区画の敷地而秘は 33，000m'で、商業 ・業務施 を図るためコージェネレーションシステムを導入

貝27m) の海へつながるプロム ナード (歩道12m、 設( 延床而積180 ，OOOm'，駐車台数700台) 2棟の する予定とのことである 。供給然媒は、冷水と蒸

5 m) にガス燈を設け、フ ッ トライトやライトア IHJ に、巨大ガレリア( 幅16m、 7 J日吹き抜け、長 気で 4 管方式を採用し、 地下水位が高 〈、海水で

γ プによる楽しい演 出 をしている 。] R神 戸駅方 さ200m、倒子1!li ワイヤーテンンヨントラス 構造 あるため、ボ ックスカルパートによる専用洞道方

面とハーパーランド地区とは国道 2 号線 ・阪神高 脳級) を通し、にぎわいの演出 として敷地周囲に 式とのことである 。

速で分断されているが、 2 つの空中デ y キ( 幅員 人工運河 (海水循環) を回遊させ、木製デ ッキポ

4  m) と現在工事中の 2 本の地下通路 (4 . 5m十 一 ド、木製の橋、ガス燈、カフ ェテラス 、ンヨー ( 三上不二夫/ 事集委員・銭高組)

神戸市都市計画局ハーパーランド建設室室長 ・伊賀 俊 昭 氏 竹中工務底段計部謀長 ・山内一晃氏 大阪ガス地峨エネルギー開発室係長・薮雅則氏
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日本建築協会

月間の動き

平成 3 年 6 月分

通 常 総 会

26 日 51時40分 - 6 1時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 ・金多正副会長ほか 14名

議事 (1) 平成 2 年度事業報告並びに決算報告承認

の{牛

(2)平成 3年度事業計阿並びに収支予算* 認

の件

定時評議員会

26 日 5 11寺- 5 時40分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 向 橋 議 長 ほ か44名( 委任状共)

殺事 (1) 平成 2 年度事業報告承認の件

(2)平成 2年度決算報管泳認の件

(3)社団法人 日本建築協会制Ul! IJ の一部を改

正する件

(4) 理事 3 名補選の件

理 事 会

第 3 固定例理事会

26 日 41時 - 5 1侍 於 本 会 会 議 室

出席者 佐野会長ほか27名

議事 ( 1 ) 社団法人 日本建築協会細則の一部を改

正する件

Ｈ Ｒ Ｉｾ ｉ ｊ 功 ｴ￬ ｪ きのｻ牛

(3) 後援 ・協賛名義の件

(4 )入退会者ゑ認の件

(5)報告事項その他

編 集 委 員 会

第 3 回会員企画小委員会

4 日 61時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者布団副委員長ほか 5 名

議事 シリーズものの報告と掲載予定

第 3 回作品作風小委員会

6 日 6 11寺半- 811寺 於本会会議室

出席者宮下副委員長ほか 6 名

議事 (1) 作品の掲載状況並ひ1こ掲載予定の報告

(2)作品の選定並ひ1こ本年度「新建築調査」

依 頼

(3) rC al lerYJ 内容報特及ぴ今後の予定

(4)誌而 (r 作品作 j制服IJ ・「ス ケ y チブ ック

欄 J ) の検討

第 3 回施工材料分科会

7 日 4  11寺- 61時 於 本 会 会 議 室

出席 者 有 光 委 只 ほ か 3 f ， 

議事 8 J l 号特集案決定

第 4 回初陣造分科会( 新旧合同)

10 日 61侍- 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 角 幹 事 ほ か 4 名

殺事 (1) r構造の頁」の企阿

(2)今後の構造特集のテー 7

(3)10刈号「建築と土木 J ( 燐造篇) 特集の共

体化

合同計画系分科会特集第 5 回幹事会

11 日 61時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者鈴木幹事代行ほか 2 名

議事 9 月号「合同計画」特集笑検討

第 3 回編集委員会

13 日 4 1時 - 61時 於 本 会 会 議 室

出席者 構神委員長ほか 3 ;g， 

議事 (1) 6 月号「建築と土木」 ・「近畿地建」 ・「毎

日放送本社ピル」特集経過報告

(2)  7 月号「建設現場のイメージア ンプ作

l淡」 ・「きんてe ん」特集経過報告

(3)  8  Ji 号「建築紛争」特集経過報告

第 1 回計画系ーインテリア・住宅一分科会

14 日 61時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 北 浦 幹 事 ほ か 8名

議 事 平 成 4 年 2 月号 「本分科会」特集検討

第 3 国広告企画小委員会

25 日 4 時 - 51時 半 於 本 会 会 議 室

出席 者 佐 野副委員長ほか 4 名

議事 (1)  6 刀号「建築と土木」 ・「近畿地建」 ・「毎

日放送本社ピル」特集広告途 中経過報告

(2)平成 3 年度独自特集企図

(3) 収支状況報告

事 業 委 員 会

ｾＲ 回テーマパーク分科会

20 日 611寺半- 911寺 半 於 本 会 会 議 室

出席者 山問主査はか 2 名

殺事長崎オランダ村+ ハウステンポス、の見学

会の企画

第 2 回近代建築見学分科会

25 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 家 幹 事 ほ か 2 名

議 事 本 年 度 の 企 画l

第 3 回関西の近代建築を訪ねて分科会

28 日 61時 半 - 91時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 杉 本 主 賓 ほ か 4 名

殺事神戸の古い教会見学会について

教 育 委 員 会

第 2 図工高生教育小委員会

18 日 611寺- 8 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議事 ( 1 ) 日本建築協会創立75周年記念事業

「工高生デザインコンクール入選作品集」

(2)  r施工教育用ピテタオ」

第 2 回講習会小委員会

20 日 61時 - 71侍 於 本 会 会 議 室

ゲスト 藤井孝安氏( 大林組)

水F針日目IJ 氏 ( 1/ )  

出席者 金 問 副 委 員 長 ほ か 4 名

議事 ( 1 ) 建築工事実務講習会テキスト改定の経過

報告

(2)建築工事実務講習会大阪開催ポスター

(3) (施工計画編) 、(積 算 仮 設 見 積 編 ) の

当日のタイムスケジュール

(4)地方|矧 ili の経過報告

出 版 委 員 会

第 3 回委員会

20 日 5 1時 - 6 1時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 志 賀 委 員 ほ か 3 名

議事 (1)  (プ ロのノウハウ) と特装本の経過報告

(2)今後のテー? と執筆者選定

(3) プロのノウハウ講座シ リーズ

建 材 委 員 会

第 3 回委員会

12 日 3時半 - 5時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 金 井 委 員 長 ほ か15名

材料説明 湧水フォーム (i 切水処理材)

担当/ 松本委貝

殺事 (1)今後の検討建材

(2)今後の「新建材紹介コーナー」 掲載予定

見 学 会

知思院三門大修理見学会

1 日 11時- Ｔ Ｑ ｾ＠

参加者 33名

大和銀行本庖ビル見学会

22 日 2 11寺- 4 1時2ド

参加者 105名

講 演 会

山崎泰孝「やわらかい劇場鈴」

5 日 2 1時 - 41時 半 於 本 会 会 議 室

参加者 43名

ビデオ映写会

26 日 6 1時半 - 8 時 於 本 会 会 議 室

( 1) 出江 究「真・行 ・草ー神とエロスとデザイン」

(2)木島安史「堂夢の世界」

参加者 42名

話題建築を聞く

ーカルチェ・ダムール一間野1尊氏、小島孜氏に聞く

27 日 2 時 - 5 時 於 本 会 会 議 室

参加者 30名

建 築 ク ラ ブ

第 230回朝食会

11 日 8 1時- 911寺半 於 大 阪 グ ラ ン ドホテル

演題 「回教圏におけるプロジェク トから見た

人間模様」

講師 新鞍治彦氏 (大成建設大阪支庖)

6 月 の 入 会 者 (敬称略)

〔個人会貝 7 名〕

市原 博 信

( 市即、設計)

川 島 繁三

(住石都市盤情公悶)

三 木 隆 文

( フジタ)

4 会員の言卜報

〔元評議員〕

地 野 知 l雄

(舟II聾附算事高所)

回 中 島J ー

(兵庫県臨市住吉部)

小田 島光 洋

(藤井企画)

高橋 弘明

( フジタ)

泉 資 一郎 (62オ) 平成 3年 7 月16 日死亡
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干 100 東 京 都 千 代 日l 区メLの内 3 T I-I 3 番 1 号

屯 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

本 ヰ土

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 后

。
本 社

大阪営蝶所

牧方営難所

大晃設備株式会社

大阪市北区西天満 5 - 1ト 12 電 06- 313- 1846

枚 万 市 甲 斐 関 東 町T 9  - 3  ｾＱￌ ＰＷＲＰＭＴＹＭＲ Ｑ ＲＸ＠

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 J市・営業所 福岡 ・京都 ・天理・川西・神戸

設計並施王

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社及ｾ書自主腐

大 阪 支 庖

三 重 支 庖

四日市営喰所

滋 賀 営 難 所

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 問 町 2 0 帯 地 の l

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大阪市北区天満 ]-5-20 屯話 (06)352- 350I( fり

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話(0592)26 - 3610( f¥j 

四 日 市 市 西 末 広 町 電話 (0593)53ー7431(f¥j

大津市中央 2 丁目 4-28 'i!l. 話 (0775)22 - 9738(仰
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社/ 干530 大阪市北区角田町 l 醤 1号( 東阪急ピル)

T E L  06( 313) 1101 F A X  06( 315) 日日50

。
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本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5 階)

屯 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

支 底 東 京 都 中 央 区 日 本fhZ: 場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

ｾｉｬ＠ 青島 0 3  ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 l' t  

電気設備・計義制御段備・空調設備・クリ ー ンル ーム設備・プラ ント設備

鎗排水衛生設備・エネルギ ー集中監視シス テム 設計施工

& 三 宝 電 機 織 式 会 社

取 締 役 社 長 泉 納 秀 一

事 世 干5担大飯市北区西天理12- 6- 8也ピ1レ) TEL 侃(3制)1471.FAX 侃(364)5533

型車豆祖利回東京草書区新園12-16にユ一新蝿ピjレ) TEL閃( お( ) l )0131. FAX 似5倒)0268

苫古置m 干462 名古車市北E童1'1'l -11-14 TELII51(矧)5131・FAXII51(914)) 日5

神戸 主后干6&7 得戸市轟巨岩量稲田1- H(工ピスピJω TEL078(倒 )5&71・FAX078(871)6161 

騨研究所青田大飯府理市三宝町七T3困 TELOn1( 17) 例措 FAX0n1( 17) 1似

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一!:二ブ!?)(株)副 O: J : J ! J O:

営 業 種 目

- 防 水 工 事 If(!_ 布 防 水 . ＺＯート ｾｪｪ 水 ・ モノレタノレ防水

・樹 脂 注 入 接 着工 法 各般樹脂 注入後苅 補修 工 ι ｊ ｾ

・ 亀 裂 補 修 工 事 各検樹 ｮｬｗ ￵ 入 ・ 允ｾ・コ ー キ ング

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リ コ ン ・チ オ コ ー ル ・ウ レ タ ン ー7 7

'

) I レ

・ 吹 付 工 事 ア ク リノレ ・リ シ ン ・悌 性 タ イ J レ ・ そ の 他

く〉建 段 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 - 5 3) 第 51225号

< > 日本 シ ー リ ン グ工 事 業協 会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 21  ｉｾ｜ 持ＮＺＺＺＱ［Ｎ J . #f : ' " _ 噌- r L . LL 

J，! ，和 地 所 刷IIT ピ J レ2015 ¥' 17恥.1 Ｎ，ＮＮ宅可 ｲＷｾ 調恥司『司 Ｗ 唱ｊＱ Ｑ

TEL 06(315) 0 7 0 1 ・ E 守 - - - - -- - .... -

⑧嵩誕融株式会本土

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06) 351- 5428附

F A X( 06) 351- 5299 
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@ 這 暖 房 眼

寺電.......

③持組主主信事IL

ーーーーーＭＭ可 ｾｉｾＢＧ ＺｉｾＮ

一一一誠 実 と 技 術 で お 応 え す る 一 一

。 住友電設株 式会 社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

- 電力工事 ・股備工事

配変電位備工事 ピ ｊｾ 電気股備工事空調 工 事

銀! l ! 送電楓工事 工岨電気股崎工事結排水衛生工事

処中送電蛾工事 防爆電気股蝿工事精疎配管工事

主 木 工 事 酎 袈 工 事 消 防 施 盤 世 蝿 工 事

- フラント工事

・情報システム工事

光伝送 システム工

C A T Vシステム工

邑橿戸ンテナ護置工

気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 武 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ビル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)  1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡ω2( 771 ) 6 1 6 8

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大阪市中央区間施僑 4 丁目 3番7号 電 話 大 阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・;t Lノ内 ・新宿・神奈川・東関東 ・中部・九州

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

練 式 会 主 主 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 。東 京即日生区六本木 3 - 16  - 26 

大阪支庖 大阪市中央区北浜3-2-23(位置ピル}

Master B UI臨 時 Technol 勾 1田 T  E  L06-202-3294 

⑤_  ..t1__ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
』るづい〆ヤ・ ＮＮＮＮＮＮＮｉｾ み

目白バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の 貼 り 合 わ せ 技 術 て相 暗 した，二 重 怖宣 の 断熱 兼用 二重 防 水 シ ー ト で す。

自主電線株式曾批 判開刊区肌汀目 Ｑ Ｎ ＲｾＨ 干代田ピルＩ



Tl I J I !J 9J l 歩ゆJl
特 許 ・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CSPM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

- オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

豊 富色 彩長 尺 物

ロ

ロロ

S小i皮 .s大i皮 ・V i皮 ・ポ y クス i皮 . wジャンポj皮・V テグ y キ

SVジャンポI皮 ・ボル トレスルーフ BL. :nのi血

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置( モニター・ ベンチレーター・ムーパーエキ ゾスター(強制) )

ボーロイド( 断熱材 ) O. G. K. ※ カ タログをごl ml' Fさい。

干 660 Jt_ 崎 市 II {{和 市 泊 リ 3 - 26 屯話大阪 ( 06) 412- 513l (ω  

大阪 ・ ｊｌ ｊ Ｋｉ ・ γ ［ ， ｉ ， ｦ Ｚ￞Ｎ ・ ｬ よ ね・ 東条 ・ ￭ Ｇ Ｚ［ｾ 各

干 335 厳 rli 塚 越 5 r ll 6 -，爵 32 ¥; 屯 j ;ri 厳 ( 0484) 42- 311 5((1:) 

*- It. * );;; . ，日，* ・熊谷

盛市' J I !J 9 品 川 製 造 揖 式 会 祖

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技訓示とつフチウヂデ

j削反規絡

途用

エターノコア - F
大和郡山市九条スポーツセンター屋根

デンカC S Aファミリー製品

. 7. 1二.I nCS A ( 膨張 |叫 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子ニ Ｎｉ ｮ Ｎ，ｾ， ヨニ Ｎｉ Ｈ グ ラウ卜用無収納材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二Ｎｉ ｮ 守ョー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ基本ユセｾ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ.In E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. I nI I OOO(製品 用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
ｔｅｌ 本社 ・ 京 都 Ｎ ｾ， ｉ ､ ｾ Ａｦ Ｇ ( 0 7 7 2 7 )  2 - 2 2-2 0  

WHt( j  ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

株浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

会式業産

TEL 大|以 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 見〈京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

コトネ土

A

Q

玄式株ネ土A

2

 

式株産ヰ勿洋光

T E L  ｾｰＮｾ＠ ti ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 人ー|以
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ガタツキがなく、安全で丈夫な銅製二重床システム

|  浮き根太式銅製二重床 |  

-9: ;弓フ[[: ;，ペース

定 ｾｾ ｉ ｾ
f面fi H

九 ｾＡ ￭ｾ ｾ＠
j ¥ Ｚｾｾ＠ ) 、

o !} 似

円 5・

ｾ＠ ｾｾ九
摘み 1': '，:

四件 ft t?  

悦九ｾＯＩ ｾ＠

J L 1 五品

1' 1! 1J 

泊 以

n  

安 全 に 効く、 大 容量 配 線 に効く、荷 重 に効く、浮 き 被 太

式 が 効く そのパワーが、現在の二重床におけるあらゆ

る問題を解決しますタジマ フロアベース。構 造 と 部 材、

そして施工が一体となった、タジマならではの技術のシ

ス テ ム 二 重 床 根 太 で ガッチ リ 連 結 さ れ た 床 面 が、確

か な 強 度 と 安 定 性 を 実 現 し ま す さ ら に 耐震 性 も 標準

装 備。まさに・・床" そのものの 、安心と安全を提供でき

る二 重 床 で す

※ フロアベースは浮き根太式のため、支持脚の長さを個別に

翻節できますユしたがって、下地の不陸や段差 への自在な対

応が可能ですユｴ ｫＡｾ｢， ｎ 人 紅白
大阪営業所・干550大阪市西区京町堀ト10-5

合 06-441-5951 FAX06-444-2596 

雑誌 03370-8

東京営業所・干101東京都千代田区岩本町3ー10-12山源ビル

fi03-3861-3101  FAX03・386卜3615

営業本部・〒101j 車京都千代田区岩本町3-1卜13

合 03・3866-6101 FAX03-3862-5908 
株式会社9: ; : : '


